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は じ め ゲ
」
シ

　研究報告9として、「読みの実験的研究一ギ麟1こあらわれた読みあやまりの分

析一」を干【」行ずる。

　編立園語研究1：クr：は、趣｛1民の言塾生濟の実態を科学的に調査し、そこに発生

している閥題を閃蓮的にとらえ、それを整理することによって、麟語の純化

と、嘗語生活の合理化のための確実な塞礎を築こうとして、各研究室におい

て、それに必要な研究事．顛をづ｝・担して調査研究を進めている。

　この吟詠報告9に収められたものは、第竺研究室において、いまの匿語教

科㍉｛．i二が選面している、言語および丈1字に，関する無題』点を究明するためにおこ

なった調査の成果であって、所：期の問題点の一・部分が明らかにされていると

i頃時に、学習指導のうえにも参考になると考え、刊行することとした。

只乗禾口30：臼三2月20　日

厩立感語研究所：長　西 尾 実
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夏 この調査研究の目的

　「読みの実験r内研究」という題肩でここに報君1’するものは，1画語研究庚第

3研究叢が，1952（昭和27）～1953（1｛乳煽128）年の2ブ」年にわたっておこなっ

た「：文字言語の学習負お旦についての研究」の主要素分を占めるものである。

この研究調査は，議i査表による読みの困難e欠陥などについての金函調査と

偽…定の学校の児鮨：についての録音器による音読の｝爽査との…二つにわかれてい

る。どちらも，そのだいたいの結果は，中閣報告として，　「困立函語石肥づご所

年報」の4（昭和27年度）および5（昭和28年度）に発妻モしてある。「音読にあ

らわれた読みあやまりの分析jと，副題する本幾二では，中四二報一儲1’に発宏・乏しな

かった都分，および最：終的に処3翌がすんだ綜＝果を中心として，とくに，音読

を手がかりとして明かにされた読みあやまりの類型と，それの予想される原

因とをくわしく虚誕・i’するものである。したがって，年報に発表されている項

門はなるべくはぶいてあるので，くわしくは年報をも見ていただきたい。本

州＝では，：本書の晶晶の理解に．必要な限りで，ごくわずかの醸項を再録する1・t

とどめたQ

　本調査のド｝的は，児童が丈宇言語に接してどのような困難。障磐。抵抗を

示すかを明かにし，予想される原因を推定づ一ることによって，匿1語の喰出亨㌃

語の頂iへの一改山善に．ヒン1・を与え，匡1語の一息指導の簡への改善の．資料をi礎供

しようとすることであった。したがって，読みあやまりの秘類の讃；査につい

てはかなり結果が得られたけれども，予想される源因の品定についてはいろ

いろな購1題が未解決のままで残っている。しかし，推論的な報一告’でも，臨語

教育の実践面には参考になる点も多いと老えて，あえて発表することにした。

　この調査研窺の担逃者は，当時…の節3了夢F究鍵の所質

　　　平男・畠夫　　上甲幹一一・・　　　　う建　　誘・島　愛



の4人である。なお，調査および実験め実施のため協力学校の先生がた，県

外派遣生として研究所で勉強中の佐野芳夫（画梨渠），狩野尾睦麿（青森県），

大久保芳継（兵庫県）の3君の協力を受けた点が多い。　ここに付認して慈謝

する。
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R調　査　の　計　画

1読みあやまりの調査の種類

　読みあやまりの調査は，大きくわけて，黙読と音読との二つについておこ

なわれる。黙読の照合には，

　　（1）黙読のときの限球の運動の異常

　　（2）丈および段落の内容の理解の異常

　　③　鑑賞の異常

の三つの分野が調査の対i象となるQしたがって，黙読のときには，理解の困

難・障害・欠陥・抵抗な：どの調益が中心を占めてくる。また，調査の方法も

観察と客観テス1・を朋いことが多い。

　観察による方法はその性格が実践的であるために，多くの学校で教室的方

法として用いられて，i実践的な価値が認められている。しかし，主観的であ

るので科学的な調査研究にはあまり用いられなくなったσ科学的な調査方法

としてはテストによることが多く，アメリカあたりでは，多くの有力なテス

1・が研究者や団体によって考案されている。たとえば次のようなものがある。

　（1）　Monroe，　Marion．　Diagnostic　Reacling　Exa7itination

　（2｝Durrell，　DOnald．　Z）．エ）tef“2’ell　Analysis　of　Readiit91）カγ’α擾y・

　（3）　Dvoral〈，　and　M．　」・　Van　Wagenen．　Diagnostin．　Examination　of　Silent

　　　Reading　A6ility．

　（4）　Buswell，　C，　T．　SRA　Reading　／t’ecord．　Science　Research　Asseciates．

　Cs）　Committee　of　Diagnostic　Tests，　Lnc．　Diagnostic　reeading　7”ests．

　なお，黙読における眼球運動の異常を調べるには，オフサルモグラフ

　（Ohtharmograph）や，テレビノキュラー（Telebinocular）などがi実翔に供さ

れている。

　　これに対して，音読の揚合には瑳解や鑑賞は音読化という手段を通して数
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量的につかまえられる限りこの調査が可能であり，それ以外に音読そのもめ

の技能についてのさまざまな異常が調査されることになる。

　音読を手がかりとする読みあやまりの調査では，これまでは音読させなが

らじかに調査表へ異常を記入していくという方法がおこなわれていた。特掩

の材料を被調査者が音読していき，調査者は同じ内容の材斜を見ながら，異

常と思われる箇所：ヘー・定の符号で記入をしていくのである。この調査方’法は

アメリカなどで，ふつうに採用されていて，ス1・　・・ン（C．R．StOne），グレイ

（W．　S．　Gray），ゲーツ（A．1．　Gates）などの音読調査もみなこの：方法によってb

た。この調査方法の欠点は，被調査者の音読が一回だけに限られているため

に，（！）しゅんかん的に一回だけの聞きとりで読みまちがいをつかまなければ

ならないこと，②調査者の間に観察の相違カミあっても客襯的に…定する依り

どころがないということであった。

　テープ・レコーダーが手軽に使われるようになってから，音読の調査はき’

わめて楽になった。われわれの調査もテr・プ。レコーダーを用いて，児童の

第1回の音読を録音し，これを幾回となく再生しつつ異常と考えられるもの

を巨細もらさず記録する方法を採用した。1回だけの音読を聞きながら記録

する方法であると，あらかじめ想定しておいた記録表の項目にあてはまる異

常以外はなかなかつかみにくい。録音の再：生を中心として記録すると，予定

した項爵以外の異常まで発見できて，異常と考えられるあらゆるものをつか

むことができる。

2調査の計画

　テープ・レコーダ・一一を用いて，音読にあらわれる読みあやまりの程慶をあ

ますところなく発見しようとして，だいたい次のような手順を考えた。

　　　（1）講査する学校および冤童の選定

　　　（2）講査に使う材料の選定

　　　〔3）再生による観察のための観察者の訓練

　　　（4）　調査結果の処理



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s

　　i．5＞読みまちがいの分析と：填型位

　　（6）読みまちがいの源因の葱建

　　（7）　涼因を想定するための補正；杓実勝

　　（8）蒲みまちがいの種頚と源因のli．1’［｛i：i；／／

　調査する学校はいちおう／」譲1≦：校に｛認ったが，サンプリング法は堪いなかっ

た。いわば事例研究臥｝な調査であるので，調査への協力の麗度，テV－wプ。レ

コーダー・の有無，研究所：からの交通の便和などを考え，学校の規模の大小，

採用している教科書のちがい，指導扶のちがい，地域差をも考慮して，11校

を協力学校にえらんだ。

　11校の学li三別の内訳は次の1逓りである。

　　・・校の内訳　1珍以1・1　，韓5年6年　計
　　　　　　　　　　．．．．1，．　．mu：．．mmww．．．．．L一一m．．一．．L”．．．．m．．wwl　m．mmu．．wwmuk．．．．．．．．．．1．．m．．ww．ww．．／，1．／．．．．．．

東　京　灘三　内　　9　狡

i三．i梨県1校，チ

N
嫡

ノ
鞘
ド

3！　31　29　29　29　IL6
　　　　　　30　Jro

31　31　59　29　79

165入

80

16　　245人

　次に，これらの協力学校における’被調査慨童の選シ蕊に．ついては，知能検；査

の結果（知能宿数または鰭能偏差蕪）＝｝δよび信砂の総套成’績によって，いちお

う上．・申・下の3段階1こ区：分した。この上。中。下のそれぞれのグルr・プか

ら1学葦吸につき2～3名ずつをえら〉び被i険者・とした。

　音読の材料は各学年とも被験者の学力に適応したものでなければならぬと

ともに，既習のものであってはならぬため，協力学校で使月1しない教科書を

えらび，その学年のその時期よりも約6ケ月ほど前に相当する都分を材擁斗と

したQ

　なお，材諸豪を選掬した基き準としては，

　　（D　なるべく兜章の！隻活経験範囲1メヨのもの

　　（2｝呉休的な内容をもったもの

　　（8）会話丈が入って児鴛が親しみやすい交章

　　ω　あま；）抵抗の多い漢字や語句が入っていないもの

　　（5＞平均して5分以内で誌みおわるもの
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の5つを大ざっぱな目標にした。使用した材料は次のとおりである。

　　1学年生胴　　　（原丈はたて講旨き。liは改行；　1は薪行，または段落のはじめ）

「…?芸；零し、　　　「
　　まさおさんが　すくいましIlた。　i
I

　めだかが　いっぴきllはいりました。

　i「はいった，はいったQ」liと，ゆ

　き『こさんが　いいまし疑た。

　　　2学年生石

1みちおさんがllすくいましたQ　Iめ

だかは　すうっとllにげました。

｝「にげた，｝こげた。」　IIと，すみこ

さんがllいいました。

　　　う　　し

菟警盛蜜濃㌶驚っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

1　うしは，おやうしのUちぢを，おいし　｝

に銃綜総∵矧

　5学年生用

　　ゆきだるま

i「ねえさん，ゆきだるまをil作ろ

う。jilと，　まさおさんが　いいまし

た。i「作ろう，作ろうQ」llと，ひ

ろしさんも　いいました。　1みんな

は　外へ　出ました。　｝しろも　うれ

しそうに，ゆきの上を　走って　いき

まIlす。　1ねえさんが　ゆきをil闘め

てころがしました。　ll「たまころがし

のようだね。」llと，ひろしさんが　い

いました。　lたまは　だんだん碧きく

ilなって　いきますQ　iまさおさんも

ゆきのllたまを　ころがしました。　｝

大きいのと　小さいのと，liたまがふ

1たつできまし・・。lrわ。し、・，

ill；献淵瓢諺∴
！・・した6よし・さ・がす穂

iもってきれた・1ねえさんが・ま｛9

　げやli続を　いろいろに　つけかえる
I

ilと…ゆきだる轍おこ・たよう｝こ

ii　llなったり，わらったように　なった
I
l

慌㌃銀鍬欝∴ll
il・，膳疎・・を持。てき・

　したQlまさおさんが　かぶせましたo
ii　lr。も。ろ。，。も。ろ。．」．11と、、

IIって，みんなが大わら田1しました・
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　3～4学年生野

　　　学芸会

　もう　すぐ学葵会が　始ま9ます。

1みちおくんの　おとうさんが，おい

でに　なりました。ゆきこさliんの

おかあさんも　おいでになりました。

｝だんだん　お客さんが　集まって，

会薯轟1．ま　いっぱいに　な：りまliしたO

Iまも　なく　ふえが　な一って，一．」．一♂．．．、

会が　始まりました。　【たかしくんが

立って，はじめの　あいさつを　しま

した。ll「わたくしたちは，これから

学芸会を　します。お話，歌，おど1i

り，げき，その　ほか　おもしろい

ものが，たくさん　ありま1｝す。みん

な　いっしょうけんめい　謙習を　し

ましたが，まだ！1　じょうずに　でき

ないのも　あウます。　しかしカいっi．ま

い　しliます。　では　これから　始

めます。」1たかしくんは，覚気な　声

でいいました。1あちらからもこ

ちらからも，はくしゅilがおこりまし

た。li一ばん始めに　i♪きこさんが，

「わたしは　春の　使いです。」1｛と

いう，差歌を　i！懸・ゑましたQつぎに，み

ちおくん．が，友だちと，Il「風の　子，

露　　ごチ」の　・島・唱を　しました。　i

まさおくんたちは，　　　　．きた」ll

と　いう　1デきを　 しました。　i「み」

んなで　　おどる　　ところが【1かわいい

ね〔、j　ilと，お客さんが　酸めました。

　4学年生州

　　　まさおくんの病気

　まさおくんはねむりからさめました。

1静かな朝です。．まくらもとの火ばち

にかけた，やかんのお湯が，質「シュy。

シュこ／Q」と音をたてています。しめき

ってあるしょうじllに明かるい冬の日

がさして，のきばで鴫いているすずめ

の声が，気財寺よく陶こえ．ます。　iま

さおくんは，ひとつ穴き’く息をしまし

た。　1その時，ふす濠がすうっとあい

て，おかあさんがにこにこしながllら

はいってきました。　1「まあ，よく；ね

むったこと。　気分はどう。一1　1おかあ

さんのあたたかいことばに，まさをく

んはにっこりしてうllなずきました。

に三1ひ1ほど前のことですQ学校から帰

ってきたまさおくんは，いつllものよ

うな元気がありません．。おかあさんは，

まさおくんの顔を箆llるなり，　li「ま

あ，どうし．たのσ　顔．色が悪いわaj　露

といいながら，ひたいiこ手をあててみ

られました訓「あ，熱もありますよ。」

llとあわてて，ふとんをしいてくださ

いました：。　llまもなく，お医毒‘さんが

おいでになって，脈をみたり，熱を計

っllゾこり，のど’を見た：りしていられま

し．たが，Il「ああ，かぜだよQあたたか

くして9．：ユていゾこらUよくなるよ。」と，

おっしゃいましたGiそれから，学校

を休んで，ずっとねているのIIです。
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　　　5学年生用

く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1　　ドツジボーノ・大会

1試合・轍・た・鰍塒醗・：
1ある。みんなが，さかんにはく呼・を送　l
i

lっ！1てくれる。　1西組のセンター山本
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　

1沼’のボーノレは，すばらしい勢いをもつ
I

Iて飛んで来る。しiiかも，こしから下

　をねらうので，なかなか取りにくい。
1嚇が，ひとりふたV　llとたおさliz　vc

　いく。じょうずな道勢邪’まで，たおさ

iれてしまった。そのうちに，llぼくを
L

　貝がけてボールが飛んで来た。すくい

　あげるようにすると，　うまく取るilこ

1とができた。　「ワアッ1という声が聞
1

1こえた・ieの翫嚇はE－1入1こなつ
iていた。すぐに道男鴛にわたすと，道
1

惇繍は取姻がはやいカ・画…胸人のせ

1梱・投げつけ・・細・は・うが・

1て，また外野へu返って来た。カ・ず子
…

1さんが投げる，春男鷺が投げる。内野

1の嚇がつぎつぎに誓えて獣．し
iかし，醐もなかなかじ、うずである。

i鵬へわたすボー、を，，とち。うで

取っては逆にせめて来る。ゾこおしたり，

たおされた9して，勝負のll見分けも　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　ミつかないうちに繭職限りのふえ1鵡i
。た．人数嫡べ・・，姻八。　1　一一i

点のちがいで勝つ。とができたQ4頭

所を。うたいして，欝隣。はいった一

ぼくは外野にまわった。　l酉撮は，こ

んどこそはと，いっしょうけんめいで

ある。とりわけ女子がぐんliぐんせめ

iてくる．投げつける・，V・うずに受i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ1けて・肝のセンターにわたしiiてレ■

iく，れんらくのみごとなこと。そのゾ・1
｝　　　　　　　　　　　　　　　　　1
轡鍵田は・ば燃たとた繰tていi■
；く・おうえんだ琳「フ戦フ
i一．1と声をからしてさけんでいる。そ　i
i・・劇か繋・が，・・：一　一・レ扱明

ヒて，ぼ・lcわた・て・禄・カ…ばi

け・i轍の人旧磯｛ずつけると・うまくi

　あたって，ボールははIIね返って来た。

iそ叫諮り・ふえ鵡・た・i…／・i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　ども六対五で勝ち，いよいよ法一勝戦に

　進（∫llことiこな：つたQ　　　　　　　 l
＿＿．．一．、一．一．．．一．一．．．一．．．．．．．．．．一．一．．．．．．．．一．．．一一．．一．．．．．．一．．一．．．．．1

5学年生用

　　　　　　母の思い蹴

　　青山の家は，ささやかなすまいであ

1・た・1・’」・さ嚥虜みに・もみ・・

i㌫蟻；凝：認縫淫

　いすをll出してすわり，わたくしをひ

1ざの上にのせた。そして，M：　llと子は，
：

1やがて新聞社から帰ってくる父を待つ

…。だ。た．両．訴霧けやttの一l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　i’
i中にういて・わたく陸さ誠1た・i
ii母騨校の・ろ習・た撮とい・て・i

i膿謂∴畿1潔∴墳i
！　　　　　．　　　　　．　i；　うたって，わたくしliに教えた。母は，　i

…かるい矯で灘うた渦ですら，　，、i

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
Iみだを大きなIi演ににじませるくせが　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
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あった・わたくし購醍かi，xたまま，1

驚驚早薯譲磁晶：鶴甥li｛

。・．1蜘粥跡取・瑠

だしく大空を飛び虫っていった。それ

がわたりii烏であるということも，母

からおそわった。　i将：は，自然が詩の

ように美しいことを，わたくしのおさ

ない心にしllみこませた。

　　　6学年生用

t

l　きのう，電尊の中でのことです。そ
I

lの丸餅はわりに二1”いていて，わたくしi
’

iは！iこしをかけていました。わたくし
1の、なりにも鐙と臆、。ナら厩ぐ

iらい紬。・まし・．瞠・鱗・噺

iに謝と誘畑触鉱が剰こん
iで轍し。．ふ効と9．．、1．，／lleるが貯

1∴瓢∴両端霧ll
i繍。て・たため・外穂・b・・

1で…悔とられてしまいました。i荷

し陵観たノ博いか、。も離そうな

融舛ずろうとしました・とに
堰
c1

1
／

■隔・んで弧ありがとう・」と…i

l　いって，どうしてもかけようとしませ

i・・す・・…趣こしかけ・喜隔

｝でいた人が・　1！「お繊ちゃん・子供

陰宴ご嬬銚鯉⊥㍊li
；

ろが，あんなにかけたがっていた人が，

　って，li「あなた，どうぞおかけくだ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　さい。お静物があ・ってliたいへんでし　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　．kうから。」1［と，さっき’おしのける　i

・うにして取。た肱ゆず・う・昭

　就た。掘馳鰍。たノK．は…r・■
いえ諌いした齢ではござ・・隷副

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　どうぞ，おかまいなく。」IIといって，　1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　かけようともしません。すろと，ll「で　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　は，お荷物を・1・＝苧ちましょう。jllといい・i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
ながら引分のひざの扉初やり1こ P
　取って，ていねいに預かりました。ii　l
・れから・・，・潮謝，，。て・紹

人のように，　t、1かよく訊含。ていま1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　llした。わたくしが1鷺車からおりるii：1ア　1
。。諏，。女。臆鍾。、，。っi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
けてね隷湾なら・一1　IIと・声をそi

うえて送・てくださいま鵬淑 P
くしの朧は・齢挫・たおばきんi

liが・こんど職心してかけられ烈しi

　た・ふた臆きっと，なかよく話してi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　行かれたことと思います。　llわたくし

　は，初めあんなに席を取りあった女の　i

人が訊細…ず・合・・う・うi

　にな・たのが，たいへん織しろし・と．1

聡いました。　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　．．　．　1
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盟調査　の　方法

　音読による読みまちがいの謎溢の具体的な方法1こついて述べるQ

　（ユ）　調査の開始

　音読による読．みまちがいの調蒼を開始するに当っては，前記の協力依頼校

をi訪問し，軽＝校闘係留と打ち合わせたのち，あらかじめ用意しておいた調査

観察表を使って調査を開始した。

　まずp被調査者となった児童を…・衰に集め，音読の調査の方渉について説

明し，極度の緊張と不安をとりのぞくようにした。そのあとで個別に調査を

開始した。その方泣はだいたい次のとおりである。

　　　写真｛．読みあやまりの溺査隻況の1

的におこなえるように考慮した。

　（2＞　インス玉ラク：クew

騒調査者は，4名が1組

になり，それぞれインス

トラクター，辿書係り，

記録係，録音係となった。

それぞれの係は，訊1査者

が平常な状態でじゅうぶ

んに稠人差に応じた能力

が発揮でき，調査が効果

　インス1・ラクターは受持教師および調査表を通して，被調査者の個性につ

いてすばやく特徴をつかみ，被調査者のよき’協力ラ言乏となるようにつとめた。

　また，各係と協力して，位置や採光などについても，その揚に応じた処罹

をとった。

　（，3）速絡係
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　連絡係はク調査が能率的におこなえるように，被調廉者を呼びだし，さま

ざまな注意を一与え，準備と打合わせなどの，全般的な仕嘉1こも素足となっては

たらいた。

　（4）記録係

　音読そのものはテープに録音されていくので，記録係は，録音器ではあら

われない被調査者の態度や寄1みぶりなどについて，できるだけこまかく観察

し，あらかじめ用意した用紙に記入した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）録音係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録音係は，竃：力事憾の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考慮（電班や停竃），録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音器の調要，インストラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クノーとの打ぐわせなど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　について配慮した。とく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に実験中はr声を使うこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とができないので，つね
　　　写糞；2　読みあやまりの｝訂・翼1実涜の2

に一定した簡単な手振の合図をきめて，それを実行しf’　c、

　（6）　　酉己　　事三呈

　調査のさいの配置は，数酬のテストの懸巣から，いちおう下記の図のよう

な配罹をとったG

記窪溜，連絡係

oppa

　　　　　　　・蜥⑫

〔コ
つくえ

敦孝…懸

　三脚をきめるさい，

とくに考慮したことは，

被調査者に録音器に．よ

る威圧をあたえないよ

うにっとめたことであ

る。それゆえ，あらか

じめさまざまなテス1・

をした結果を総1合して，
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毅科書をのせる台　（維立たところ）

　　写翼3tt教科害尋台とインストラクター

第3研究室　1952年度　　　　　　　号

　　これは1952年　　」］　　鍵　　曜Fi　聯から　　時まで，　　都（県）

　市（区）立　　　　小学較で，文字書語の障省の種頚の笑態を説べるための調

　査としての第　　　学脅芝の詫録です。

　　教材け：，○○会：社発行　○○○○続集の「○○○○」上（下）の○ページか

　ら○ページまでの，覧煮としてはじめて曇する材料です。なお，録音器の感疲

　は良好，イこ／ストラクターは，○○です。

左図のような教科書台を構案

した。なかヘマイクUフォン

をおき，全休をフmシキよう

の布でおおい，そのうえに教

科書をのせるのである。

　（7）　　歪薄セ音イ乍業

　録音後のテープを処理する

さいの能率化を考え，あらか

　じめ下のカッコ内のような

　ことを調獲に．さきだって録

　音しておいた。

　　呼び菖1された被調査渚は

　連絡係の案内で所払の1山程

　につき，インストラクター

　の指示をまつ。インストラ

　クターは，被調査者に対し

　てはなるべくふんい気をや

わらげるような心持で薫席させ，次のような折示を与える。

　「私があなたの∫簿をそっとたたいたら，ここから読みはじめてください。」

　「読む調子はいつも教室であなたが読むように談んでください。i
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　F読めない文宇があったら，乎でちょっと合図をしてください。私が教え

てあげますから。」

　「また，読めるか読めないかわからない丈字については，あなたの考えで

そのまま思ったとおりに読んでください。」

　「この録音は，あなたの学校の成績にはなんの関係もありませんから，心

配しないで読んでくださいσ」

　このような指示をあたえたのちに，被調査者の氏名を言わせ，録音係に合

図をおくって録音に移った。

　録音に移ったさいのそれぞれの係は，次のようなことを考慮した。

　1　イゾストラクターは，被調査者が音能できない女字について，合図があったと

　　きには助書をあたえた。そして，用意した材料を被調査者が読み終えたときには

　　あらかじめつくっておいた問題によって，質期形式のごく簡単な理解テストを実

　　施する。

　2　記録係は，録音ととも1こ，あらかじめ用意しておいた「総・禽的な：考察において

　　褒われる障害の傾向表」　（4菖報4に熱学）に，いちじるしい現募を記入した。

　　記録係は被調査表の読む速さについてもストップ・ウオッチでタイムをとった。

　3　録音係は，．インストラクターtとの漣絡を密｝こし，電圧と膏＝量の関係に注意して，

　　よい感度で正しく録音でぎるようにつとめた0

　4　漣絡係は，録音呼｝は，それぞれの係に必要に応じて協力したQ

　なお，なるべく被調査者が良然な調子で音読できるようにするための具体

策として，受掲…教師をインストラクターにあててみて，ある程度の効果をお

さめた。このときにも，はじめ数名の被験者に対して1海観騨｛1のインストラ

クタe・が模範を示して，その要領を指導した。

　（8）　還解のたしかめ

　音読によっては丈金休の意昧の理解について調べることが贋難なので，音

読をさせたあとで，：文全休の意味の理解をたしかめる隠的で個人面擾をおこ

なった。これは，音読による読みあやまりの原因を推定するときに大きな参

考になるからである。個入面接で理解のたしかめをおこなうには，いくつか

の管下をし，それに答えさせるという形式をとった。理解をたしかめる発聞
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には，いろいろな形式のものを用いたが，次にその1例として6学年生に対

しておこなった発問の案を示す。

1　あなたの男まえは。

2　あなたの組の先生のお邪まえはQ

3　これからすこしき・きたいことがありますから，管えてくださいね。

　　a　今読んだ．丈は，内容を考え．ながら読めましたか。

　　b　むちゅうでしたか。

　　C　ただ読んだだけでしたか。

4　この女はだれのことが書いてありましたか。

5　お一丁さんは，どんな歌をうたってくれましたか0

6　お父さんは，どこに：つとめていますか。

7　あなたのお・母さんのことで，何か心に残っていることがありますか。

8　為・読んだ速さは教室でいつも読むときと同じでしたか，ちがっていましたか。

9　あなたは声を出して読むとき，とくに．初めての丈を読むときに呼吸が＝苦しくな

　りますか。

10　あなたは読みまちがったときや，意味がわからないときに，もう一度くりかえ

　して読みますか。

　　それとも，気がついても，そのまま読んでいくほうですか。

11学校での勉強はおもしろくできますか。

12　とくに好きな学科や，きらいな学科・がありますか。

　　圏語はどうですか。

13　あなたは本を読むことは好きですか○

　　たくさん読むほうですか。

　　あまり｝諦まないほうですか。

14　あなたは勉強中，ほかのことに気をとられて，ぼんやりすろことがありますか。

15教室では自分の思ったことや，わかっていることけ，いつも手を悉）げて話せま

　すか。

ユ6　線ではお友だちとなかよく遊べますか。

17　あなたには，お父さん，お母さんがありますか。

　　かわいがってくださいますか。

18　あなたには，お兄さん，お姉さん，弟さん，妹さんがありますかQ

　　なかよくしていますか。

19　あなたのおうちは仕事がいそがしいですか。

　　おうちの手つだいをさせられますかQ

　　それで体はつかれますかg
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2G　きょうはどこか体のぐあいの悪いところがありますか。

21　ゆうべはよくねむれましたか。
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IV調査結果の処理

1　調査結累の処理の手順

　調査結果の処i理にあたっては，まず録音テープを次のような塞本事項をき・

めて処理し，さらにだんだんに改良を加えていった。

　（1）録音テープの再生をくりかえし聞き’ながら，読みあやまりの種類が記

入できるような便宜を考えて，使用した読みの材料を次ページにあげる形式

の「読みちがい記入用紙」としてプリンNcしておいた。

　（2）録音テーープをくりかえし再生しながら，読みあやまりの箇所を記入用

紙に記入した。記入者は原則として3入以上とした。初めのうちは，同じ録

音テープを共にに．聞いていても，読みあやまりの発見や樋類分けに不一致が

多かった。そのため，初めの1カ月ほどは記入者自身の訓練期1絹にあてた。

訓練期間ののちは，だいたい一致するようになった。

　記入後は，五いの記入用紙をてらし合わせて，不一致の箇所があるかどう

かを調べた。不…致の箇灰があれば，さらに再生をして，話合いのうえで統

一したQ
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　読みあやまりを記入するのに用いた記号および記入の例は，すでに報告ず

み（年報5）であるが，便宜のために再録する。

」
1
2
3
4

5．

6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5

文字の読みがわからない・…”………”・9…・○・●’・’”叫”…○’…’’’’’’’’”「。9’’’”○’X

とばし誌みをする…一………・・…・……………・・……………………・…・し1コ

おきかえ読みをする…………・………・……………・……………具休｝1勺に記入

つ伽燐み射・・一・…一一…一・一一一…・…（　八く
熨ﾌ的に記入）

・・か・・鞭す・一・…一一一・一一一一・一・ 嶋
ひろい読みをする…・……………・……………・・轡・…………・・……一i’．，＿＿．．．一

意味を無視して休止する……・…………・……・………・…・・……………　［＿＿

途中でためらう…・……………・・…………・’……●…………’…’…’……il　5

句｝i古点を無視して読む……………・………………・・◆……・………・……　八〉

アクセントがちがう…●……………”……’………’’’”◎’…●”…”……’’’”　，

はじめまたは終りの発音がはっきりしない…………・…・・………………　 ？

読みが著しく速くなったり遅くなったりする…・……………・…・ノまたは5

はじめ読みまちがlt　，のち正しく読みなおす・………・・……（呉体的に記入）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？
Jf・舖みをしたあとで普通酵滑音する…………’……………’ ?風１（

記入のひらがなは表音的に用いる。ただし促音が読めない揚含はつ，促

音に読んだ揚含は之とするQ

　（詑号が二つ並んでいるのは，右がわは横書き，：左がわはたて書きのもの

　に用いる。）
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　③　次に，読みあやまりを記入した用紙をもとにして，一一つ「つの諌みあ

やまりをカードにとった。カードの種類はAfO　一ドとBカードとし，それを
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きらに章校別・学年別嘱売みあやまり別に分けた。なお，VJ　・一ドに記入の語

句は，カードに記入されただけを読んでもだいだい酋後の見当がわかる範脇

とした。

　（a）Aカード　Aカー・ドは，同じ館f所：で発見された読みあやまりの全都を

記入した。A　ab　一一ドの記入例を示すと，次のようである。

　（左がわの上の数字は学年，下の数字は被調査者番号，下の右のv一マ字はカード

　の種別である。右がわの上のローマ字は学校名の略号であるQ）

　　　Aカードへの翫入例

1

すみ蔦さんが F

sA
戟i（CIIII））．・／i

　上の記入例は，　「すみこさん」と一・度に読めないで，まず「す」と読み，

次に「すみこ」と読み，最後にすみこさんがと読み続けて雪つた揚合である。

1
めだかが　いっぴき A

f

4　A
，



2b

　上の記入例は，　「めがかが」の「か」と1”が」は，普通なら同じ高さにい

うはずなのを，この児童は「か」を高く，しかも強めて読み，そのうえ，「め

だかが」という：交：節をひといきに読まないで，「めだ」と読み，しばらく休

んで「か」と言った場合である。

　（b）Bカード　Bカードは読みあやまりの種類，その頻度をみるために，

Aカ・・一ドに記入したあやまりを種類別に分けて記入したものである。（カー

ドに朗いた記号などはAカードと同じ。）

　Bカードの記入例を示すと，次のようである。

　　　Bカードの記入例
ゴ

2
よしこさんが H

13　B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．m．．．．　．m．．．．．．．i

　この記入例は，接尾語「さん」を読まないで，Fよしこが」と読んだ揚合

である。

1

I　B

まさおさんがすくいました　　C

　　　　　　　　　　　碕う



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2i

　こめ記入例は，　「すくいました」をtすくいます」とよみまちがえたが，

次に「すくいましたjと正しくよんだ揚合である。

2　調壷結果の集計

　①　読みあやまりの種類とその纂例

　読みあやまりの具休的事例をi集壼トして，これらを整理するには，読みあや

まりの種類の分けかたが問題になる。この調査でも，読みあやまりの種類の

分けかたについては，調査をはじめる前に，あらかじめ仮定した分類（年報

4に報告），調査結果の処理にあたって修正した分類（年報5に報告）最終の

分類（この報告嘗で用いた分類）と次・々に変更した。

　初めに調i査表案を作製するにあたっては，その表にあらかじめ記載してお

く読みあやまりの種類の決定が研究を要する心逸1であった。音読を手がかり

とする読みあやまりの種類なり型なりを，できるだけくわしく発見しようと

するのがこの調査の目的の一．・つでもあるので，作業仮設として，いちおう読

みあやまりの種類の見通しをたて，それを調査表の項目としなければならな

い。そのために，これまでおこなわれた研究を調べる必要があった。

　この一方面の研究はドイツやアメリカに．多くの業績がでている。全般的な傾

向としては，ドKツの研究は医学的または臨床心理学的なものが多く，アメ

リカの研究は教育実践的または教育心理学的なものが多い。とくにアメリカ

では，治療的学習指導または治療的教育（remedial　instruction，　remedial　tea－

ching）の分野の研究がさかんであるので，読みあやまりの分析もいろいろ発

表されている。このうち音読の読みあやまりについては，モンロ・・“（Marion

Monroe，1932）の書物が影響力が多い。モンローの著書（誌1）によると，読み

あやまりは次のように分類されている。

　　　（1）　母音の不正発音

　　　（2〕　予音の不正発音

　　　（3）　．丈字のおきかえ

　（1一；1：’　O　Monroe．　Marion．　Children　W140　Cannoi　Read．　Chicago　：　rl”he　University　of　Chicago

　　　　Press，　1932，
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　　　ω　音節のつけくわえ

　　　（5）　；音節の省略

　　　（6）　単語のおきかえ

　　　（7）　単語1のくりかえし

　　　〔8）　単語のつけくわえ

　　　（9）単語の省略

　　　α①　読めないことと教師に助けられて1誌んだ単語

　　　　〔言語障害，方言，外畷なまりなどによる発畜のあやまりは，会話のときな

　　　　どに出現するようなものならば，モンローはこれらを読みあやま1）（reading

　　　error）とはしていない。〕

　モンn一以外の研究者の分類もだいたい陶じような項目が多く，それらを

整理すると，すでに昭和28年度国立国語研多竃所年報（5）に述べたように，だい

たい次の10項目になる。

　　　（i）　＝音読の速さ

　　　（2］　発声，発音，三子の不自然

　　　〔3＞　文字，語句，行の省i晦

　　　（4）丈字，語句，行の挿入

　　　（5）　三文字，諮句，行のくりかえ．し

　　　⑥　文字，語句，行のおきかえ

　　　（7＞　ひろい1涜み

　　　（8＞女字，語旬の読めないこと

　　　（9）音読の不自然な休止

　　　（10）膏読の登般釣な態度

　われわれの研究の飼的の一．・つは，音読による読みあやまりの型をなるべく

多’方面にわたって発症しようとすることであったので，以上のような分類を

参照し，さらにこれまで平井によって集められた各地における多くの学校の

教室観察の手びかえを整理した結果，とりあえず次の項目をきめた。モン・

一とちがって，発音やアクセントの自然なあやまりをも取りいれたのは，言一

語障害や方言による発音やアクセントのあやまりにも一定の傾向が発見され

るかも知れないとの予想を立てていたからである。　（この点については，いく

つかの傾向が言えそうであるが，まだ分析を終っていないので，溺の機会に発表した



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2含

い。）

以上の読みあや窪りの分類は，具休的：事例の再整理のときに，さらに変更

された。この第三の分類変更は，本調査の整理の便宜ということが主である

ので，教室実践のための分類はもっと簡単な桧うが好都合である。読みあや

まりの分類を変更した理由は，次の三つである。

　ω　公類によって，ある程度まで原困の推定ができるようICしたほうが実用約であ

　　る。

　〔2）勘詞，音節など1…i本語の1｝詩j勉を示すものについて，読みあやまりの臼本語酌な

　　掻向を叢定しょうとする分析に好都合である。

　（3）この調査の特異酌な性曇重（学校数，冤壼数，学校のえ1）びかたなど）のため，

　　事例が片よっていると思われ，その事例を分類するための便利を考える必要があ

　　るQ

　この新しい分類も（1）個女の具休的な読みあやまりと，②全般的な態度にあ

らわれた読みの異常とに二二二大別してある。

　読みあやまりの新しい分類とそれによって整理した事例数とを表にすると，

第1表のようであるσ
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第1表 読　み　あ　や　ま
学

　　具体的な障害の種頽”一’．一．・

1．：交享の読みがわからない
　（1）　ひらがな

　（幻　かたかな
　（3）漢　　宇
2、　　発音｛聾唖ヵミエE常でなし、

　〔（！）不自然な背声で読む〕

　（2）設音で読む
　〔3）幼児音で読む
　（4）　アクセントがちがう
　（（5）

　（6）

　（T）

　（8）

　（9）　「細節の発『蒔が［illしくない

3．　とばし読みをする
　（1）　女与二をとばして読む

　（2J単語をとばして読む
　（3）女飾をとばして読む
　（4）句をとばして読を
　（5）　行をとばして読む
4・おきかえ読みをずる
　（1）　甥の膏節で読む
　〔L）〕別の単解で読む
　〔（3）前の行全蔀を読む〕
5。　つけ加え読みをする
　（1）音節をっけ加えて読む
　〔2〕　単語をつけ加えて淑｝む
6．　くりかえし読みをする
　（1）　交宇をくりかえして読む
　〔2〕　単語をくりかえして読む
　（3）丈節や句をくりかえして読む
7．　ひろい読み塾する
　ω　現有名詞
　f2）支字で
　（3）根無で
　く4）交篤で
　⑤　その他
8．読みの休止が不自然である
　（1）意味を無視して休止する
　（2〕抵抗のある単語の前で
　〔3）　句1諾点を無適して休止する

9．初め読み右がえて後に正しく読む
　（1）正常でない発音作用のあとで
　（2）　とばし鑑みのあとで
　（3）おきかえ読みのあとで
　（4）っけ加え読みのあとで
　（5）　くりかえし読みのあとで
　（6）ひろい誌みのあとで
　（7）不自然な休止のあとで
10．

　　　　年

順　i

イントネーション（口調）がちがう〕
初めまたは終りの発音がはっきりしない
唇読みをしたあとで普通に発齋’する
読みが著しく遠くなったり遅くなったりする

　1　　　年　　2
　f“L一一一一．．　r．x一
一・中下畑一・・一・i・1下

　　　　　3　3　3　i61　sg　3ifi
　　　　　　　　　　3　IC

19　19　71　109　5　25　83

　　　　7　7
5　5　i6　26

4　1
　10
5
［
づ
2
2

3

16　20
　　！0

4　9
29　37
10　12
9　l！

13

4　！1　12

5
3
7
4
3

1
4
2
2

2
2
0
8
2

　
ミ
ー

　
l
！
Q
u
3

　
　
1

　　　　l　！
IO　le　i6　36　ll　36
　　　　1　1　X　6
iO　IO　IS　35　IO　30

【
b
2
3
3
0
3

　
　
　
1
1

8
5
3

9
4
4
工
11

2　6
1　6
1
31
25
2
4

7
3
4

1
4
2
5
6
8
3
4
1

5
4
　
　
　
ρ
O
1
3
122　37

12　29

8　3
2　S
6　！5

　　2
　　1
2　IO
3

3
9
4
5
9
？
9
1
6
0
4
1

1
　
　

9
7
　
　
8
2
4
18
S
S
8
2
2
1
3
3

6
4
占
1
　
　
2
　
　
　
1

1　2　3

1　4
　　3
1　！
14　36
10　25

1
3

Q
）
2
7

4
2
2　　9
　　7
　　2
　73
　55
4　6
6　ユ2

4　93
　　4
4　69
　14
　　6

8
4
占
9
5
4
▲

8
6
　1

Q
）
3
2
4
1

2
2
6
0
2
4

1
1

1　4

　　なんどもまちがえたあとで正しく読む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　1　2　±
　　　　ノ」＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言・F　　　　　　　　i67　　◎8　2ラ5　440　　58　149　443

（表中の「上中下」とあるのは，学級内での国藷の学力がおおざっぱに上中下であるとbう意味である。）
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り の 種 類 と 事 例 数

年　　　3
　”x
／jx

　　　　上　中　下
計

年

一一
4 年

　　　　　．．．．tL＝．t．ttt．t．t－ttt．．．．t．t．．．．．t．

小　　　　　　　　　　　　　　小
　　　上　中　下
計　　　　　　　　　　　　　　ii’i’

5 年 6　　　年
ズー一一一一．ズー　．．一

上中下ヨ1上巾下誹
計

19

　1
　4
14
113

30　48　l18　i96
　　　　　　　　フ　7

30　　48　ユkl　l89

1S　IO　76　101

7　26

7　26
6　　7

8
2
主
［
b
2

ρ
○
　
　
　
ρ
O
只
）

！01　k5

【
∠
－
Q
り
2

　
　
9
ρ
○

100　88　203
　　1　3　4

IS　99　85　199
33　6e　67　！60

2 8　37　47
　　　2　2

2　8　35　4S
3　i3　22　38

669
19

　5
545
583

13

1

2　2　2

i

6 －
暗

l　l

1　5　7

1

7

3　2　6

9　ll　27

！　2　4　7 5
フ
G
）1
7

27

7
ρ
0
8
0
8

1
5
4
4
ゐ

ρ
0
9
7

9
2
ρ
○

6 3　32　40

4　！　5
4　3　37
9　32　28
3　23　ユ7
6　9　1．1
　　　1

　　　1

9
R
）
4

【
∠
　

2

0
4
占
1
3
（
b
l
1

1
4
7
4
2

4

7
7

4　20　28　19　40　33　92

　　　4　4
2　20　22
4　29　40
3　17　27
ユ　ユ2　23

73　130　232　14　34

i5　26　46　3
58　104　186　14　31

70　118

20　23
50　96

2
4
3
4
8
1

　
　
3
2

103
24
79

4　工0　工6

4　ll　19
6工　91185
42　65　131
ユ9　23　5J
　　　　2　3
　　　　1　1

ユフ6　283　S62

53　97　174
123　186　388

1　U　！3　25

！
4
1
3

　　　5　6
9　25　38
4　12　17
6　13　2！

S　23　86　II4
1　2　！6　i9
4　21　70　95

！32
xo
56
184
394
269
118

　4
　2
　1
且58
292
866

14
10

　4
122
90
11
21
97
　　4

73
14
　　6

133
97
13
23
　　5

［
．
O

3

0
9
5
6
6

4
！
　
1

iO　35
S　12
5　23
74　199
52　136

16　49
6　14
13　85
1　IO
6　46
6　21
　　　　8

3
7
8
8
4

4
臨
2

47
18
29
293
199
72
22
105

2
4
0
9

1
5
3140　223

93　139
！4　27

33　57
　　8　18

1　　　　i

4　4　6
1　　　　1

1

2
4
2

　
1

L

3

3
6
4
轟
1
1
2

－
1

G
2
6
2
2

1
　
　
　
　1

9
工

2

6
1
5
1
0
4
7
6

　
　
　
R
）
つ
J
！

3
2
13
0
0
3
5
1
1
6
5

3
2
1
　
2
　
　
　
1

2
4

12　21
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　読みあやまりの事例を学年別に整理すると，次の第2表のようになる。材

料や入数の点から考えて，これらの事例数で学年の傾向や同一学年での読み

あやまりを推定する資料にはならない。事例数を学年で整理しただけのもの

である。ただ注意すべき点は，読みの進行をさまたげるような抵抗があると，

（2）の発音作用が通常でないか，⑥のくりかえし読みか，⑧の読みの休臣が不

．自然，となってあらわれることが多いといえることである。

第2表　　学年別読みあやまりの箏例数

＼～ @　学　年　辱、年，年、年，！。f一、年
　　種　　　　類　　　　一一一一～．一＿．s．．i

1．細字の読みがわからない

2．発音作粥が正常でない

3．とばし読みをする

4・おきかえ読みをする

5，っけ加え読みをする

6．くりかえし読みをする

7．ひろい読みをする

8．読みの休止が不自然である

9．初め読みちがえて後lza［IEしく読む

10．なんどもまちがえたあとで正しく読む

　
0
1
3
1
9
8
6
2

　
1 1
1
4
9
1
2
9
3

　
1
　
　
　
　
1
　
　
1

1
1
　2
　

2
1
2

1
　
　
　

1
　
　
1
　
　
1

2
1
1
F
D
　

5
　

3
1

　
　
　
1
　
　1

　（2）全般的な態度にあらわれた読みの異常

　金蔓的な態度にあらわれた読みの異常の種類と入管とを整理すると，第1

図（種類別の入数）と第2図（学年別の入数）のようになる9
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第1図　膏読の全般的な態度にあらわれた読みの異欝の種類と人数
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　また，全般的な態度にあらわれた読みの異常を示さなかった児童数，異常

を示した児童数，異常を示した児童ののべ人数を対照すると，第3衷のよう

になる。この揚合の読みの異常というの1・＃1，冷体としてとくに凹立った異常

の様子や態度を示したものという糊点からチェックをしたので，丁数が多く

なっている。また読みの異常を示している児童については，1人で数種の異

常を示す児童が多いということが明かになっている。こうした詞章について

の事例研究は興味のある閥題であるが，別の機会にゆずるq
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りの読みあやまり数と国語の学力（上。中。下）との関係を示したのが第4

図である。さらにこれを，10大分類と学年別の闘係で示したのが第5図であ

る。

　　　　　　　第4図　読みあやまり別に兇た1人当りの平均
　　　　　　　　　　　読みあやまり数と国語の学力との関係
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第5図 学継溺に．日た1人当りの読みあやま
り数と各種の読みあやまりとの灘係
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　（b）教材を中心とした読みあやまりの集計

調査の材料に使った教材を申心として，学年別に1人当りの読みあやまり

を調べて夢ると7第6，7，8，9図のようになるP
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　（C）国語の学力の程度を中心とした読みあやまりのi集計

　国語の学力の程度（上，中，下）と読みあやまりとの関係を見るために事

例を整理すると，第10，11，12図のようになる。

　　　第10図　国語の学力別に晃た1人当りの読みあやまり数（3学奪）
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第12図 国語の学ゴ」別に見たi人当りめ
i涜みあやまり数（5学町三）

　（4）音読の速さの集計

　1．’．

然語数を単位とすべきであるが

計算した。

　（1）

第4表　1年生の音読の速さ
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音読の速さについて整理してみると，次のようになった。黙読の揚合は当

　　　　　　　　　　　　　　　，音読であるのでいちおう字数を単位として

1年生の音読の速さを整麗すると，次のようになる。

p 「めノごカ」すぐし．、」　　　　（総字数　　89字）

1 最短（1分間字数） s 最長（1分聞字i数） 平均（工分間字・数）

上 16秒　（333字） 37添少　（144字） 21薫歩　（254彗こ）

一1

中 41薫少　（130字）

　　　　　　ruz’
2分08秒（42字）　l

　　　　　　l

ユ分15秒（71字）

下

陣均

1分30秒（59字） 3分05秒（29字） 2分12．秒（40字）

1分16秒（1分聞　70字）
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（2）鋤三回目音読の速さを整理う偽と，次めようになる。

第5表　2年生の音読の速さ

　　　1　．　．．　rs　．L］　．．　（s，f．　．g．　hm　．ifi？．　．．L）

　　　　　　　L壷蜘⊥垂ll昼一i戦・慮1ジ…

　　　　　　　　f
噌
巴

」

写｛

34手少　（321字）

42秒　（260字）

　49手少　（223字）

1分・29秒　（123字ノ

36看少　（303字．字）

1分03秒（173字）

　　　1”i，」1．・・…1…1．・分1・・…判・・」｝・…’・・3・・l

　　　i．．．　［
　　　…　Σ芦　　」勾　　i　　　　　　　1分　（1分re，1　　182字目

　　　i・　一r．rc．Lnv．un．．．．．　．．．．．　．．．　．　．．．．．．．．．．　．．．．．．．，．．．，，．．．．．　．．．．　．．　．．．．　．一．　．　．．．　．．．

（3）　3年生の音読の速さを整理すると，次のようになる。

第6表　3年生の音読の速さ

酉・甚一・・…数352・・　｝…◎．墜・…醗・
　　”’一”’M一””　””　”rm”””””””’T’”’””””’　T”　’　r　””””　一”’7TT　’一”rr　7　’”””””’i’一”　”　’　’　”

，最

ﾗ分壁蟹謄1墜塑塑鱒数）離州字細長i〔1分壁数鵬（工頒筆墜i
・・分・…33…1・分・8・・・・・・…分・2・・293・・i・分・・…’・・i・・37・・22・・…1・分・…28・・’・；

。i、分、、秒，、，，郭分1，。，、、8。、i、分、、秒，，、6。薪1、。，287。、1，分、、。，、54。、1、分、，秒、、、8．7．）

…一一L．．．．．．．．．．．．一．．一．．…i．．．．．．．一．wu．．．一一．．ww一，um．lwwwwww．．wwum．．rrrm！inv．．．Trmrnv一一一一i’一一”

・i・分・・一…・分・1議・…画面薦・…簗・i・分9・・・・…帥分・…爾

幽　　、分、，秒（、鋼、9瑚　　　i　、分，酬、分1、i、9，字）
　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　総平均　　　1分51秒　（1分問197字）

（4）4年生の音読の速さを整理すると，次のようになる。

第7表　4三生の音読の速さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’＝．．　：＝．　．．　．h．．．　．．．．．lh．一．．．：…rml

L脚犠1郷犠亜瞳il鎧騰1轟識闘
　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　t∵鯉∵ll一秒．1151興贈騨1轡．131御塑i80貿1…璽（320字ll

剛1分19秒（28騨↑5α秒（2el字1｝．1分38秒r2嘲．1分55汐r10解分22雛（121字？一穿1鱒「
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i

l下

i平均

i．　．

…1
．

1桝興野・墜・騨r墜・1轡糊樋剛．即鯉i

∵瓢薗旧．i一聯9二一．一l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f

⑤　5年生の音読の速さを整理すると，

第8表　5無生の音読の速さ

次のようになるQ

（a）

；

1鞭（1鋼蹴

「ドッジ±“一ル大・会」

上 2分23秒（266字）

　　　　（徽6瑚．i（b）鵬思い出」（徽383字）
　　　　　　　1．一　，．　t　．　．　LH一．“．．　一1，t　t．一一r　．　n　，一一一一／一e．slt’1　tr．　t　一　th　t，H一’t’．一」

覗1鋼字数） 鴛ｽ均（1分間字数）1最短（1分間宇数）i脹（1蠣字数）階1鋼字数）1

中

・分・・・…8・・1・分・…233・・［…7・・298…分・8…95・f・・分・…239・）1

2分11秒（290字）奄R鰯（170字）i2分55駅217字）i’分’5秒（306字）2賜（139字）］’分55秒（2G嘲

下

均丁一
　
「

下｛3分37秒（175字）13分50E，’1’　（165字’1　3分4軌17。字）1分3騨242宇）6分13秒（62字’2分53秒（133箭）1
　　　　f

　3つ｝｝曽7秒噛　（1分1蕎」　203字）

総平均　　　2分38．砂　（1分問194字）

W
　
選
．
．

　
一
　
1
　
1

　　

d
…

2分8秒（1分問180字）

（6）　6年生の音読の速さを整理すると，

第9表　6年生の音読の速さ

次のようになる。

「おもしろい言葉j　（総字数725字）

簸短（1分間零z均字数） 最長（1分間平均字数）

’一一n’M”一”’一un’ww’nv”一’一’一’一’ P

　平均（1分間訂乙均字数）

2fJ＞OliV　（359’4） 3分12秒（227字） 2分30秒　（290与≒）

　　　i’”

中1　2分18秒（315字）

下｝　、分、、秒（2畔）　　　　　　　　　　　　　　1
　　　；

2分40秒　（273字）　　　　　　　　　2分24秒　（302字）

．．．Tr．　T．rr．．．．一一一．．wwL．．．一一，．．．一．．．．mu．．一．．…一．．一．一．一一i

6分2荏秒（113字）　　　　5分01秒（144字）

平　均 3分18：秒　（1分間219字）

　音読の速さをi整理してみると以上．のようになる。

えてみると，次のようなことがあげられる。

ここで注意すべき点を考



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39

　（D　初めから学年発遠を晃るのが肖的ではないので，この材料とこの人数では音読

　　の速さの学年発達を示すことにはならない。

　（2）それぞれの学年についていえば，国語の学力の上のものは下のものよりも音読

　　の速さが速いと一般的にはいうことができる。しかし，上と中のグノレープ，中と

　　下のグループでは，かならずしもそうはいえない。これは，読解力と音読特有の

　　技能とはかならずしも平行するものではないということを示すものである。した

　　がって，黙読と音読とでは，その本質の点でいくつかの相違があることを暗示す

　　るものである。

　（3）それぞれの学年の1分間の平均字数をならべると，

のようになる。黙読の速さの揚合では，材料の性質がひどくちがわない限り，

速さは学年的に上昇していくことが報告されている。これに反して，音読の

揚合は，ある限度まで達すると，速さの上昇が頭打ちになることがいわれて

いる。これは当然なことで，話しことばの揚合の速さとだいたい似ているこ

とが，音読では指導園標として考えられているからである。ちなみに，放送な

どでは，1分間250宇から300字ぐらいの速さがいちおうの基準になっている。
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　　　　　　　　V読みあやまりの事例集

　音読にあらわれた読みあやまりの具体的な事例総：数6，134例を，読みあや

まりの12分類に整理し，それぞれの分類のなかでさらにこまかく整理したも

のが次にあげる事例集である。事例を全部のせたのは，これによっていろい

ろな分析や推定をするための資料が提供できると考えたからである。

　分類の項目のうちカクガッコでかこんであるものは，この調査では事例が

発見できなかったが，今後の調査のために項麟だけをあげたものである。

　ほそくて長：いたての線は教材で行かえになっている箇所を示すものである。

　A，B，　Cなどのローマ宇は被1調鷹学狡の名まえの略号である。

　上，中，下は学級内での薗語の学力のだいたいの程度を示すものである。

　1，2，3などの数字は児童数を示すものである。

1．丈字の読みがわからない事例

…∵欝　ない　　　．s29　l
i　（2）かたかな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
i．．．一管一．fi．．．．．一．……．…一一．旧．＿＿＿．…．一．　tt、　5421

　文字の読みがわからないという事例について，学年別に1人当りの読みあ

やまりの平均数を出してみると，第13図のようになる。

ωひらがな @、　q緻行の糊
　めだかが　い．2びきiはいりました。　　　　　　　　　　　　　（C下2）
　　　　　　　X　　　　I

　t）．きこさんが　いいました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（C下）

　X
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上1年

　　「おじさん，．ζ1うしは。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H下）

　　　　　　　×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以一ヒ2年

　一啄ん　始めに　ゆきこさんが，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K：下）

　　×
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4

3・

2・

1

箪13図　亥：字の諸みがわからない

　　　　（学年溺，1人当りの．涜みあやまりの∫匡均数）

では　　これから．

　　　ヌー

おいでに　なりました。

　　　　　×
練習を　しました。
　　’又

はじめの　あいさつを　しました。
　　　　　　　　　×
じょうずに　できないのも
　×

　無　　　　年

始めます。

あります。

じょうず｝こ　「で章．なU）．のも　あります。

　　　　　　××××
いっしょうけんめい　練習を　します。

　　　×

　　　　　11
　　　　　’ボ・・一mノレは鉢1捻琿って来た。

　　　　　t　　　　X寄X×
ささやかなすまいであった。

　　　　　×××
いすを出してすわり，
”又一

ごっこくと自然は色をかえ，

XXXX

かけ隻誕るぐらいあいていましたg
　ttN×〉〈，

四 五
葬

41

　（K2）

　（K下）

　（K：．下）

　（K：下）

　（K下）

以上3年

　（c　’lr）

　（B「．』．ド）

以上4年

　（C中）

　（J下）

　（K：下）

　（」下）

以上5年

　（G下）
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かけられるぐらい整いていました。
　　　　　　　　文

（2）かたかな

　「．ト／，トン

　　××
　「卜y，トy
　　　vaYNrm

　「卜y，トソ

トソ。」

トy。」

トソ。」

××

「シュン。シXソ。

♪く××

（3）漢　　字

　うしを　見に　いぎました。

　　　　　　
　こちらを　見ました。
　　　　　　－粟

　「よく見てごらん。li
　　　　　メ
　じっと　立って　います。

　　　　　メ
　昌を　小さく　して，

ゆきだる剥の形ができました。
　　　　　　～ξ．

ゆきを固めて　ころがしました。
　　　葺
みんなは外へ禺ました。
　　　　　　　又
「ねえさん　ゆきだるまを　作ろう。
　　　　　　　　　　　　　又
むぎわらぼうしを　持って　きました。

甥。い。ぱい、。x ﾈりま　。た。

x　　　　　　　　　　　　　　i

会場は～

　メ
会揚は～
業ヌ．

合唱を　しました。
冥

含唱を　しました9

　捲

　（G下）

以上6年

置E下，C下）

　　　（E下）

　　　（E下）

　以上2年

　　　（G下）

　以上4年

　　　（C中）（H中）（E下2，H下3）

　　　　　　　　（C中）（C下，E下）

　　　　　　　　　　　（C下，E下）

　　　　　　　　　　　　　　（E下）

　　　　　　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　　　　以上2年

（C上2）（D中2，C申4）（D下，　C下2）

　（D上2，C上）（C中3）（D下，　C下）

　　　　　　　　　　　　　（D下2）

　　　　　　　　　　　（D中）（D下）

　　　　　　　　　　　　　　　（D下）

　　　　　　　　（1中，K：中）（K下）

　　　　　　　（K中）（1下，K下2）

（K・ヒ4）（K：中2，1中）（1下，K下11）

　　（K上3）（K申6）（1下，K下’6）

　　　　　（K上2×K中5♪（K下6）



含唱を　しました。
×1．“ `
ぐ

練習を　しましたが，
マ
辣；習を　しましたが，
×．．ｶ
学芸会が　始まります。
　文

学芸会が　～
．薄～r

学芸会が
　又．一文

学芸．会、

　　　く

これから　茗乏葦筆会を

　　　　　　況
春の　使いです。

　　　　
歌を　1輯みました。

　　　　
歌を　｝涜みました。
叉

お話7歌　おどり

　　　　
お話，睾歌，
　』又一

三学芸会が　 女台まりますQ

　　　　　メ
これから　始めます。
　　　　　文
一ばん

一ばん
．ズ

しかし

「風の

文
「風の

と，お、饗さんが
　　　父’

だんだん

みちおくんが

たかしくんが

始めに　ゆき子さんが，

X
始めに

　　　　　　　
加・…　i・す・
X　　　　　　　　l
子，翌垂の　子」

又
子，型ρの　子」
　　　　　．’文

　　　　ほめました。

　お筆1．さんが，

　　X
　　　友だちと，
　　　一父

　　　立って，
　　　文

と，お客さんが
　　支

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K上2）（Kl下4）

　　　　　　　　　　　　　　　　（K上3）（K中2）（K下2）

　　　　（1上3・1〈上5）（工中4，K中6）（1下7，K下9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（K上2）（K中2）（K下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K：中2）（K＝下3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K：下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1中）（1下2）

　　します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（王（F）

　　　　　　　　　　　　　　（K上）（K中4）（1下，K下9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K中）（K：下4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K：値ド）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K一．ド）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K下8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K：下2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K下2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K：下3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K：下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K：下2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K：下4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K．ド）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K：下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上3年

はめましたり　　　　　　　　　　　　　　　　（B下．C．．ド）
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だんだん ｹんが集害・て・

　会場は　いっぱいに　なりま1したσ

　　×
　会揚は　いっぱいに・　なりました。

　××　1　　「風の　子　奪の　子」の　合唱を　しました。
　　　　　　　　　　　　　　　又巴’～ξ

　　臼つたしは　春の　使いです。」
　　　　　　　　　　　文

　いっしょうけんめい　辣習を　しましたが，

　　　　　　　　　　　　××
　学芸会

　xxx　お話，歌
　　×
　お話，歌

　　　　X　しかしカいっぱいし：；ます。

　　　　　文
　お客さんが　集まって，

　　　　　　　×
　その時　ふすまがすうっとあいて，
　　　『文

　　「まあ，よくねむったこと。気分はどう。」
　　　　　　　　　　1．．．．h．“　．’K7・

すずめの薄・ 翌謔ｭ聞こえます・

　しめき’ってあるしょうじに

　　　　　　　　　　　　　　　X
　明かるい冬の臼がさして，
　　　　　’又

　ひとつ：大きく息をしました。
　　　　　　　一文

　静かな朝です。
　一rk一

　脈をみたり，
　父
　熱を計ったり，
　　　業
　「あ，熱もありますよ。」
　　　　文
　熱を計ったり，

　×
　「まあ，どうしたの。顔蓮が悪いわ。」
　　　　　　　　　　　　一×

　「まあ・どうしたの。顔負が悪いわ。」

　　　　　　　　　　　××
　顔色が悪いわ。

　　　　×
　気持よく聞こえます。
　　　　　Y
　三日ほど前のことです。

　　　　　x，

明かるい冬の臼がさして，

　　　　　　　（B下，C下2）

　　　　　　　　　　　（B中）

（C中，B申）（C下2，　B下2）

　（B中，C中）（B下3，下3）

　（B上）（C中）（B下2，C下）

（B上2）（B中2，C中2）（C下2）

　　　　　　　　　　（C下2）

　　　　　　　　　　　（B下）

　　　　　　　　　　　（B中）

　　　　　　　　　　　（B下）

　　　　　　　　　　　（B下）

　　　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　　　（G下2）

　　　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　　　（G下2）

　　（G上2）（G申4）（G下7）

　　　　　　（G中4）（G下6）

　　（G上2）（G中4）（G下6）

　　　　　　　（G中）（G下2）

　　　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　　　（G下2）

　　　　　　　　（G中）（G下）

　　　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　　　（G下2）

　　　　　　　　　　（G下2）

　　　　　　　　　　（G下2）



学校から帰ってきたまさおくんは，
　　　　豪一

のきばで鳴いているすずめの声が，
　　　　文
「シ＝一ソ。シュゾ。」と音をたてています。
　　　　　　　　　　　警

こんども六対五で勝ち，
　　　　　　　　－又

じょうずな道男沼●まで，

　　　　　文
｝反り返さなレxうち｝ζ

文

かず子さんが投げる。
　　　　　　文
春男君が投げる。
　　　　又
いよいよ決勝戦に進むことになった。
　　　　　　　　文
暢所をこうたいして，
．
火

受持…の先．生が，

蒙

勢いをもって飛んで来る。
　　　　　　文
東組はぼくたちに，
文

はく乎を送ってくれる。
　　　　冥
全力をつくした。
疑

いよいよ決勝戦に進むことになった。
　　　　　　ヌ
いよいよ決勝戦に進むことになった。

　　　　×）　×
そういわれてみると戦う前から
　　　　　　　　　Y
戦おうと決心した。
　　　　’R一’

人微を調べると，九対八。
　　　　　　　　転
入数を調べると，九対八。
　　　　　　　　　文
こんども六対五で勝ち，
　　　　　　文
試合が姶まった。
「斑7

全校が二つに分かれて
　　　　　　う～一

じょうずに受けて，男．子のセyターにわたしていくe

　　　　　　　　　×
じょうずに受けて，男子のセyターにわたしていく。
　　　　　　　　　　×

　　　　　　　45

　　　　　（G下）

　　（G中）（G下）

　　　　　（G下）

　　　以上4年

　　　　　（C中）

（C中3）（C下2）

　　　　　（C中）

　　　　　（C下）

　　　　　（C申）

　　　　　（C中）

　　　　　（C中）

　　　　　（C下）

　　　　　（C下）

　　　　　（C中）

　　　　　（C申）

　　　　　（C中）

　　　　　（C中）

　　　　（C申2）

　　　　（C中2）

　　　　　（C中）

　　　　　（C中）

　　　　　（C中）

　　　　　（C中）

　　　　　（C中）

　　　　　（C中）

　　　　　（C中）

　　　　　（C申）
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また外野へ返って来た。

　　×
下野と外野のれんらくがじょうずである。
×

味方はひとり残らず
ズ

解方が，ひとりふたりと，
X
この時，．昧方は三人になっていた。
　　　　ぼ
この時，田方は三三人にな．っていた。

　　　　××
見分けもつかないうちに，前半終りのふえは鳴ったQ
　　　　　　　　　　　　“又h×

相手はこの前ゆう翻した組で，

　　　　　　×××
粗手はこの前ゆう潤した組で，

　　　　　　　　×
とちthうで取っては逆にせめてくる。

　　　　　　　　　×
後半戦にはいった。
又’

後半戦の始まるふえが鳴った。
×

後半．戦にはいった。

×××
後聖戦の始まるふえが鳴ったq

XXX
また外野へ返って来た・
　　　　　文
」反り逗さないうちに

　　×
ボーノレははね返って来たf，

　　　　×）　×
中の休みに，作戦をねった。
　　　　　　’x”

相手は五年西組であるL・

×

勝負の見分けもつかないうちに，
　　　又
すばらしいi勢、いをもって，

　　　　　×
強い勢いのボーノレが，
　　一×一

「麦にかたまってはいけない。
　更

勝負

××
母の思いμ：L

　　　　×
わたくしに教えた。
　　　　　冥
母から教わったQ
ヌ

　　　　　　（C申）（C下）

　　　　　　　　（C中3）

　　　　　　　　　（C中）

　　（C上）（C中3）（C下）

　　　　　　　　（C中3）

　　　　　　　　　（C中）

　　　　　（c　rt：　4）（CmF）

　　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　（C中2）

（C上2）（C巾6）（C下3）

　（C上）（C中2）（C下2）

　　　　　（C中2）（C下）

　　　　　　　　（C中2）

　　　　　　　　　（C中）

　　　　　（C中3）（C下）

　　　　　　（C中）（C下）

　　　　　　　　　（C中）

　　　　　（C中3）（C下）

　　　（C上）（C中）（C下）

　　　　　（C中2）（C下）

　　　　（C中3）（C下2）

　　　　（C中2）（C下2）

　　　　　　　　　（C中）

　　　　（C中2）（C下2）

　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　　（J下）



家の中の用事をすませると，
　　　　　一ik一

やがて新聞社から
　　　　一×一一

夕暮れの庭にいすを出して
文

青山の夕暮れは
　　　　増
血灘τの庭に
××

自然が詩のように美しいことを，
又薯
ごっこくと自然は色をかえ，
　　　　　図一．文

ごっこくと虞報ミは色をかノし，
　　　　　　一×一一

自然が詩のように蓼きしいことを，

　　　×
璽を待ったのだった・

　　×
青肉の家は，
翼
淘委1の家は，

××

聖気はすみ，
×

空気はすみ，
火．～之

「夕筆晴れて」

　　×
「夕．雀跨れて」

　＞1〈　×）

「夕窯晴れて」

　　××
微．わの烏が
ff

「庭の千草」

　　　冥
「謄の千草」

　　　環蕊
飛び去っていった。
　　翼
学校のころに翌つた歌だといって，
　　　　　　業
習った歌だといって，
　　　tt一

美しい歌声を聞いていた〔
　　　冥
美しい歌声を騨いていた。
　　　　　　X
あたりは静かで，
　　　　支
うたう時ですら
　　　ズ

　　　　　　　　　　　　　　　　　47

　　　　　　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　　　　　　　（J下）

　　　　（J上）（K中4）（K下3，」下）

　　　　　　　　（」＿1二）（∫中）（Kl下3）

（J上）（F中，1く中）（F下，J下，　K下）

　　　　　　　　（K下2，」下，F下）

　　　　　　　　　　　　　　（K下2）

　　　　　　　　　　　　（K中）（F下）

　　　　　　　　　　　（K中）（F下2）

　　　　　　　　　　　　　　（K下4）

　　　　　　　　　　　　　　　（K：中）

　　　　　　　　　　　　　　　（J下）

　　　　　　　　　　　　（∫中）（K下）

　　　　　　　　　　　　　　　（」中）

　　　　　　　　　　　　（K下，」下）

　　　　　　　　　　　　　　　（J上）

　　　　　　　　　　　　　　　（J下）

（K上，」上）（K中2，J中，F中）（K下2，　J下2，　F下）

（」上，F上）（K中，

（J上）（F中，

　（J上）（F中）（F下）

F中）（K下4，」下2）

　（J中）（F下，J下）

JPt　2）（K下，　F下）

　　　　　　（」下）

　　　　　　（」下）

　　　　　　（K下）

　　　（F下，K下）

　　　　　　（F中）
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　電鱗工カミ停留所につくと，
　　　　li　”’

　停留所につくと，
　　次
　停留所に着くと，
　“図．父

　停留砺に着くと，
　　　R’

　ていねいに預かりました。
　　　　　　又
　取った席を，
　　　　烹
　席を取りあった。
　一文

　臓をゆずろうと
　文
　となりの席を見つけて，
　　　　　tt一

　おしのけるようにして取った席を
　　　　　　　　　　　　ff
　いかIUも残・念そうな，

　　　　　蒙7
　荷物を持った入に
　　　　～～一

　初め
　一tT

　声をそろえて送ってくださいました。
　　　　　　　文
　こんどほ安心してかけられましたO
　　　　　Y
　前から知っていた
　一tt一

　ふたりとも乗るがはやいか，
　　　　　　’2’

　軽物
　父’

　停留所に藩くと，
　　　　　マ
　黒物を持った人に向って，
　　　　　　　　　　×．
　そり百ってから
　　　一tt一

　ゆずり合うように
　　　　薯

　　　　　　　　　　　　　　以上5年

　　　　　　　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　　　　　　　　（C上）

　　　　　　　（C中）（C下2，G下3）

　　　　　　　　　　　　　　　（G下）

（C上）（C中3G中2）（C下2，　G下3）

　　　　　　　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　　　　　　　（G下3）

　　　　　　　　（G中）（C下，G下2）

　　　　　　　　　　　　　　（G下2）

　　　　　　　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　　　　　　　（G下2）

　　　　　　　　　　　　（C中）（G下）

　　　　　　　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　　　　　　　以上6年



2．　発音作用が正常でない義欝例

2　発膏作摺が正常でない

〔（1）不自然な音声で読む〕

　（2）誰誉で読む

　　（a）　「ひ」を「し」で

　　㈲　その他の下露で

　（3）幼児音で読む

　（4）アクセントがちがう

　〔〔5）イントネーション（貸調）がちがう〕

　C6）初めまたは終Uの発音がはっき｛」しない

　　（a）抵抗を感じる丈字が

　　｛b）抵抗を感じる単語が

　　（c）助詞が

　　　（i）　　「が」が　　　　　　　　（v）　　「を」が

　　　（ii）　　　「は」カ9　　　　　　　　　（vi）　　「と」カ9

　　　（iii）　　「に」が　　　　　　　　（vii）　「で」が

　　　（iv）　「の」が　　　　　（viii）　「も」が

　　〈d）女末が

　　⑥　その他が

　（7）唇読みをしたあとで普通に読む

　（8）読みが著しく速くなったり，遅くなったりする

　　（a）　；凹み；が速くなる

　　｛b＞　読みが遅くなる

　（9）音節の発音が正しくない

　　（a）長母音を表記する「う」をそのまま機械的に読む

　　｛b）　　つまる音を不正｝こ；薪｝む

①
㈹
㈹
働
ω

rつまる1音を普通の「つ」で読む

「つまる」音を「のばす」音に読む

「つまる」音のところだけをつまらないように読む

「つまる」音のつまるところだけをはぶいてi涜む

「つまる」音を不正1こ読む

（C）はねる音を不正に読む

くd）　よう音を不正に読む

　（i）　よう音を表記するかなをそのまま機械的に読む

4iJ

575

　0

15

　7

79

　0

233

0
6
1
5
185
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　（ii）　よう吝のところを不正に読む

（e）清音と独濁音とを反対にして

　（i）　清音を濁音で

　（ii）　濁音を清音で

㈹　その他の膏節を不正に読む

　（i）　「は」を「2っ」と

　（ii）　その他を

　　　　　　　　　　　　　　　　第14図　発膏作用が正常でない
　　　　　　　　　　　　　　　（学年別，1人当りのi涜みあやまりの∫戸均数）

　発音作用が正常でない

という事例に．ついて，学：

年別に1人当りの読みあ

やまりの平均数を出して

みると，第14図のように

なる。

〔（1｝不自然な音声で読む〕

（2〕証音で読む

　　（a）　「ひ」を「し」で

　　　　　　　　　’L一

19

3．5

6a

1．ア

：Z 20
1・r

まくらもとの火ばちにかけたQ

｝
紘

西組の入のせなかに投げつけたQ
　　　τ芝
わたくしをひざの上ICのせた。
　　　　　V

荷物を持った入は，
　　　　　　U
こしかけデこ人は，
　　　　　MLV8し

こしかけた人を見ています。
　　　　　一こτ

初めあんなに席を販りあった女の人が，
　　　　　　　　　　　　　　蔦

三　　　　晒　　　　．五　　　　／”、

ff　　　　　賊　　　　　奪「　　　　迂

　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　以上　4年

　　　　　　　　　（C中）

　（K：上）（K中2）（K下2）

　　　　　　以上　5年

　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　　（G中）

　　　　　　（G中）（G下）

　　　　　　（C上）（G下）

　　　　　　以上　6年



　（b｝その他の設膏で

　　いっしょうけんめい　練習をしましたが，
　　　　　　　　　　π

　　　といって，かけようともしません。

　　　ゆって

〔3）幼児音で読む

　　　㌦∵・網い・ました・

　　みちおさんが・すくいました。
　　　　　　　　jiJ’晦1

　　　　　　　　　しゅ

（4）アクセン5がちがう

　　と，すみ．こさんが1いいました。
　　　　　　，　　　　1

　　勢おさんが；すくいました・

　　み坤さんが1すくいました・

　　と，ゆぎこさんがいいました。
　　　　　　，

　　めだかがいっぴき；はいりました。
　　　　　，．

　　めだかが　すうっと：にげました。
　　　　　　　　　　一「ダ．’

　　　　　　　　「
　　みちおさんがすくいました。
　　　　　　　｝，一

　　と一鱒・さ峰いいま琳・
　　　　　　　　　　　　　　｝

　　まさおさ幽すくいましiた．
　　　　　　　　ウ　　　　　　　　　　　　　　　　ト
　　　　　　　　　　　　　　」

　　　　　　　　　　5t

　　　　　　　　（K：中）

　　　　　以上　3年

　　　　　　　　（G下）

　　　　　以上　6年

　　　　　　　（A下2）

　　　　　　　（A下3）

　　　　　　　（A下2）

　　　　　以上　1年

（A上）（A中3）（A…ド2）

　　　　　　　　（A下）

　　　　　　　　（A下）

　　　　　　　（A下2）

　　　　　　　　（A下）

　　　　　　　　（A下）

　　　　　（A上）（A中）

（A上2）（A中）（A下2）

　　　　　　　　（A下）



52

めだか粧　いっぴき｝

　　　’　　　　　　　　　t’

「にげた，にげた。」
　　）　　　　　　　　　）

よしこさんが，
　一）．m

いちろうさんと，うしを見に
　　　　　　　　『ジ

鮪を・おいしそうに…

のんで　います。
　冒，『

のんで　います。
　　　　　．tm

こうしは　きょとんとして，
　　　　　）nv

うしを　見に　いきました。
　　　　．t）　．

鼠を　小さく　して，
　LJ－

rトソ，トソ　トソ」
　　）　　　　　　）　　　　　　r

いきました。

「たまころがしのようだね。」
　　　　　　一s一．

「これを　かぶせたら　いいよ。」
　　　　　　　　　　　　　一，鞠

じょうずに　できないのも　あります。
　　　　一1一一

会場は栖ぱいに励ま1した。
　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

お客さんが　ほめました。
　　　　　　一ジ

脈をみたり，
　　　『ア．

あたたかくしてねていたら1よくなるよQ
　　　　　　　　　　　　｛　一『ジ

まもなく，お医者さんがおいでになって，
一Ju

明かるい冬の旦がさして，
　　　　　　’

（A上）（A下2）

　　　（A下3）

　以上　1年

　　　（E下2）

　（E下，H下）

　　　（E下2）

　　　　（E下）

　　　　（E下）

　　　　（E下）

　　　　（E下）

　　　（E下2）

　　　　（E下）

　以上　2年

（D中）（D下2）

　　　　（D上）

　　　　（1上）

　　（K：申）

以上　3年

　　（B下）

　　（G下）

　　（G下）．

　　（G上）

　　（G申）



熱を計っ1たり，

ねつ　　i
一・C一一

まさおくん◎顔を見
　　　　　，

るなり，

～逆にせめて来るO
　　　　u）T

こんども六対五で勝ち，いよいよ～
　　　　　　　　　一」一

～つぎつぎ｝dふえてきた。
　　　　　　if”
かず子さんが投げる，
　一J一

青自の夕暮れはすばらしかった。
　　　晩う丈
　　　t　　　　）

堂っこくと自然は色をかえ，
’

こ．っこくと自然は色をかえ，
　，

美しい歌声を聞いていた。
　　　　　一一，

目ににじませる．くせがあったQ
　　　　　　　）一

ささやかなすまいであった。
　　　　　”s”

ささやかなすまいであった。
　　　　　　　了
ささやかなすまいであった。
　　，

自然が詩のように美しいことを，
　　　’
おさない＿．心　にしみこませたQ

　　　　こころ
　　　　J一
一｛）．みじの木が一本はえて，
，

もみじの丞が一本はえて，
　　　　’

父を待つのだったQ
　　）m

空気はすみ，あたりは～
　　　　’

色をかえ，形をかえていった。
　　．）．

母：は．学校のころに～

　　がつ
　　ttte．t

＄3

（G下）

　　（G下）

以上　4年

　　（C下）

　（C下2）

（C中）

（C下）

（J上）

　　　　　　（」中2）

（K上）（」中2）（J下）

　　　　　　　（F下）

　　　　　　　（F上）

　　　　　　　（」下）

　　　　　　　（F上）

　　　　　　　（J下）

　　　　　　　（F上）

　　　　　　　（F中）

　（K上）

　（F中）

　（F中）

（K下2）

　（K下）

　（K上）



S4

　　　夕暮れの庭にいす1を
　　　　　　　　　了1

〔C5）イントネーション（1コ調）がちがう〕

⑥　初めまたは終りの発音がはっきtjしない

　（a）抵抗を感じる丈芋が

　　　これから　学芸会を　します。
　　　　　　　　？
　　　一ばん　糞潟町鑑　ゆきこさんが・

　　　　　　　　？
　　　では　これから　彫塗まゴρ

　　　　　　　　　　　　？

　　　「鴎の　子雲の　子」
　　　　？

　　　お繭，翫おど：り

　　　？

　　　学芸会が　始まります。

　　　　　　　　　？
　　　学芸会が蛉叢軌糞一した。

　　　　　　　　　　？

　　　東穂はほくたちに，

　　　？
　　　その時受持の先生が，
　　　　　ーザ

　　　相図はこの前，ゆう濡しただけあって
　　　　　　　　　　　’i7’

　　　響は，家の中の用事をすませると，
　　　一ブ

　　　わたくしは＝母一iこだかれた：まま，

　　　　　　　　？
　　　母は自然が詩のように，
　　　享
　　　母の顔を見つめて，
　　　一？一

　　　母：の白い手が，
　　　厚．

　　　母と子は，
　　　ヤ㎜

　　　母からおそわった。
　　　’IR’

　　　家の兜の用事をすませると，

　　　　　？
　　　帰ってくる父を待つのだった。
　　　　　　　　一？一

　（K中）

ヒ　5年

　　（1下）

　　（K下）

　　（K下）

以上　3年

　　（C下）

　　（C下）

（B下，C下）

　　　（C下）

以上　4年

　　（C下）

　　（C下）

　　（C中）

（F上）（J下）

（J下）

（」中）

　（」上）（J中）

　（」上）（J下）

　　　　（J上）

（J中）（J下2）

　　　　（」中）

　　　　（」申）



　青出の家は，
　　　　．亨一

　大空を飛び去っていったQ
　　　　　　．一：）．

　美しい声で～
　？

　　　　i
　わたり鳥であるということを，
　　　　亨
　数わの鳥が，
　一一一？一T．

　篭車が停留所に着くと，

　　　　　　？
　いかにも残念そうな顔をして，
　　　　　一？　一

　声をそろえて送ってくださいましたり
　　　　　　　？
　さっきおしのけるようにして取った席を，
　　　　　　　　　　　　　　．：？．

　さきにこしかけて喜んでいた木が，
　　　　　　　　　　　　　　？
　わたくしのとな1）の席を見つけて，

　　　　　　　　　　　　？

｛b＞抵抗を感じる単語が

　と，すみこさんがいいました。
　　　”’　：i　rmfi

　と，すみこさんが　いいましたQ
　　　？
　ゆきこさんが　いいました。

　？
　まさおさんが　すくいましたQ
　　　　？

　ころげそうに　な9ます。
　　　　　？
　おいしそ．S．に

　　　　　？
　かいぽおけを　たたきました。
　　　　一ワ

　ひろしさんが，
　　一：？一

　おいでになりました。ゆきこさんの
　　　　　　　　　　　　？

　それがわたりで鳥～
　　　　　？

　　　55

　（」上）

（」中2）

　（K上）

　（F上）

　（K中）

以上　5年

　　（G下）

　　（F下）

　　（C下）

　　（C中）

　　（C中）

　　（C下）

以上　6年

　　（A上）

　　（A中）

　　（F下）

　　（A下）

以上　1年

　　（E中）

　　（H下）

（H上）（E中）

以上　2年

　　　（C上）

　　　（K下）

以上　3年
　　　（K中）



B6

　わたくしのおさない心にしみこませた。
　　　　　　　　…ザ

　おさない心にし1み．⊆．蜜せた。

　　　　　　　　i　？

～心にしiみ・転た・

　　　　　…　　？

　～心にし…みこませたQ

　　　　　　　　？

　～心｝こし1みこませた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ　　
　　　　　：　　　　　？

　～心｝a　LlみこませたQ

　　　　　i　　　？

　やがてi新耀社から帰ってくる

　　？
　ささやかなすまいであった。
　　　　　　下
　わたくしをささえ，た。
　　　　　　万一脳

　かるい気持で．歌をうたう時ですら，なみだを～
　　　　　　　　　　　　　　　亨
　うすやみの中に．ういて，
　　　　　　　　　亨哨

　数わの鳥が，あわただしく大塞を飛び～
　　　　　　　　　？

　席をゆずろうとしました。
　　　一プ

　おしまい｝こはゆずり飼うようになったのが，

　　　　　　　　？　　…

（c）助詞が

　（1）　「が」が

　　まさおさんが　すくいました。
　　　　　　　－李一

　　よしこさんが…「おじさん～

　　　　　　　ア
　　おやうしが，じっと　立って
　　　　　　γ

　　（」下）

　　（」上）

　　（J下）

　　（」下）

　　（K：下）

　　（K中）

　　（」下）

　　（J中）

　　（」中）

　　（K下）

　　（」下）

　　（J中）

以上　5年

　　（C下）

　　（C申）

以上　6年

　　（C下）

以上　1年

　　（C中）

　　（H中）



　おじさんが，　「トソ，トy　トン’」
　　　　　亨

・・…ろｾi一帳
　たかしくんが　立って，
　　　　　　一？一

　JAちおさんの　おとうさんが　おいでに～
　　　　　　　　　　　　　一？．

　はくしゅが，おこりました
　　　　　マ
　おもしろい　ものが，たくさん
　　　　　　　　　？
　みちおくんの　おとうさんが，おいでに～
　　　　　　　　　　　　　一一！
　だんだん　お客さんが集まって，
　　　　　　　　　　一？一

　いっし．kうけんめい　練習をしましたが，まだ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ

　かず子さんが　ボールを　受けて，
　　　　　　．？．

　初めあんなに席を坂りあった女の人が，

　　　　　　　　　　　　　　　　　？

（ii）　　　　 「｝象」　　カ：

　めだか嫉　すうっと　にげました。

　　　　？

　たかしくんは，元気な声で～
　　　　　　1？

　まさおくんたちは，　「春がきた。」
　　　　　　　　一？一一

　会暢は　いっぱいに
　　　亨
　まさおくん韓ねむりからさめました。
　　　　　　ln

　わたくしけ’愚にだかれたまま，

　　　　　？

　　　　　57

（E中）（E下）

以上　2年

　　　（K中）

　　　（1下）

　　　（K中）

以上　3年

　　（C下2）

　　　（ぴの

（C中）（C下）

（C上）（C下）

　　　（C中）

以上　3年

　　　（C下）

以上　5年

（G上）（C下）

以上　6年

（A上）（A下）

以上　1年

　　　（K下）

　　　（K下）

以上　3年

　　　（C下）

　　　（G下）

以上　4年

　　　（」下）



58

　自然は色をかえ，
　　　一？一

　空気はすみ，
　　　一？一

　その電車はわりにすいていて
　　　　　一？

　荷物を持った人鑓，
　　　　　　　　ゲ，
　二人の女の人．iま，

　　　　　　　？

（iii）　　　　 fl・tt」　 カ㍉

　ころげそうに　なります。

　　　　　　？

　おいしそう盗　のんでいます。
　　　　　　？

　一ばん始め！こゆきこさんが，

　　　　　　？

　会揚はいっぱいに　なりぎした．
　　　　　　　　？一

　つぎに，みちおくんが．
　　　　？

　昧方は三人になっていた。
　　　　　　？
　わたくしをひざの上．．egのせた。

　　　　　　　　　　？
　目に｝こじませるくせがあった。
　　？

（iv）　rの」が

　ゆきこさんの　おかあさんも
　　　　　　一？一

　じxうずに　できないのも　あります。
　　　　　　　　　　　．…’ヅ

　少しおそかった．ので，
　　　　　　　　？一

　　（J上）

　　（」中）

以上　5年

　　（C中）

　　（C申）

　　（C中）

以上　6年

（E上）

（E上）（E中2）

以上　2年

　　（K上）

　　（K下）

以上　3年

　　（C上）

以上　4年

　　（C中）

　　（K：下）

　　（J下）

以上　5年

　　（K中）

以上　3年

　　（C下）

以上　4年

　　（G中）



（v）　「を」が

　かいばおけを　たたきました。
　　　　　　一？一

　ぼくを目がけてボールが飛んで来たQ
　　　冒プ

　うまくれんらくをとって
　　　　　　　　開ブ
　さかんiこはく手を送ってくれる。
　　　　　　　　下
　かるい気持で歌をうたう
　　　　　　　　　？
　母の顔を！見つめて，

　　　　　？

　美しいことを　わたくしのおさない心に
　　　　　　　？
　大空を飛び去っていった。
　　　下

　ひとりごとを言っています。
　　　　　　　？

（vi）　「と」が

　こうしは　き’よとんと　して
　　　　　　　　　　一t；一一

　つぎに，考べらおくんが　亥だちと，
　　　　　　　　　　　　　　　　4？一

　かわいいね。」と，お客さんが
　　　　　　　　亨

　なかよく話して行かれたことと思います。
　　　　　　　　　　　　　　’　i？’

（vii）　「で」が

　美しい声でなんべんもうたって，
　　　　　　？

（Viii）　　「も」　カK

　ゆきこさんの　おかあさんも　おいでになりました。
　　　　　　　　　　　　　　？

　　　　59

以上　6年

　　（E上）

以上　2年

　　（C中）

　　（C中）

　　（C下）

（K上2）

（」上）（」中）（J下）

　　（F中）

　　（F中）

以上　5年

　　（G下）

以上　6年

　　（E下）

以上　2年

　　（C上）

　　（C下）

以上　4年

　　（C中）

以上　6年

　　（」下）

以上　5年

（c．t：）



60

　　じょうずに　できないのもあります。
　　　　　　　　　　　　｝ゼ

　　あるということも，愚からおそわった。
　　　　　　　　　至

無）丈末が

　にげました。
　　　　　㍗一

　はいりました。
　　　　　　亨
　　　　　　　　　　
と・すみ・さ B讐轟
　　「はいった，はいったQ」

　　　　　　　　　？

　たたきましな。

　　　　　？
　うしを　見に　いきましたQ

　　　　　　　　　　　　？
　　　　　　　i
おいしそう uのんでし’鯵
　nを　うごかして　いますQ
　　　　　　　　　　　　？
　　「トy，トソ　トy」

　　　　　　　　　？

　たまは　だんだん　大き’く　なって　きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？
　　「これを　かぶせたら　いい亀。」
　　　　　　　　　　　　　　？
　春の　使いです。

　　　　　　　？
　これから　始めます。
　　　　　　　　　ギ
　と，いう，歌を　読みました。
　　　　　　　　　　　　？

　いっぱい｝こ　なりまiし塵。

　　　　　　　　　　i？
　始まりまし瓦。
　　　　　一亨

　たくさん　あります。
　　　　　　　　　陸

　できないのも　あります。
　　　　　　　　　　？

　　（C下）

以上　4年

　　（F　1）

以上　5年

　（F下2）

　　（A上）

　　（A下）

　　（A上）

以上　1年

　　　（H下）

（H下，E下）

　　　（E下）

　　　（E下）

　　　（麓中）

以上　2年

　　　（D下）

　　　（D下）

　　　（1下）

（1下2）

（K下2）

　　　　（1上）

　　　　（1下）

（K下，1下2）

　以上　3年
　　　　　（B下）



では　これから　始めます。

　　　　　　　　　　　？
倉唱を　亙叢．」＃。

　　　　　？
はくしゅが　おこりました。

　　　　　　　　　　？
「シコ．ン’。シュン。」と音をたてています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘？

　ぼくにわたし二⊆癒れた。

　　　　　　　　？
　柑手は五年西紐である。
　　　　　　　　　㎜ゾ
　わたくしをひざの上に⑳せた。
　　　　　　　　　　　　？
　～ひざの上にの赫た。
　　　　　　　　…旧？

　～ひざの上にのせた。
　　　　　　　　　一？

　父を待つのだった。

　　　　　　　　？
　父を待つのだP左。
　　　　　　　　？
　父を待つのだった。
　　　　　　　？
　タこを待つのだった。

　　　　　　　？
　目に二iこじまぜるくせがあった。

　　　　　　　　　　　　？
　形をかえてkL？塾・
　　　　　　　1？
　一庶からおそわった。

　　　　　　　？

　　「いいんですよ，ありがと．．5。」

　　　　　　　　　　　　　？
　たいへんおもしろいと想いましな。
　　　　　　　　　　　　　　　一？

　かけていらっしゃい1よ。
　　　　　　　　　　1一？一

⑥　その他が

　ゆきこさ！夕が　 いいました。

　　　　　？
　いっぴき’　はいりました。
　　　一一一iF

　めだかは　すうっと　にげました。
　　　　　　　　　　　　？
　すくいました。
　　　　rm？．．

　　　　　　　　61

　　　　　　（C中）

　　　　　（C下2）

　　　　　　（C下）

　　　　　　（G上）

　　　以上　4年

　　　　　　（C中）

　　　　　　（C中）

　　　　　（K：中2）

　　　　　　（J下）

　　　　　　（J上）

　　　　　　（F中）

　　　　　　（J上）

　　　　　　（K下）

　　　　　　（J中）

（∫上）（K中）（J下）

　　　　　　（K下）

　　　　　　（K下）

　　　以上　5年

　　　　　（G下2）

　　　　　　（C　rl：）

　　　　　　（C下）

　　　以上　6年

　　　　　　（A下）

　　　　　（F下2）

　　　　　（A下2）

　　　　　　（F下）



62

　　　　　　　　　　　i
．ゆきこさんがい跡毅た・

はいりました。
　　　一？

こうしは　きょと漁と　して，

　　　　　　　　？

おいしそうに　のんで　います。
　　？
よく見て　ごらん

　　　　　？
おやうしが，じ．つと　立って　いますQ

　　　　　　　？
ころげそうに　なりますr、
　　：i’

かいばおけ’を　たたきました。

　　　　　　　　　？1

搬んがまゆ�E・
むぎわらにうしを　持って　きました。
　　　　？
ゆきだるまは　おこつ．たように

　　　　　　　　　？
その　ほか　おもしろいものが　たくさん　ありますQ
　　　　　　　　　　？
おもしろいものが，たくさん
　　　　　　　　　　一骨’

おもしろいものが，たくさん

　　　　　　　　　　　　？
「わたくしたちは，
　？．

合唱をしました。
　　　一？

舎唱をしま、した。

　　　　　？

なりました。

　　　1？
練；習をしましか。

　　　　　？
げきをしま、した。

　　　　　？
あちらか墜も

　　　　？

ひ岸がきた。」1　と　いう

　　　　　　　1　　　　？
いvしょうけんめY・
　　　　　　　　tt）

あります。

あります。

　　　げきを

練；習をしましたが，

　　　（A下）

　　　（F下）

以上　1年

（E申）（E下）

　　（E中）

　　（H下）

　　（E下）

　　（H下）

　　（E中）

以上　2年

　　（D下）

　　（D下）

　　（D下）

　　（K下）

　　（K下）

　　（K下）

　　（1下）

　　（K下）

　　（1下）

　　（1下）

　　（1下）

　　（1下）

　　（1上）

　　（1上）

　　（1下）



「わたしは　春の　使いです。」

　　？
まさおくんの　顔を　見るなり
　　　　？．，一

顔色が悪いわQ」といいなが學，

　　　　　　　　　　　　　？

うまく2）ナこって，

　　　　　？
取り返さないうちに，

　　　　　　？
男子のセンターにわたしていく。

　　　　　　　　　　　　？

決勝戦に進むことになった。
　　　　　？
じょうずな道男需まで》

　　　？
謝った歌葦といって，

　　　　？
習った歌だといって，

　　　　　　　？
なんべんもうたって，
　　　　　一一？一一一

なんべんもうた：って，
　　　　　軌ヅ

大きな鼠ににじませるくせがあった。
　　　　　　．？．

飛び表ってい？．た。

　　　　　　？
飛び去っていった。

　　　　　？
粥事をすませると，
　　　　　一一？一

美しい歌声を聞いていた。
　　亨

形をかえていった。
　　　　マー

鳥であるということも，
　　　　　万｝
いすを出してすわり，
　　　　　　　勧ラー

父を待つのだった。
　　　｝ヅ

父を待つのだった。
　　　　　　一？一

母の顔を見つめて，
　　　　　一？一一

・母からおそわった。

　　　一ゾ
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　　　ひざの上にのせた。

　　　　　　　　　？

　　　たいへんおもしろいと思いました。
　　　？
　　　きつき：おしのけるようにして～

　　　　　？
　　　ていねいに預かりました。
　　　　　　？
　　　「あなた，どうぞおかけください。」
　　　　　　　　　　　．？．

〔7）辱読みをしたあとで普通に発音する

　　些だかは　すうっζ　にぜましな。
　　・．ヘー一～一～～～一～一・．一・一・一．・・tt・一一・一．・～一・一一r一．．K：

　　まさおさんがすくいました。
　　　　　　　　　ttNtvt．tvN’ti’vtt？’t”tl〈

　　．「はいった，はし・つた。jとゆ9こさんがいいました。
’へ巾’一’X　”・・一・”t一＼一一一一～一・．・・一一一一・・t・．一一一・一…・・一…一・．・…～ j
みちおさんがす．．≦．LfNました。

’s．NxAAfitr．．MA． hMx’v；K

めだかが　いっ登きはいりました。
．． 唐`．．．．wLtN．’．，．x．’Le．．一．．一．．．．’．’ 撃垂高垂高磨D　K
．「にげた，にげた。」と，すみこさんが いいました。

　．．Nwwvvua’vt．t．．　t．．一．．．’t一．’xt’v’vt“’v　tt．”tt”．．’一’xt’．tvt－ttrt“’一．’t．1〈

　　「にげた，にげた。」
　　．　．．　t．．　L．．．　t．　x．　t．．x　’t．’t’　’”　1〈

　　　　　　　　　　1
　めだかは　すうっと｛にげました。
　　　　　　IJ．1／一1＝．．．．7r’・＝．：．－．v：JJ．r：：＝：r．”一．．．v．．．　K

　　「1熱、マ空・．．眺つたズ

　すくいました。
　．．一．．．．tx．’t’　t　’　1〈

（8）読みが著しく遠くなったり，邊くなったifする

　（a）読みが速くなる

　　　　　　　　　｛

　　みちお撃列すくいました・

　　ゆきこさんが　いいました。
　　　　　一｛一

　　すうっと　　ICげました。
　　　　　　　　　　了

　　（∫中）

以上　5年

　　（C申）

　　（G下）

　　（C下）

　　（C下）

以一．ヒ　6年

　　（C中）

　　（C中）

　　（C中）

　　（C中）

　　（C中）

　　（c＊）

　　（C中）

　　（C中）

　　（C中）

　　（C中）

以上　1年

（C下）

（C下）

（A上）



すう’vと　　にげました。

　　　　　　　　f

　　　　　　　F
みちおさんが　　すくいました。
　　　　　　　　　　　一”’f’一

　　　　　　　　　　　1
ゆきこさんが　いいましiた：。
　　　　　　　L一一’f’””’　1　一’

「にげた，にげた。」

　　　f
めだかは　すうっと

　　　f

「おじさん，こうしは。」
　　　荘一
いちろうさんと，
　　　　MI一一一

　　　　　E
おやうしのあちを，おいしそうに
　　　　　ILf”’

pを．　うごかして　います。
f

足が，しっかり　しな：いので　 しょう。

　　　　　　　　　　f

欝を　うごかして　います。
　　　　　　　　　nv－1

ころげそうに　なります。

　　　　　　　　　f

おいしそうに　iのんで　込牽．ゴニ。

　　　　　　　I　　　f

かいばおけを　たたきました。

　　　　　　　　　　　f
かいばおけを　たたきました。

　　　　　　　　　f
と，き’きました。
　　　　　””i”’

見に　いきました。

　　　　　　f

　　　　　　　　’
おこった　ように　なったり，

　　　　　　f

わらった　ように　なったり，

　　　　　　f
たかしくんが　立って，はじめの

　　　　f

　　　　　6S

（F上）（A下）

　　　（F上）

　　　（C下）

　　　（F上）

　　　（F上）

以上　1年

　　　（C下）

　　　（C下）

　　　（E下）

　　　（E下）

　　　（C下）

（E下，C下）

（H下，C下）

（E下，C下）

（E下，C下）

　　　（C中）

　　　（C下）

　　　（C下）

以上　2年

　　　（C下）

　　、』（C下）

　　　（1上）
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つぎに，みちをくんが　友だちと，

　　　　　　　f

ゆきこさんの　おかあさんも　おいでに～
　　　　　　　　　　1’一

みちおくんの　おとうさんが　おいでに～
　　　　　　　　　　f
ふえがなって，学芸会が始まりました。

　　　　　　　　　　　　f
．では　これこら　始めます。

　　　　　　　f

「風の　子，雪の　子」　の合唱をしました。

　　　　　f

「わたしは　春の　使いです。」

　　　　　　　　　　　f

～ねむりからさめました。

　　　　　　　　　f
ふすまがすうっとあいて，おかあさんがにこにこ～
　　　　　　　　　　　　　　　f
三日ほど前のことです。学校から帰ってきた～
　　　　　　　　’mf一

ふとんをしいてくださいました。

　　　　　　　　　　　　f　　l

母と：子は，やがてi新聞祉から帰ってくる～

　　　　　　　　f
やがて新屡｝社かち帰ってくる父を～

　　　　　　　f
やがて凶聞祇から帰ってくる父を待つのだった。

　　　　　　　　　　f

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
小さ唾のす C一三が？本必陛Q
家の中の用事をすませると，夕暮れの庭1’C

　　　　　　　　f

いすを乱してすわり，わたくしを
　　　　　　f

わたくしをひざの上にのせた。そして，

　　　　　　　　　　　£
母の白い手が　うすやみの申にういて，

　　　f
習った歌だといって，　「庭の千草」や

　　　　　　f
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6ブ

　　博しい声でなんべんもうたって，おたくし　　　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　　　f
　　かるい気持で歌をうたう蒔ですら，　　　　　　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　f
　　窒気はすみ，あたりは静かで，ごっこくと　　　　　　　　　　　　（K中）

　　　　　　　　　　　f
　　自然は色をかえ，形をかえ～　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K：中）

　　　　　　　f

　　形をかえiていった。　　　　　　　　　　　　（J中）
　　　　　　i’f”

　　～あるということも，婁諭L巨事受わ．一）．．tg。　　　　　　　　　　　　　（J中）

　　　　　　　　　　　　　　　　f
　　わたくしのおさない心にしみこませた。　　　　　　　　　　　　　（K上）
　　　　　　　　　　f
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　5年

　（b｝；涜みが遅くなる

　　ぼくは，いちろうさんと，うしを見に～　　　　　　　　　　　　（C中）
　　　　　　　　tt．’S’一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　2年

（6）音節の発音が正しくない

　（a）長：母育を衰記する「う」をそのまま機械的に読む

　　めだかはすうっと　にげました。　　　　　　　　　　　　　（A上）（A下）
　　　　　　　う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　1年

　　ころげそうに　なります。　　　　　　　（C中3，E中）（C下，　E下4）
　　　　　　う
　　ぼくは　いちろ至さんと，　　　　　　　　　　　（C下2，H下，　E下3）
　　　　　　　　　　5’

　　おいしそ．うに　のんで　います。　　　　（C中2）（C下，E下3，　H下4）
　　　　　　う一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　2年

　　ゆきだるまを1作ろう。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（D下）
　　　　　　　　　モ　　　　　　　　　　ぽげい
　　　　　　　　　1　　う

　　　「作ろう，作ろうQ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（D下）
　　　　　　つ　　　　つ
　　しろも　うれしそうle，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（D下）
　　　　　　　　　　5’
　　ゆきだるまは　おこったように　なったり，　　　　　　　　　　（D中）
　　　　　　　　　　　　　　了
　　むぎわらぼうしを　持…って　きました。　　　　　　　　　　　　（D下）
　　　　　　　写
　　　も臥すぐ　学芸会が　亥台まります。　げ　　　　　　　　　　　　　　（K下3）

　　　　う
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　と　いう，歌を　読みました。
　　　　写

　　「まあ，どうしたの。顔色が悪いわQj
　　　　　　ージ

　　「まあ，よくねむったこと。気分はどう。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　写
　いつものよ．うな元気がありません。
　　　　　　5馳

　その時，ふすまがすうっとあいて，
　　　　　　　　　　写

　あなた，　どうぞおかけください。
　　　　　　万

〔b）つまる音を不正に読む

　（i）　「つまる」‘音を普通の「つ」で読む

　　　「はいったQはいった」
　　　　　：づ

　　　「はいった。はいった。」
　　　　　　　　　　ぢ
　　めだかは　すうっと
　　　　　　　　　ら
　　めだかが　いっぴき
　　　　　　　　つ

　　足力㍉しっかり

　　　　　　つ
　　おやうしが，じっと　立つ．て　います。

　　　　　　　　　　　　　つ
　　おやうしカ㍉　じ．P．と

　　　　　　　　　つ

　　　「わっしょい　わ．マしょい」

　　　　　　　　　　つ
　　　「わPしょい　わっし：い」
　　　　づ

　　・・ちた・・嚇・た・・

　　わらったように　なったり　しました。
　　　　ろ

　　お・・た・うにiな一P一・tcり・

　　　　　　　　　1　　　つ　　　　　　　　　　
　　むぎわらぼうしを　持ってきました。
　　　　　　　　　　　　ぢ

　　（工下）

以上　3年

　　（G下）

（G下2）

（G下2）

　　（G下）

以上　4年

　　（G下）

以上　6年

（C中）（A下，C下2）

　　　　（C中）（C下）

　　　（A下，F下2）

（A下，C下，　F下2）

　　　　以上　1年

　　　　　　（E下2）

　　　　　　（E下2）

　　　　　　　（E下）

　　　　以上　2年

　　　　　　　（D下）

　　　　　　　（D下）

　　　　　　　（D下）

　　　　　　　（D下）

　　　　　　　（D下）

　　　　　　　（D下）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69

　会場は　い．つぼいに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K：下）

　　　　　　つ
　たかしくんが　立って，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K下）
　　　　　　　　　づ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　3年

　　　　　　　　　　i
脈をみたり謙を計�ﾚ　　　　　　（G下）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　4年

　ごっこくと自然は色をかえ，　　　　　　　（J中）（J下2，F下，1〈下）
　　づ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　5年

（ii）　「つまる」音を「のばす」音に読む

　めだかは　すうっ．と　　　　　　　　　　　　　　（C中）（C下，A下）
　　　　　　　…）一一一＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　1年

　しかし　力い覧ばい　しぼす。　　　　　　　　　　　　　　　　（1〈下）
　　　　　　▼マL　　　l

　まもなく　ふえが奉＿マて，　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K：下）

　　　　　　　　　なあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　3年

（iii）　「つまる」音のところだけをつまらないように読む

　おこPたように　なったり　　　　　　　　　　　　　　　　　　（D下）
　　　す

　　　　　　　　　　　　1

しかし加 Wばいし陣　　　　　　（K下）
　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　3年

　ごっこくと　自然は　色をかえ　　　　　　　　　　　　　　（F上）（」中）

　　く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　5年

　お荷物があっ．てiたいへんで　　　　　　　　　　　　　　　　　（G下）
　　　　　　い1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　6年

（iv）　「つまる」音のつまるところだけをはぶいて読む

　さっきおしのけるようにして取った席を，　　　　　　　　　　　（G下）
　　さき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　6年

（v）　「つまる」音を不正に読む

　めだかは　す．一5．．っ、と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A上）

　　　　　　　う一つ
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　　おやうしが　じっと　と立っています。

　　　　　　　　じ一つ

　　おこったように二な：つた二り，

　　　レ　　　L　つ

（C）はねる音を不斑に読む

　　「シユソQシユソ。」

　　　　ク　　　　つ
　　「シユソ。シユy。」

　　　　つ　　　　　つ

㈹　よう音を不正に読む

　（i）　よう音を表詑するかなをそのまま機械的に読む

　　こうしは，きょとんとして，
　　　　　　　　よ

足が・・か・し・・の ?；・
　　　こうしは，きょ　とんとして，
　　　　　　　　τヲ

　　はくしゅが　おこりました。
　　　　　ゆ，

　　　しめきってあるし．乱〉．じに，

　　　　　　　　　　　よ5

　（ii）　よう音のところを不正に読む

　　　ご）しは，き國．よとんとして，

　　　　　　　　づ
　　　こうしは，蘇とんとして，

　　　　　　　　　ん

　　　こうしは，　きょ　とんとして，

　　　　　　　　き一よ一

　　　　　i
　　　まだ陽よぎにできないのもあります．．

　　以上1年

　　　　　（C下）

　　以上　2年

　　　　　（D下）

　　以上　3年

（Grlu　2）（G下4）

　　　　　（G下）

　　以上　4年

（C中3）（H下2，C下）

　（E上）（C中）（E下2）

　　　　　　　　（E下）

　　　　　以上　2年

　　　　　　　　（K下）

　　　　　以上　3年

　　　　　　　　（G下）

　　　　　以上　4年

　　　　（E中）（C下2）

　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　（内旨）

　　　　　以上　2年

　　　　　　　（K下2）



　　　　　｛
　　まだ　じょうずに　できないのも　あります。
　　　　　　冨

　　はく、。1がお。，まし。。

　　　　一t－1，’　］1

　　みんな　いっしょうけんめい　練習を
　　　　　　　　　Ppt’

　　みんな　いっしTtうけんめい
　　　　　　v’・づしゅ

　　しめきってあるし．kうじに賜かるい
　　　　　　　　　痩ジ

Ce）　溝口と濁音とを反対にして

　（i）　清音を濁膏で

　　　　　　　　　　　　　　：
　　まさおさんがすをいまし｝た・

　　めだ！？1すくい
　　　　カミ

　　おじさん，こうしは
　　　　　　　”i”

　　ころげそうに
　　ご
　　　「トソ，トソ　トソ。」
　　　．ド；

　　　「たまころがしのようだね。」

　　　　　ご
　　まさおくんtg．ちは，　「巻が　きた。」
　　　　　　　淀
　　はじめの　あいさつを　しましたQ
　　　　　　　　　ざ

　　その時，ふすまが　すうっとあいて，
　　　　　　　テ
　　学校から　帰ってきた　まさおくんは，
　　　　ぷ
　　静かな朝です。
　　　添

　　あわただしく大空を～
　　　　短

　　　　　　　7i

　　　　（K下）

　（K申）（K下3）

　　　　　（K：下）

　　　　　（K下）

　　以上　3年

　　　　　（G下）

　　以上　4年

　　　　（A下3）

（A上2）（A下3）

　　以」二　1年

　　　　（H下3）

　　　　（H下2）

　　　　（H下）

　　以上　2年

　　　　　（D下）

　　　　（K上2）

　　　　　（1上）

　　以上　3年

　　　　　（G下）

　　　　　（G下）

　　　　　（G下）

　　以上　4年

　　9上）（J下）

　　以上　5年
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（ll）　濁音を清音で

　にげた
　　げ

　ゆきこさんが
　　　　　　ぶ

　おやうしが　うごくと
　　　　　寮

　足が　しっかり　しないので
　　ぶ

　　「よく　見て　ごらん。」
　　　　　　　　Ld’

　　「たまころがしのようだね。」
　　　　　　万1

　　　　　　　：
　はくしゅ距醸こりました。
　　　　　か1

　おもしろい　ものQF，たくさん
　　　　　　　　　が

　　「春が、きたQ」

　　　か
　学芸会が　女台まりました。
　　　　が

　お話，歌，おどiり，
　　　　　　　一ど…

　のどを見たりして～
　　．ど

　　　　　　　　　　　　　　1
おかあさんがにこにこし ?らはい・て～

　その時，ふすまがすうっとあいて，
　　　　　　　　hY

　まくらもとの火ばちにかけたs
　　　　　　　　ほ

　ぼくを目がけてボールが～
　　　　　ふ』

　ひとりはかけられるぐらいあいて～
　　　　　　　　　　マ

　ひとりごとを言ってます。
　　　　．ど

わ㊥

わ
配
置
わ
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（f｝　その他の音節を不．蕉に読む

　（i）　「1・rk」を「オ）一iと

　　めだかが　いっぴき　にいりました。

　　　　　　　　　　　　わ

　　　「健いった，ほいった。」

　　　わ
　　　「はいった・嫁いった。」

　　　　　　　　わ

　　～後半戦にはいった。
　　　　　　　あ

　　　　　　　　　　　　1
　　もみじの木が一本はえて・
　　　　　　　　　　，”　1
　　　　　　　　　　7，つ　　　｝

　（ii）　その他を

　　　「春が　きた。」
　　　はこ

　　　「風の子ン雪の子」
　　　かぜ一
　　　たかし、くんが立って，

　　たかあし

　　こっこくと　自然　は色をかえ，
　　　　　　　しぜ一ん
　　青」事．の家は，

　　あ一
　　美しい歌声＿を幽いていた。
　　　　　　ど叶え
　　自戴ミカ～言寺＿塗）よう1・こ～

　　　　　し一e
　　　飛び虫っていった。
　　．と7：一

　　ささやかなすまいであった。
　　　　　　　穿一二

　　　　73

以上　6年

　　　（C下，F下）

　　　（C下，F下）

（C上）（C下，F下）

　　　以．．．ヒ　1年

　　　　　（C上）

　　　　　（」下）

　　　以上　5年

　　（K下）

以上　3年

　　（1中）

　　（G下）

以」二　4年

　　（K中）

　　（F下）

　　（F上）

　　（F下）

　　（F下）

　　（F下）

以上　5年
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3．　とぼし読み（雀略）をする窮例

3．　とばし読み（省略）をする

（1）華壇をとばして読む

　（a｝抵抗のある単語のうちの丈字を

　（b）抵抗のある漢字を

　　（i）一部を

　　（ii）　全部を

　（C）　ほかの単語｝こ説もうとして

　頓）接頭辞「お」を

　〈e）発音しにくい部分の女字を

　（f｝接尾辞「さん」「たち」などを

　（9｝　つまる音の「つ」を

　（h＞　口調で機械的1こ

　（i）行かえの部分の文字を

　（j）文末の文字を

〔2）単語をとぼして読む

　（a）丈の意味を変えない単語を

　に））　文の意味を変える単語を

　〔（C）文の意味は変わらないが，ほかの単語に読もうとして〕

　（d）丈の意味が変って，ほかの単誹に読もうとして

　くe）抵抗のある単語を

　（f）助罰を

　　（i）　「が」を　　　　　　　（vii）　「か」を

　　（ii）　「は」を　　　　　　　（viii）　「や」を

　　（iiD　「に」を　　　　　　　　　　（ix）　　「で」を

　　（iv）　「の」を　　　　　　　（x）　「も」を

　　（v）　「を」を　　　　　　　　　（xi）　その他の助詞を

　　（vi）　fと」を

　（9）丈末の暗譜を

（8）丈節をとばして読む

（4）旬をとばして読む

㈲　行をとばして読む

394

269

118

4
一
2
1

ζばし読みの事例について7学年別に1人当りの読みあやまりの平均数を
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出してみると

第15図のよう

に．なる。
ユ
9

3

2

レ

第15図とばし読みをする
　（学年溺，1人淺りの読みあやまりの平均数）

a4

5…

21
1．4

Z3 ？．？

痔 笥；

（1）交字をとばして読む

　（a）　抵抗のある単語のうちの文字を

　　　　　　　　　　　　　　E
　　まさをさんがすくいましiた。
　　　　　　　　　　1”：　1
　　めだかすくい
　　　　　　一一／

　　みちおさんが．す伊ました・

　　　　　　　　　s　・・一

　　　「おじさん，ζうしは」

　　　　　　　　］一1
　　　こうしは　き’，xとんとして，
　　L二〕

　　　こ）しは

　　，．一1　li
　　　「トソ，トy

　　　こうしは，き’xとxiiとして，

　　　　　　　　　　1pmi
　　　こうしは♪き孟とんとしてT

　　　こうしは，き．rとんとして，

　　　こうしは，おやうしの．ちちを1、

四
嫌

　　　　　　　　こちらを見ました。

　　　　　　　　　　　　　．一i
おやうしの｝ちぢを，、おいしそ）lz二i

　　　　　　　　　　　　　　　l

　　ト・・坦かい嘩◎をたたきました・

　　　　　　　　こちらを見ました。

　　　　　　　　こちらを見ました。

　　　　　　　　こちらをみました。

おいしそうに～

算．

’膳一宙鼈黶E

年

　　　　　　（F上）

　　（F上）（A下2）

　　　　　　（A下）

　　　以上　1年

　　　　　　（C下）

　　　　　　（H下）

　　　（C下，H下）

　　　（H．の（C中）

　　　（E上）（C中）

（E中）（E下，H．下）

　　　（E上）（C下）

　　　　　　（Cド）
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　　　　　　　　　f

こ川繍 ^二、し『ちぢを・おいしそうに～
こうしは，きょとんとして，こちらを見ました。

　　　　　　　　　　1
おやうしが　うごくと，iころげそうに　なります。

　　lfi］　1
おやうしの 奄ｿ肱嚇そうに1のんでいます・

　　　　　　　E
だんだん大ぎくiなっていきます。
　　　　　　　｛　　二一7i

う批そうに，ゆきの上を走って D：す・

まゆげ刷髄いろいろにつけかえると7

　　　　1　
　　i

まゆげや　．冒を　いろいろに二　つ．けかえると，

「おもしろい，おもしろい。」
　　　ド．’．’1、

「おもしちい，おもしろい。」

　　　　　　　　i：”wwi’

まさおさんが　かぶせました。
　　　　　　　　：＝i

あちらからも　こちらからも，
　　　　　　　　　ili
あちらからも　こちらからも，
　　　　　　　　　　　’”　1

まもなく　ふえがなって，
　l 1：1

あちらからも　こちらからも，はくしゅ
　　　　こ1

あちらからも　こちらからも．
　　こ1

あちらからも　こちらからも，
　　f一””’i

あちらからも　こちらからも，

「あたたかくして　ねいたら　よくなるよQ」
　　　こ．

　　　　　（C下）

　　　　　（C下）

　　　　　（H下）

　　　　　（C下）

　　　以上　2年

　　　（C中）（C下）

　　　　　　（D中）

　　　　　　（D下）

　　　　　　（C中）

　　　　　　（C中）

　　　　　　（C中）

　　　　　　（C中）

（K中，1中）（1下）

　　　　　（1下2）

　　　　　　（1中）

　　　以上　3年

　　　　　　（C上）

　　　　　　（C上）

　　　（C上）（B下）

　　　（C上）（B下）

　　　　　　（G中）

　　　以上4年



みんな、、、かん。はく手。送。1。くれ。。

　　　　　　　　　」．一．1　1
こしから下をねらうので，なかなか取りにくい。

　　　　　　　　　　　　　1．　．．1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・
すくいあげ、ゑようにすると，うまく取るiことができた。

　　　　　　1　1　i味方が，ひとりふたりとたおさ．れていく。

　　　　　　　　　　　　　1－1
みるみるうちに，内野はたおされていって，
　　　　　　　　　　　　　｝二二

夕卜野からせめられる時，一方にかたまってはいけないQ
　　　　　　i＝’ma一’1

勝負の　見分けもつかないうちに，
　　　　　　口
内野はたおされていって，

　　　　　1
嚇はひ初命ずたお趣てしま。た。
　　　　　　　　　　　’1i　”　’　」

おうえんだんは，　「アレー，7V一」
　　　　　1コ
場所をこうた：いして，後半戦にはいった。
　　　　　1二’…

取り返さないうちに，終りのふえが鳴ったQ

大きな属ににじませるくせがあったQ
　　　　　　　　　　li＝・1

小さい庭のすみiこ，もみじの木が
　　　　　口
　　　　　　　　　　　　i
わたく・の濁な・・心・霞み・ませた・

　　　　　　　　　　　i．．．．s

わたくしのおさない心にしみこませた。
　　　　　　　江1

白い手がうすやみの中にういて，
　　　　　　こ二1

わたくしは「曝にだかれたまま，
　　　　　　　匹1：ll

漁・驕E響・・

大きな濤ににじませるくせがあった。
　　　　　　　｝二I

　　　i

大きな潤ににじませ至くせがあった。

　　　1　1－1愚は学校のころ買った歌だといって，

わたくしは母にだカ｝れたまま，

　　　　　　　　1’i

　　　　　7？

　　　（C申）

　　　（C申）

　　　（C中）

（C中）（C下）

　　　（C申）

　　　（C中）

　　　（C下）

　　　（C中）

　　　（C中）

　　　（C下）

　　　（C下）

　　　（C中）

　　　（」下）

　　　（K下）

　　　（K：下）

　　　（K：下）

（」中）（」下）

（K：中）（K：下）

　　　（」申）

　　　（F中）

　　　（K下）

　　　（K下）

　　　（F下）
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　青山の家は，ささやかなすまいであった。

　　　　　　　　jdei
　青山の家は，ささやかなすまいであった。
　　　　　　　　　i・　．J’；ll

　ζ．一フこくと自然は色をかえ，

　ごっこくと自然は色をかえ，

　　1－i
　ごっこくと自然は’色をかえ，

　ごっこくと自然は色をかえ，

父粛らbだ。た。

　　　　l　l
　あわただしく穴i空を飛び去っていった。
　　i　．．．．．　．．．．．．．，1

　あわただしく穴空を飛び去っていった。
　　　　　壽

勲うた塒ですら孟みだ献き砧・・

　母の白い手がうすやみの中にういて，
　　　　　　　　　　じ
　敦わの鳥が，あわただしく大聖を，
　　　IT：．　1．1

（b｝抵抗のある漢字を

　（D　一部を

　　蹟を小さくして，　口をうごかしています。
　　　　　　　　　　　ぐち
　　　　　　　　　　　　1．Ji

　　　「風の子，雪の子」
　　　添建
　　　　1Tl

　　　　　　　　　　i
　　決勝戦に進むiことに二なった。
　　　　　　ナず1
　　　　　　　こ】

　　すばらしい　勢　いをもって飛んで来る。
　　　　　　　いき」お

　　秘手はこの前，ゆう　勝　しただけあって，
　　　　　　　　　　　　し．よう
　　　　　　　　　　　　　1＝．，

　　　i数わの鳥が，あわただしく大群を
　　サう
　　　に

　　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　　　（1く上）

　　　　　（J上）（F下，K下）

　　　　　　　　　　　（K下）

（K上2）（K：中）（K：下3，J下）

　　　　　　　　　　　（」下）

　　　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　（F下，K下）

　　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　以上　5年

　　（E下）

以k　2年

　　（K下）

以上　3年

（C中3）

（C中）

（C下）

（F下）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　79

　自然が詩のように　美　しいことを　　　　　　　　　　　　 （」’中）

　　　　　　　　　うつく
　　　　　　　　　　　1コ
　あわただしく大空を飛び表っていったQ　　　　　　　　　　　　（∫下）
　　　　　　　　ぞ兇

　かるい気持で歌をうたう隠ですら，　　　　　　　　　　　　　（K：下）
　　　　　　　う泥

　　　　　　　　［ny
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　5年

　荷物を持った人に．向．って，　　　　　　　　　　　　　　　　　（G下）
　　　　　　　　　もか

　　荷物を持た人は，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（G下）
　にもつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　6年

（ii）全部を

　目を　小さく　して，口を　うごかして　いますQ　　　　　　　　（E下）
　　　　lr．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　2年

　お客さんが集まって，会場はいっぱいに　　　　　　　　（K下）（K：中）
　　　　　　こl
　　　　　　　　　f
みん ?杢わ弊ました・　　　　　（c下）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　3年

　これから学芸会をします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（C下）
　　　　　　こ｝

　　「まあ，どうしたの。顔色が悪いわ。」　　　　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　4年

　決勝戦は，六年西組とするのである。　　　　　　　　　　　　　（C中）
　　　i＝l

　　F相手が六年塗だというので，おじけている。　　　　　　　　　（C中）
　　　　　　　口

姻八．」点。ちが。で勝。．とカ・でき。．　　　（。下）

　　　　　t－i

　　陛副。」や　　　　　σ上，）（J。、）（。下）
　　　E：’　／1，　Ta．．」

　美しい激声を開いていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F下）
　　　　こ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　5年

　電車が停留所に着くと，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（G下）
　　　　　　IT．1



se

　　電車が停留所に蒼くと，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（G下）
　　　　　　1．．　．一一　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　6年

（C）　ほかの単養吾1こ読もうとして

足がし・かり臨 V・・う・　　　（c匂（H下）

　足が　しっかり　しないので　しょう。　　　　　　　　　　　　（E上）

　　　　　　　　　，ILI　」
うしを見に eました・　　　　　（E上）（E下）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　2年

　ゆきだるまは　おこったようにな．：？たり，　　　　　　　　　　　　（C中）
　　　　　　　　　　　　　　　　L二
　おかあさんも　おいでに　なりました。　　　　　　　　　　　　（1中）
　　　　　　　　　こ

　　「春が　きた。」…と　いう　げきを　しました。　　　　　　　　　　（1上）
　　　　　　　　’1　i’一um

　みんな　いっしょうけんめい　練習を　しましたが，　　　　　　　（1中）

　　　　i

　まだ　じょうずに　できないのも　あります。　　　　　　　　　（K：中）
　　　　　　　　　　　ご二
　わたくしたちは，これから　学芸会を　します。　　　　　（K下3）（1下）
　　　二1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　3年

　ゆきこきんが，　「わたしは　春の　使いです。」　　　　　　　　　（C下）

　　　i’L’

　みんな　いっしょうけんめい　練醤を　しましたが，　　　　　　　　（C下）
　　コ
　わたくしたちは　これから　学芸会を　します。　　　　　（B下，C下2）
　　　二
　ふすまがすうっとあいて，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（G上）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　4年

　西麹の人のせなかlc投げつけた。　　　　　　　　　　　　　　　（C中）

力…購唾・・投げ：響・・　　　　（・・）

　わたくしのおさない心にしみこませた。　　　　（F上，」上2）（」中2）

　　　1一．n’　i　わたくしは母にだかれたまま，母の顔をみつめて，　　　　（F上2）（」2）
　　　r－1



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81

　なんべんもうたって，わたくしiに教えた。　　　（」上）（」中2）（J下2，F下）
　　　　　　　　　　　　　1二■

　わたくしのおさない心にしみこませた。　　　　　　　　　　　　　（」巾）
　　こ⊃
　白い手がうすやみの中にういて，わた≦．しをささえたQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、＿1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K上，∫上）（J下，F下，K下，1下）

　わたくしをひざの上にのせた。　　　　　　　　　　　　　　（F下，K下）
　　　　⊂1

　父を待つのだった。母の白い手が～　　　　　　　　　　　　　　（K下）
　　　　　　　・一　”1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　5年

　わたくしが電車からおりる時には，　　　　　　　　　　　　（C中）（C下）

　　　　…
　わたくしの席には，荷物を持ったおばさんが，　　　　　　　　　　（G下）

　　　ア　　
　わたくしは，初めあんなに席を取りあった～　　　　　　　　　　　（G下）
　　　IJ

　わたくしのとなりの席を見つけて，　　　　　　　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　　　　　　　｛
　ひとりはかけられるぐらいSr）iいていました。　　　　　　　　　　（C中）
　　　　　　　　　，　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　6年

（d）　　接頭辞「お」　を

よし・さん・奄ｶ紘こう・…　　　　（鮒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　2年

糟あさk・　1’t　・まさおくん噸網る鰍　　　　（G中）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　2年

　　「では，お荷物を持ちましょう。」　　　　　　　　’　　　（C上）（C下）

　　　　　1！
　おかけください。お荷物があって，　　　　　　　　　　（G中，C中）（C下）

　　　　　　　　　コ　　
　　「お気をつけてね，さよなら。」　　　　　　　　　　　　　　　　（C下）
　　こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　6年

（e）　発音しにくい部分の交響を

　と，おっし烹いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　（G下）

　　　　　　1＿．
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　　　　　　　　　　　　i
しめき・てあ hうじiに　　　　　　（G下）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　4年

（f）　接尾辞「さん」　rたち」などを

　ゆきこさんが　いいました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F下）

　ぼくは，いちろうさんと，うしを見｝こいきました。
　　　　　　　　　，＝1　　　　　　　（H上）（C中，H中）（E下，　H下2）

　よしこさんがrおじさん，こうしは。」と～　　　　　　　　　　　（H下）
　　　　；二1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　2年

　ひろしさんが，　「これを　かぶせたら　いいよ。」　　　　　　　　（C中）
　　　　こ二．

　と，ひろしさんがいいました。　　　　　　　　　　　　　　　　　（C申）

　ひろしさんも　いいました。　　　　　　　　　　　　　　　（C上，C中）
　　　　こ＝｝

　まさおくんたちは，「春がきた。」という　　　　（K中3，1中）（K下2）

　わたくしたちは，これから　学芸会を　します。　　（K上）（1中）（K下2）
　　　　　こ二1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　3年

　まさおくんたちは，　「毒がきた。」　　　　　　　　　　　　　　　（B中」

　　　　　　　　　
　わたくしたちは，これから　学芸会を　します。　　　　　　　　　　（B下）
　　　　　㎜一1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　荏年
（g）つまる音の「つ」を

　　　　　　　　　　　　　ヒ
　　「はいった。はいった。jと，ゆきこさんが　　　　　　　　　　　　（C下）
　　　　，⊃

　めだかが　いっぴき　はいりました。　　　　　　　　　　　　　　（C下）
　　　　　　　，二

　めだかはすう。と｝に臆した。　　　　　　　（A下）
　　　　　　　　こ］　i

　めだかは　すうっと　にげました。　　　　　　　　　　　　　　　（A下）
　　　　　　　こ二〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　1年
　　　　　　　　　　　　ミ

讐轡しないのでトう・　　　　（E下，H下）



　しめきってあるし，tうじiに明かるい冬の日がさして，
　　　　h　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　r＿T　　　　　　　　　i

　まさおくんはにっこりしてうiなずきました。

　　　　　　　　こ　　　　：

　ねていたら1よくなるよ。」と，おっしゃいました。

　　　　　　1　　　　　　　　、丁

　ボールが「ビュウッ，ビュウッ」

　　　　　r・A・。，・。ウrz．」

　　　　l　　　　　L．．一1

　「もっと元気を幽すことだ。」
　　　11一一1

繍ま色をか認 ｾて臨た・（F－i：3・

　あたりは静かで，ごっこくと自然は色をかえ，

　　　　　　　　　　　へ　　
　大空を飛び去っていった。

　さっき　おしのけるようにして取った席を，

（h）　口調で，機．械的に

　　　　　　　　　　　　　i
まさおさんがすくい w上iた．

　足が　しっかり　しないのでしょう。おやうしが
　　　　　　　　　　　　　　1．一＿一＿＿＿＿1

　まゆげ釧髄いろい．うにつけ力娩ると・
　　　　　　l　　　　　　　I＿s

　おどウ』げき　そのほか　おもしろいものがん
　　　　　　　　∴

　　　　83

以上　2年

　　（G下）

　　（G下）

（G下2）

以上　4年

　　（C中）

　　（C中）

　　（C中）

　　　　　」上4，K上）（J申3，
K申2，F中）（」下2，　F下2，　K下）

　　　　　　　　　　　　（F下）

（J上）（」中）（」下3，K下，　F下）

以」二　5年

　　（C下）

以上　6年

（H上）（C申2，E申）

　　（A下）

以上　1年

以．ヒ　2年

　　（C中）

以上　3年

　　．（C下）

以上　4年



s4

　　　「フレー，　プレgn」
　　　　　［＝［

　　　「フL／一，　フレー一　1

　　　　　　　　　こ

　　　なみだを大きな目ににじませるくせがあった。
　　　　　　　　i二…

　（i）行かえの部分の文字を

　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　まさおさんがすくいまし酬めだかが～

　　　わた：くしのおさない心にし1みこませた。

　　　　　　　　　　　　　蘭｝

　（」）　文宋の文字を

　　　まだiじょうずに　できないのも　あり蓮二童・

　　　　　1　1　．．　1
　　やかんのお湯が　：「シュン。シュyojと

　　　「シコーソQシxソ。」と
　　　　　1二、

　　わたくしiに教えた．鮒かるい気持で
　　　　　　1　　　－
　　　　　　i　s”i

（2）単語をとばしで読む

　（a）丈の意味を変えない口語を

　　　「おもしろい，おもしろい。」　といってみんなが～

　　　／．一一一一1

　　　「ああ，かぜだよ。あたたかくしてねていたら～
　　　　　　　　こ1

　　たおしたり，たおされたりして，勝負の見分けも
　　　　　　　　　　　　　　e＝．1

　　　（C下）

　　（C下）

　　（K下）

以上　δ年

　　（F下）

以上　1年

　　（K下）

以上　5年

　　（K下）

以上　3年

　　（G上）

　　（G上）

以上　4年

　　（K：下）

以上　5年

　　　　（D下）

　以上　3年

　（G中）（G下）

　以上　4年

（C上）（C下2）



　　「わアッ」という　声が聞こえた：。

　　　　　　　「一L＝、

　母は学校のころに習った歌だといって，
　　　　　　　　　　　　　こ、

　　r
　母…と子は，やがて新聞社から帰ってくる
　　レ「

　わたりi烏であるということも，

　その電車はわりにすいていて，わたくしは

　さっきおしのけるようにして　取った席を，
　　　　　　　　　　　　．＿＿．．．．．．．∫

　そこ予言ってから

　．一．＿］

（b）　丈の意味を変える単語を

　大きい⑱と　小さいのと，　たまがふたつ～
　　　　，．．．．．．．F　　　　　　　i

　たかしくんは，元気な．．声で　いいました

　　　　　　　　　　1．．．一一一一t　．

　あたたかくしてね。bteらi、くなる、。

〔（C）　女の意味は変わらないが，像かの単語に読もうとして〕

（d）　丈の意味が変って，ほかの単語｝こ読もうとして

　うしを　見1焦一．．とこきました。

　　　　　　1．一LL．＿＿wn＿1

（e）　抵抗のある単語を

　前半終りのふえは鳴った。

　今度路一7g．はと，登力をつくした。

　　　　　　　　　

　歌をうたう時ですら，なみだを
　　　　　　こ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたく・は母。だか批盤講・顔畿つめ・

　　　　　　　　　　　　L．．．1　　　　1

　　　　　　　　85

（C上）（C中）（C下）

　　　　　　（K下）

　　　　　　（K中）

　　　　　　（K下）

以上　5年

　　　（C下）

（C中）（C下）

　　　（C中）

以上　6年

　　（C呼1）

以上　3年

　　（C下）

　　（G下）

以上　4年

　　（H下）

以上　2年

　　（C中）

　　（C中）

　　（」下）

　　（F下）

以上　5年
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（f）助詞を

　（1）　　「カ1」　を

　　　　　　　　i
　　おじさ硬・1「トソ・　1・ソトソ・」と・

　　　　　　1．，　1

　　もう　すぐ学芸会が始まります。
　　　　　　　　　　　、コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　とい・て・みん縫大わらいiしました・

　　い。し、うけんめい縮をしました、・，認～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝’　　1

　　学芸会．が　始まりました。

　　　　　　　　　　　　　　　i
　　縮をしまし讐まだ「

　　　いつものような元気がありません。

　　やかんのお’湯が「シュン，シュン。」と
　　　　　　　　，二

　　　自然が詩のよう｝こ美しいことを，
　　　　il一

　（ii）　「は」を

　　　ぼくは，いちろうさんと，
　　　　こ二ll

　　　みんなは　外へ　禺ました。
　　　　　二，

　　　たかしくん1匿　元気な　声で　いいました。

　　　　　　　；一i

　　　とちゅうで取っては逆にせめて来る。
　　　　　　　　　　　1コ

　　　外野からせめられる時は，たいていかたまっていた
　　　　　　　　　　　　　、二11］

　　　こんどこそ嫡と，いっしょうけんめいである。

　　　　　　　　i．1

　　　（C上）

　以上　2年

　　　（K下）

　　　（C上）

（K中）（1下）

　以上　3年

　　　（C下）

　　　　（C下）

　　　　（G下）

　　　　（G下）

　以上　4年

　　　　（J中）

　以上　5年

　　　　（E中）

　以上　2年

　（C申，D申）

　以上　3年

　　　　（C下）

　以上　4年

　　　　（C中）

　　　　（C中）

（」中）（C下2）



　おうえんだん貼rプレ㌦プレーj
　　　　　　　r　l
　こんどこそはと，全力をつくした。

　　　　　　1＿1

　たいした荷物ではございませんQ
　　　　　　　　！二

　おしまいにはゆずり含うようになったのが
　　　　　　i「

　　　　　　　　　　　　　　　
　・ん還安心してかけられま1した．

　　　　1＿［　　　　　　　　　　1

　電車からおりる時にはふたりの女の人は，
　　　　　　　　　　，：71

（王11）　「に」を

おいしそ P塑んでいます・

　ゆきだるまは　おこったようになったり，
　　　　　　　　　　　　　　こ
　おとうさんが，おいでになりました。
　　　　　　　　　　　こ1

　すぐに　道男君｝こわたすと，
　　　Itu1

　いっしょうけんめいに　戦おうと決心した。

　　　　　　　　　　i＿1
　小さい庭のすみに，もみじの木が
　　　　　　　　1＝L：

　学校のころに習った歌だといって
　　　　　　1．一∴

　その電車はわりにすいていて，

　　　　　　　　i　i
　わたくしの席には，荷物を持ったおばさんが
　　　　　　　．訟1

　初めあんなに席をとりあった女の人が，

　　　　　　　　　ロ
　電車からおりる晦には，ふたりの女の人は，

　荷物を持っていたために少しおそかったので，
　　　　　　　　　　　こ
（iv）　「の」を

　　　　　　8F7

　　　　（C下）

　（C下）（C中）

　以上　5年

（C中）（C下2）

　　　　（C下）

　　　　（C下）

　（G上）（C下）

　以上　6年

　　　　　　（E上）

　　　以上　2年

　　　　　　（1中）

　　　　　　（K下）

　　　以上　3年

　　　（C中）（C下）

（C上）（C中）（C下）

　　　　　　（F下）

　　（J上2）（K：中）

　　　以上　5年

　　　　　　（C中）

　　　　　　（C下）

　　　　　　（C下）

　　　　　　（G下）

　　　　　　（G上）



88

…舷鵬・・…で謝・した・

　山本君のボールは，すばらしい勢いをもって
　　　　こ

　電車の中でのことです。
　　　　　　⊂1

（v）　「を」を

　こうしは　きょとんと　して，こちらを　見ました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－＝、

　いっしょうけんめい　練習を　しましたが

　　　　　　　　　　　　　1＿「
　これから　学芸会を　します。
　　　　　　　　　こ1
　　「風の　子，雪の　子」の　合唱を　しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　：二「

　到交が二つ1に分かれておうえん窒している・
　　　　　　1　　　　　　　　　　　：＿．＿．

　場所をこうたいして，後半戦i．こはいった。

　　　L－x

（vi）　「と」を

　目を　いろいろに　つけかえると，ゆきだるまは～
　　　　　　　　　　　　　　　こ1

　昧方は，ばたばたと　たおれていく。
　　　　　　　　　∩
　西組は，こんどこそはと，いっしょうけんめいである。
　　　　　　　　　　　｝＿i　　　　　　　　　　　　　　｝

　今度こそはと，全力をつくしたQ
　　　　　　⊂．l

　　　　　　　i
　それがわたりi烏であるということも，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　1　　　　L一［

（vii）　「か」を

　　　1
取る ｦやし1奮酵の人のせなかに～

　　　　　（R上）

　　以上　3年

　　　　　（C中）

　　以上　5年

　　　　　（C上）

　　以上　6年

　　　　　（C下）

　　以上　2年

　　　　　（K：上）

　　　　　（K下）

　　　　　（K中）

　　以上　3年

　　（C中）（C下）

　　　　　（C上）

　　以上　5年

　　　　　（C申）

　　以上　3年

　　　　　（C中）

（C申2）（C下2）

　　（C上）（C中）

　　　　　（K下）

　　以上　5年

　　　　　（C下）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　89

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　5年

（viii）　「や」を

　　「夕空晴れて」や「像たるの光」を　　　　　　　　　　　　（J中）（∫』下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　5年

（ix）　「で一｝を

　　　　　　　　　　　　　　　1
　　「みんなで　おどる　ところが．かわいいね。」　　　　　　（王く中）（1下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　3年

　　「みんなで　おどる　ところが；かわいいね。」　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　4年

（x）　「も」を

　ゆきこさんの　おかあさんも　おいでに　なりました。　　　　　（C下2）

　　　　　　11　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　4年

　こんども六対五で勝ち，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（C下）

一！・で・・…屯　　　　（・下・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　5年・

　わたくしのとなりにも，ひとりはかけられるぐらい～　　　　　　 （G下）

　　　　　　　　　　Lww．1
　かけようともしません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（G下）
　　　　　　・1＝ユ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　6

（xi）　その他の助詞を

　あちらからも　こちらからも～　　　　　　　　　　（1上2）（1中）（K下）
　　　　　1＝i
　あちらからも　こちらからも　　　　　　　　　　　　　　　　（K下3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　3年

　そう言ってから　荷物を持った人に向って，　　　　　　　　（C中）（C下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　6年
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　　　あちらからも　こちらからも　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K下）
　　　；　　　　　　　　　1　　　　　1＿．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　3年

　　（9）　丈．末の単語を

　　　「“y，トソ．1鯉と，かいばおけをたたきました・（肚）（c申）（H下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以よ　2年

　　　　「厨の　子，雪の　子」の合唱を　しました。まさおくん～　　　　（K上）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　3年

　　　　「シュン．シュン。」と音をたててy．）　＊す。しめきって～　　　　　（G下）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＿．二＿．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　4年

　　　．れんらくのみごとなこと。そのため味方は，　　　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　　　　1　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上年

　（3）：交節をとばして読む

　　たまが　ふたつ　できました。　　　　　　　　　　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　3年

　　ボールを受けて，ぼくにわたしてくれた。　　　　　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　　1　　　；
　　母は，かるい気持で歌をうたう時ですら，　　　　　　　　　　（J上）（F下）
　　　　　　　　　　　i：　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　5年

　（4）句をとばして読む

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盛二三三ゆ・・上・走・てい・・1一・e　（・・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　3年

　　母の白い手がうすやみの中にういて　　　　　　　　　　　　　　　　（K下）
　　　　　　　　　　　　1τ二「1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　5年

　⑤行をとばして読む

　　　まさをさんが　すくいました。　めだかが～　　　　　　　　　　　　（F下）
　　　　　　　　　　　　　　＝1、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上1年



1

1

4．おきかえ読み（代置）をする事例

4．おきかえ読み（代置）

　（1）別の音節で読む

　　（a）　発音の似かよった音節で

　　（b）　文字の形の似かよった音簸で

　　（C）　全く無関係な音節で

　　（d）　漢字を他の音または訓で

　　（e）　音節の順をおき・かえて

　（2〕別の単語で読む

　　（e）　発膏の似かよった単．語で

　　　（1）　丈．としての意味は通る

　　　（ii）　丈としての意味は遜らない

　　（b）　漢字の形の似かよった単語で

　　　（i）　丈としての四目は通る

　　　（ii）　丈としての意味は通らない

　　（C）　女口群の形の似かよった単誘で

　　（d）　修飾語の語尾を変えて

　　（e）　動詞の語尾をi変えて

　　　（i）　終止形を中止形で

　　　（ii）　中止形を終止形で

　　　（iii）現在形を過去形で

　　　（iv）過去形を現在形で

　　　（v）　「～ていた」と「～た」をおきかえて

　　　（vi）　自動形と他動形をおきかえて

　　　（vii）　その他

　　（f）　助詞を別の助詞で

　（i）

　（ii）

　（iii）

　（iv）

　（lv）

（g）

（h）

　（i）

「が」を

「は」を

「に」を

「の」を

「を」を

意昧が似かよった単語で

全く無関係な単語で

　文としての意昧は逓る

（vi）

（vii）

（viii）

（ix）

（x）

「と」を

「も」を

「から」を

「で」を

「だ」を

91

　　　1
1，158　］

292　l

　　　I

　　　I
　　　i

866
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　　（ii）丈としての意味は通らない

　（i）　単語の順をおきかえて

　（j）甥の行の音簸や単語で

〔（3）前の行全部を読む〕 o

第16図おきかえ読みをする
（学年刷，工人当りの読みあやまりの累均数）

　おきかえ読みの事例に

ついて，学年別に1人当

りの読みあやまりの平均

i数を出してみると，第16

図のようになる。

9一

呂．

7

6一

v
j

4

3

2

1

IC

一
琢

算 黛

四
年

五
征

（1）別の音節で読む

　（a）　発音の似かよった音節で

「おじさん，こうしは。

f5y，　＞y　Fy．Jl

　　　　　　　　　l

ち
並

」1と磐ました・

　かいばおけを

（C下）

くC下）



おやうしが　うごくと，
　　　　　　　　　ど
こちらを　見ましたQ
器

ころげそうに　なります。
　　　蕾

「たまころがしのようだねQ」
　　汚ミ

まさをさんが　かぶせました。
　　　　　　　　　　　亨
いろいろに　つ；ナかえると
　　　　　　　が
　　　　　　1
ゆ縦るまのt形ができました。
　　で　　　　i

「わたくしたちは，これから　学芸会を　します。
　　　　　　　　　　万
みんな　いっし．rうけんめい　練習を　しましたが，
　　　　　　　　　　　　　　1　L．1一
「みんなで　おど為　ところが｛

　　　　　　　　ti’　1

「みんなでおどるところが；

　　　　　　　　　　こ　　　1
「わたしは　春の　使いです。」
　　ぢ

お客さんが　始めました。
　　　　　　可

・・ ]・・胤た・

一一 ﾎん　　姶めに　ゆきこさんが
　　　　ほ1ず

「フV一，プレ・一一　1

　　　y
「プレ〆一，プレ〆一」

　　　　　　　一5’

母は，家の中なかの用事をすませると，
　　　　　　な瀬
一母は，家の中の用事をすまぜると
はあ

母は，～
ほ蓄

母は，かるい気持で歌をうたう時ですら，
振一i唇

僅の自い手がうすやみの中にういて；
は

　　　　93

　　（C下）

　　（E下）

　　（H中）

以上　2年

　　（D中）

　　（D下）

　　（C中）

　　（D上）

　　（K下）

　　（1下）

　　（K下）

　　（K下）

　　（K下）

　　（K：下）

以上　3年

　　（C中）

　　（K下）

以上　4年

　　（C中）

　　（C申）

　　（F中）

（K中2）（K下）

（K下2，F下）

　　　　（K下）

　　　　（F下）
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　　母からおそわった。
　1まあ

　　母の顔を見つめて，
　1まあ　1
　　　1
　．酬と子は，

　はあ1
　わたくしは母にだかれたまま，
　　　　　　はiも
　夕負れはすにらしかった。

　　　　　　べ
　目ににじませるくせがあった。
　　　　　あ
　凱ににじませるくせがあった。
　　　　ず
　わたしをひざの上にのせた。
　　　　　　　　　　　一LM

　穴空を飛び去っていった。
　　　　　護
　歌をうた…う時ですら，

　　　　　癖

　徽わの鳥が～
　　渉

　おしのけるようにして取った康を，
　　　　　　　　　　　濾

（b）文字の形の似かよった音節で

　　「よく　見て　ごらん。」
　　　’じ

　こ）しは，おやりしの
　　　　’だ．ぢ

　と，かい嫉おけを　たたきました。

　　　　　ぼ

　　「みんなで　おどる　ところが　かわいいね。」
　　　　　　　　　　　　　　　　痘る

　　「　　　　　～　　　　　　　かわいいね。」
　　　　　　　　　　　　　　　　おち

　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　「　　　～　　　　1勉いいね。」
　　　　　　　　　　　　　　　　iお

　しかし力いっぱい　します。
　　　　弄
　まも　なく　ふえが　なって，
　蓄写

　　（K中3）（K下3）

　　　　（K中）（K下）

　　　　　　　（K下）

（K中）（K下4，J下）

　　　　　　（」下2）

　　　　　　　（」中）

　　　　　　　（K下）

　　　　　　　（K下）

　　　　　　　（」下）

　　　　　　　（J中）

　　　　　　　（J中）

　　　　以上　5年

　　　　　　　（G下）

　　　　以上　6年

　　　　（H中）（C下）

　　　　　　　（H下）

　　　　　　　（C下）

　　　　以上　2年

　　　　　　　（K下）

　　　　　　　（K下）

　　　　　　　（K中）

　　　　　　（K下2）

　　　　（K：中）（K下）



　のどを見たりしていられましたが，
　　　　　　　　　　お

……・
I轡し・・

　まくらもとの火ばち｝こかけた
　　　　　　　　　一き一

　まもなく，お医者さんが
　また
　集配ほど前のことです。

　とあわてて，ふとんをしいてくださいました。
　　　　　　　ふ

　父を待つのだった。
　　　竃
　父を待つのだった。
　　　竃壱

　わたくしのおさない心iこしみこませた。
　　　　　　　　　　　　そ

　さっきおしのけるようにして取った席を，

　ぎ
　初めあんなに席を取りあった女の人が，
　　　　　　泥
　あんなにかけたがっていた入が，
　　　泥』

　かけようともしません。
　　　　　　蒙
　自分のひざの上にむりやりに販って，
　　　　　　　　　漆

（C）　全く無関係な音節で

　　「はいった，はいった。」

　まいい

　ころげそうに　なりますQ
　　　　了
　　「トソ，　トンノ　トこ／o」

　　　ラ隠
　　「t、ン／，　トこ／　 トソ。」

　　　21’

　　「1・ソ，卜y　】・ソ。」

　　　　　　万
　　「トソ，　トソ　トこ／。」

　　　　　　辺

　　　　95

以上　3年

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G－ir）

以上　4年

　　（Kq・り

　　（K：下）

　　（K：下）

以上　5年

　　（C下）

　　（C中）

（C中）（C下）

　　　（G下）

　　　（G下）

以上　6年

　　　（C下）

以上　1年

　　　（H下）

　　　（E下）

　　　（E下）

　　　（E下）

　　　（E下）
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と，かいばおけを　たたきましたっ

　　　　ε
かいばおけを　たたきました。
　　　　　　　∬
かいばおけを　たたきました。
　　　　　　　　蕊
こうしは　一き一曳圭∠藁．として，

　　　　　ぎ一ぎょん
目を　小さく　して，

　　　マ
おやうしが　うごくと
おしや
おやうしが　うごくと，
　　　　　』ど
おやうしが　うごくと，
　　　　　τごぢ
おやうしが　 うごくと，

　　　　　冨
．ζ＿杢＿ザそうに　なります。

ごろごろ
ころげそうに　なります。
ようゆき
ころげそうに　なります。
　　　』で

こうしは　ミ…露．．と一凶．と　して，

　　　　　きょんき・よん
こうしは　き」鵜ζ．亙と　して、
　　　　　エ　　　　　　　ヒ　　　　　ざよと）

1闇これを　かぶせたら　いいよ。」

　　　　　藩
ねえさんが，まゆ．げや

　　　　　　　だけ
いろいろに　つけかえると，

　　　　　　ぎ
まさおさんが，かぶせましたQ

　　　　　　かぜを
まさおさんが，かぶせました。
　　　　　　　ぜ
たまころがしのようだね。」

　たまか
しろも　うれしそうに，

　F
　　　　　　　　　　　　l
いろいろに二　つけかえると，iゆき’だるまは
　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　　　　まし　1
おとうさんが，おいでに　なりました。
　　　　　　　　　　　菊
あちらからも　こちらからも，

　ち
あちらからも　こちらからもr
　あちちζ

　　（E下）

　　（C下）

　　（C中）

　　（E下）

　　　（E下）

　　（C下）

　　（H中）

　　　（H中）

　　　（C下）

　　　（H下）

　　　（E中）

　　（H下）

　　（H上）

　　　（H下）

以上　2年

（C中）（D中）

　　　（D上）

　　　（D中）

　　（D中）

　　　（D中）

　　（C中）

　　（D上）

　　（D下）

　　（K下）

　　　（K中）

　　　（K：上）



じょうずに　でぎないのも　あります。
　　　　　　　　　　　　　冒て
「春が　きた。」
　　　　　篠
じょうずに　できないのも　あります。
　　　　　　｝1．

食＿＿壁昌を　 しました。
りんしょう
げきを　しましたQ
　万
「わたしは　蓉の　毯いです。」
　　　　　　　　　ぼ
学…芸会

かんがえ

しかし耀い？ばいし1ます。
　　　．㎝ちが罵｝　　i

監一も　　　　なく　　vS｝えカ；　　なって，

もう

．歌を　読みました。

　　　v
脈をみたり，　熱を計つ～
　　　　　　一く冨

一．．

�Qをみたり，熱を計っ～
みやぎ
「あ，　糞熱　もありま一ずよQ」

　　　kろ

あたたかくしてねていたらよくなるよb
　　　　　　　　　　’らヤ；1

「まあ，一ど二ゑ」」．丞≡豆～。．

　　　　　とんしかり
お医者さんがおいでになって，
うようき

：元　気がありません。

よジぎ

にこにこしなが　らはいってきましたG
　　　　　　　’τぼ

のきばで鳴いているすずめの声’が，
　　　：ろ“．そ

絹手は1
爾　　；

こんども六対五で勝ち，
　　　　　　　　　糠．

いよいよ瀟垂ﾉ酬
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　　　（K：下）

（K　i－1・i）（K下）

　　　（K下）

　　　（1下）

　　　（1下）

　　　（K’F）

　　　（K下）

　　　（K下）

以．一｝二　 3ご建三

　　（B下）

　　（B下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G中）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G中）

以上　4年

　　（C下）

　　（σ．．ド）

（C中）（C下）
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うまく琢▽重iことができた。

　　　　れ1

頂り返さないうちに，
　　　　邪
つぎつぎと六年をたおしていった。
　　　　　　歪

　　　1
勝負の：見分けもつかないうちに
　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　｝　よけ一
　　　i

勝負のifittiけもっかないうちに

　　　P

願の rもつかないうちに・

　　　1
「ビ・iウツ・互ユウツ・」

　　　i　　　ジ

「ピコ．ウツ，ビュウツoj
　亨

内野はたおされていって，
　　　　　藷τ

あわただしく大空を飛び去っていったQ
　　　　　　　　　と
大空を飛び牽っていった。
　　　　　き・

大空を飛び去っていった。
　　　　　掻
ささやかなすまいであった。

　からすが
ささやかなすまいであったQ
一さらさ回心
ささやかなすまいであった。
さ一さ一
こっζくと自勲ミは色をカ・え，

　　そ一
ごっこくと自然は色をかえ，

　　そ

自然が詩のように美しいことを，
　　　　　　　　　マ
「庭の千＝豊」

　　　　はな
「庭の　千草　」

　　　せんばな
　　　　｝

母の��ｩつ肌

あたりは静かで，
　　　　マぢ

（C中）（C下）

　　　（C下）

　　　（Crl．り

　　　（C下）

　　　（C上）

　　　（C上）

　　　（C中）

　　　（C　r．yi）

　　　（C下）

　　　（K下）

　　　（」下）

　　　（K下）

　　　（K下）

　　　（K下）

　　　（F下）

　　　（」ゆ）

　　　（F下）

　　　（J中）

　　　（J上）

　　　（J中）

　　　（K上）

　　　（F下）



あたりは静かで，

　　　　くらかつ
小さい庭のすみに，
　　　ぴち
こつこくと　歳弦ζは色をかえ．，

　　　　　じてん
・母は，　自然が詩のように～

　　　じてん

おさない心｝こしみこませた。
　　　　　　　　　’IJ

おさない心にレみこませた。

　　　　　　　に

おさない心にしみこ、．ませた。

　　　　　　1　或ぎ

　　　　1
「夕空晴れて」や
　　　誉

一母の白い手がうすやみの中にういて，
　　　　　　　　”wws”

母の白い三手がうすやみの中｝こういて，

　　　　　　　の
億は学校のころに習った歌だといって，
　　　　un2ng
母は学校のころに選った歌だといって，

　　　　　　　お
母は学校のころに賀つた｛歌だといって，

　　　　　　　い
母からおそわったQ
　　　　箆
青山の夕暮れはすばらしかった。
　　　1：1ど

青山の夕暮れはすばらしかった。

　　　薯
青山の夕暮れは～
　　　　や
数わの鳥が，

か

数わの鳥が，
葦

1数．わの鳥が、
膏5序

数　わの鳥が．
一二

数わの鳥が，

数＿わの烏が，

わず
「像たるの光」
　　そ
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（F下）

（K下）

（K下）

（K下）

（∫一ド）

（K下）

（J下）

　　（J一ヒ）（」中）（J下）

　　　　（1〈下）（J下）

　　　　　　　（K下）

　　　　　　　（K：下）

　　　　　　　（J下）

　　　　　　　（J下）

　　　　　　　（F下）

　　　　　　　（J上）

　　　　　　　（K下）

　　　　　　　（J上）

　　　　　　　（K下）

　　　　　　　（J上）

　　　　　　　（J中）

（∫上2）（」中2）（K下）

　　　　　　（」下2）

　　　　　　　（F中）

　　　　　　　（F下）



ioo

冒｝こにじませるくせがあった。
　　LL”

目ににじませるくせがあったQ
　　ま
自ににじませるくせがあった。
　　　　　　そ
かるい気持で歌をうたう時ですら，

疏かるい気持で歌をうたう時ですら，
　　　　　　　　　　　竃
青山の夕暮れはすばらしかった。
なつ

席を取られてしまいました。
　　v

ふたりとも乗るがはやいか
　　　　　のりこ

ひとりはか健られるぐらい
　　　　　ら
やれやれ，かけられて励かった。
　　　　　　ぢ
どうしてもかけようとしませんQ
　　　　　　z・

いかにも残念そうな顔をして，
　　　’x：

「お気をつけてね。さようなら。」
　　げ兀1

お荷物があって～
　　　　庵

なかよく話して行かれたことと思います。
　　　　　　　み
なかよく話して行＿かれたことと恩います。
　　　　　　　がえ
さっきおしのけるようにして取った席を，
　　　　　一ま

自分のひざの上にむりやウに取って，
　　　　　　　　ちゅう

（d）　漢字を他の音または訓で

会場は　いっぱいに　なりま：
ぼ

三日　　ほど　前のことです。
さんにち
「あ，熱もありますよ。」
　　　あ5一

　　（1上）

　　（K中）

　　（K上）

　　（K下）

　　（」下）

　　（」下）

以上　5年

　　（G下）

　　（C下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G」二）

　　（G下）

　　（C下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

以上　6年

（1上）（1中2）（1下2）

　　　　　以上　3年

　　　　　　　（G下2）

　　　　　　　　（G下）



後半戦にはいった。
ど

後半戦にはいった。

砺
勝負　　の虎分けもつかないうちに，

かちまけ　i

　人数　を調べると，
じんすう

男子　　のセンターに，
おとこのこ
さかんにはく手を送ってくれる。

　　　　　　て
前半終りのふえは鳴った。
まえ．

　前半　終りのふえは鳴った。

まえはん

勝負のi見分けもつかないうちに，
　　　　　　　　　　　　　コ

　　　iぷん
とリオメす　女’ヲニ　カ：

　　　　おんなのこ
函j！嘉の人のせなかに
　くみ、

しかし酉継もなかなかじょうずである。
　　　　くみ
味、．≠r．．が♪ひとりふたり

　ほう
「庭の千草」
　　　颪
「庭の　千草　」
　　　せλ∫ぞう

「庭の千草」

　　　せんそ
数わの鳥が，
が一ｼ
数わの鳥が，

　数　わの鳥が，

かず一
徽．わの鳥が，

ず
空気．はすみ，

｝ぢ
　翼　つた歌だといって
しゅう

うたう時ですら，

　　　じ
　　　1

わたり　鳥であるということも

（J上，K上）（」中2，　K中，　F中3）（F下5，　K下，　J下2）

　　　　　　　　　　　iOl

　　　　　　　以上　4年

　　　　　（C中3）（C下2）

　　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　（C上）（C下）

　　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　（C．．ヒ）（C中）

　　　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　　　（C中）

　　　　　（C中2）（C下2）

　　　　　　　（C上）（C下）

　　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　　（C下）

（F＿ヒ2）（F躍車，　Jrト】）（Fnv．F）

　　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　　　（J下）

　　　　　　　（1〈　ri：）（K下）

　　　　　　　　　　（」中）

　　　　　　（∫上3）（J下）

　　　　　　　　　（K下2）

　　　　　　　　　　（F中）

　　　　　　　　　　（F中）

　　　　　　　　　　（F下）
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　　自然は色をかえ，形．をか
　　　　　　　　　　かだ

　　青山の家は，
　　　　　うち

　（e）　音節の順をおき’かえて

　　こうしは，
　　うこ
　　　おやうしが　うごくと
　　おしゃ

　　ゆきだるまは　お．こったように

　　　　　　　　　こお
　　～かわいいね。
　　　わか
　　じょうずに　でぎない．Qも　あります。
　　　　　　　　　　　　もの

　　にっこりしてうなずき’ました。

　　　　　　　　　ずな

　　わたくしは偲にだかれたまま，
　　　　　　　　　　れか
　　母の白い手がうすやみの中にういて，
　　　　　　　　　　みや

　　あわただしく大塞を飛び去っていった。

　　　　だた

　　わた≦し｝こ教えた。

　　　　しく
　　空気はすみ，
　　　　　みず

（2）別の単語で読む

　（a）　発音の似かよった単語で

　　（1）　丈としての意味は通る

　　　　「トこノ，　トン「　．．」）：一く二〇」

　　　　　　　　　　トコ

　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　わたくしのおさない譜四

（F’　pl・i，　1〈p’；，i）（ぎ下，山下）

　　　　　　　　　（J上）

　　　　　　ユ払．ヒ　 561三

　　　　　　　　　（H一ド）

　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　以上　2年

　　　　　　　　　（D下）

　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　（1中）

　　　　　　以上　4年

　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　以上　4年

　　　　　　（K中）（F下）

　　　　　　（」中）（F下）

　　　　　　（」上）（F中）

　　　　　　　　　（K：下）

　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　以上　5年

　　　　（E下）

　以上　2年

（K中）（F下2）



　あわただしく大．塞を飛び去ってし・つた。

　　　　　　　あお

（i1）　丈としての意味は通らない

　　「よく　．見vz　ごらんoj

　　　　　きて

♂㌃が・し弼しなし例

　　　　　［
　まゆげや　目を　いろいろに　つけかえると，

　　　　　　　　　　　　　　　つき

　いろいろに　つけかえると
　　　　　　　かけ
　といって，むぎわらぼうしを　持って　．きました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いました
　　　　　F
鑓1七：；1がおこ胤た・

　　男子のセ￥タ「にわたし
　　　　　せ一mた一

　　　　　　　　　　　　　　　　　E
　　こんど㌦魏んしてか肪れま｝

（b）漢字の形の似かよった単語で

　（i）　丈として意味は通る

　　しかし西組もなかなかじょうずである
　　　　　四
　　相手は五年西組である
　　　　　　　四

　　棚よこの藩ゆう勝しただけi

　（ii）　丈としての意昧は通らない

　　のきばで鳴．いているすずめの声が，

　　　　　　とり

　　　　ie3

（K　．，．E）（∫下）

以．」二　5向三

　　　（E．．’ド）

　　　（H下）

以上　2年

　　（D上）

　　（D上）

　　（C上）

　　（1下）

以上　3年

　　（C下）

以上　5年

　　（C下）

以上　6年

（C下）

（C上）（C一ド）

　　（C下）

以上　5年

　　（G下）

以上　4年
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の負分碁 　見分　けも

けんぶつ

つかないうちに （C中）

以上　5年

（C）文字群の形の似かよった単語で

　　　　　　1
みちおさんがiすくいました・
みちこ　　　　1

みちおさんが
みつお
みちおさんが
みつこ

ゆきこさんが　いいましたQ
ゆきお

（A上）（A中）（A下，F下）

（A下）

（A上）（A下）

（A下）

すみこさんが
みちこ

いいました。 （A上）（C中）

以．．ヒ1年

「おじさん，

おやうしが，

　　うま

ζう．しは。」と

こ）して
じっと　立って　います。

（C中，H中2）（H下）

（C　FI，i　）

こうしは，おやうしの
　うま

（C・の

　
　
と

の
　

く

し
．
ま
ご

い
）
v
り
、
り

やおあしや
り

こ

が
し
．

ζ
ノや

　
　お
一
お
よ
よ

　
い
㍉

　
訊
〃
ん
ん
さ
さ
ご
こ
お

や
し
し

（F中）

（Hr　）

（E上）（H下2）

以上　2年

と，ひろしさんも　いいましたu
　　ひさし
と，ひろしさんも　いい謹したQ
　　ひとし
「たまころがしのようだね。」

　　　　　しようのようだね
「たまこそ）．均ミ．し：．㊧ようだね。」

　たまころがした
よしこさんが　すみを
よさお

いろいろに　つけかえると，

　　　　　　けけかけると

（D上，C上）（c下）

（D中）

（Ci’｝i）

（C中）

（D上）

（C申）

ゆきだるまは　 おこったように1
　　　　　　　おっ力舜ナたよう1’c　1

（C中）



しろも　うれしそうに，ゆき：の　上を

　　　　　　　　　　なき

まさおさんも　ゆき’の≧まを　ころがしましたっ
　　　　　　　ゆきおざんも

わらったように　なつか…ウ　しました。
　　　　　　　　　なりました。
みちおくんが　；友だちと
みちこ

みキ）おくんが

みつお
みちおくんが
みちこさん

ゆきこさ｝んの　おかあさんも

ゆきお

たかしくんは，元気な声で

ただし
たかしくんは、元気な声で

たかお
た：かしくんが立って，

たかお

練習をしましたが，まだ…じょうずに

　　　　　　　　また
まさおくんたちは，　「春が　きた」

まささん
まさをくんたちは，～
まさか

会場はいっぱいになりま：
　　　　りつば忙

　　　　　　　1
おどる　ところがi

　　　　こと　　i
　　　　とき
では　これから　始めます。

　　　ここ

　　　　　　　；
おどる　ところが1

　　　　こと　　1

みんなで　おどる　　ところがi
　　　　　おを「ぢぐ『　　　i

まも　なく　ふえ，が　なって，

　　　　　つくえ
みちをくんが　友だちと，
みちお

みちおく凶が　友だちと7
みちζ． ｳん
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（D中）

　　　　　　　（D下）

　　　　　　　（C中）

（K中2）（K：下2，1下）

　　　　　　　（K：下）

　　　　　　　（1下）

　　（K下2）

　　　（K：下）

（K中）（1〈下）

　　　（K：中）

（Krの（K下）

　　　（K下）

　　　（1下）

　　　（K下）

　　（K：下）

　　（K下）

以上　3年

　　（B上）

（B上）

（C下）

（C下）

（B下）



エ06「

ゆきこさiんの　おかあさんも
ゆきお… ﾄiん

たかしくんが　立って，

たけし
その　ほか　おもしろい　ものが，
との

の章摩で鳴いているすずめの声が，

のぼって

・たたか・・てね ﾁ蜘鐙・・
　　　　　　　　　　　　「
あたたかくしてねていたらよく．な1る．去Qこ
　　　　　　　　　い．らっ歪しゃレ、と

　　　　　　　　　　　　き
あたたかくしてねていたらiよくなbOj
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よくしでねていたら

男子のセンターに二わたしiていく。

　女　　　　　　　　1

・・わ・ |・・ドん……

愚は学校のころにに習った歌だといって，

　　　　　ところ

耀：は学校のころに習った歌だと～

　　　　　とこを
一門は学校のこ．うに習った～

　　　　　こと
かるい気持で歌を　うたう時です．らユ

　　　　　　　　うたったとき：から

かるい気持で歌をうたう晦ですら，
　　　　　　うだうときそすから

こつζメ之自然は色をか浩
ヤ　　　　　　ン

しつしつ
こっこメ、と自然は色をかえ，

こつこつ

こ？こくと～
こっくり

こPこく凄～
こっく

こ．っζく．と～

ごっこ

母に牽かれたまま、，愚の
　　淀れがまた

ささやかなすまいであった。
さぎ．やぎ．

　　（C下）

　　（G下）

　　（C中）

　　（G下）

　　（G中）

　　（G下）

　　（G下）

以上　4年

　　（C下）

　　（C下）

（K：下，J下）

（K下）

（」下）

（」中）

（J中）

　　　　　　　　　　　　　（J下，K：下）

（J上）（F中，J中）（」下2，　K下，　F下）

　　　　　　　　　（K中，F中2）（K下）

　　　　　　　　　　　　　（」上）（J下）

　　　（J上）（J中）（」下，K下3，　F下）

　　　　　　　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　　　　　　　　（K下）



　、ささやかなすまい～
　　ささや

　ささやかなすまいであった。

　　ささや
　あわただしく大空を
　あた一たかく

　南わた海レ〈．大甕を
　　あ泥だしく

　それがわたり　鳥であると～
　　　わたくしめ，

　　　　　　　　　
　それがわたりi烏であると～

　　　　わたくU

　鼠ににじ重蝕るく，t｝があった○
　　　忙じめさせてくる

　簸iこ｛こじませるくせがあった。

　　　　　　　てくるが
　目ににじませる、くせがあった。

　　　　　　　てくる

　さっき『おし⑳妙1やようにして取った席を，

　　　　おしつける
　さっきおしのげ．喬よ．．〉に．しで取った臨を，

　　　　　お．しとろげるように

　き⑱．う，電車の中でのことです。
　ふ　　　　 り

　ざよク
　わたくしの、とな…J）の席を見つけて，

　　　　　　ところ
　声をそろえて送ってくださいました。

　　　そろって

（d）修飾語の語尾を変えて

　　　　　　　　　　　　　　　1
ゆきだるまはおこったよ ﾓなったり’

　元気な　声で　いいました。

　　　で
　元気な　声で　いいました。
　　　lど

　たかしくんが立って，はじめの　あいさつをしましたσ
　　　　　　　　　　　　　　で

　ひとつ大きく息をしました。，

　　　　　　な

　　　　107

　　　（K下）

　　　（K下）

　　　（K下）

　　　（K中）

　　　（」中｝tt

　　　（K：下）

　　　（」下）

　　　（K上）

　　　（∫中）

以上　5年

　　　（C中）

　　　（G上）

（C下，G下）

　　　（G下）

　　　（G中）

以上　6年

　　　（D　［．1．i）

　　　（K：中）

　　　（K下）

　　　（K下）

以上　3年

（G．L）（G下）
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　　とつ大き’く息をしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（G上）

　　　　　　い

　いつものような元気がありません。　　　　　　　　　　（G中）（G下3）
　　　、　　　　に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　4年

　じょうずな道男君まで，たおされてしまった。　　　　　　　　　　　（C申）

　　　　　に
　なみだを大きな目ににじませるくせがあった。　　　　（K上）（K中，J中）
　　　　　　　く

　あわただしく穴空を飛び虫っていったり　　　　　　　　　　　　　　（K上）

　　　　　　い
　小さい庭のすみに～　　　　　　　（1〈一．L，　F上）（F中，　J中2）（F下，　J下）

　　　な

　　　　　　　　旨
　なみだを幽き三目ににじませる～　　　　　　　　　　　　　　　　（∫上）
　　　　　　　いi

　あたりは静かで，ごっこくと～　　　　　　　　　　　　　　　　　（J上）

　　　　　　　に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　5年

　前から知っていた人のように，なかよく～　　　　　　　　　　　　（C下）
　　　　　　　　　　　　　な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　6年

（e）　動詞の語尾を変えて

　（i）　終止形を中丘形で

　　　「はいった，はいった。」　　　　　　　　　　　　　　　　　（C上）
　　　　　　　　　　　ie

　　　「はいつ典，はいったQ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F下）
　　　　　　’t

　　　「にげた，にげた。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F下）

　　　　　て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　1年

　　　　　　　　　　　　1’／
　　よしこさんが　すみを｝もって　きまし鳶。　　　　　　　　　　（D下）

　　　　　　　　　　　　1　　　　きて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　3年

　　と，お客さんが　峰めまレた。　　　　　　　　　　　　　　　　（C下）
　　　　　　　　　　ほあて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　4年

　　　　　　i
　　わたくし1に教えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F上）（F下）

　　　　　　1　JL　　　　　　／　　　　　L
　　ひざの上にのせた。そして　　　　　　　　　　　（F中）（F下，K下）

　　　　　　　　　て



（ii）　中止形を終止形で

　まもなく　ふえ，がなつ曽く，学葵会が～

　　　　　　　　　なり

　美しい声でなんべんもうたって，わたくし
　　　　　　　　　　　　　　た

　いすを　繊してすわり，
　　　　　　　た

繍絶をか。，形をか1。・い。た．

　　　　　　かえた　　　　1

（iii）　現在形を過去形で

　ころげそうに　なりますρ

　　　　　　　　　　　した
　じっと　立って　います。

　　　　　　　　　　　した
　口を　うごかして　います。一
　　　　　　　　　　　　した

　おいしそうに　のんでいます。
　　　　　　　　　　　　　．した

　ゆきの　上を　走って　いきまrt…　．．

　　　　　　　　　　　　　　　じた

　しかしツコいっぱい　 しますp

　　　　　　　　　　　　した

　おもしろい　ものが，たくさん　ありますQ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した

　　「シュン。シュこ／。」と音をたてています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した

　ずっとねているのです。
　　　　　　　允』

　　「外野からせめられ筍、時，～
　　　　　　　　　　た

　声をからして　登け！㌻でいる。

　　　　　　　　　さけんだ

　　　　　　　　　　109

　　　　　　以上　5年

　　　　　　（K：中）（K下）

　　　　　　以上　4年

（K」二）（K：中，J中，　F申）

　　　　　　　　　（」下）

　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　以上　5年

　　　（E上）（H中）（H下）

　　　　　（C中2，H申）

　　　　　　　　（C中2）

　　　　　　　　　（H申）

　　　　　　以上　2年

　　　　　　（C中）（C下）

　　　　　　以上　3年

　　　　　　　　　（B上）

　　　　　　（C中）（C下）

　　　　　　　　　（G中）

　　　　　　　　　（G上）

　　　　　　以上　4年
　　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　　（C上）
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　一t点のちがいで勝つことができた。

　　　　　　　　かった

　それがわたり鳥であると璽うことも，
　　　　　　　　　　　　いっだ

　かるい気持で歌を．う．牟ラ時ですら，
　　　　　　　　　張6た
　帰ってくる父を待つ．のだった。

　　　　　　　　隷6たのだ’

　帰ってくる父を＿待ρのだった。

　　　　　　　　まった

　電庫の申でのことです。一

　　　　　　　　　　した
　こしかけた入を見ています。
　　　　　　　　　　　　した

（iv）過去形を現在形に

　歌を　読みま．した。

　　　　　　　　す

　学芸会が　始まりましたQ
　　　　　　　　　　　ず

　おかあさんも　おいでに　なりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　．す

　歌を　説みまレた。
　　　　　　　　す

　なかよく話して行かれかことと，瞭います。
　　　　　　　　　　　る

（V）　「～ていた」と「～た」をおきかえて

　　　　　　　　　；
　わたくしをささえ｝た。
　　　　　　　　　ゼ　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　1ていた

わ・・し・・…心・・ g・強、五

　美しい歌声を潤い．ていた。
　　　　　　　　　　た

　形をかえ歪埜つ牟Q
　　　　　　　た

（C中）（C下2）

　　　　（K下）

　　　　（K下）

　（K下，J下）

　　　　（」下）

　以上　5年

　　　　（C中）

　　　　（G中）

　以上　6年

　　（1下）

　　（1下）

　　（K下）

以上　3年

　　（C下）

以上　4年

　　（C下）

以上　6年

（K上，F上）（」下）

　　　　　　（」中）

　　　（F上）（K：中）

　　　　　　（K：下）

　　　以上　5年



　荷物をt’f．一’っ塵一一．入は，いかにも～

　　　　　っていた：

（vi）　自動形とイ也動形をおきカ・えて

　　　　　　　　　　　　　旨
　おやうしが　うごくと，
　　　　　　　　　かず

　学芸会が　始ぎ黛ます。

　　　　　　はじめます

　これから　　始めます。

　　　　　　はじまります

　道男君まで，　たおされてしまった。
　　　　　　　た爵航さ遜て

　味方はばたぼたとたおれていく。
　　　　　　　　　たおされ
　　　　　　　1
ひとりふ ﾈ舗潔響’く・

　～しみ．．一ζま．埜．た。

　　　　こまさせ
　かるい気持で歌をうた．．．う、．．時ですら，

　　　　　　　　　　　えた

　席を虚豊劃二ζしまいました。

　　　とらせて
　ていねいに預か1？…ました。
　　　　　　　　げ

（vii）　その他

　　「にげた，　にげたQ」

　　にげたら

　じょうずにできないのもあります。
　　　　　　できて

　お客さんがほめました。
　　　　　　ほめま

　ボールははね返って来た。
　　　　　はねて

11
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　　夕卜野から　せめら．れる　時，

　　　　　　せめられている

　　こしから下をねらうので，なかなか取りにくい
　　　　　　　　ねらって
　　　　　　　　　　　　

　　色をかえ，形をかえ1て
　　　　かえて　　　1

　　家の中の用嶺をすませると｝夕暮れの庭に

　　　　　　　　　　　せて
　　わた，。。。。、。心副み。ませた．

　　　　　　　　　　　　　し縁℃

　　なかよく議レて行かれたことと思います。
　　　　　　話しして

（f）助詞を別の助詞で

　（i）　「が」を

　　＊「が」を「は」で

　　　めだかが　いっぴき
　　　　　　ぼ

　　　　　　　　　　　　　み・…録す…した・

　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　と，ゆき’こさんが　いいまレた。
　　　　　　　　　　は　　　　1

　　　よしこさんが，　「おじさん，

　　　　　　　　は

　　　おじさをが・　「トソ・トソ

　　　　　　　は

　　　ほ・噸…ま鵬

　　　やかんのお湯が■「シュン。

　　　　　　　　　庶i

　　（C中）

以上　5年

　　（C下）

　　（K：中）

　　（F中）

　　（K下）

以上　5年

　（C下2）

以．ヒ　6年

　　　　（A中）（A下）

　　　　　　　（A下）

　　　　　　　（A下）

　　　　以上　1年

　　　　　　　（H下）

（H上3）（H中）（H下）

　　　　以上　2年

　　　　．（1中）（K下）

　　　　以上　3年

　　　　　　　（G下）

　　　　虹4年



　かず芋きんが，投げる

　　　　　　は

　　　　　　　1
　それがわたり［鳥であるということを，
　　　ば　　｝

　さきにこしかけて喜んでいた人が，

　　　　　　　　　　　　　　　は

＊「が」を「も」で

　その　像か　おもしろい　ものが，たくさん
　　　　　　　　　　　　　　　も

　もみじの木が一本はえていた。

　　　　　　も

＊i．‘が」を「に」で

　おどる　ところが　かわいいね。」

　　　　　　　　に

　学装会が　始まりました。

　　　　に

・・催1・とがで・・．

　　　　　　｝　　に
　自然．が詩のように美しいことを，

　　　に

＊「が」を「を」で

　　　　　　　　　　　　　　1
　足が，しっかり　しないので
　　を

　はくしゅが　おこりました。
　　　　　を

　ボーノレが飛んできた。

　　　　を
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　＊「が」を「の」で

　　よしこさん距，　「おじさん，
　　　　　　　of

　　　「春炉　きた」

　　　　の

　　みちおくんヵミ　友だちと，
　　　　　　　O’

　　自然輝詩のようにi美しいことを，

　　　　の

　　電庫が停留所に着くと，
　　　　ct5

　＊「が」を「や」で

　　自然が　詩のように美しいことを，

　　　　や

　＊「が」を「から」で

　　それがわたり｝鳥であるということを，
　　　　から．　　1

（ii）　　　　　「（ま」　　を

　＊「は」を「が」で

　　　　　　　　　　　f
　　めだ労すう・『

　　会場嫡　いっぱいに
　　　　渉

　　まさおくんたちは，「春が　来た」
　　　　　　　　　泰

　　みんなは　外へ　出ました。
　　　　　男ミ

　　　　　　以上　5年

　　　　　　　　　（C中）

　　　　　　以上　2年

　　　　　　　　　（K中）

　　　　　　以上　3年

　　　　　　　　　（C中）

　　　　　　以上　4年

（F上，K上）（K中）（K下）

　　　　　　以上　5年

　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　以上　6年

　　　　　　　　　（K上）

　　　　　　以上　5年

　　　　　　　　　（J上）

　　　　　　．以上　5年

　　　　　（A上2）（A下）

　　　　　　以上　1年

　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　（1下）

　　　　　　　　（D下2）

　　　　　　以上　3年



　茜∫彗三糸冬りめふえはなった。

　　　　　　　　ゐs

　ぼく越外野にまわった・

　　　が

　母と子は，やがて
　　　　沁竃

　ごっこくと　自然に色をかえ，

　　　　　　　　　が

＊「は」を「を」で

　こうしは，おやうしの
　　　　を

　「おじさん，こうしは。」
　　　　　　　　　　を

…鴨・…囲

　相手・はこの前ゆう勝した組で

　　　を
　味方はひとり残らず，

　　　を

　ごっこくと自然憂色をかえ，

　　　　　　　　を

＊「は」を「の」で

　ぼく鉢，いちろうさんと，

　　　の

　「わたしは　春の　使いです。」

　　　　の
　まさおくんはねむりからさめました。
　　　　　　あ

　味方獣三人になっていたQ
　　　の
　母1［＃　，家の申の用事をすませると，

　　の

　母は学校のころに習った歌だといって，
　　’の

＊「は」を「に」で

　　　　　　　　　　ilg

　　　　　　　　（C上2）

　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　（」　k）

　　　　　　　　　（∫中）

　　　　　　以上　5年

　　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　　（C中）

　　　　　　以上　2年

　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　以上　3年

　　　　　　　　　（C・の

　　　　　　　　　（C下）

（K上，F上）（J中）（K下）

　　　　　　以上　5年

　　　　　　　　　（C中）

　　　　　　以上　2年

　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　以上　4年

　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　（」上）（K下）

　　（K申，」中）（J下2）

　　　　　　以上　5年
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　　どの学年も東組妹ぼくたちic，
　　　　　　　　　に

　　ごっこくと　自然越色をかえ，
　　　　　　　　　　ビ

　　青出の家嫡，ささやかなすまいであった。
　　　　　　　｝と

　＊「は」を「か」で

　　こうしは　きょとんと　して，

　　　　　か

　＊　「は」を「も」で

　　まさおくんたちは，　「蓉が　きた」
　　　　　　　　　　も

　＊「は」を「と」で

　　一母と子は，やがて～
　　　　　　と

（iii）　「に」を

　＊「に」を「は」で

　　つぎに，みちおくんが　友だちと，

　　　　は
　　一ばん　始めに　ゆきこさんが，

　　　　　　　　は

　　すぐに道男君にわたすと，

　　　　　　　　は

　　強くなったぼくらに，相手はあわてだした。

　　　　　　　　　　は

　　荷物を持った入に向って，
　　　　　　　　　は

　＊「に」を「の」で

　　つぎ、に，みちおくんが　；友だちと，
　　　　tii5’

　　つ砦みちおくんが友がちと・

　　（c中）

　　（F下）

　　（∫下）

　以上　5年

　　（F下）

以上　2年

　　（C中）

以上　4年

　　（K上）

以上　5年

　　　　　　（1下）

　　　　　　（1下）

　　　以上　3年

　　　　　　（C中）

　　　　　（C中2）

　　　以上　5年

　　　　　　（G下）

　　　以上　6年

（K上）（K中）（K下）

　　　以上　3年

　　　　　　（C下）



　　　　　　　　　　　　　　く
　　しめきってあるしょうじ．に明かるい
　　　　　　　　　　　　　あ

　　夕暮れの庭にいすを出してすわり，

　　　　　　　の

　＊　「に」を「で」で

　　じょうずに　きないのも　あります。

　　　　　　で

　＊「に」を「を」で

　　　　　　「
　　わたくし1に　教えた。
　　　　　　1を

　　夕暮れの庭にいすを繊してすわり，

　　　　　　　を

　＊「に」を「と」で

　　自分のひざの上にむりやりに取って，

　　　　　　　　　　　　　　と

（iv）　「の」を

　＊「の」を「と」で

　　　　　　　　　　　　｛
　　こうしは・おやう剛ち肱

　　　　　　　↓
　　雪の　子」の　合唱を　しました。
　　　　　　　　と

　　母．の白い三手がうすやみの中｝こういて，

　　　と

　　　「の1を「を1で

　　　　　　　ξ

　　雪の子惚合唱をしました・

　　　　　　　　i17

　　　　　　　（G上）

　　　　以上　4年

　　　　　　　（」上）

　　　　i・X一．．ヒ　 5脅三

　　　　　　　（1上）

　　　　以＿1：　3勾三

　　　　　　　（K：下）

　　　　（J中，K：中）

　　　　以上　5年

　　　　　　　（C中）

　　　　以上　6年

　　　　（H中）（H下）

　　　　以上　2年

（K上2）（K中）（K下）

　　　　以上　3年

　　　　　　　（F中）

　　　　以上　δ年

　　　　　　　（1下）
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　　母は家の中の用事をすませると，
　　　　　　　を

　＊「の」を「に」で

　　　「わたしは　春の　使いですj
　　　　　　　　　k

　　母は家の中死）用事をすませると，
　　　　　　　1ご

　　小さい遊i㊧すみに・
　　　　　　ぼ

　＊「の」を「は」で

　　母の白い乎がうすやみの中｝こういて，

　　　は
　　母は，家の中の用事をすませると，
　　　　　　　　ほ

　＊「の」を「から」で

　　母は，家の中の用事をすませると，
　　　　　　　　から

　＊「の」を「が」で

　　　　　　　　　　　ミ
　　・さ・野晒・鳳

　　もみじの木が一本はえていた。
　　　　　オミ

（v）　「を」を

　＊「を」を「か」で

　　きょとんとして，こ’ちらを　．見ました。

　　　　　　　　　　　　　か

　＊「を」をrの」で

　　学校を休んで．
　　　　あ一

以上　3年

　　（J下）

以上　5年

　　（C下）

以上　4年

　　（F下）

　　（F下）

以上　5年

　　（J下）

　　（J上）

以上　5年

　　（」下）

以上　5年

　　（G中）

以上　4年

　　（F下）

以上　5年

　　（E中）

以上　2年

　　（G下）

以上　4年



　　美しい：歌声を購いていた。

　　　　　　　の
　　わたくしをひざの上にのせた。
　　　　　　め

　　わた、。をささ。i。．

　　　　　　の　　　　1
　　　　　　　　　　，

　　荷物を持った人に席をゆずろうとしましたQ
　　　　ゐ

　　荷物を持ったおばさんが，
　　　　め

　　荷物を持った人は，

　　　　の

（vi）　「と」を

　＊「と」を「の」で

聾i・風・橘・”…

　　　　　　　L
　　凝物陣の子・雪の”f’」

　　母と．子は，やがて新聞祉から～

　　　の
　　こっこくと自嶽ミは色をかえ，

　　　　　　の

　＊「と」を「が」で

　　　　　　　　　　　　　　［
　　大きいのと，小さいのと，たまがふたっ
　　　　　　　　　　　　hs

　＊「と」を「を」で

　　聰き’いのと，小さいのと，たまが　ふたつ
　　　　　　　　　　　　を

　　ごっこくと　自然は色をかえ，
　　　　　　を

　　　　i29

　　（J上）

　　（」中）

　（」中2）

以上　5年

　　（C中）

　　（G中）

　　（　G　i，1－i　）

以上　6年

　　　　（K下）

　以上　3年

　　　　（B下）

　以上　4年

（K上）（K下2）

　　　　（K中）

　以上　5年

（K下）

（C申，D中）

以上　3年

　　　（F下）

以上　5年
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（viD

　＊

　＊

（viii）

　・＊

　行かれたと思います。
　　　　　を

　　「も」を

　「も」を「が」で

　じょうずにできないのもありますQ
　　　　　　　　　　　　寮

　～おかあさんも　おいでに　なりました。

　　　　　　　が

　「あ，熱もありますよ。」

　　　　　が

＊．

uも」を「の」で

　　　　　　　　　　　1
まさおさ�艪ｬ「

＊「も」を「で」で

　じょうずに　できないのも　あります。

　　　　　　　　　　　　で

　じょうずに　できないのも　あります。
　　　　　　　　　　　　一で

＊「も」を「は」で

　こんども六対五で勝ち

　　　　は
　f

｛鳥であると吹管

　～かけようともしません。
　　　　　　　ほ

　「も」を「を」で

　ミ

1鳥であるというこ管

　　「から」を

　「から」を「は」で

（K上）（K中2）

　　　（G下）

以上　6年

　　　（K下）

（K中）（K下）

以上　3年

　　　（G下）

以上　4年

　　　（D上）

以上　3年

以上　3年

　　　（C中）

以上　4年

（C上）（C中）（C下）

　　　（K上）（F中）

　　　以上　5年

　　　（C中）（C下）

　　　以上　6年

　　　　　（K下2）

　　　以上　5年



　　　～あるということも，母⑳・らおそわった。

　　　　　　　　　　　　　　は

　　＊「から」を「が」で

　　　～あるということも母からおそわった。

　　　　　　　　　　　　が

　　　やがて新聞祉かち帰ってくる父を待つのだった。

　　　　　　　　　が

　　＊　「から」を「で」で

　　　わたくしたちは，これか与、学芸会をします。

　　　　　　　　　　　　　で

　（ix）　「で」を

　　＊　「で」をFが］で

　　　みんなで　たまを　かさね
　　　　　　が

　　＊　「で一1を「は」で

　　　　　　　　　　　　　1
　　　みんなでおどるところが1
　　　　　　は　　　　　　　1

　　　ささやかなすまいであった。

　　　　　　　　　　が

　　　　鳥であるということも，

　　　｝　が

　（x）　「だ」を

　　習った歌だといって，

　　　　　　を

　（xi）　「や」を

　　「庭の千草」や「夕空晴れて」や
　　　　　　　　め『　　　　1

（9）　意昧が似かよった単語で

　　　　　　　1
　みちおさんがiす、くy）まレた。

　　　　　　　1　　　　　　　　すくった。

　　　　121

　　（F下）

以上　5年

　　（K下）

以上　5年

　　（F申）

以上　5年

　　（K下）

以上　3年

　　（D下）

以．．．ヒ　3年

　　（B上）

以上　3年

　　（」下）

　　（J下）

以上　5年

　　（」中）

」以．．．ヒ　　5典三

　　（K上）

以上　5年

　　（F中）



122

みちお．、さ∵庶＿が

　　　ちゃん
「　にげた，にげた。」

　にげましだ

「にげた，　にげπq－」

　　　　　匡げました

　　　　　　　　　～
めだかはすうっと1にげ　ました。
　　　　　　　　　！にげてし

　　　　　　　　　　
・だかが・・ぴ・ f落雰
めだかが。。びき脈い胤た。
　　　　　　　　　｝醸い．つていま．した

めだかは　すう，？．と

　　　　　すいと．’

i

！ころ、駐よ築なります・

1こるげそうに　なります・
よう

ぼくは，．いちろうさんと，

　　　　　　　　くん

こちら1を　見ました。

こっち

こちらを　　．見ましたQ
　　　　　見てし、ました．

たまが　ふたつ　できました。
　　　　ふたら．づ

「これを　＿迩逆せ二たら　いいよ。」

　　　　　かぶらせ

固めて　ころがしました。

　　　　　　ば

「たまころがしのようだねQ」

　　　　　ば

霞を　いろいろに　つけかえると，

　　　　　　　　　つけますと
わらったように　な．つメ；一転、しま」し■た1

　　　　　　　　　　なりました

たまは踏んだん　大きく
　　　　どんどん

　　　　　　（F上）

（C上）（F中）（F下）

　　　（C上）（F中）

　　　　　　（F中）

　　　　　　（F下）

（C上）（F中）（A下）

　　　　　　（C中）

　　　以上　1年

　　　　　　（C上）

　　　　　　（8中）

　　　　　（H下2）

　　（C上）（C中2）

　　　　　　（C中）

　　　以上　2年

　　　　　　（D下）

　　　　　　（C中）

　　　　　　（D中）

　　　　　　（D中）

　　　　　　（D下）

　　　　　　（D下）

　　　　　　（C下）
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まさおさんも　喚きの九まを　ころがしました。
　　　　　　　φぎ澄るま

みんなが　木わ．ら．y）一．レ庫レ起。

　　　　　　わらい　ました

ひろしさ．／yが　いいました。

　　　くん
あち．らからも　こちらからも，

あっち

あちらからも　こちらからも，はくしゅが
　　あちらこちらからも

楽隻ら．登簗も　こちらからも，
　　あちらこち不らも　　．．

あちらからも　こちらからも，

はくしn｝が

はくしゅが
．……『． ?ちらどちらも

あちらからも　こちらからも，はくしゅが

　　　　　　　　こちから

あちらからも　こちらからも，

あちからも
あちらからも　蕉．覧箆ヵま～．i）一，

　　　　　　　こっちからも

あちらからも　こちらからも，

　　　　　　　こっちからも

「わたしは　蓉の　使いですQ」
　あたくし．

たかしくんが立って，はじめの
　　　さλ、

たかしくんは，元気な　声で　いいました。
　　　さん

まさおくんたち｝．よ，

　　　さん

じょうずに　できないのも　あります。
　　　　　　　まぜん

じょうずIC　できないのも　あります。
　　　　　　　　　も．の．も

の合唱を　し茸した。．

　　　　歌いました

｛歌を誌みました。

　　歌いました

みんな　　いっしょうけんめい～
みなさん

学芸会を　　し茸す。

　　　　　はじめます

（C中）

　　　　（C中）

　（D上）（C下）

（K中）（K下3）

　　　　（K中）

（1（上）

（K一ド）

（K申）

　　　　（K下）

　　　　（K下）

　（K中）（1（下）

（1中）（K下3）

（1曙12）（1』ド）

（工中2）

　（1〈　3）

　（K下）

（工上，K上3）（K中2，1中）
（K：下2，工下2）

　　　（1中2）（1下2）

　　　　　　　　（1下）

　　　　　　　　（1上）

　　　　（1下2）（K．下）
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1の　合唱　をしました。
　　　 　　

　しょうか

お客さんが　ほめました。
　　　　　　．ほめでぐれました一

はくしゅが　おこ　りましたQ
　　　　｝痴ぎそぎ

これから　学芸会を　し　ま　す。
　　　　　　　　　　いたします

合唱を　　しました。
　　　　し・たしました

あちらからも　こちらからも，
あちこち

あちらからも　こちらからも，
あちこち

あちらからも　こちらからも，
あちちこちら

あちらか6も　こちらからも
　あちら．か

元気な　声で　　いいましたQ
　　　　　　　こたえ

「わたしは　春の　使いです。」
　わた一くし

おいでになりましたQ
　　　ぐだざい

と，お客さんが　縁めました。一．
　　　　　　　　ほめてしまいました

　　　　　　　　　　…
しかし加っぱい司ます。
　　　　　　　　　し℃

だんだん　お客さんが　集まって，

　　　　　　　さま

はじめの　あいさつを　しました。
はじまり

じょうずに　できないのもあります。

　　　　　　　　　ものも
お医者さんがおいでにな　っ　て，脈をみたり，

　　　　　　　　　なったので

明かるい冬の　艮　がさして，
　　　　　　日ざし

ひとつ大きく息をしました。
　　　　　　　　すい

おかあさんがにご一vaこしながらはいってきました。

　　　　　　に？こり　　1

　　　（王下）

　　　（K：中）

以上　3年

　　　（C下）

　　　（C上）

　　　（C上）

　　　（C中）

　　　（C中）

　　　（C中）

　　　（B上）

　　　（C下）

　　　（B下）

　　　（C下）

　　　（C下）

　　　（C中）

（B上）（B下）

　　　（C下）

　　　（C中）

　　　（G申）

　　　（G上）

　　　（G下）

　　　（G下）



　　　　　　　　　
～にこにこしながし

　lととり　　1

学校から帰．ってきたまさおくんは，

　　　　　　た

ずっと胴て込るのです。

　　　　ねる

あたたかくしてねていたらよく　なゑS．j
　　　　　　　　　　　　l　なおる．

見ちがえるほど強く　なった　ぼくら1こ，
　　　　　　　　　なって喜た
すくいあげ尋．よう．に：すると，

　　　　　ようと

たおしたり，たおされたりして，勝負の
　　　　　　　たおさしたり

と牟お．さ牙tていく。

　　おと

たおされたりして，勝象の　見分けも
　　　　　　　　　決勝

　　　　　　　　　しょうはい

ζ壺ξ毒　六対覧で勝ち，
こん淀

味方は三人｝こなっていた。
　　　　　　　　　ぎ

西組の人のせなかluffげつけたQ
　　　　　　　　　ぶこ

ボ～ルはは　ね返って来た。
　　　　　　　ぶ

f；　’一ルはは　ね返．って来た。

　　　　　　　もど

前半終りのふえは鳴った。
辛秀

つぎつぎと六年をたおしていった。
　　　　　　　　　　　　蚕つた

人数は調べると，九対八。
　　　調べてみる
試合が始．＿まコ．套。．．

　　　　まりました
「＿1．．．Z），～＿」という声力二聞こえたQ

　わあわあ

　　　　　12唇

　　　　（G下）

　　　　（G中）

　　　　（G中）

（G中3）（G下）

　以上　4年

　　　　（C下）

　　　　（C下）

　　　　（C中）

　　　　（C下）

　　　　（C中）

　　　　（C中）

　　　　（C中）

　　　　（C上）

　　　　（C下）

　　　　（C申）

　　　　（C中）

　　　　（C下）

　　　　（C下）

　　　（C申2）

　　　　（C上）

　　　（C下2）
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いっしょうけんめいに戦おうと～
　　　　　　　　　かと

そういわれてみると，戦う前から，

　　　　れる
とちゅうで取っては逆に輩鱒二⊆来る。

　　　　　　　　　　　せめる
　　愚　　 は学校のころに～
おかあさ．

学校のころに習った歌だといって，
　　　　　　おさ

　　　　　　おそわ

　　　　i
わたくし｝に教えた。
　　　　ミ　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　へ　げ　　い

　　　　i　　　てくれた

～飛び．去っていった○

　　　た

母の白い手がうすやみの中にういて，

　　　　　　うすもや

　　　　　　ゆうやみ

母の白い手がうすやみの申にういて

　　　　　　　　　　　　つこいて

　　　　　　　　　　　　）つって
美しい　歌声を濁いていた。
　　　しょうか

美しい歌声を聞いていた。

　　叩　　　　　いた
美しい歌声を躍いて　いた：。
　　　　　　　　　い．ま．τ．だ

母の顔　を見つめて，

　　　1　　vnLて

帰ってくる　　父　　を待つのだった。

　　　　　おとりさん
帰ってくる父を待つのだった。

　　　　　　　　　　でした

　　　　　　　　　であった

　　　　　　　［
わたくしをささiえ．た。

　　　　　　刻ていた
歩からおξわった・

概・木・躰は・・L琳．

　　　　　　　　　　　ぼした

　　　　　　　　　　　あ？た

　　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　　　（C申）

　　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　　（K下2）

（∫上2）（J中3）（J下，F下）

　　　　　　　　　（F上2）

　　　（J中）（J下3，K下2）

　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　　（K申）

　　　　　　　　　　（K．ヒ）

　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　　（」申）

　　　　　　　（J中）（K下）

　　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　　　（」下）

　　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　　（K申）

　　　　　　　（」中）（」下）

　　　　　（」上）（J中）（∫下）

　　　　　　　　　　（K上）

　　　　　　　　　　（F下）



　　　　　　i
「夕 苣ｰれ…て」や

電車が停．．留所に着くと，

　　　　しゃ
電エ狂カミ停留所｝こ着　 く　 と，

　　　　　　　　き．ます

わたくしの席には，

　　　　　方

自分のひざの上にむりやりに販って
　　　　　　　　　　　　　も

自分のひざの上にむりやりに取って，

　　　　　　　　　　　　　のせて
なかよく　話　して行かれたことと思います。
　　　　蔚ほなu

と，ひとりごとを言っています。
　　　　　　　　緬なしていまテ

「やれやれ，かけられて助かった。」
　　　　　　　　　　　よ

「おれえ：tt．やん，子供だから

　　　さん
なかよく話して行かれたことと思います。

　　　　　　　　かえれたと

　たいへんでしょうから。

　　　　　　すから
その電車は　わりに　すいていて，
　　　　　わりあいに二

なかよく話し合．っていま　した。

　　　　　　　　いまし　た

わたくしは　こしをかけていました。

　　　　　　　　　　　　ました

席を取られてしまいました。

　　　　　　　いました
その電車はわりにすいて，
とめ

それからふたりは，　前から知っていた人のように
　　　　　　　　　酋前

席を取られてしまいました。

　　　　　　れま

こしをかけていました。

　　　　　けま
うれしそうに，ぽつりぽつりと話し冠た。

　　　　　　　婬つつり

　　　　　　　　　　　127

（∫中）（∫下3，K下，　F下）

　　　　　　　以上　5年

（C上）（C申）（G下）

　　　　　　（G下）

　　　　　　（G下）

　　　　　　（G下）

　　　　　　（C中）

　　　　　　（G下）

　　　　　　（G下）

　　　（G下，C下）

　　　　　　（G下）

　　　　　　（G下）

　　　　　　（G下）

　　　　　　（C下）

　’『　　　（C下）

　　　　　　（C下）

　　　　　　（G下）

　　　（C中）（G下）

　　　　　　（G申）

　　　　　　（G下）

　　　　　　（G下）

　　　　　　（G下）



12g

　ぽつりぽつりと話し　だした。

　　　　　　　　　　だしました
　さも不思議そうに　．趣っしゃつ一些。＿

　　　　　　　　　　おっしゃいました

（h）　全く無関係な単語で

　（i）　丈としての意味は通る

　　まさおさんが　すくいまし　た。
　　　　　　　　　すくいにゆきました

　　口を　うごかして　います。
　　　　　　　　　　　いない

　　　fおじさん，こうしは」
　　　おじいさん
　　　毒1じ9Ly　．．が，　「トソ～

　　高じいさん

　　みんなは外へ出　ま　し　たQ
　　　　　　　　掛かけましょう

　　むぎわらぼうしを　　持って　　きました。

　　　　　　　　　　　Pくって

　　ゆきの　上を　走って　いきま　す。
　　　　　　　　　あるいて

　　もう　すぐ　学芸会が　始まります。
　　　　　　　　　　　　　終り

　　　「風の　子，雪の　子」
　　　ほる

　　これから　学芸会を　します。

　　　この
　　おもしろい．　ものが，たくさん
　　　　　　　　ものがたり
　　　「風の　子，雪の　子」

　　　　　　　冬

　　元気な　声でいいました。
　　　　　　　かお
　　と，お客さんが　ほめました。

　　　　おか
　　　　おと
　　と，お、．客さんが　像めました。
　　　　　と．う

　　　「わたしは　春の　使いです。」

　　　　　　　　　　　ζとり

　　（G下）

　　（G下）

以上　6年

　　（A中）

以上　1年

　　（H下）

（H上2）（E申）（H下2）

（H中，E中）（E下，　H下4）

以上　2年

　　（C申）

　　（D上）

　　（C中）

　　（K下）

（1申2）（K下）

（K：下）

（1下）

（K下2）

（K中）（K下）

（K下）

（K下）

（K下）

（K下）



購書を　しましたカ1，

　　　　はじめました
と　いう　げきを　しました。

　　　　　　　　です

と，お客さんが億めました。
　　おかあさんがた：が

学芸会が　始まりました。

　級

の合唱をしました。
　おはなし

歌を　読みまレたQ
　　　　　ま．ぜん

まさおくんの　　顔　を　見るなり，

　　　　　　　あたま

ひとつ大きく　息　をしました。

　　　　　　あくび
「シュこ／。シュン。」と音．をたてています。
　　　　　　　　　　’こえ

あたたか・・てね・ﾀ隠雛・1

とりわけ女子がぐん　ぐんせめてくる
　　　　　　ぐ“戎

逆にせめて来る
　　　　　い

ぼくは外野に，まわった。

　　　内

その時，　終りのふえが鳴ったQ
　　　　か．乏

こしから下をねらうので
　れ

嚇・，・…た・i
一方

内野『？墜；左がつぎつぎに

．t1 黶F方

昧：方は，ばたばたとたおされていく

一方　　　　　　　　　　　　　　　・

この時，味方は三人になっていた。
　　　　蕩
輝き男君が投げる。

　　　　うける

　　　　　ニロロ
　　　　　129

　　　　（K下）

　　　　（K：中）

　以．．ヒ　3年

　　　　（C下）

　　　　（Crの

　　　　（C中）

　　　　（C下）

　（G中）（G下）

　　　　（G上）

　　　　（G中）

　　　　（G中）

　以上　4年

　　　　（C上）

　　　　（C上）

　　　　（C中）

　　　　（C下）

　（C上）（C中）

（C上）（C下2）

　　　　（C下）

　　　　（C下）

　　　　（C下）

　　　（C下）



iき0

　うまく　取る　ことができた。

　　　うけ取る
青　山の家は，

青い山

母はかるい気持で歌をうたう～
　　あかるい
わたくしをささえた。
わたくしたちの

青　山の夕暮れはすばらしかった。
青い山

母　は学校のころに

輸
出　は2家の中の用事をすませると

弼
わたくし

母＝　　　は，自然が詩のように～

わたくし

わたくしiに教えた。　母　は，

　　　　　1　　　おだ．u

わ．一な．＿≦＿．レ．に教えた。

わたくしたち

わたくしをひざの上にのせた。
わたくしたち

飛び表っていった。
　　午まあ

　　まつ
飛び去っていったQ

　　まわっていた
家の中の用事をすませると，
　　　　そうじ
甕　気　はすみ，

あおそら

空　気はすみ，

てんき

数　わの鳥が，～
石弓

数わの鳥が，～
　　　涛蔑’

豫わの鳥が，～
なんば

わたくしはこしをかけていました。
わたくしたち

　　　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　（K中2）（K’下4）

（K上2，F上）（K中2，F中2）
（K下3，F下）

　　　　　　　　　　　（J中）

　　　　　　　（K中）（K下2）

　　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　　　（J中）

　　　　　　　　（K上）（K下）

　　　　　　　　　　　（K：下）

　　　　　　　　（」申）（F中）

　　　　　　　　（K上）（K：下）

　　　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　（F下，K下）

　　　　　　　　　　　（」中）

　　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　　　（K：上）

　　　　　　　　（J上）（J中）

　　　　　　　　　　　（」中）

　　　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　　　　（J中）

　　　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　・　以上　5年

　　　　　　　　　　　（C上）



　荷物を持つ赴痴ばきんが，

　　　　　　　おばあさん
　初＿軌＿あんなに席を杓りあった女の入が，

　はじめて
　席を見つけて，走って薄れた。
　　　　　　　　　　　のり
　1虜から知っていた人のように，

　　　　おわって
　声をそろえて送ってくださいました。

　　　　　　　　あいさつしました
　　「ではお荷物を　持ちましょう。」

　　　　　　　　もってちょうだい

　荷物を持っていたために少しおそかったので，

　　　　　　　　　　　　腰をおろしたのです
　席を取り陥った女の人が，

　　　　　あえた
　席を一璽＿りあった女の人が，

　　　ゆず

　席を取られてしまいました。
　　　取られかかって

　　　　　　　　　　　　　　なかよく話し合っていま…した。

　　　　　　　はじめまし…た

　声をそろえて送って　くださいました。

　　　　　　　いって

（ii）　文としての意味は通らない

　こうしは，きょとんとして，こちらを見ました。
　　　　　　き・ちん

　ぼくは，いちろうさんと，うしを　見に
　　　　　　　　　　　　　うしろ

　　ふ

いきました。

むぎわらぼうしを　持って　　きました。
　　　　　　　　　　　　し｛Pぎ．ま一1一．五』

よしこさんがすみを：もって �咜

わらった4う．に　なったり　しました。

　　　　　り

わらったように　なったり　しました。
　　　　　　　　　｝t．て．．

「わ　た　しは　春の　使いですQ」

　わたしたち
「わたしは　春の　使いです。」

　　　　　　　　　　蕊｝

　　　　　i3i

（C中3，G中）

　　　　（C一ド）

　　　　（G下）

　　　　（G下）

　　　　（G下）

　　　　（G下）

　　　　（G而．ド）

　　　　（G下）

　　　（G下2）

　　　　（G下）

　　　　（G下）

　　　　（G下）

　以上　6年

　　　　（H上）（H中）

　　（E下，H下，C下）

　　　　以上　2年

（D上）（C中2）（D下）

（r）．．｝二）（C喋＝3）

　　　（D下2）

　　　　（D下）

　（1中，K中）

　　　　依下）
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おもしろいもの猷悩

ふえが　な　っ　て，学芸会が　始まりました。

　　　　なくなって

元気な声でいいましたQ
　　　　こたえ
暮狭を　読みましたQ

　　　う

たかしくんが立って，はじめの　あいさつを　しました。
　　　　　　　うって

お話，・歌，おどり，げき，そのほか
　　　　　配ど
まさおくんたちは，　「．春が　きた」

　　　　　　　　　　とも

じょうずに　できないのも　あります。

　　　　　　でてない

という，歌を読みました。
　　　　　‘ど充

学芸会が　　始まりました。
　　　　　あつまりまし泥

　　　　　　　1
たくさん　ありま…す。　みんな　いっしょうけんめい
　　　　　　　1すみおさんが

「春が　きた」
　あ”9”

春の　使いです。」　と　いう，激を　読みました。
　　　　　　　　　　　　　．こえ

学芸会が　亥台まりました。

　　　　　なりました

まさ。くんは。。。，してうiなずきました。

　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

　　　　　　ここ｝こ　　　　1

学校から帰ってきたまさおくんは，いつ　ものような

　　　　　　　　　　　　　　　ひと　つの

　　　　　　　　　　　　　　…
学校を休んでずっとねている．、⑱iですQ
　　　　　　　　　　　　ことi

まくらもとの火ばちにかけた，やかんのお湯が，

まさおくん

　　　　　　　　　　　　「
あた『たかくしてねていたら　よくなるよ。

あたまが

　　　　　　　　　　　［

すずめの酪 C農。険欄こえます．

　　　（e上）

　　　（C下）

　　　（K下）

　　　（K下）

　　　（1下）

（K中）（1下）

　　　（K上）

　　　（1下）

　　　（K中）

　　　（K下）

　　　（K下）

以上　3年
　　　（C下）

（B中，C中）

　　　（C下）

　　　（G中）

　　　（G上）

　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（G下）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i33

職漁を休んでずっとねているのです。　　　　　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　つとめて
のどを見たりしていられましたが，　　　　　　　　　　　　　　（G中）

　　　　　　　　　　　せんでした
「あ，熱もありますよ。」　　　　　　　　　　　　　　　　（G下）
　　　　　　　　颪

熱もありますよ。」　とあわててふとんをしいてくだささいました。　（G下）

　　　　　　　　　　わらって

その　時，ふすまがすうっとあいて，　　　　　　　　　　（G下）
　　じかん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　4年

　　　　　　　　　　　i
男子の甥』にわたし ?論・　　　　（c下）
六年を三　人たおしただけで，　　　　　　　　　　　　　　　（C下）
　　　みくみを

こしから下をねらうので，　　　　　　　　　　　　　　　　（C下）
　　　　手

「螢手が六年生だというので～　　　　　　　　　　　　　　　　（C下）

　外野
　　　　　E
また外野へ ﾙ叢瓢　　　　　　（c中）
　　　　　　かいって　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（C下）

とちゅうで取っては逆にせめて来る　　　　　　　　　　　　　　（C中）
　　　　　き

　　　　　おく　　　　　　　　　　　　　　　　　　（C中）
とちゅうで取っては．．逆．にせめて来る　　　　　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　てき

「西組の人に投げつけると，　　　　　　　　　　　　　　　　　（C上）

　　　　　　　うけると

前半終りのふえは鳴った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（C中）
　　　　　　　　蔚石

ごっこくと自戴ミは色をかえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （J中）

こそこそ

かるい気持で歌をうたう時ですら，なみだを
　　　　　　　　　　　　だ．か曳　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K中）

　　　　　　　　　　　　か　ら　　　　　　　　　　　　（F申）
　　　　　　　　　　　ですから　　（F上2，J上2，　K：上4）（F中4，　J申3，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K中2）（F下5，」下4，K下6）

燃は色をかえ，形をか…えていった。　’　　　　（J上）
　　　　　　　　事6　｛

かるい気持で歌をうたう時ですら，　　　　　　　　　　　　　（J上）
　　　　　　ビ｝ピ
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学校のころに智つた隔羨だといって，

　　　　　　　　　疏
ごっこくと自　然は色をかえ，

　　　　　じっさい
母は，　自　然が詩のように二美しいことを，

　　　じっさい

ささやかなすまいであった。

　　　　　　　でした。

美しい　歌声を　剛いていた。

　　　かおごえで

小さい庭のすみに，
　　　τ院

　　　　　　　　　　g
夕暮れの庭にいすを出してすわり，
　　　　事え

わたくしをひざの上にのせた。
　　　　　さびしい

～しみこませた。
　滋てみせたtt－t

　　つ　く

～し1み．こませた

　　；ました

～しみこませた。
　み．せて

～しみこませた。

　　　こさせ
数わの轟…が，あわただしく

　　　にわ

数　　わの鳥が，～
おそわり

空気はすみ，　あたりは静かで，

　　　　　　あたらしい

　　　　　　あたたか

家の中の用事をすませると
　　τ砺
　　まえ

母は，かるい気持で歌をうたう時ですら，
　　　ほるかに
磁，かるい賄で賜うた游ですら，

　　　　　潤

・夕穴d・や

　　　（F上）

　　　（」中）

　　　（J中）

　　　（K下）

　　　（K下）

　　　（F上）

　　　（F中）

　　　（K下）

　　　（K下）

　　　（K下）

　　　（K：下）

（K下）（J下）

　　　（J中）

　　　（」上）

　　　（」中）

　　　（」　＊）

　　　（F下）

　　　（K上）

　　　（K下）

　　　（K下）

　　　（F下）

　　　（J中）



］’夕空晴れiて」や
　　ぐればれi

父を待つのだった。

　　まつそうだ
　　　　　　　　i
わたくしをささえ．L盗。

　　　　　　　やiいた

　　　　　　やいていた

青山の家は，ささやかなすまいであった。

青山の夕暮れは
　　　ゆうは

荷物を持った人は，
　　　た

荷物を持った人｝こ向かって，

　　　厨

．荷＿＿勤を持iつた人は，

ざせき　　1

いいえ，たいした荷物ではございません。
　　　　　　　　ざせき

では，お荷物を持ちましょう。

　　　　せき

荷　物を持った人に向かって，
ざせき

麹があ。て画へんで・、うか・，

　せき　　　　i

荷一惣を持ったおばさんが

せき

前から知っていた人のように，
今

荷物を持った入に向かっ　て，
　　　　　　　　こしをかけて
かけようともしません。

　　　　　　しました

席を販られてしまいました。
　　疹孚

おしのけるようにして取った席を，

　　　　　　　　　　どいた

　　　　　　　　　のこった
自分のひざの上にむりやりに取って，

　　　　　　　　　　　　の

　　　　iき5

（」上）（F下）

　　　（K下）

（J中）（」下2）（1〈下2）

　　　　　　　（」下）

　　　　　　　（K：下）

　　　　　　　（F下）

以．．ヒ　5年

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G中）

　　（G下）

　　（C下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（C中）
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　　　　こんどは安　心してかけられました。

　　　　　　　　しんぱい
　　　　　　　　しんせつ
　　　　おしのけるように：して販つた席を，
　　　　　　　　　　　　　　　　　とぎ

　　　　前から知っていた人のように
　　　　　　　　　　　ろような人に

　　　　声をそろえて送ってくださいました。
　　　　　　めがけて

　　　　さっき；おしのけるよう｝⊂して
　　　　　　　おっしゃる

　　　　さっきおしのけるようにして
　　　　　　　　おしえる

　　　　安心してかけられま　し　　た。

　　　　　　　　　　　　　せんでした

　　　　少しおそかったので席を
　　　　　　　　　　　吾

　　　　さ　きにこしかけて喜んでいた人が
　　　　さ．つぎ

　　　（i）　単語の順をおきかえて

　　　場所をこうたいして，
　　　　　こうたいを
　　　こんどこそはと，いっしょうけんめいである。
　　　　　　　　とぼ

　　　こんど：ttこ一そ鉢と，いっしょうけんめいである。
　　　　　　はこそ

　　　（j）残の行の音箪や単語で

　　　霞　を小さくして，口を～
　　　おや〔前の行の初め〕

　　　旨を小さくして，口を　うごかしています。
　　　　や〔前の行の初め〕

　〔（3）前の行全部を読む〕

覧

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（C下）

　　（G下）

　（G下2）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（C下）

以上　6年

　　（C下）

　（C中2）

　　（C中）

以上　5年

　　（E上）

　　（H下）

以上　2年
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5．っけ加え読み（挿入）をする講例

つけ加え読み（掻入）

　（1）音節をつけ加えて読む

　　（a）　ほかの単語のつもりで読もうとして

　　（b）　機、械的な言いちがいを

　　（c）　ていねいな「お」をつけて

　②　単語をつ1ナ加えて読む

　　（a）助詞を

　　　（i）　「が」を　　　　　　　　　 （vii）　「も」を

　　　（ii）　「は」を　　　　　　　　（viii）「で」を

　　　（iii）「に」を　　　　　　　　（IX）　「ので」を

　　　（iv）「の」を　　　　　 （X）「には」を

　　　（v）　「を」を　　　　　　　　（xi）　「など」を

　　　（vi）「と」を　　　　　 （xii）「や」を

　　（b）　問投詞を

　　　（i）rわ」を　　　　　（iii）「の」を

　　　（ii）　　　 「え」　　を

　　（c）丈脈に関係のある単語を

　　（d）　機械的な言いちがいを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第17醒　つけ加え読みをする
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学年別，1入当りの読みあやまりの平均数）

　　　　　　　　　　　　　　　9：

　つけ加え読みの事例に

ついて，学年別に1人．当

りの読みあやまりの平均

数を出してみると，第17

図のようになる。

　（1）音節をつけ加えて読む

　　（a）

］一

2

1

ノ・“、7th4　　ぽ5「
5a

169

71

98

9

努学　憂

目かの単語のつもりで読もうとして

曹

豆
三
鋒

四
無 舞　竣
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・だ鰍…びき　kitv・胤た・

　　　は

・葵・・司「・・・…う…」

　お
こうしは，きょとんとして，こちらを見ました。
　　　　　　◇
　　　　　　フ

わらったように　なったり　しました。
　　　　　　　　　　ム
　　　　　　　　　　ら
みちおくんの　おとうさんが，おいでに　なりました。
　　　　　〈
　　　　　がつ

みちおくんの　おとうさんが，おいでに　なりました。
　　　　　　　　　〈
　　　　　　　　　と
はじめの　あいさつを　　しました。
　　　　　　　　　〈
　　　　　　　しはじめ

陶隠列・咳げきをしました・
　　　　　　　　　　がく

階がき・」1・・う曝しました・
　　　　　　　　　　　　　　ん

階がきた」1・・う礎をしました・

　　　　　　　　　　　　　　ん
明かるい冬の日がさして，のきばで鳴いている
　　　　　　　　　　　◇
　　　　　　　　　　　し
のどを見たりしていられましたが，
　　　　　　　　　倉

・・わ墜子がぐ・ドんせめて…

　　　　た

すくいあげるようにすると，
　　　　　　　参

醐・嚇・り㌘ぎi・・　，1…き・・’

　　　　　　　　に

・・こ・・自鞭をか・形・か1鮒・・た・

　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
糊社から帰ってくる紋を待つのだった・

　　　　　　　　　　鐸

　　　　　　　（C上）

　　　　　以上　1年

　　　　　　　（E下）

（C中，H申2）（H下5）

　　　　　以上　2年

　　　　　　　（D上）

　　　　　　　（K：中）

　　　　　　　（K：中）

　　　　　　　（1下）

　　　　　　　（K下）

　　　　（K中）（K下）

　　　　　以上　3年

　　　　　　　（C下）

　　　　　　　（G下）

　　　　　　　（G中）

　　　　　以上　4年

　　　　　　　（C中）

　　　　　　　（C上）

　　　　　　　（C下）

　　　　　　　（J下）

　　　　　　　　（K下）



e

わたく　さない心uみこま鶴

わた・・…な・目し｝回せた・

　　　　　　　　　　　　　　　め

　その電車はわウにすいていて，　　，
　　　　　　　　　ム
　　　　　　　　　わ
　どうしてもかけようとしません。
　　　　　　　今

　おそかったので，席を販られてしまいました。
　　　　　　　〈
　　　　　　　のり

（b）　機械的な給いちがい

R・眈・げ・司・，瀞・さ・小…した・

　　　　　　　　　　　　　み

　　「・肱・げ・・」1・・静…がト・・ました・

　　　　　　　　　　　　　　い
み・…がしす・・ました・

　　　　　　　　さん
み・…が1す・・〉〈・・した・

　　　　　　　　　　い
すう・・［leげました・1〈「・・げ・o　lttげ煽

　　　　　　　　　　　　にげま
　　「にげた，にげた。」
　　　　　　ム
　　　　　げん

　おやうしが，じっと　立って　います。
　　　　　　　　　　　分

・・が・ふたつできれ響く「わっし・・

　　　　　　　　　　　　　　　ふた

憂・さ・がす列も・てき・し・・

　　お

・か i…ぱ・・1・す・

　　　し一

町歌・・1・融そ・励一
　　し一

　　　　139

　　　（」下）

　　　（F下）

以上　5年
　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（G下）

以上　6年

（A上）（A下）

　　　（F下）

　　　（C下）

　　（A下2）

　　　（A下）

　　　（F中）

以上　1年

　　　（E下）

以上　2年

　　　（C下）

　　　（C下）

　　　（1下）

　　　（1下）
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「わたくしたちは，これから　学芸会を　します。

　　　　　A
　　　　　い一

「わたしは　春　の　使いです。」

　　　　　はある

ひとつ大きく息をしました。
　　　　　　　　A
　　　　　　　　め
静かな朝です。まくらもとの火ばちにかけた
　　　　　　　“
　　　　　　　ふ

「ワアッ」という～
　　　盆

「■骸・・ウ痴
　　　　　ソ　　　　　　ソ
数わ，の鳥が

　倉

・れがわ酬鳥で轡・う・とも・

　　　　　　　　　　つ

・・な・・心・・1み喫・・

　　　　　　　　　　さ
目ににじませるくせがあったQ
　　　　　　　A
　　　　　　　る
青山の夕暮れはすばらしかった。鑑気はすみ，
　　　　　　　　　　　　　　．5一

空気はすみ，

　　ゑ
母・の白い年がうすやみの申ICういて，

　　　　　　　　　　　　直

形をかえていった。数わの鳥が，
　　　　　　　　A
　　　　　　　　工一

電車の中でのことです。
　　　　．g＞．

　　　　し
その電車はわりにすいていて，
　　　　　A　　　　　た

それからふたりは前から知っていた人のよう｝こ，
　　　　＄

雑んで来・した・槻・琳…はやいか・

　　　　　　　　　　　あ

　　（1下）

以上　3年

　　（K下）

　　．（G下）

　　（G下）

以上　4年
　　（C下）

　　（C中）

　　（K中）

　　（F中）

　　（K下）

　　（K下）

　　（F中）

　　（F中）

　　（F中）

　　（F中）

以上　5年

　　（C下）

　　（C下）

（G中）（G下2）

　　　　（G中）

　以上6年



　（C）　ていねいな「お」をつけて

　　　rわたしは　春の　使いです。」
　　　　　　　　　　〈
　　　　　　　　　　お
　　みちおくんが，友だちと，
　　　　　　　　／＼
　　　　　　　　お
　　お話，歌，おどり　そのほか～
　　　　全
　　　　．±o

　　といって，かけようともしません。
　　　　　　〈
　　　　　　お
　　　「では，お荷物を捲ちしましょう。」
　　　　　　　　　全
　　　　　　　　　イD

（2）単語をつけ舶えて読む

　　（a）　助詞を

　　　（1）　「が」を

　　　　　じょうずに　でき・ないのもあります。
　　　　　　　　　　　　　　τ鯨

　　　　　じょうずに　できないのも　あります。
　　　　　　　　　　　　　　　余

　　　　．目ににじま憎くせがあった・

　　　　　　　　　のが

　　（ii）　「は」を

　　　　菖ξ≡畏葦会が　 重台まります。

　　　　　　　　／＼
　　　　　　　　は
　　　　だんだん　お．客さんが，集まって，
　　　　　　　　　　　　　　〈
　　　　　　　　　　　　　　は
　　　　たかしくんが　立って，はじめの　あいさつを
　　　　　　　　　　く
　　　　　　　　　　は
　　　　お客さんが　ほめました○
　　　　　　　　　〈
　　　　　　　　　は

　　　　じょうずに　できないのも　あります。
　　　　　　　　　ム
　　　　　　　　　は

　　　　　141．

（1中）（1下2）

　（Is二野）（1．’ド）

　　　　（1下〉

以上　3年

　　（G下〉

　　（C’ド〉

以上．6年

　　（1中〉

以上　3年

　　（B．ヒ〉

以．．ヒ　4年

　　（J　s“）・

以上　5年

　　（1下）．

　　（」下）．

　　（1下）

　　（1下〉

以上　3年

　　（B上）
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　　「夕卜野からせめられる峙，一方にかたまっては～
　　　　　　　　　　　　〈
　　　　　　　　　　　　は
　　見ちがえるほど強くなったぼくらに，韻手・は
　　　　　　　　　　　　　　　　　念

　　汐空晴懇て」や
　　　　八　　　1
　　　　は

　　あな：た，どうぞおかけください。
　　　　〈
　　　　は
　　どうしてもかけようとしませんQ
　　　　　　　　　　　〈
　　　　　　　　　　　は

くiiの「に」を

　　たまが，ふたつ　できました。
　　　　　　　　今
　　　　　　　　」一

　　　　　　　　　　　　ミ　　いよい欲騰に避刻こと1こな・た・

　　　　　　　　　　　に
　　場所をこうたいして，後半戦．にはいったσ
　　　　　　　　今
　　　　　　　　‘L
　　れんらくのみごとなこと。そのため，味方は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　〈
　　　　　　　　　　　　　　　　　に
　　青山の家は，ささやかなすまいであった。
　　　　　〈
　　　　　に

く量▽）　「の」を

　　お話，歌，おど　り　げき，その像か
　　　　　　　　　　　　　く
　　　　　　　　　　　　　の
　　「風の　子，　雪の　子」
　　　　　　　〈
　　　　　　　　の

　　　　　　　　　　　　　　
　　隅の子λ雪の子唄の創嫁しました・
　　　　　　　の

　　おど　り，げき，その　ほかおもしろいものが，
　　　　　　　　　　　　　　〈
　　　　　　　　　　　　　　の

　　おど　り，げき，その　濠か
　　　　　　　　　く
　　　　　　　　　の

以上　4年

　　（C中）

　　（C巾）

　　（F中）

以上　5年

（C中2）

　　（C中）

以上　6年

　　（D上）

以上　3年

　　（Clの

　　（C申）

　　（C中）

　　（K下）

以上　5年

　　（1ド〉

　　（K中）

以上　3年

　　（C下）

　　（C中）

　　（C中）



　　まさおくんは，ひとつ：大きく息をしましたr
　　　　　　　　　　　　A
　　　　　　　　　　　　の
　　　「まあ，どうしたの。顔色が悪いわ。」

　　　　　　　　　　　　A
　　　　　　　　　　　　　の

　　空気はすみ，あたりは静かで，
　　　　A
　　　　の

　　目ににじませるくせがあった。
　　　　　　　　6み

　　・…木が司淋・1…

　　　　　　　　　の
　　’t、，・・vべんもうた。て，わたくしh徽えたT．

　　　　　　　　　　　　　　　お！

　　ふたりとも陸るがはやいか．

　　　　　　　i　　A
　　　　　　　　　の
　　となりにも，ひとりはかけられるぐらい
　　　　　　　　　　お

　　…．極勲鯖・ていたた・1・

　　　　の
　　き’のう，電廊の中でのことですt
　　　　A
　　　　の
　　と，さっき’おしのけるようにして取った席を，
　　　　　　A
　　　　　　の

（▽）「を」を

　　・し…司r・じさ転・…」
　　　　　　　　　　　　　を

　　漁・鍵・い・嚇・・ほか
　　　　　を

　　穐歌・おど1り，げき・

　　　を

　　こしかけた人を見ています。
　　　A
　　　を

　　　　　　　　143；

　　（G上）（G下2）

　　　　　　（G下）

　　　以上　4年

　　　　　　（」下）．

　　　　　　（J中〉

　　　　　　（」下〉

　　　　　　（K．．ド〉

　　　以一上　5年

（G中，C中）（G下）．

　　　　　　（G下）・

　　　　　　（C中〉

　　　　　（G下2＞

　　　　　（G下）

　　　以上　6年

　　　　　（C下〉

　　　以上　2年

　　　　（K下3）

　　　以上　3年

　　　　　（C下）

　　　以上　4年

　　（C中）（C下）
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　　さきにこしかけて喜んでいた人が
　　　　　　ひ
　　　　　　乞

（vi）「と」を

　　勝…甑・…で1・・う・
　　　　　　　　と

　　よし・さ・肺おじ鰍　　i
　　　　　　　　　　　　　と

　　学芸会を　します。お話，歌，
　　　　　　　　　ム
　　　　　　　　　，と

　　カいっぱい　し1ます。では　これから
　　　　　　　　　i　　　　〈
　　　　　　　　　　　と
　　お話，歌，オδどiり，げき

　　　く　　　　　　　 ｝

　　　と

　　かず子さんが投げる，春勇君が投：げる。
　　　　　　　　　　〈
　　　　　　　　　　と
　　新躍祉から帰ってくる父を待つのだった。
　　　　　　　　　　　愈

　　かけ・・・・…D・・沼・・い・てから

　　　　　　　　　　　　　と

（vii）「も」を

　　　　　　ミ
　　ゆぎ～剤んのおかあさんも

　　　　も
　　その　ほか　おもし’ろいものが，
　　　　　　竃

　　が…豚｝陣…う蝋
　　　　　　　　　　　も

　　ノ」・さい庭のすみiこ，もみじの木が一本～
　　　　　　　　　八
　　　　　　　　　も

　　どうしてもかけようとしませんQ
　　　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　も

こうしは。，iと，きぎました。

　（C上）（C中）

　以上　6年

　（E上）（C中）

　　　　（C下）

　　　　2年

　　　　（K：下）

　　　　（1中）

　　　　（しや）

　以上　3年

　　　　（C中）

（」上2）（∫下）

　以上　5年

　　　　（C中）

　以一ヒ　6年

　　　　（K下）

　　　　（1下）

　以上　3年

　　　（C．．ド2）

　　　　（J中）

　以上　5年

　（G中）（C一ド）



　（viii）　「で」を

　　　じょうずに　できないのも　あります。
　　　　　　　　　　　　　　〈
　　　　　　　　　　　　　　で

　　　あちらからも　こちらからも，はくしゅ　が
　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　で

　　　おど　り，げき，そのほか～
　　　　　＝　　　　　　　〈
　　　　　　　　　で
　　　では　これから　始めます。」
　　　　　　　A
　　　　　　　で

　（ix）　fので」を

　　　帰ってくる父を待つのだった・
　　　　　　　　　　『5．嬉の（幅

　（x）「には」を

　　　たくしは母にだかれたまま，母の顔　を見つめて，
　　　　　　　　　　　　　　〈　　　　　　　r
　　　　　　　　　　　　　　には

　（xi）　rなど」を

　　　　　　　　　　ミ
　　　お話，歌．おど　り，げぎ，
　　　　ノ　　　　　　　　　ロ
　　　　など

　（xii）　　　 「舟♪」　　を

　　　　　　　　　　く　　　お話，歌，：おど　り墜げぎ，

　　　　念
　　　　、

（b）　陶投詞を

　（i）　1’一わ」を

　　　「はいった，はいった。」
　　　　　　　嘉

　　　「はい武・い轟沼・・

　　　　　　　　　　　　　わ

　（ii）1え」を

　　　　145

以上　6年

　　（K下）

　　（K下）

　　（K下）

　　（K．下）

以上　3年

　　（」下）

以上　5年

　　（F　E“）

以上　5年

　　（1下）

以上　3年

　　（K下）

以上　3年

（C」二2）（C中）

　　　　（C上）

　以．．．ヒ　1年
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　　　お・るところ・■かわい・酬

　　　　　　　　　　　　　　　　　え

　　　おどるところカ■かわ・い響

　　　　　　　　　　　　　　　　　ん

　（iii）　ヂの」を

　　　・どるところ・癌わ噌・・」

　　　　　　　　　　　　　　　の

（C）　女脈に鋸係のある単語を

　　　　　　　　　　　　　ヌ　　「ねえ，さん，ゆき・だるまを｝作ろう。」
　　　　　　　　　　　　　く　　　　ム
　　　　　　　　　　　　　　　よ，作ろうよ

　お容さんが，集まって，会場は　いっぱいに
　　　　　　　　　　き襲

　集い。ば・・しほす、ではこれ力泌始めます．」
　　　　　　　　ミ　　　ノ　
　　　　　　　　　　これで

　　　　　　　　　　　　　　ア　まさおく繍…りして烈なずきました・

　　　　　　　　　　　　こう

・れ・献・｝烏で・級・・…も・

　　　　　　　　　　　こと

・棚・た・陣で・・・…とも，

　　わたくしは

　と7さっき’おしのけるよう1こして取った席を，
　　　　　ム　　　　他人を
　取った席を，ゆずろうとしました。
　　　　　　ム　　　　　どうぞと

　こしかけた入は，
　　　ム
　　すこし

（d）　機械的な書いちがいを

春・働です・」1・・謳歌・読み・した・

　　　　　　　　　　　　と話

（K下2，1下）

　LIJ．．｝：二　3年

　（B中，C「｛．」〉

　以上　4年

　　　（1下〉

　以．．ヒ　3年

　　　（C中〉

　　　（1下〉

　　　（1下〉

以上　3年

　　（G中〉

以上　4年

　　（」上〉

　　（K：下）

以上　5年

　　（G上〉

　　（Cの

　　（G下〉

以上　6年

　　（C下）



　
0討銃燗融＼紅鶴齢骨

学校のころに習った歌だといって，「庭の千草」や
　　　　　　　　　　　　　　ム
　　　　　　　　　　　　　　おり
かるい気持で歌をうたう時ですら，
　　　　　　　　　　　〈
　　　　　　　　　　こと

　　　147

　　（G下）

以上　4年

　　（F下）

　　（」下）

以上　5年

6．　くりかえし読み（〈りかえし）をする劃列

くりかえし読み（くりかえし）

（1）交掌をくりかえして読む

　（a）　単語の初めの支字を

　　（i）　嗣舜∫名詞の女字を

　　（ii）　ひらがなを

　　（iii）　瀧字を

　（b）　単語の中閣の口止るゴ

　（C）1単語の終りの文字を

　（cl）

　（e）

〔2｝単語をくりかえして読む

　（a）　女の初めの単語を

　　（i）　隅有名詞を

　　（ii）

　（b）　女の中間の単一語を

　　（i）

　　（ii）　漢字ではじまる単語を

　　〔（iii）　　　 ）・b、たカ、なを〕

　（C）　文の終りの単語を

　（d）助詞が

　　（i）　 1一力～」　を

　　（　ii）　　　「壱歌」　　を

（iv）　かたかなを

（v）　その地を

筋の単語の終りの文字とあとの単語の．文字を

単語とその箭後の丈字または単語を

ひらがなではじまる単語を

ひらがなではじまる単語を

（iii）　漢字ではじまる単語を

（iv）かたかなを

（iii）　　　 「1こ」　　を

（iv）　「の」を

1378

833

345
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　　（V）　「を」を　　　　　　　　（viii）　「でjを

　　（vi）「と」を　　　　　 （ix）その他の助詞を

　　（v鼓）　「も」を

〔3）丈掌や旬をくりかえして読む

　（a）　ひらがなではじまる丈節や句を

　（b）　漢字ではじまる丈節や句を

　（C）　かたかなではじまる丈節や句を

201

第18図　くりかえし読みをする
（学年別，1人当りの読みあやまりの平均数，

　くりかえし読みの事例

について，学年別に1人

当りの読みあやまりの平

均数を出してみると，第

18図のようになる。

（1）交享をくりかえして読む

　　（a）単語の初めの丈字を

　　　（i）　固有名詞を

y

白
Q

t’

6

π
」
」

a

3

つ
」

1

愕

勝
　
㍗

i．1

as

袋 一
管

二
侵

四
籍

丘
日

J．；v．L

セ‡・



純お・・が｝すく・れ・・

みちおさんがiすくいました。
胃’－　　　　　　　1

弛搾・が｝すく・ました・

節・さんが｝い・ました・

、2＝z－ttNんが｝い・・した・

す鍵猷ヵd陣ました。
rへへ．．〈．．．＼．ハ　　　　　　　1

ゆ・・さ・がい・まし馬

　　　　　　　　　　　1
ゆきこさんがいいまLllた・

ゆきこ杁がいいれ決。
＝こr．マ、…．’．　　　　　　　　　　　　　　　1

繋おさんがすくいま■た。

’”’　t繋おさんがすくいま■たe
＝マτ鷺　　　　　　　　　　　　｝

しろもうれしそうに　ゆき・の．．ヒを走って｛・

いちろうさんと，うしを　見に　いきましたG

、い F励うさんと，うしを見にいきました・

堕頚軒と・うしを見にし’酷した・

よしこさんが，1「おじさん，こうしは」

／’／．”r．’tt　t

よしこさんが，～

ひろしさんも　いいました。

ひろしさんが　いいました。

まさおさんが　いいました。

繋・さ1・…嚇ん…　で・・

璽州・・一

　　　　　　　　　　　　　　149・

（C．．｝二）（C中2．　A中，　F中）（F下）

　　　　　　　　　　（C中）（F卜’1＞

　　　　　　　　　　（A下．F下）．

　　　　　　　（F中）（Fド，A’．ド）

　　　（C中，F中）（C下．　F下3）．

　　　　　　　　　　　　（C上）

　　　　　　　（C上）（A中）（A下）・

　　　　　　　　　　　　（F下）．

　　　　　　　　　　　　（F”F）

　　　　（A上）（F中）（A下，F下）．

　　　　　　　　　（C中）（F下）．

　　　　　　　　　　以一ヒ　1年

　　　　　　　　　　　　（D中〉

　　　　　　　　　　　　（C　r．：　i）．

　　　　　　　　　　　　（H下）

　　　　　　　　　　　　（E．．ヒ）・

　　　　　　　　（H『一ド2）（C一ド〉

　　　　　　　　　　　　（R中）・

　　　　　　　　　　以．．ヒ　2年

　　　　　　　　　　　　（D下）．

　　　　　　　　（D中）（D下2）．

　　　　　　　　　　　　（D下）．

　なりました。　　　　　　（Ki二｝・今・

　　　　　　　　　　　　（1下〉



’aso

たかしくんが立って，はじめの～

なかしくんが立って・

たかしくんが　立って，

たかしくんは，元気な　声で

・棚・舛・傭睡…　春・

姫に，嬉こさんが，］～
　　　　t，　，＝一tJ一／t，：．　’　1

鰹ホr魚たちは，「醐きた」

みちおくんの　おとうさんが，

み’ら．おくんの　おとうさんが，

ラΣ三鞍くんの　おとうさんが，

つぎに，みちおくんが　次だちと，

つぎに，みちおくんが　友だちと，

つぎに，みちおくんが　友だちと，

一ばん　始めに．　ゆきこさんが，

二二・さ1…　か・…

や童調・・おか…も

たかしくんが　立って，

たかしくんが立って，

たかしくんは，元気な声で

つぎに，みちおくんが　亥だちと，

つぎに，みちおくんが　友だちと，

．みちおくんの　おとうさんが，

．趣蔓塾くんたちは，「春が　きた」

まさおくんたちは，「春が　きた」

まさおくんを鼠，　ねむりカ・らさめました。

使いです。」

（K．ヒ）（K下2）

　　　（K：下2）

　　　　（K中）

　　　　（K下）

　　　（K下2）

　（工中）（K下）

　　　　（K：下）

（K中3，1中）（1下，K下）

　　（K下2）

　　　（1中）

（K中）（1下）

（K上）（K下，1下）

（王「の（K下）

以上　3年

　　　（B下）

　　　（C．下）

　　　（B下）

　　　（B中）

（C上）（B下）

　　（C下2）

　　　（C下）

（B上）（B中）

　　　（B下）

　　　（C中）

　　　（C中）

　　　（G中）



（io

学校から帰ってきたまさおくんは，

まさおくんの顔を則るf。　1），

　　　　　　　　　t

じ，tうずな道勇君まで，たおされてし書1つたし．

青山の家は，ささやかな～

青一宇の家は・ささやかな～

青山の夕暮れはすばらしかった。

　ひらがな

めだかがい。ぴ副

めだかがいっぴ訓
　　　　　　　　　t
めだか・すくい

ψだかすくい

顔かt・・す…｝

めだかがい。ぴ剥
　　　　　　　　　1

めだかすメい

まさおさんが　すくいましたG

まさおさんが堅いました・

まさおさんが　す．．≦．．Y・ました。

みちおさんが　すくいました。

ゆきこさんが　いいまし

ゅきこさんが　いいまし

　　　　　　f

　　　　　　　　　　　l　tio

　　　　　　　　　　　陣

ゆき・さんが妙・．ま司た．

めだか・すう・司

めだかはすう・・｝

に｛ずました。

に1ずました。

　　　　　　　151

　　　　　（G下）

　　　　　　（G下〉

　　　以、．．ヒ　 4歪F

　　　　　　（C中〉

　　　（K下，F下）．

　　　　　（K：下〉

（J上）（K中）（K下〉

　　　以．ヒ　5イ黙

　　　　　　　　　（F下〉

　　　　　　　　　（C中〉

　　　　（A．．1：）（A中）（F下〉

　　　　　　　　　（A．．ヒ）．

　　　　　　　　　（C中）・

　　　　　　　　　（F下〉

　　　　　　　　　（A下〉

　　　　　　（C、ヒ）（F中）1

（A中，C中2）（A下，　C下）・

　（A上）（A中．F中）（A下〉

　　　　　　　　　（A下〉

　　　　　　　　　（F下〉

　　　　　　　　　（C中〉

　　　　　　　　　（C中）・

　　　　　　　　　（F　2＞

　（A中，C中）（F下．　A下〉



ユ52

めがかは

「にげた，にげた。」

すう。・h・げました。

・だかがい・びき1

めだかがい。・詞

はいりました。

はいりました。

薫「はいった，はいったoj

「はいった，はいった。」

めだ櫨すう。・i

疏かはすう。沼

ぼくは，いちろうさんと，

きょとんとして，こちらを～

おやうしが，　じっと

「おし：さん，こうしはっ」

「おじさん，こうしは。」

こうしは，きょとんとして，

こ）しは　きょとんとして，

9一う・は掬やう・・1

　　　　　　　　　　ド．三乏しは瀞やう・刺

おやうしが，じっと　立って

・う・は搾やう・・1ち臆

・う・はおやう呵ち臆

おやう・がう・く・｝

おやうしが　じっと　立って　います。

室じさ蝋睡・，・・…」

　　　　　　　　　　　　　　　　（A上）

　　　　　　　　　（C上）（C下2，A下）

　　　　　　　　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　　　　　　（A下，F．．ド）

　　　　　　　　　　　　　　　　（A．ド）

　　　　　　　　　　　　　　　（A下2）

　　　　　　　　　　（F中）（F下，C下）

　　　　　　　　　　　　　　　（A下2）

　　　　　　　　　　　　　　以上　1年

　　　　　　　　　　　　　（H下）（C下）

　　　　　　　　　　　　　　　　（F下）

　　　（H．．ヒ）（H中，C中）（H下2，　E下）

　　　　　　　（H上）（E中，C中）（H．下）

　　　　　　　　　（H上2，C上）（E「÷り

　　　　　　　　　（E中）（H下2，C．一ド）

　　　　　　　　　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　　　　　（E中）（H下2）

　　　　　　　　　　　　　　　　（H下）

います。　　　　　　　　　　　　　（E一．ド）

　　　　　　　　　　　　　　　　（H．』ド）

　　　　　　　　　　（C上）（H下，C下）

　　　　　　　　　　　　　（E中）（H下）

　　　　　　　　　　　　　　　　（E下）

　　　　　　　　　　　　　　　　（E下）



おやPしが

二おや　う　し、力三

おやうしが

足がしっかリ

ノ註がしっかり

足がしっかり

足力竃しつrb　lyり

と，

ころげそうに

うしを　見に

おいしそうに

かいばおけを

足が

こPしは
　　　　　一v

　　　　　　　
おじさんが月～

tt

煤D．．tt C　　　　　　　1

「おじ：さん，こうしは。」

と，かいばおけを　たたきました。

と，かいばおけを　たたきました。

「いた，いた。」

　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　、
う・く・1・ろi－r’　！一うにな・ます・

♪・・4一

・…｝・ろげそう…就

・な・ので｝

・妙・でi

・…で匡…

　　　　　　く
　しないのでL蔓陛う。
　　　　　　2

　　ききました。

と，ぎきました。

　　　　　　　なります。

　　　　　　いぎました。

　　　　　　　のんで　います。

　　　　　　　たたきました。

　　　しっかり　しないので1

　　　　　きょとん．として，

｝・臆紬・・う・｝

蕊・はだんだ献ぎd

たまがふたつできました。

「進まころがしのようだね。」

　　　　　153

　　　　（C中）

　（H中）（H下）

　　　（C中2）

　　　　（H下）

（H下2，H下）

　　　　（E下）

　（E上）（H下）

　　　（H下2）

　　　（C鐘艦2）

　　　　（C下）

　　　（E下2）

　　　　（E下）

　　　　（C中）

　　　（H下2）

　　　　（E上）

　　　　（E上）

　　　　（C下）

　　　　（H中）

　　　（C下2）

　（E中）（H下）

　　　　（C中）

　以上　2年

　　　　（D下）

　　　　（D下）

　　　　（C中）
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「たまころがしのようだね。」

「たまころがしのようだね。」

「たまころがしのようだね。」

・き・爆…　うがし・し・・

むぎわらぼうしを　持ってきましたQ

壼ぎメ2．ウぼうしを　持ってきました。

「ねえさん，ゆきだるまを作ろう。」

巴・・・・…た・刺

ね・・んが鯉げや｝

たまが　ふたつ　できました。

目を　いろいろに　つけかえると，

1爵めて　ころがしました：c

たまを　ζ．そ）がしました。

…た・う・陰・t・・，

［・・嫉妻・・た・う・な・た・一

まさおさんが　かぶせました。

まさおさんが　かぶせました。
　　　　　　　℃こ
「これを　かぶせたら　いいよ。」

「これを　かぶせたら　．いいよ。」

1　と　いって，
　　　．　．　．　t　t

み磁でたまを蓼ねドした・

r言2っしょレ㍉わっしょい。」

「わっしょし㍉わっしkい。」

あちらからも　こちらからも，

「わたくしたちは　これから～
　翠

（D上）（C中〉

　　　（D下）．

　　　（D上）．

　　　（C下）

　　　（C下）・

　　　（C下）・

　　　（D下〉

　　　（C下＞

kD下7　C下♪

　　　（D中〉

　　　（C中〉

（C．．ヒ）（D下〉

　　　（C中〉

　　（D’下2＞

　　　（D」二〉

　　　（D中）・

　　　（C申）．

　　　（C中〉

　　　（D下）．

　　　（D．下）・

　　　（D　F＞

　　（C下2＞

　　　（D下〉

　　（K下3）・

　　　（K中〉



ゆ堅した嫌・これから～

「わたくしたちは，これから～

「簗鄭．ヒたちは・これから～

「わ．たしは　春の　使いです。」

お言舌，歌，　おど｝り，げき

まも　なく　壷えが　な：って，

　　　　｝　’〔

はくし列がおこりました・

はくし。iがおこりました。
．∴｝．1　　　　i

だんだん　お客さんが　集まって，

叢客さんが　ほめました。

ゑちおくんの　おとうさんが，

ゆきこさ　んの　おかあさんも　おいでに
　　　　1　　　　　　　”く．．．．s．vt

rみんなで　おどる　ところが
　　　　　　　　　，x　　　　　　　l

はじめの　あいさつを　しました。

1じょうずに　でぎないのも　あります。
1．ttt’．．．二t．／．く

だんだん　お客さんが集まって，

まも　なく　ふえが　なって，

みんな　いっしょうけんめい　練習を～

・みんな　いっしょうけんめい　練習を～

「みんなで　おどる　ところが

みんな　いっしょうけんめい　練習を

これから　学芸会を　しますQ

これから　学芸会を　します。

では　これから　始めます。

　　　　　　　　　　　　
しかし　力いっぱい　し　ます。

≧いっしょうけんめい　練習を　しましたカ㍉

　　　　　　　　155

（1〈　；」i，1）（K下3，1下）

　　　　　　（K下）

　　　　（K下，1下）

　　　　　　（1下）

　　　　　　（K中）

　　　（1上）（K下4）

　　　　　　（1上）

　　　　　　（K下）

　　　　（K中）（K下）

　　　　　　（1（下）

　　　　　　（K下）

　　　　　　（K下）

　　　　（1中）（K下）

　　　　　　（K下）

　　　　　　（K中）

　　　　　　（1下）

（1く：上）（1下，K下2）

　　　　　（K－下2）

　　　　　　（K下）

　　　　（K上）（K下）

　　　　（K中）K下）

　　　　　　（1下）

　　　　（K下，1下）

　　　　　　（1下）

（1〈　i｛：　）（K下2，1下）

　　　（K中）（1下2）
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いっし．yうけんめい　編て習を

これから　単騎会を　します。

合唱をしましナニ。

たくさん劫剥す。
　　　　　’”　i

・…　靭滅す・

じょうずに　でき・ないのも　あります。

じょうずに　できないのも　あります。

おかあさんも　おいでに　なり蓬した。

しましたが，

会場は　いっぱいに

お客さんが　碑めました。

みんなで舜…　うが1

一・・…　うがiかわい・ね・」

　
O
たし

　
O
たし藷まりこ

｝

お
．
｛

カゆしく
・
工

言
ひ

h
ソ
…

な
　こし∫よ　つしは場会

「わたくしたちは，これから　学芸会を　します。

まも　なく　ふえが　なって，

まも　なく　ふえが　なって，

まも　なく　ふえ．が　なって，

　　　　　　　　　
たくさん　ありまiす。

練習を出したが・

じょうずに　できないのも　あります。

じょうずに　できないのも　あります。

お客さんが　ほめました。

・だ隠2鰭でき・・・…　ます・

・も・ろ・も…怒・んあ・まけ・

　　　　　　（K下〉

　　　　　　（K中〉

　　　　　　（1下）

（1（1’1’13）（K＝一F，　1下〉

（1〈中）（K下2，1下〉

　　　（K下，1下2）

　　　　　　（K下）

　　　　　　（K：中）

　　　　　　（K下）1

　　　　　　（K下〉

　　　　　　（K下〉

　（K中）（K下，1下）・

　　　（K中）（K下3＞

以．ヒ　3年

　　（B下〉

　　（C中〉

　　（B下〉

　　（B下〉

　　（B下）．

　　（C下〉

　　（B下〉

　　（C下）

　　（C中〉

　　（B下）

　　（B下）



「みんなで　おどる　ところが　かわいいね。」

おいでに　なりました。

まくらもとの火ばちにかけた。

ふすまがすうっとあいて，おかあさんが，

よくなるよ。」と，おっしゃいました。

まもなく，お医者さんがおいでになって，

その時，ふすまがすうっとあいて，

・めき。て揮いう司瑚か・L・・冬・H・7・・～

まさおくんは，ひζρ：大きく息をしました。

「ああ，かぜだよ。～

　　　　　　　　　　　1
しめきってあるしょうじ日こ
　　　　　　　　　　　t
鞭・てて・・す・鱒き・一・・t・，）　）bし・う・1…

　　　　一　瞬・てあるし・羽・

明るい冬の日がさして，

まさおくんはにっこりして

学校を休んで，ずっとねているのです。

・か謎んがにこにこし嫡ら～

おかあさんが・こにこ．・なが｝ら～

ひたいに手をあててみられました。

ひたいに手をあててみ奪れました。

ひたいに手をあててみられました。

ひたいに三手をあててみられました（、

「あ，熱も、ありますよ。」

「あ，熱もありますよ。」

脈をみたり，～

のどを見たりレていられましたが，

　　　　　157”

　　　　（B』．ド）

　　　　（B’F）

　　　　（G下）．

　　　　（G中）

　　　　（G．下〉

（G中）（G下2）

　　　　（G下）．

　　　　（G下）

　（G弓1）（G下）

　　　　（G巾）．

　　　　（G下）

　（G中）（G．下）

　　　　（G下）．

　　　　（G下）・

　　　　（G下）

　　　（G中2＞

　　　（G下2）

　　　　（G下〉

（G中2）（G下）．

　　　（G下2＞

　　　　（G下）

　　　　（G中）

　　　　（G中〉

　　　　（G中）

　　　　（G下〉

　　　　（G中〉



：ユ58

　　　　　　　　　　す
謎お就窪い列ものような～

亥2・ねて・副・す・

それから，学校を休んで～

おかあさんのあたたかいことばに，

「緬かぜだ・・献たかく・てね・いた司

　　　　～　　献たかくしてねて硫引
　　　　　　　　　・「・ご1こ．・一7乱」て　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

ポ…を目範の飯。ては逆1・せめて来る。

・・れて・i・・静んだん・，

しかも，こしから下をねらうので，

さかんにはく手を送。1てくれる。
　　　　．“∴「Jt．、　　　　　　　　1

翻・・噺塗．溝・た酬あ。て，

酋紐は，こんどこそは，

声をからしてさけんでいる。

声をからしてさ1けんでいる。

声をからしてきけんでいる。

すばらしい勢いをもって飛んで来る。

ひとりふた列とたおされていく。
　　　　　　聖　　　　　■…｝．罰…隔

・…た・1・費・・れて…

：逆にせめて来る。たおしたり，

ひとり残らずたおされてしまった。

、場駈をこうたいして，

願・｝見分けも璽・・う塊

「外野からせめられる時，～

：相手はあわてだした。

　　（G一ド2）

　　　（G上）

　　　（G下）

　　　（G中）

　　　（G下）

（G中）（G下）

以．ヒ　4年

　　　（C　’F）

　　　（C下）

　　　（C下）

　　　（Cf．の

　　　（C中）

　　　（C．下）

　　　（C中）

　　　（C下）

　　　（C中）

　　　（C下）

　　　（C中）

　　　（C下）

　　　（C下）

　　　（C下）

　　　（C中）

　　　（C下）

　　　（C中）

　　　（C中）



山手は為凝歪だした。

少し捗けていたようである・

少し却じけていたようである。

西哲もなかなかじょうずである。

蹴陶執醜かじ・うずである・

いっしょうけんめいである。とりわけ女干が～

～，ζρわけ女子が

とりわけ好がざ酬ぐんせめてくる・

そのために嚇は，ばたばたとたお紅■く。
　　　　　　　　　　、．、．　　　　　　　　　　　1

ふえ鵬。た．i．こんども八筋でll骸，

　　　　　　　　　　　ぼくたちは，いっしょ1うけんめいに戦おうと
　　　　　｝t　　　　l
作戦をねった。その時受持の：先∠iとが，

あたりは静かで，ζっこくと自然は～

あたりは静かで，こっこくと自然は～

　　　　～　、r，？、『くと離は～

美しい声で冷んべんもうたって，

　　　　～　　　　　　わたくしをささえた。

わた・しを彗、馴・・

i美しいことを，わたくしのおさない心に～

わたくしをひざの上に～

わたくしをひざの上にのせた。

製製・の漁・心副み・ませた・

わたくしは母にだかれたまま，

わたくしは母にだかれたまま，

ボールは，すばらしいi塾いをもって飛んで来る
　　　　　、ttSvx．’v’■t’St

　　　　　　　159

　　　　　（C串）

　　　　　（C下）

　　　　　（C申）

　　　　　（C　’F）

　　　　　（C．一ヒ）

　　　　　（C．ヒ〉

　　　　　（C　F＞

　　　　　（C下）

　　　　　（C下）

　　　　　（C中〉

　　　　　（C中〉

　　　　　（C中）

　　（K下2，」下〉

（」上）（F申）（」下）

　　　　　（」一ド）

　　　　　（F中）

うすやみの中にういて，わたくしをささえた。（K中，F中）（K下2，」下）

　　　（∫上）（J中〉

（K中，F中）（F下〉

　　　　　（F下）

　　　（K下，F下）

（K上，F上）（K下〉

　　　　　（J下）

　　　　　（K下）

　　　　　（F下）

　　　　　（C中）
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れんらくのみごとなこと。

勢いをもって飛んで集る。し

　　　　　　　　　　　　R
　「僚たるの光」を，

目ににじませるくせがあった。

庭のす91・　lcもみじの木が～

ささやかなすまいであった。

ささやかなす一まいであった。

庭附す司出してす・…）・，

それがね隔り

　　　．ン↓「馬、∫　1

～　　っすやみの中にういて，

～　　）すやみの中にういて，

解り購かで・

空気はすみ，

歌をうたう時ですら，

～りすやみの中にういて，

～うすやみの中にういて，

目ににじませるくせがあった。

klににじませるくせがあった。

目ににじませるくせがあった。

も…木・鉢は・・Piた・

ひざの上にのせた。

．ひざの上にのせた。

形をかえ，

　　g
形をかえていった。

　　　　　　i鳥で・…う・とも，

それがわた山鳥で読という。とも，

母の白い手がうすやみの中にういて，

　　　　　　　　　　　　　　　　（c中）

かし　　　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　　　　　　　　（」下）

　　　　　　　　　　　　　　　　（」上）

　　　　　　　　　　　　　　　　（」…ド）

　　　　　　　　　　　　　（」一ヒ）（F下）

　　　　　　　　　　　　　（K下，」下）

　　　　　　　　　　　　　（」　rli）（F下）

　　　　　　　　　　　　（」一ヒ3）（F下）

　　　　　　　　　　　　　　　　（K：中）

　　　　　　　　　　　　　　　　（F下）

　　（K：上，　F」二）（1（弓1，　Jr｛・1）（J一ド， K＝皿ド）

　　　　　　　　　（」上2）（K：下2，」下）

　　　　　　　　　　　　　　　　（F上）

　　　　　　　　　　　　　　　　（K　r＋i）

　　　　　　　　　　　　　　　（」中2）

　　　　　　　　　　　　　（1（下）（F下）

　　　　　　　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　　　　　（J上）（F中）

　　　（」一、ヒ）（F中3）（K下2，F下，了下’）

　　　　　　　　（F上）（Jll’1）（F下，　J下）

　　　　　　　　　　　　　　　　（F．下）

　　　　　　　　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　　　　　　　　　（」下）

　　　　　　　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　　　　　　　　（1く：下）



吋・卜・・してすわ・，

母からおそわった。

母からおそわった。

．母からおそわった。

わたくしは母にだかれたまま，

わたくし騰に勲れたまま・

　　　～　ψれたまま・

わ・・・・・…鈍セiう・ま髄

　　　　～　心・副・・ませた・

　　　　一　心・と屡・軌

’S〈の中の月弘｝．llをすませると，

家の中の用事をすませると，

青山の家は，ささやかなすまいであった。

　　～　　　ささやかなすまいであった。

　　～　　　ささやかなすまいであった。

青山の夕暮れはすばらしかった。

青山の夕暮れはす嫉ら蕉力・つた。

母は，かるい気｛寺で歌をうたう時ですら，

数わの鳥があわただしく大空を～

数わの爲が南わただしく大空を～

数．わの鳥があわただしく大聖を～

わたくしのおさない心にしみこませた。

わたくしのおさない心にしみこませた。

わたくし劇・しをかけていました。

．　’t　’x．”　d

わたくしのとなりにも，

　　　　　　　　　　　161

　　　　　　　　　（K－1ド）

　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　　（F中）

　　　　　　（J中）（J下）

　　　　　　　　　（」上）

　　　　　（K上）（」下2）

　　　　　　（」下，K下）

　　　　　　（K上）（Jrlり

　　　（J＿ヒ2）（J弓コ）（1〈一ド）

　　　　　　　　（1く中2）

　　　　　　　　　（F下）

　（F上，J上）（K下，　J下）

　　　　　　　　（K下2）

　　　　　（J＿ヒ）（1（nド2）

（J中，1く中）（K下2，F下）

　　　　　　　　　（」下）

　　　　　　　　　（K’下）

　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　（J中）（K下）

　　　（」上）（K下4，F下）

　　　　　　　　　（」下）

　　　　　　　　（K下2）

　　　　　　（K中）（K下）

　　　　　　　以上　5年

　　　　　　（G中）（G下）

　　　　　　　　　（C中）
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覧るがはやいかS？．　tgくしのとなりの～

乗るがはやいかわ須くしのと）’s　F）の～

わたくしは，おぼさん，どうぞ～

ひとりはかけられるぐらいあいていました。

どうぞ，おかまいなく，

ど’ ､そ，おかまいなく，

わた・・司ξ・をか…ました・

と，さっきおしのけるようにして

と，さっきおしのけるようにして

さっぎおしのけるようにして

さっき’おしのけるよう｝こして

さっき．おレのけるようにして

さっきおしのけよるうにして

ひとり壁けられるぐらいあ1

…哩禦・ぐら・司

・ん・蔽心し側ナられまi・た・

・ん・御心・哩・れまトた・

「やれ，やれ，かけられて助かった。
　　　　　　　’．N
「やれ，やれ，かけられて助かった。

どうしてもかけようとしませんQ

あんな｝こかけたがっていた人が，

あんなにかけたがっていた人が，

子供だから，かけていらっしゃいよ。

席を取られて、し．まいました。

　　　　　　淑」
席を取られてレ鼠セ｝ました。

声をそろえて送ってくださいました。

　　　　　　　（G上〉

　　　　　　　（C下）・

　　　　　　　（G上〉

　　　（G中）（G下2＞

　　　　　　（G下2＞

　　　　　　　（G下）・

　　　　　　　（C中〉

　　　　　　　（C’F）・

　　　　　　　（C中）・

　　　　（C　i’iり（C下）．

　（C一の（C中）（G下〉

　　　　（c　　　r：1　　　卜1．’）（C下〉

　　　　　　　（C上〉

　　　　　　　（Cr斗1＞

　　　　　　　（G中〉

　　　（（）ヰ…2）（C一ド）．

（C中2）（C下，G下〉

　　　　　　　（G下〉

　　　　　　　（C下）・

　　　　　　　（G下〉

　　　　　　　（G下〉

　　　　　　　（G下）

　　　　　　　（C中〉

　　　　　　　（C下〉

　　　　　　　（C下〉

　　　　　　　（C下〉



ゆきチさんはうれしそうに，

回れからふ効は，
；　tt　tt

｝それからふたりは，
t

荷物を持った人は，いカ・にも残念そうな～

「お気をつげてね。

あなた二，　どうぞおかけください。

といって，ど’ ､してもがけようとしません。

初めあんなに席を取1）あった女の人が，

牛うが商蔽にかけたが・てい・ノ・が・

荷物を持った入に庸をゆずろうとしました。

骸まし・う・一・唖がら・

声をそろえ．て送ってくださいました○

残念そうな顔をして，こしかけた人を見ています。

さき’に；L．かけて喜んでいた人が，

くiii）　漢字を

　きょとんと　して，こちらを

　　うしを　見に　いきました。

　おやうしが，じっと　立って

見ました。

います。

みんなは　外へ　嶺ました。

．みんなが　～寒わらい　しました。

これから　学芸会を　します。

学芸会が　始まりましたっ

学芸会が　始まりました。

≦≧4易は　いっぱいに　なりま　した：o

　　　　163

　　　（G下）

　　　（C中）

（G　i・1一］）（G下）

　　　（C下）

　　（G下2）

　　　（G上）

　　　（C下）

　　　（C下）

（G中，C中）

　　　（C上）

　　　（G．ド）

　　　（G下）

　　　（C下）

　　　（C中）

以k　6年

（E下，C下）

　　　（C中）

　　　（E下）

以上　2年

　　（C下）

　　（D下）

　　（K’F）

　　（1中）

　　（K申）

　　（1上）
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惰気な　声で　いいました。

マばん　始めに　ゆきこさんが，

疇乏芸会が　 亥台まります（、

学芸会が　姶まりました。

たかしくんが　立って　はじめの～

と　いう　歌を　．読ました。．
　　　　　　　　．1．V．1’」．t

もう　すぐ　学芸会が　始まりますv

もう　すぐ　学華会が　始まります。

これから　学芸会をします。

学崇ミ会が　亥台まりました。

それから，学校を休んで，

・・…記録・敏
ひとつ大きく息、をしましたG

ず浄かな：朝です。

「まあ，どうしたの。顔色が悪いわ。」

「まあ，どうしたの。顔色が悪いわ。」

「まあ，よくねむったこと。気分はどう。」

ξ臼ほど前のことです。

・かし加・ば…1誠

・・しψけん州嘩お・・決心L・t・、・

ぼくを目がけてボールが飛んで来た。

・た鰯へ屡・て来た・

すばらしい勢いをもって飛んで来る。

．見ちがえるほど強くなった。

　　　　　　（K：下〉

　　　　　　（K中）

（1〈中，1中）（K下〉

　　　　　　（1中〉

　　　　　　（Kl中〉

　　　　　（1下2＞

　　　£ノ．一ヒ　 3勾三

　　　　　　（　C　；一1－i　〉

　　　　　　（B下〉

　　　（C中）（C下〉

　　　　　　（B下〉

　　　　　　（G中〉

　　（G中）（G下2）．

　　　　　　（G下〉

　　　　　　（G下）

　　　　　　（G下〉

　　　（G中）（G下〉

　　　　　　（G中〉

　　　　　　（G下〉

以上　4年

　　（K中〉

　　（C中）

　　（C中）

　　（C中）

　　（C中）

　　（C中）



前半終りのふえは鳴った。

衝半終りのふえは鳴った。

試台が始まった。

決勝戦は六年西組と～

・・い・塗撚確司

しかし酒経なかなかじ・うずである・

西鍛は六年に，

西組のセンノター凶本君の

・た細へ！返。錬た．

入勲を調べると，

この時，平方は三人になっていたQ

瞭方がりひとりふたり～

～全力をつくした。

すばらしいi勢いをもって飛んで来る。

そのために味　＝方1．ま，ばたばたと

　　　　　み．塗た

　　　　　　　　　　t
．～窒黷ﾌ庭にいす列

～懸れの庭｝c・す司

青貞の夕暮れはすばらしかった。

酒肉の夕暮れはすぼらしかった。

窒気はすみ，

徽．わの鳥が，あわただしく～

母は，嶽然が詩のように美しいことを，

やがて新聞祉から帰ってくる～

家の申の用享をすませると，

陵酬・」…；
　へ

（」＿ヒ，　F＿ヒ）（Jpll，　Kr｝12，　Fヰ［3，　Jri罪〉

　　　　　　　　　165

　　　　（C上）（C下）

　　　　　　　（C，．の

　　　　（C中）（C下〉

　　　　　　　（C中〉

　　　　　　　（C．下）．

　　　　　　　（C中〉

　　　　　　　（C下〉

　　　　　　　（C下〉

　　　　　　　（C中〉

　　　　　　　（C中〉

　　　　　　　（C上〉

　　　　　　（C下2）・

　　　　　　　（C中〉

　　　　　　　（C下〉

　　　　　　　（C下〉

　　　　（」一ヒ）（J中〉

　　　　（F中）（K下）．

　（K中，」中）（J下〉

　　　　　　　（1〈’F＞

　　　　　　　（F下〉

　　　　　　（J下2＞

　　　　　　　（」中）．

　　　　（F下，K下）

　　　　（F下，K下）

（K下3，J下）
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「脚副・」…

「錘のチ草」や～

母・顔三つめて・

母は学校のころに習った歌だといって，

あわただしく大空を飛び去っていった。

駄いす紹出してすi。　i」｝，

　　　　　1業
潮閣祉から帰ってくる父を待つのだった。

小さい庭のすみに，

なみ髄準な睡～

美しい声でなんべんもうtって，

あたりは酪：かで，

おねえちゃんっ子供だから，

賀ま三にカ～停留所i．こ着：くと，

就・とも1塞・がはやいか，

かけられて助かった。

荷物を持1つた人に向って，

融細・た・鴨

醗を釧・たおばさんが・

〈IV）　かたかなを

　　「トソ，　トソ　トソ。」

男・子のセソ4i　一一にわたしていく。

〈V）　其の他を

　　　　　　（K上）

　　　　　　（」下）

　　　　　　（K：下）

　　（F下2，1く：下）

　　　（J＿ヒ）（」下）

　　　　　　（F一ド）

（」上）（J下，F下）

　　　　　　（F．．ド）

　　　（K上）（Fr．い）

　　　　　　（」下）

　　　　　　（F下）

以上　5年

　　（C中）

　　（C中）

　　（C．一ド）

　　（G下）
　　．

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

以上　6年

　　（G’F）

以上　2年

　　（C下）

以上　5年



　　大きいのと小さしのと■

　　t．ttt．．t．　］
　　ミ乏哩さ会が　　女台まりまし．た。

　　学芸会が　姶まりましたe

　　という｛糖鐸・就た・

　　だんだん　．お客さんが　集まって，

　　と，お嬢：さんが　ほめました。，

　　のきばで鳴．｝…）．遇いるすずめの声がT

　　ま円くんの顔を剣るなり，

　　なかなか塁9にくい・

　　と‘ちlli．，うで取っては逆｝こせめて裏るこ．

　　あわただしく大窒’を飛び去っていった。

　　帆さい庭のすみに

　　・・だを歴・面一

　　父を待つのだった。

　　話して行かれたことと幽います。

　　繭から知っていた人のように，

　　わたくしのとなりの席を見つけて，

　　さきにこしかけて喜んでいた入が，

　　なかよく話して石’かれたことと思いますし

（b）　単語の中聞の丈字を

　　かい揮おけを　たたきました。

　　かいばおけを　たたきました。

　　いちろうさんと，うしを　見に　いきました。

　　　　　　　　　　167’

　　　　　　　（D．．ド2）

　　　　　　　　（li書．今．

　　　　　　　　（1中〉

　　　　（K中）（K：下2）．

　　　　　　　　（1〈中）・

　　　　　（　1　；’1－s）（K　”F）・

　　　　　以一一i．：　3館

　　　　　　　（G下2＞

　　　　（G中）（G』．ド2）

　　　　　以上　4年

　　　　　　　　（　C　r．1’i　）．

　　　　　　　　（C下）・

（F中2，J中2）（F下〉

　　　　　（K：下，」下）．

　　　　　（K下，F下〉

　　　　　　　　（J上〉

以上　5年

　　（G下〉

　　（G下〉

　　（C中〉

　　（C中〉

　　（C下〉

以上　6年

（C中）（E下〉

（E　r｛ii）（E下）

　　　（E’下〉



368

いちろうさんと，うしを　見に　いきました。

むぎわらぼうしを　持って　きました。

・き・ミレ・お・嚇・も一

　　　　　　　　　　　　E
みんなでたまをかさね／．ま．した・

にご・こし嗣・・セ・・てき・した。

まくらもとの火ぼちにかけた。

・…ん噸・剰・畝

　　昧：方はひとり残らずたおされてしまった。

　　濁ににじ茸せるくせがあった。

　　愚からおそ1？つた・

〈c）　単語の終りの文字を

　　　　　　　　　　　　
　　凝鑓すう・列

　　1はいった，ほいった。」

　　「・く肛こら副

　　「わっし．陛ヤ㌧わっしょい。ゴ

　　じょうずに　でき数勢のも　あります。

　　一ばん　始めに　ゆきこさんが，

　　つぎに，みちおくんが　友だちと，

　　蜘潟・・脈・・ま｛・た・

歌・読みまLto　1
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　　　　　　　　　　　1学鍛が始まりまし些州

会獅い・翻・な州頃．1

　　　　　　　　1
たくさん勘二才・

　　　　　　　　ミ
た：くさん　ありま1す。

iまもなくふえがなって，

で抹　これから始めます。

では　これから始めますっ

侃・…　．登・・うが鹸・・輔・

　　　　　　　　　　　　「
みんなでおどるところカYかわセ磁2ね・

たかしくんが立って，はじめのあいさつをしました。

　　　　　　　　　　　ミ
読らからもは銭到がおこ児した・

つぎに　みちおくんが　友だちと，

お医者さんがおいで1．：なって，脈をみたり，

まさおくんはにっこりしてうなずきました。

ふとんをしいてくださいました。
　　　　　　i「＼

気｝鍬輝・え討・

その時，ふすまがすうっとあいて，

後半戦にはいった。

　　　　　　　　　　　　　　1脂は・嚇ゆ濡しただlti

　　　　　　…
道嬬はと列がはやいか

．慨は，かるい気持で歌をうたう時ですら，

家の中の用事をすませると，

　　　　　　　　　　　　　わた佳のお凹い心にし杯・ませた。

　　　　169

　　　（山下）

　　　（1下）

　　　（K下）

　　　（1下）

　　　（K下）

　　　（1下）

　　　（K下）

（1下，K下）

　　　（K下）

　　　（1下）

以．」二　3年

　　（B下）

　　（B下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G上）

　　（G下）

以上　4年

　　（C下）

　　（C中）

　　（C上）

　　（F上）

　　（J上）

　　（F下）



170

　　わたく堕怯えた・

　　目に．｛こじませ70．くせがあったG

（d）前の単語の終9の交字とま）との単語の丈字を

　　足がしっかりしないのでiしさ2・

　　あちらからも　こちらからも，

（e）　単語とその前後の女訓または単誹

　　「おじさん．こうしは。」1と，ききました。

　　　　　　　　　　　　　［こ．ぐζ＝．1．［一＝．

　　き．：とんとして　こちらを　見ました。

　　「たまころがしのようだねG」

　　み・なで襲島蕪禁睡3い・…

　　じょうずに　できないのも　あります。

　　つぎにみちおくんが　友だちと

　　「風・子・雪・。刻

　　おかあさんがに・に岐面し1・・1い。て～

　　まさおくんはにっこりしてう｝なずきました。

　　おかあさんは諒さおくん噸塑渥亙黛，

　　たかしくんが　立って，はじめの

　　相手はあわてだした。が，もうおそく，

　　中の休みに，作戦をねった。
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わたくしをひざの．ヒにのせた。

わたく．堕ひざの上にのせた・

歌をうたう時ですら，

槻・木が；醍・・卜…

員ににじませるくせがあった。

母からおそわった。

青山の夕淳れはすばらしかった。

愚｛．よ学校のころに習った歌だといって。

陛嚇障や
「鷲堕国・

職蕪レ催す・…

嫉醜掻な睡にじませる～
．mt）一一N．．．．．．　a

隠然が詩のように美しいことを，

　　　子孫から，かけ．てb5。し。司・e
　　　　　　　　　tt、＾凡．．．π＝貫．て　　　　　　　　　i

　　　さっきおしのける竃うにして：販つた席を～

　　　どうしてもかけようとしません。

　　　あなた，どうぞおかけくださいっ

　　　席をゆずろ．うとレました。

　　　あんなにかけたがっていた入が，

　　　あんなにかけたがっていた人が，

i2〕単語をくりかえして読む

　（a）　丈の初めの単語を

　（1）　固有名詞を

　　　まさ・鎚がす・・ましi・・

　　　　171

　　　（F一下）

　　　（F下）

（」中，1く中）

　　　（J．ヒ）

　　　（」下）

　　　（K下）

　　　（」上）

　　　（F中．）

　　　（K上）

（K中，F中）

　　　（F勅

　　　（K下）

　　　（K中）

以一．ヒ　5年

　　（C中2）

　　　（C中）

　　　（G下）

　　　（G中）

　　　（C下）

　　　（G中）

　　　（G上）

以上　6年

（C中）



17P“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以．．ヒ　1年

　．Pうも　うれしそうに～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（C下〉

　みちおくんの　おとうさんが　　　　　　　　　　　　　　　　（1ド〉

　た：かしくんが　立って，　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1〈：下）（1「下〉

随壁一1・・瀞あ・・S一　　　　　　（・．・〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　3年

　まさおくんたちは，「春が　き・た」　　　　　　　　　　　　　　（B下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以．一ヒ　4年

　毒筆1の夕偽れはすばらしかった。　　　　　　　　　　　　　　　（F中〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ払．lr－　5を洋

（ii）　ひらがなではじまる単護を

めだかはすう。日　　　　　　　　　（cの
　tt”．tx，’［’t／　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以一．ヒ　1年

　三2＿』は　きxとんとして，　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H下）

　おやうし』が　じっと　立っています。　　　　　　　　　　　（H下）

　　「おじさを，こうしは・」　　　　　　　　　　　　（H中）

　鑑は，いちろうさんと，～　　　　　　　　　　　　　　　　　（H下）

　　「怒．見てごらん・」　　　　　　　　　（c・…，1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　2年

　楽塑からもこちらからも　　　　　　　　（1上）（K中）

　～できないのも　あります。しかし力いっぱい　　　　　　　　（K下2）

・・さ・あ即す…な…し・うけんめ・一　　（・下）

　ま一る＿1罫ふえがなって，～　　　　　　　（K中）（1下）

　もう．すぐ学芸会が始まります。　　　　　　　　　　　　（1下）

　蚤L至＿＿rS薫1学芸会が　姶まります。　　　　　　　　　　　　　　　（K下）

学芸会をします・撞激測・　’（・pll・2）（K下・，・下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　3年

　璽　これから　始めます。　　　　　　　　　　　　　　（B下，C下）
V’vL．一



～できないのも　あります。しかし力いっぱい

もう　すぐ単芸会が始まります。

つぎに　みちおくんが　衣だちと，
ご寡二く

おかあさんのあたたかいことばに，
x．tt“umpmbt／X

鱒黙・てねて・副・・・…」

ひたいに手をあててみられました。

センターにわたしていく。れんらくのみごとな：こと。

じょうずな道努君まで，たおされてしまった。

もっと元気を出すことだ。」

飛んで来る。型至葵重うちに，

・ざ・一lt　｝cのせた・禦慈圖・駄

わたくしをひざの上にのせた。

わたくしは母にだかれたまま，

拠がわた小で一

かけられま！・た・ふた・はき…

1・しをかけ・・ました・わ・・・・…醜

　そう言ってから荷物を持った入に向って，

　　ドおねえちゃん，子供だから～

tttWt－El．，・・．があ・てトいへんで・・うか・・」

（iii）　漢字ではじまる単．語：を

金碧・・ぽ・櫛州・た・

　　「風の　子，嚢の　子」

　　　　173

　　　（B下）

　　　（B下）

　　　（C下）

　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（G下）

以上　4年

　　　（C中）

　　　（C上）

　　　（C下）

　　　（C中）

　　　（K中）

（F中）（F下）

　　　（K下）

（F下，∫下）

以上　5年

　　（C中）

　　（G下）

（G下2）

　　（G下）

　　（C中）

以上　6年

　　（1（中）

以上　3年

　　（B申）



174

蕊日ほど前のことです。

随・・う・…，

艘へわたすボールを，

畷・嚇・りぎつ剥械・きた。

強い勢いのボールが～

空気はすみ，あたりは静かで，

／」｝．さ．悟庭のすみに，もみじの木が～

母は，家の中の用事をすませると，

母は学校のころに習った～

母の白い手がうすやみの中にういて，

母は，自然が詩のように美しいことを，

母は，かるい気持・で～

灘わの鳥瓜

（iv）かたかな

　　「一三…　賑ト

　　「2〕秘画・・司・，

～を音
とdソ…　ユシ．　

　ソ
　
ユ
．

シ
．
「

）y～へ、㍉ひ　
．
、

　　強・勢いのボー・・が「ζ到．舷，ビ。ウ・．」・

（b）　交の中間の単語を

（1）　ひらがなではじまる単譜を

　　いちろうさんと，．ラ．レを　見に　いきました。

　　こうしは　きょとんとして，

　　（G下）

以上　4年

　　（C中）

　　（C中）

　　（C中）

　　（C下）

　（J上2）

　　（K下）

　　（」中）

　　（K下）

　　（K下）

　　（K下）

　　（」中）

　　（K下）

以上　5年

　　（H下）

　　（0中）

以上　2年

　　（G中）

以上　4年

　　（C下）

以k　5年

（H下）

（H中）



ねえさんが，まゆげや

樹蜂下階つけかえると・

ねえさんが　ゆきを

あちらからも　こちらからも，はくしゅ

「みんなで　おどる　ところが

～「瀞　　　いう壁をしました・

お話，歌，おど　り，げき，～
　　　　　s．’vX．　1　一’ts

～おとうさんが，おいでになりました。

おかあさんも　塾ヤ・でに　なり叢した。

おもしろい　．“．o．が，たくさん

～，まだ　　　　　　できないのも～

まも　なく　ふえが　なって～

たかしくんが　立って，はじめの　あいさつを～

あちらからも　こちらからも，はくしゅが～

～いっしょうけんめい　練習を　．レ奪レ匿が，

みんな　いっしょうけんめい　練習を　しましたが，

み・・で贈・・うがi

rわた・…9・・o働・す・遊出・勲一

だんだん　お客さんが　集まって，

じょうずに　できないのも　あります。

み砥でおど…　ろ小勉滋・・。

「赫駿」レ・う

　　　　　　｝・を一

　　　　　睡て，・ろh・・しました．

　　　　　　　　　　　　　1齢・・れた・

　　　　　　　　　1酬・・ね・」

き司・

　　　1

　　　　　　　　　　・咽す・

1　t；　．Nうず・

（K中）（K下2，1下）

（」上）（1〈中）（1〈下）

　　　　　17r」

　以上　2年

　　　（C中）

　　　（C中）

　　（D下2）

　　　（1（下2）

　　　（K上）

　　　　（K：中）

　　　（K：下4）

　　　　（K下）

　　　（K下2）

　　　（K下2）

　　　　（K：中）

　　　　（K下）

　　　　（K下）

　　　　（K上）

　（K中）（K下）

　　　　（K：下）

　（K上）（K中）

（工中）（1下2）

　　　　（K下）

　以上　3年

　　　　（B下）



176

「春がき司・亘げきをしれた・

はじめの　あいさつを　しました。

その　ほか　おもしろいものが，たくさんありま

たかしくんが　立って，は．pめの　あいさつを

・ち・からも堅換1が・こ・・した・

「みんなで　おどる　ところが　かわいいね。」

「櫛き・・車・う瞳をしました・

とあわてて，ふとんをしいてくださいました（，

まさをくんは，ひとつ大き’く息をしました。

まさおくんはか訟りからさめました。

明るい冬の日がさして，のきばで鳴いている～

その時，ふすまが　すうっと　あいて，

おかあさんのあたたかいこと顧こ，～

「ああ，かぜだよ。～」

まさ…匙・刺弾きました・

…く・・球磨・て1一

・1醜こしか・下・ねらうので，

櫛・・嚇ゆう勝…　・・　1一）“　i　leb・て・

昧茄蝕2、・た・1・

後半戦の始まるふえが鳴った。

西紐は，こんどこそはと，

醐・昧方・璽つぎ・ト・・来た・

こしから下をねらうので，

～や「ほたるの光」を，～
　　　N．StSt“n

1す・

しました。

　　　以上

　　（C中）（C下3）

　　　　　（C中）

　　　　　（C下）

　　　　　（C下）

　　　　　（C中）

　　　　　（C中）

　　　　　（C下）

（．｝中）（K下，F下）

　（C下）

　（B下）

　（B下）

　（C下）

　（C下）

　（B申）

　（C中）

　（G申）

　（G下）

（G中3）

　（G下）

　（G下）

　（G中）

　（G中）

　（G下）

　（G下）

　4年



Nきき｛bかなすまいであったe

空気はすみ，南た？は静かで，

母の白い手がうすやみの中にういて，

小さい庭のすみに，もみじの木が～

母は学校のころに習った歌だといって，

空気はすみ，あたりは静かで，

・れがわ・嘱で鞭と・う・とも

自然は色を、かえ，形をかえていった。

私ね昼レ・おさな・心・しi

・・べんもう・’・・t・，わた・引に撫・・

一， ｹ鮮織i・・
i鳥で・…う三昼母か・一

当をう・涛・す・・嫌・大・・i・・一

自然が詩のように美しいことを，

睡・じませ璽が・・た・

わたくしをひざの上にのせたQ
　　　　　．．Xtwtt

・れ堕熈睡・・・…とも・

～，ささやかなすまいであったe

わたくしのおさない心にしみこませた。

・塵断絶でき…もあ。）・す・

美しい声でなんべんもうたって，

わたくしのとなりにも，ひとりはかけられるぐらい～

わた…にレ・かけ…した・

一帯れる伽・・レ…ました・

・　177　　　　　　（J下，K下）

　　　（K中，J中）（K下）

（K上）（F中）（F下，1く：下）

　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　（K．．ド，F下）

　　　　　　（J下，F下）

　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　（KF，　F’下）

　　　　　（K・ヤ2）（F．「ド）

　　　　　　（K上，F上）

　　　　　　　　　（J下）

　　　　　（」中2，F中）
　　　　　　（K：下，F下）

　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　（K上）（F中）

　　　　　　（K：中）（F下）

　　　　　　（K中）（J下）

　　　　　（F下2，」下）

　　　　　　　　　（F中）

　　　　　　　　（K：中）

　　　　　　　　（J下）

　　　　　　以上　5年

　　　　　　（G上）（C中）
　　　　　（C下2，G一ド）

　　　　　　　　（C上）

　　　　　　　　　（G下）
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一か伽・ぐ・唖レ…・・…

わたくしのとなりに．も，

i　と，さっきおしのけるようにして取った席を，
～，わたくしのとなりの席を見つけて，

前から知っていた人のように＝，なかよく話し合って～

たいへんおもしろいと思いました。

乗るがはやいか，わたくしのとなりの席を～

たいへんでしょうから，

どうしてもかけようとしません。

「いいえ，たいした荷物ではございません。」
　　　　　一vVwvv一．r．

ひざの上にむりやりに取って，

と，さも不思議そうに～

～，たいへんおもしろいと思いましたQ

一聯が・・て陰謡一…う・…」

～，あんなにかけたがっていた人が，

（ii）　漢字ではじまる単譜を

　ふえがなって，学華会が　始まりました。

　　「風の子，雪の子」

随豊をしました・

旧識網・・げき一

み・…が鰻・i
　たかしくんは，元気な　声で　いいましたQ

　　「わたしは　春の　使いです。」

明るい冬の日がさして，

　　（G下）

　　（G下）

　　（C申）

　　（C中）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　（G下2）

　（G下2）

以上　6年

　　　（K下）

　　　（1下）

（K上）（K中）

　　　（K下）

　　　（K下）

　　　（K下）

　　　（K下）

以上　3年

　　（G下2）



まくらもとの火醸ちにか吟た陽

1一■Hlaど前のことです。

　　　　訟
ひたいに手をあててみられました。

まさおくんは，ひとつ大きく息をしました。

ゆ鯉をしました・

1　と　いう，．歌を　読みました。
　　　　　　．　　　　　　　　t

一ばん　始めに　ゆき’こさんが7～

～・
p六娩滋人た・・た

亘百組は六年目，祭校が～

見分けもつかないうちに，聾括糸写りのふえは～

ぼくは外野にまわった。

「フレー，フレー」と斑をからしてさけんでいる。

・・わ・好がぐ・1・・せめてく・．

醜六年・，嫌が二・ト

せめられた時，一方にかたまってはいけない。

強…眼騨一・1

講べると，三下八。

…馴・とがで軌

道窮はyvzT“
D．tt．　iがはやいか～

青山の家は，～

かるい気持で：歌をうたう時ですら，

～習った轍だといって，

小さい庭のすみに～

媒れ嘆…刺

　　　　　　　　　　179

　　　　　　　　　（G中）

　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　　（G申）

　　　　　　　　　（G上）

　　　　　　　　　（B下）

　　　　　　　　　（B下）

　　　　　　　　　（B下）

　　　　　　以上　4年

　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　（c下）

　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　　（C中）

　　　　　（C上）（C中2）

　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　（　C　F｛’：　）

　　　　　　　　　（C中）

　　　　　（C中）（C下3）

　　　　　　（」上）（F下）

　　　　　　（F中）（F下）

　　（F中）（F下2，」下）

　　　　　　　　　（」上）

（J中）（」下，F下，　K下）



i80

美しい歌声を蛸し・ていた。

一「繋れトや

偉は，家の中の用事をすませると，

～　　家の申の用事をすませると，
　　　　　“一

～　　家の中の用事をすませると，

歌だといって，「庭の千草」や
　　　　　　　ニミ
「庭の千草」や～

母・だかれたま蜷・劇・見つめ・・

そして劃・子は・

母：は，自然が詩のように美しいことを，

母；は，自然が詩のように

　　　　　　N，．

融・噛しiみ・ませ・・

数わの鳥があわただしく～
　　　＝一：／一

かるい気持で歌をうたう時ですら，
　　　　　　障

・…木・繁…iい・・

～．ﾌをうたう時ですら，

・・だ導き角鋼・じませ・・せがあ・た・

な雄整到目ににじませる～

あわただし熔寧飛び去・ていった・

色・か姥を嫉…司

帰ってくる父を待つのだったQ

帰ってくる父を待つのだった。

母の白い手がうすやみの中にういて，

あたりは静かで，ごっこくと～

　　　　　　　　　（k上）

　　　（F中）（K下，J下）

　　　　　　　　　（」上）

　　　　　　（K上）（J下）

　　　　　　（」上）（F下）

　　　　　　　　　（K下）

（J上）（K中）（F下，J下）

　　　　　　（K上）（F下）

　　　　　　（K下，F下）

　（F下2，J下2，　K下）

　　　　　　　　　（J下）

　　　　　　　　　（F上）

　　　　　　　　　（J下）

　　　　　　　　　（J下）

　　　　　　　　　（F上）

　　　（K上）（F申）（K下）

　　　　　　　　　（K下）

　　　　　（」上）（K中2）

　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　（J下）（F下）

　　　　　　　　　（J下）

　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　　〈K下）

　　　　　　　　　（F中）

　　　　　　以上　5年



　　電∫紅の「争でめことでtL。

　　それからふたりは・韓から知っていた人のよう｝z　）

　　ふたIJ）の女の人が乗りこんで来ました。

　　その電車はわりにすいていて，

　　「おねえちゃん，子供だから，～

　　わたくしは，初めあんなに席をとi）あった～

　　ゆず・創う・う…た・が一

　　ふた・副勲が綿・か・

　　席を蝦られてしまいました。

　　賃重王紅力竃信二留所に二着：くと，

（c）文の終りの単語を

九対呑・！

（d）助詞を

（i）「が」を

　　おとうさんが　おいでに　なりましたQ

　　みち・・鋳凝ち・’i

（ii）「は」を

　　めだ閉すう・・i

　　まさおくんは　ねむりから　さめました。

　　「まあ，よくねむったこと。気分嫡どう。」

（iii）「に」を

　母の白い手がうすやみの中に1ういて，

　　　　181

（G中，C中）

　　　（C下）

　　　（C中）

（C下，G下）

　　　（G下）

　　　（C下）

　　　（G下）

（G下，C下）

　　　（C中）

　　　（C下）

以上　6年

　（C下2）

以．．ヒ　5年

　　（」下）

　（1下2）

以．lr．3年

（A下，F下）

以上　1年

　　　（G上）

　　　（G下）

以上　2年

（J上）



i82

わた・・雄藩・た・

（iv）「の」を

　じょうずに　できないのも　あります。

　ずっとねているのです。

　電車の中でのことです。

（v）「を」を

　　　　　たまを　ころがしました。

（iv）「と」を

　　　　　　　　　　　　　と，ゆきこさんが

　　　　　　　　　　　と　すみこさんが

　　「これを　かぶせたら　　　　　　と　いって，

　　「みんなで　おどる

（vii）「も」を

　　　　　　　　　　できないのも　ありますQ

（viii）　「でjを

　歪は　これから　始めます。
　xu．

　至は　これから　始めます。

　かるい気持で歌をうたう時ですら，
　　　　　　　　　　　　　取

・剥

「はいぬはい・則

圖・・にげ副

　　　　　　　　　　いい列

　　　　　　　　　・・うが1かわ圃・・膳・客・・が一（・下）

網・・うず｝z：

　　　（F上）（F下）

　　　以上　5年

　　　　　（C中）

　　　　　（G中）

　　　以上　4年

　　　　　（G下）

　　　以上　6年

　　　　　（D上）

　　　以上　3年

　　　　　（A上）

　　　　（A上2）

　　　以上　1年

　　　　　（D下）

　　　以上　3年

　　　　　（K：中）

　　　以上　3年

　　　　　（K：下）

　　　以上　3年

　　　　　（C下）

　　　以上　4年

（K上）（」下，1〈下）

　　　以上　5年



　　　薗語の時間である。

　　　　　　　院＝

　（ix）　その他の助詞を

　　　一ばん　始めに　ゆき・こさんが，

　　　・か…が・・にこし副・・…てきました・

　　　　　　　　　　　　　　ゆう凱た雄1あ・て，

　　　かるい気持で歌をうたう時ですら，

　　　；わたくしが電車からおりる時には，

（3）丈節や句をくりかえして読む

　　　・だか・すう・喉墜然・

　　　「はいった，三藁雪年。」

　　　「はいった，はいったQ」

　　　「にげた，に‘ずた。」

　　　「はいった，はいった司

　　　「おじさん，こうしは。」

　　　禦嘉璽う・・司

　　　鐸≦嫁，いちろうさんと，

　　　・う…おやう・喉繋・…そう・

　　　「いた，いたQ」

　　　「いた，いたQ」

　　　口を　うごかして　います。
　　　　　　　　　　　㌔’．〆．／／げ

　　　足が…か・しないので燥う・

　　　　is3

　　（G下）

以上　6年

　　（1下）

　　（G下）

以上　4年

　　（C下）

　　（F上）

以」二　54鼻

　　（C上）

以上　6年

　　（C中）

（F下，C下）

（C中）（F下）

（C中2）（F下）

　　　（E上）（H下）

　　　（C中）（C下）

（H中）（H下，E下）

　　　　　（H下）

　　　（A下）

以上　1年

（E上）（H：中）

　　　（E下）

　　　（H中）

　　　（H下）
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足が，しっかり

足が，しっかり　しないので

足が，しっかり　しないので

黙襲i・・う・

しょりQ

1・・う・

．レ杢も　うれしそうに～

瞥うしさN．も、いいましたQ

ね…が勲墜i・を

まさおさんが　いいました。

わらったように　なったり　しました。

まさおくんが　かぶせました。
　　　　　　　k－vv－」一．　LN．．’L”．

…ろ・も・…，　k・さん勲険1・

たかしく（uが　立って，はじめの

「わたしは　春の　使いです。」

穐で…　擁酬・嚇・・・…

槻で・・…　ろ・曝婆婆・

一練翫と契曇酬

陛・幽・おか…も
、勉池』二を並三立って，

t．t’twtLN’．A“．

｝難か逃・ち・か・も

「わた・は春・働です・」i焦、臨歌・一

みちおくんの　おとうさんが　おいでに　なりました。

もゑ＿す憾＝＿学葺金墾始まります。

まさ1お．丈を．に　ねむりから　さめました。

懇楽鯉・・…司・ずきまし・・

　（E上）（H下）

　　　　（H下）

　　　　（H中）

　以上　2年

　　　　（C下）

　　　　（D下）

　（D上）（C中）

　　　　（D中）

　　　　（D中）

　　　　（D下）

（1下，K下3）

　　　　（K：中）

　　　　（1下）

　　　　（1下）

　　　　（K：上）

　　　　（K下）

　以上　3年

　　　　（B下）

　　　　（C中）

　　　　（C下）

　　　　（B下）

　　　　（C中）

　　　　（C下）

　　　　（G上）

　　　　（G下）



まくらもとの火ばちにかけた，

の．ど．を晃たりしていられましたが，

まさ・・岨膿！鯉導嫉気が

1　（V｝　〈Q　mp！．？．　．〈．？　；A　U“　in　ts　1　L．

　とちゅうで取っては逆にせめて来る。

かたまってはいけない。」．・Vcうい’2．　izてみると，

わたくしをひざの上にのせた。

婆≦単ささ・i・・

わたくしは母にだかれたまま，

盆，怒主魎遡。胤1み・ま鞭。

嫉竺撤睡・じ・せ・くせ・賜た．

無堕麺；熱劉…
わたくしをひざの．．ヒにのせた。

空気はすみ，あたりは静かで，ごっこくと

うすやみの中にういて，

母は，かるい気持で歌をうたう時ですら，

～や「ほたるの光」を，

あた興ま静かで，ごっこくと～

・れ・蹴・i鳥で・…う鮭．も，愚か・一

・れが・・た・1髄…丞とも，

母の白い手がうすやみの中に至．込∫て，

目ににじませるくせがあった。

・…木が貯砂卜…

美しい声でなんべんもうたって，

　　　　185

　　（G申）

　　（G下）

　　（G下）

以上　4年

　　（C中）

　　（C中）

　　（C中）

　　（1　．1：）

　　（∫．．ヒ）

　　（J上）

　　（」下）

　　（K下）

　　（K下）

　　（F下）

（」上）（K：下，F下）

（F中）（J下）

（1（下）

（J中）

（J中）

（K下）

（」下）

（K下）

（K中，F中）（K下2）

（F下）

σ上）



186

母からおそわった。

わた・・をささ・国

青幽の夕暮れは劃ぎ．ち亙迦つたP

　　ひとりごとをいっています。　わたくしは，

　　騨・わ・・す・・・・・・・…は｝・し・一

　　「お気をつけてね，さようなら。」

　　rいいんですよ，ありがとうa」

　　子供だから，塗けていらっしやい

　　一物が蕪姦レ・い・でいう…

　　・…かけ・れるぐら噂腔・ました・

　　荷物を持ってい㊧ために少し～

　　～顔をして，こしかけた人を見ています。

　　ひとりは塗」り二られゑぐらいあいていました。

　　あんなにかけたがっていた人が，

　　さっきおしのけるようにして翠つた席を，

　　声をそろえて送ってくださいました。

（b）　漢字ではじまる文節や句を

　　簗・・か・しない・で｝

　　足がしゑ捜しないの司
　　t．　．．．tt　t．tt．N　tt．tt　L．N．t．．　1

　　「ねえさん，ゆきだるまを　作ろう。」

　　「わたしは　春ρ　使いです。」

　　み・お・・が曇烈

　　もう　すぐ　学芸会が始まります。

ir・・さん一

　　　（F下）

　　　（J上）

　　　σ下）

以上　5年

　　　（G上）

（G下，C下）

　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（G上）

　　　（C中）

　　　（G下）

　　　（C下）

　　　（G中）

　　　（C中）

　　　（G下）

以上　6年

　　（E下）

　　（E申）

以上　2年

　　（D下）

　（K下2）

　　（K：中）

　　（K下）



｝　という，歌を　読みました。
　　　　　ヒ　　　　　　　　　

　　　　　…一

「即子・動子」i

廊子，雲・刈
「わたしは　襟の　使いです。」

三日ほど前のことです。

ひたいに手をあててみられました。

脈をみたり・i墾讐〔計っ1たり，

・・う・1・勲熱条蟹が・して，

・耀刻返・て親

ごしから下をねらうので，なかなか取りにくい。

外野へわたすボールを，

「ワァヅ1という］”fが聞こ二えた。

酉三聖なかなかじょうずである。

人数を調べると，九対八。

前半終りのふえは鳴った。

・獅の塾・す幽してすわり・

青山の家は，

母は，家の申の用事をすませると，

中の休みに，作戦をねった。

夕暮れの庭ICいすを陣してすわり，

鐙気層すみ，あたりは静かで，

母の白い手がうすやみの申にういて，

母の白い手がうすやみの申にういて，

「庭の千草」や

　　　　　187

　　　（K中）

以上　3年

　　　（C中）

（B中）（C中）

（C中）（C下）

　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（G下）

以一．ヒ　4年

　　（C中）

　　（C中）

（C上）（C中）

（C中）

‘C下）

（C下）

（C上）

　　　（K上）（K下）

　　　（Frの（F下）

　　　　　　（」上）

　　　（C中）（C下）

（」申）（K下，F下）

　　　　　　（J上）

　　　　　　（F下）

　　　　　　（F下）

　　　　　　（K下）



188

わたくしは母にだかれたまま，

母は，自然が詩のように美しいことを，

一環からおそわった
X．．ptA．一s

微わの鳥があわただしく大空を

数．わの烏があわただしく大空を

睡・じませ・・せがあ・・t」e

あわただしく大空を飛び去っていった。

新聞社から帰ってくる父を待つのだった。

ごっこくと．自然は色をかえ，

ごっこくと自嶽ミは色をか％，

お・な喰刺み・ま熱

歌をうたう時ですら，

漣塾匡」や

　　　　　1
「控晴れ匹」や

今度こそはと，蚕下をつくした。

かるい気持で歌をうたう時ですら，
　　　　　　一一．．へ■一v一一N．．tV一．一

かるい気持で歌をうたう時ですら，

学狡のころに習った歌だといって．
　　　　　　　　　蚕
学校のころに習った歌だといって，

　　　　　　　　　WA．
学校のころに墨2塑麩距とい？一エ，

学校のころに潔1っ塵i歌だといって，

美しい歌声を聞いていた。

目｝こにじ：ませるくせがあった。

搬気はすみ，あたEJ｝は静かで，

美しい獣声一を1暴いていた。

N’の白い手が5すやみの中にうU・・’Cr

　　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　　　（K中）

　　　　　　　　　　（J上）

　　　　　　　（K中）（F下）

　　　　　　　（K中）（F下）

　　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　　　（K上）

　　　　　　　　　　（K：下）

　　　　　　　（∫上，K上）

　　　　　　　　　　（J上）

　　　　　　（」下2，K下）

　　　　　　（K中）（K下3）

　　　（F中）（K下2，F下）

　　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　　（」下）

　　　　（J上）（K：中）（K下）

　　　　（」上）（F中）（J下）

　　　　　　　　　　（F中）

　　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　　　（K：中）

　　　　　　　　　　（J下）

　　　　　　　　　　（K：下）

（K中）（K下；F下2，J下）

　　　　　　　　　　（F中）

　　　　　　　　　　（」上）



　　夕獅嘱・・す司μ賑すわ・，

母・劇・馳靱，

　　き匿）ラ．，＿鍵専⑳笹でのことです。

　　きのう，電車の中でのことです。

　　きのう，電車の中でのことです。

　　電車の中でのことです。

　　電車の肇でのことです。

　　ふたりの女の人が～

　　「おねえちゃん，モ愛嬢から，

　　「おばさ猷どうぞ」と荷物を整陰た人lc～

　　乗るがはやいカ㍉

　　まあ，話してごらん。

　　なかよく話して行かれたことと恩います○

　　こしかけた入を見ています。

（C）　かたかなではじまる文節や旬を

　　「トソ，トソ　トソ。」

　　　うまくあたって，ボールはは
　　　　　　　　　　　s．．vt．．H．．．．．VS

〔（4）同じ行をくりかえて読む〕

　〔（a）　行の初めの部分を〕

　〔（b）行の終りまでを〕

陣・て靴
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　　　（J下）

（F中）（F下）

以上　5年

　　（C中）

　　（C申）

　　（C中）

　　（G下）

　　（G下）

　　（C上）

　　（G下）

　　（G下）

　　（C下）

　　（G下）

　（C中2）

　　（G中）

以上　6年

　　（E下2）

以k　2年

（C中）（C下）

以上　5年



エ90

7．ひろい読みをする藷例

　ひろい読みをする

　　（1）　固有名詞

　　　（a）人名を

　　　（b）地名を

（2）交字で

〔3）単語で

（4）丈節で

456

49

　ひろい読みの事例につい

て，学年別に1人当りの読

みあやまりの平均数を出し

てみると，第19図のように

なる。

　（1）固有名詞を

　　（a）人名を

28e

89

25

　　　第19図　ひろい読みをする
　　（学年別，1人当りの読みあやまりの平均数）
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一1

δ1

1．8

2玉 3t

㎜
琴

二
鐸

＝
晦
蝶

四
年

「…弧・・…」！い触・さんが・・…ト

韓・んが・・ましト・

ゆき・さんがい・・し1・・

・き・さんが・・刈・・

ゆき・さ・がい・刈・・

五
鴇

六
毎

　　（A下2）

　　　（A下）

　　　（C上）

（F下，A下）

　　（F下2）



「・げ…げ副・・す・・さ・がト帰し・・

すみ・さ・がト…した・

す・…が1…した．

すみ・さんがi怖まし・・

すみ・さん・市・・ました・

「に胱にげ副・廃聾盈・が｝

・さ…がすく・まし1・・

・さ…がす・・刈・・

まさ…がす・・ま司・・

まさお・ん・すく・・まし匿

まさお・んがす・・刈・・

まさお・・がす…しi・・

み・お・・秘す・・れた・

伽・んが巨・・ました・

ぼくは，いちろうさんと，うしを　見に　いきました。

　　　　いちろうさんと，

　　　　いちろうさんと，

よし・・礁1魁・…う・は・」

たかしくんは，元気な　声で　いいました。

たかしくんが立って，はじめの　あいさつを　しましたQ

　　　　191

　　　（A中）

　　（A下2）

（F中）（A下）

　　（A下2）

　　　（F下）

　　　（F下）

　　　（A上）

　　　（A上）

　　　（A中）

　　　（F下）

　　　（A下）

　　（F下2）

　　　（C上）

　　　（C上）

以上　1年

　　　（E下）

　　　（E下）

　　　（H下）

　　　（E下）

以上　2年

　　　（K下）

　　　（K下）
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　　みちおくんの　おとうさんが，おいでに　なりました。　　　　　　　（K下）

　　み磐恥くんの　おとうさんが　　　　　　　　　　　　　　　　　（K下）

　　つぎに，みちおくんが　友だちと　　　　　　　　　　　　　　　　（K上）

　　つぎに，みちおくんが　友だちと　　　　　　　　　　　　　　　　（K下）

　　ゆき三・｝・・おか…も・いで1・・：・・ました・（・・）（・下，K下）

　　ゆき・司⑫おかあ・ん・　　　　　　（K下）

　　始めに　ゆきこさんが，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K下）

　　まさおさんが　いいました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（D下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　3年

　　始めに　ゆき・こさんが，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（B下）

　　盛手お・硫鵬嚇き列…う　　　　（・下）

　　たか』くんは　元気な　声で　いいました。　　　　　　　　　（B下2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　荏年

　　じょうずな連鐙君まで，たおされてしまった。　　　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　5年
　（b）地名を

　　青些の夕暮れはすばらしかった。　　　　　　　　　　　　　　　　（K下）

　　壷：aLq）夕暮れはすばらしかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　5年

（2〕交享で

　　め勲・すくい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F中）

　　麺・すくい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F下2）

　　噸かすくい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F下）

　　め＠ゴくい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F下）

　　めだ称すう・・　kcet’ました．　　　　　（F下）



rはいった，はいったQ」

「はいった，はいった。」

・だかはすう・・レ曝・た・

　　　　　～　　　　 にげました。

　　　　　～　　　　に．げました。

　　　　　～　　　　 にげました。

めだかはすうっとh。げました。
　　　　　一’　”　　1

み・…が巨s・・しト

　　　　～すく・まし匿

　　　　一す・・ましi・・

　　　　～五臆・iた・

　　　　一す…しト

　　　　一す…し因

　　　　一す・・ましト

　　　　正す・・まし擁

…さんがす・・れト

めだかすくい

めだかすくい

すみこさんが　いいました。

・だかがい・酬は・・まし・・

めだかが…びき1は・・ました・

「にげた，にげた。」

　　　　　　　　lg3

　　　（A下2，A下）

　　　　（A下，F下）

　　　　　（A下2）

　　　　　　（A中）

　　　　　　（F．ード）

　　　　　　（F’下“）

　　　　　　（F下）

　　　　（A中）（A下）

　　　　　　（A下）

　　　　　（F下3）

　　　　　　（F下）

　　　　　　（F下）

　　　　　　（F下）

　　　　　　（F下）

　　　　　　（F下）

　　　　　　（A下）

　　　　　　（A一ヒ）

　　　　（A下，F下）

　　　　　　（F下）

　　　　　　（F下）

　　　　　　（A下）

（A上）（F中）CA下2）
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「にげた，にげた。」

ぼくは　いちろうさんと，

よしこさんが

「おじさん，こうしは。」

「おじさん，こうしは。」

「おじさん，こうしは。」

おじさんが　　　　　トソ

うしを　見に　いきました。

lr…ん，・う・は．」

　　　　　1
　　　　　「トソ，　　トソ。」

「・・鉱・う・副・，きき・した・

　　　　　　　　　　　N

　　　　　　　　　　　N

　　　　～　　たたきましたQ

　　　　～　　たたきました。

　　　　～　　たたきました。

かいばおけを，たたきました。

かいばおけを　たたきました。

かいばおけを　たたきましたQ

「よく　見て　ごらん。」

「よく　見て　ごらん○」

こちらを　見ましたQ

こちらを　見ました。

こちらを　見ましたtJ

こちらを　見ました。

目を　小さく　して，

ききました。

ききました。

　　　（A上）

以上　1年

　　　（E下）

　　　（E下）

　　　（E下）

　　　（E下）

　　（E下2）

　　　（E下）

（H中）（H下）

　　　（E下）

　　　（E下）

　　　（E中）

　　　（E下）

　　　（E下）

　　（E下2）

（H中）（H下）

　　　（E下）

　　　（E下）

　　　（E下）

　　　（E下）

　　　（E下）

　　　（E下）

　　　（E下）

　　　（E下）



臼を　小さく　しで，

足がし・か・堕・ので1いう・

足がし・か・し・・L・で！いう・

こうしは　きkとんとして，

「よく　見て　ごらんoj

・う…麺・・1ち臆

・う・・，・総う・・iちぢを・

おやうしが　うごくと，

おやうしが　じっと　立って　います。

・やう・が2…司・ろげ・う・…ます・

　　～　　　うごくと，～

　　～　　　うごくと，～

口を　うごかして　います。

目を　うごかして　います。

口を　うごかして　います。

口を　うごかして　います。

・やう・・1ちぢを越距・刺・んで・・す・

　　　　　　　～　　おいしそうに

　　　　　　　～　　おいしそうに

　　　　　　　～　　おいしそうに

おやうしが　じっと　立って　います。

口をうごかして　います。

・やう・がう・く引・ろげ・う…ます・

　　　　　195

　　　　（E下）

　　　　（H中）

　　　　（E下）

　　　　（H下）

　（H下，F下）

　　　　（E下）

　（Hド，E下）

（H下，E下4）

　　　　（E下）

　　　　（H下）

　　　（H下2）

　　　（E下2）

　　　　（E下）

　　　　（E下）

　　　　（E下）

　　　　（H下）

　　　（E下2）

　　　　（E下）

　　　　（H下）

　　　　（H下）

　　　　（E下）

　　　　（E下）

　　　　（H下）
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　　　　～　　　　　　ころげそうに

　　　　～　　　　　　ころげそうに

おやう・がう…｝塑・うに・・…す・

　　　　～　　　　 ころげそうIC

　　　　～　　　　ころけそうに

ころげそうに　なります。

ころげそうに　なります。

いちろうさんと，うしを　見に　いきました。

「・じさ…四訓・・

こうしは　き’よとんと　して，こちらを　見ました。

こうしは　き．xとんと　して，こちらを　見ました。

ちぢを・・…そう・・檸で・・す・

まさおさ舳・fo　．g“・｝たまを・うがしました・

母・・がゆき・卜恥・・うがしました．

瞳・・ゆきだる無作・う・」

大き・・Q・小…■た・がふたつ

大品のと小さいのと」

　　　一一　」
大き…　小さ・・曝・i～

「たまころがしのようだねG」

「たまころがしのようだね。」

「たまころがしのようだね。」

・酬・めて・うがしました．
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ゆ副固め・・うがしました・

目を　いろいろに　つけかえると，

・・だ至・はお・・た・・に1・・た・

・きだるまは・三・た・刺・・た・・

「これを　かぶせたら　いいよ。」

「これを　かぶせたら　いいよG」

まさお・んも・剥・認・うがしました・

　　　　～　　ゆきの　たまを　ころがしました。

しろも　うれしそうに．，ゆきの　上を　走って

走・て・鋼す・

た離だ・だ・大き・1・・て・・蝕

たまが　ふたつ　できまし．たQ

・し…がす到も・て・まし・o　c・

「おもしろい，おもしろいQ」

むぎわらぼうしを　持って　きました。

あちらからも

あちらからも　こちらからも

あちらからも　こちらからも

学芸会

まも　なく　ふえが　なって，学芸会が

・・さ・あ修す・

おかあさんも　おいでに　なりました。

おかあさんも　おいでに　なりました。

・き・1す・

・ち・か・も・は・・1・　1が・・I」）まし・・
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まも　なく　ふえが　なつで，

まも　なく　ふえ，が　なって，

まさ・く・腿灯春がき・・‘i・・う

みち・く・が塑外ir風・子・雪・引

ゆきこさ　んの　おかあさんも　おいでに二　なりました。

・蹴ろ…　がた・さ・細到す・

おかあさんも　おいでに　なりました。

蜘・温い・な・ま1・た・

はくレ引が…ました．
　　　　ド

は惜し刺がおこりました・

はじめのあいさつをしました（，

はじめの　あいさつを　しました。

加・ば・Ll・す・

はじめの　あいさつを　しました。

みんな　いっしょうけんめい　練習を　しましたが，

みんな　いっしょうけんめい　練習を

樋・・・…　うが｛かわ・・ね・」

Fみんなで　～

「わたくしたちは，これから　学芸会を　します。

「わたくしたちは，これから　学芸会を　します。

「わたしは　春の　使いです。」

お客さんが　ほめました。

・も・ろ・・CD・・・・・…さ・あ咽す・
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お話，歌，お到り・げき

・話歌釧・・げぎ

槻で星…　うがiかわ…ね・」

みんな　いっしょうけんめい　練習を　しましたが，

・かし加・壁・1・す・

「わたくしたちは，これから　学芸会を　します。

おどり，げき’，そのkか　おもしろいものが

まも　なく　ふえが　なって，学芸会が

扇吻脳・ち・か・い・…レ・…ました・

たかしくんは，元気な　声で　いいました。

まさおくんはねむりからさめました。

ふ主ゑ塗しいてくださいましたρ

「あ，糞襲もありますよ。」

ふとんをしいてくださいました。

ひたいに手をあててみられました。

れんらくのみごとなこと。

　　　　　　　　　　　　　：

　　　　　　　　　　　　ふえてきた。

ボールが飛んで来た。すくいあげるようにすると，

．少しおじけていたようである。

この時，味方は三人になっていた。

ひとりふたりとたおされていく。

数わの鳥が，あわただしく大空を飛び去っていった。

勢いをも・て飛んで来る・到かも，・しから下を

・野・聯・りぎつ網

ム
リ
ー9

ﾌ
め

　
B
　
B

　
（
　
　
（

の
のB
B

（
　

（

　
　

　
　

　
　

　

2
下
下
下

下
B
B
B

B
（
（
（

（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

ラ

下
下
中
下
下
下
下
年
下
中

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　
　

（
　

（

　
　
　
　
　
　
　
上

　
　
　
　
　
　
　
以

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

中
中
下
下
下
下

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（



2’OO

　　　　　　　　　　　　　　卜・教…

わたくゆおさな・心に司み・ませ・・

　　　　～　　あわただしく

　　　　～　　あわただしく

うすやみの中にういて，わたくしをささえた。

　　　　　　　　　　　わたくしをささえた。

なんべんも歌って，わたくし

うすやみの中にういて，わたくしをささえた。

・・こくと燃鞭をかえ，　Mをか区…た・

愚は，かるい気持で歌をうたう時ですら，なみだを

　　　　　～　　　　　うたう時ですら，なみだを

　　　　　～　　　　　うたう時ですら，～

自然が詩のように美しいことを，

自然が詩のように美しいことを，わたくしの

自然が詩のように美しいことを，

やがて涛側祉から帰ってくる父を待つのだった．

やがて新聞社から帰ってくる父を待つのだった。

ごっこくと自判ミは穂をヵ・え

ごっこくと自然は色をかえ，

ごっこくと自然は色をかえ，

聖気はすみ，あたりは静かで，

わたくしは母にだかれたまま，

「夕空嚇ト

r夕空酬・」

「夕空晴れ1・」

　　　（」上）（K下）

　　　　　　（K下）

　　（Fl，｛tl　2）（K下）

　　　　　　（J下）

　　　（K中）（K下）

　　（J上）（K：下2）

（K上）（K中）（K下）

　　　　　　（F下）

　　　　　　（」上）

　　　　　　（J下）

　　　　　　（K下）

　　　　　　（K下）

　　　　　　（K下）

　　　　　　（K下）

　　　　　　（」中）

　　　　　　（K下）

　　　　　　（K上）

　　　　　　（」上）

　　　　　　（」中）

　　　　　　（J中）

　　　（K中）（K下）

　　（J中2）（K下）

　　　　　　（K下）

　　　　　　（K：中）



「夕蜘・ト

わ・…お…心・しトませた・

わたく・の・・な・心・し1み・ませた・

わたく・・麟・心1・ZしF），・ませた・

わたく・・お・な・心・し1み・ませ・・

冷肉の夕暮れはすばらしかった。

青山の夕暮れはすばらしかった。

・青山の夕≡暮れはすばらしかった。

青山の夕暮れはすばらしかった。

母は，家の中の粥事をすませると，

・母の白い手がうすやみの中にういて，

一母の白い手がうすやみの中にういて，

青山の家は，ささやかなすまいであったQ

青山の家は，ささやかなすまいであったQ

母は学校のころに習った歌だといって，

母；は学校のころに習った歌だといって，

も…木が一二・1…

もみLl’・木が一本…卜…

母は，家の中の儒事をすませると，

…歓酬關・じ・せ・・せ・・あ…

・轍大き・睡・じ・せ・・せ・1あ・た・

なみだを大きな圓…じ・せ・・せがあ…

・れ・厭・1鳥であ…う・とも

　　　　　201

　（K上）（K中）

　　　　（K下）

　　　　（J中）

　　　　（K中）

　　　　（K下）

　　　（K下2）

　　　　（K下）

　　　　（F上）

　（王く申）（1く下）

　　　　（K下）

　　　　（F上）

　　　　（K下）

　　　　（K下）

　　　　（K上）

　（F上）（K下）

　　　　（K下）

　　　　（F下）

　　　　（」中）

　　　　（K下）

　　　　（K：中）

　（J中）（F下）

　　　　（J下）

（F中）（K：下2）
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ひとり

あんなにかけたがっていた人が，

あんなにかけたがっていた人が，

こしかけた人を見ています。

こんどは安心してかけられま

こんどは安心してかけられま

ひとりはかけられるぐらいあ

i一物塒・ていたために’

　　　　　　　　　　　　　1・た・

　　　　　　　　　　　　　1・た・

　　　　　　　　　　　　　｝風・ました．

・…かけ・れるぐら・・撫・・ました．

・・りはかけられる伽剛い・hました。

　　少しおそかったので，席を取られました。

　　お蕎物を持ちまし，tう。

　　鵬塑あ・て｝・・へんで・・う…．」

　　ふたりの女の入が乗りこんで来ました。

　　・た・・も1乗・が麹・か，わたく・・

　　なかよく話して行かれたことと思います。

　　　　　　　　　行かれたことと思います。

　　聯を持ちまし・刈・蝕・がら

〔3）単語で

　　・だかがい・酬は・胤た。

　　「・・bた・…　・た・」1・

　　岡儲げ・・」ド

　以上　5年

　　　　（G下）

　　　　（G中）

　　　　（G下）

　　　　（G中）

　（C中）（C下）

　　　（G下2）

　　　　（G下）

　　　　（G下）

　　　　（G下）

　　　　（G上）

　　　　（G下）

　　　　（G下）

　　　　（G下）

　　　　（G下）

　　　　（C下）

　　　　（G下）

　　　　（G下2）

　以上　6年

（F下）（A下3）

　（F下）（A下）

　　　　（F下）



「・げ熔げ・・恥

み・…が巨継』空・

・だかが・埜到…ました・

・だかは並2・k・げました．

すみ・さんが睡蜘は・

すみ・さ・が睡茎曇

うしを　見｝こ　いきましたQ

こうしは　きょとんと　して，

「トソ，　トソ

おやうしが　うごくと，

おやうしが　　　　　　ころげそう｝こ

おじさんが　　　　　　　　トソ。」

「いた，いたQ」

「いた，いた。」

足が，しっかり　しないので　しよう。

足が，しっかり　しないので　しょう。

こうしは，おやうしの

　　　　　　　・刈・・

　　　　　　　　　　　i

　　　　　　う・く・1　　・・ます・

・軌・｝ち穂…そう・1・んで…す・

　　　　　lrFy，　s－y

ねえさんが，まゆげや

わらったように　なったり

　　　f

　　　i

iちぢを，

睡 　いろいろに
しました。

　　　　203

　　（F下2）

　　　（A下）

　　　（F下）

　　　（F下）

　　　（F下）

　　　（A下）

以上　1年

（H下，E下）

　　　（H下）

　　　（E下）

　　　（E下）

　　　（C下）

　　　（E下）

　　　（E下）

　　　（E下）

　　　（H下）

　　　（E下）

　　　（E下）

　　（E下2）

以上　2年

　　　（C中）

　　　（C下）
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・・i・，臆…　かおも・ろV・も・が，

「わたくしたちは，これから　学芸会を　します。

学芸会を　します。お話，歌，

一ばん　姶めに　ゆきこ＄んが7

歌・読・ました・瞬ぎ・み・・・…

もう　すぐ　学芸会が始まります。

これから　学i芸会を　します。

「風の　子，雲の　子j

r風の子，雪の子｝

「樋でおどる轡が1かわい・・ね・ll

げき　その　ほか　おもしろい　ものが，

その　ほか　おもしろい　ものが，

越匡・うず・

練習を　しましたが，

・もしろ・も鰍恩盈・…け・

だんだん　お客さんが集まって，

たかしくんが　立って，はじめの　あいさつを

淑・で・・…　到・勅・・ね・」

みちおくくんが　友だちと，

「轍・・どる・・うが1か・・い・腹

春・働です・」1・叫歌・

羅・・した・・剥・・うず・

しました。

　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　（K下）

　　　　（K中）（K下2）

（1く上）（K：中3）（K下3）

　　　　　　　　（Kr扮

　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　（K：下2）

　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　（K上）

　　　　　　　　（1上）

　　　　　以上　3年

　　　　　　　（B下2）

　　　　　　　　（B上）

　　　　　　　　（B下）



「風の　子，雪の　子」

「風の　子，雪の　子．．9

f’風の　子，雪の　子」

じょうずに　できないのも　あります。

あちらからも　こちらからも，

・筋か・・　s，・…O　1が

では　これこら　始めます。」

み・なでお・・坐・dかわ…ね・

いつものような元気がありません。

静かな朝です。まくらもとの火ばちにかけた，

おかあさんのあたたかいことばに，

陶熱樹ます・・」i・麺工，

灘が悪・わ・野馳・がら・

まさおくんは　ねむりからさめました。

道男君は取る

ごっこくと自然は色をかえ，

ごっこくと自然は色をかえ，

ごっこくと自鄭ミi歌’色をヵ・え，

ごっこくと自然は色をかえ，

ごっこくと自然は色をかえ，

母の白い手がうすや

「蝶れト

iが・やいか醜・人・一

1み・r…ICう・…
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　　（C下）

　　（B中）

　　（B中）

　　（B下）

　　（B下）

　　（B下）

　　（B下）

　　（B下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

以上　4年

　　（C中）

　　（F下）

　　（　F　2：．）

　　（F上）

　　（F下）

　　（F下）

　　（F下）

（K下，」下）



2e6

　　やがて新即祉から帰ってくる父を

　　嫌鮒ばらしか。た。陸塑すみ，

　　母・劇観つ・・遡購献・・・…．

・た・・も胸痴か，

（4）交節で

　　三田粋・州・・胤た・

　　ぼぐは，いちろうさんと，うしを　見に　いきました。

　　こうしは　きょとんと　して，

　　こうしは　きょとんと　して，

　　競猷三互乱・測・，越ました．

　　足が…か・輿璽・｝・・う・

　　と　いって，むぎわらぼうしを　持って　きました。

　　麺塑・聾・ち・からも，・く・・レ・

　　あちらこらも　こちらからも，

　　おとうさんが，おいでに　なりました。

　　おかあさんも　おいでに　なりました。

　　はじめの　あいさつを　しました○

　　「わたしは　春の　使いです。」

　　網・・うず・曾塾野…す．

　　元気な　声で　いいましたQ

　　「樋で概・・州・勅・畑

ク
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のどを見たりしていられましたが，

お医者さんがおいでになって，

「ああ，かぜだよQ」

まさおくんはねむりからさめました。

　　母は学校のころに習った歌だといって，

（5）その他

　　馳が悪亜・」i・

　　「まあ，　よくねむったこと。

　　・たたか・・て鋤馳障雄・」

　　麺埜魅鋤剃・・な…」
　　まさおくんはねむりからさめました。

　　ボールが「ビュゥッ，tf　p．ウッ。」と飛んで来る。

　　わたくしは母＝にだかれたまま，母の顔を

　　帰って来る父を待つのだった。

　　母は単校のころ1・Z習った歌だといって，

　　青山の家は，ささやかなすまいであった。

　　自然が詩のように美しいことを，

　　空気はすみ

　　・れ・墾・た・i鳥であ…う・とも，

　　・れがわた・擁・あ曇・・う・とも，

　　わたくしをひざの上にのせた。

　　・弊かけ・れるぐ・固・…ました・

　　　　207

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

以上　4年

　　（F下）

以上　5年

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

以上　4年

　　（C中）

　　（F＋h）

　　（K下）

　　（F下）

　　（F下）

　　（K下）

　　（K下）

　　（K下）

　　（F上）

　　（J下）

以上　5年

　　（C中）

以上　6年
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8，　読みの休止が不自然な事例

　読みの休止が不自然

　（1）意味を無視して体止する

　　　（a）　単語のなかで

　　　（b）　文簿のなかで

　　　（c）　その他

　　（2）抵抗のある単語の莇で

　　　（a）漢字ではじまる単語の繭で

　　　（b）　隅有名詞の前で

　　　（c）　その他

　　（3）旬読点を無視して休止する

　　　（a）　「とめ」を無視して

i（b）「くぎり」旗視して

1005

521

305

179

　読みの休止が不自然な事

例について，学年別に1人

当りの；事例の平均数を出し

てみると，第20図のように

なる，

ユ
～
9

6

5一

a

3

2

1

第20図

2．6

読みの休止が不自然である
　　（学年別，1人当りの事例の∫に均数）

4，3i

3．8
ag

47

5．1

鱒 奪
＝ 四

奪
五
騨

六．

N



（め　童味を無視して休止する

　（a）　単語1のなかで

　　めだかすくい
　　　　　　1

　　めだかすくい
　　　　　i

　　めだかすくい
　　　　1

　　めだかが　いっぴき　はいりました。
　　　　1

　　と，ゆきこさんが
　　　　　1

　　みちおさんが　すくいました。
　　　　　　1

　　みちおさんが
　　　　　1

　　みちおさん．が
　　　　1

　　みちおさんが
　　　i

　　まさおさんが　すくいました。
　　　　　｝

　　と，すみこさんが　いいました。
　　　　　　i

　　と，すみこさんが
　　　　　i

め「か・す・・琳げました・

・・か財…睡1ました・

めだかがい・び蔀・【・胤た・

めだかがい
u・・｝は・・ました・

　　めだかがい・び・陣り，ました・

　　　　　　　　　　　　　　　L
　　「はいった　はい．：）た。」

　　　　　1

　　・讃・tt…L　」b：い・ま■・・

・・…さん・D訓・・
　　まさ・・んがすく・・しii・・

209

　　　　　　　　　　（A中）

（A上）（遜）中2）（F一ド，A下）

　　　　　　　（A上）（A下）

　　　　　　　　　　（A下）

　　　　　　　（A下，F下）

　　　　　　　　　　（A下）

　　　　　　　（A中）（A下）

　　　　　　　　　　（A下）

　　　　　　　　　　（A下）

　　　　　　　　　　（A中）

　　　　　　（A中）（A下3）

　　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　　　（A中）

　　　　（A上）（F中）（A下）

　　　　　　　　　　（A下）

　　　　　　　（A中）（A下）

　　　　　　　　　　（F中）

　　　　　　　　　（A下2）

　　　　　　　（A上）（C下）

　　　　　　　　　　（A下）

　　　　　　　（F下，A下）
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　　　　　　　す“1・しト　　　　醐飼

　　　　　　　す・1・刈た・　　　　（A下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　1年

おやうしが　うごくく，　　　　　　　　　　　　　　　　　（E下3）
　　1

おやうしが，じっと　立って　いますQ　　（E中）（C下2，E下，F下，H下2）
　　1

・「…1ちち鱒・・そ・・1・んで・・す・（…）（・下・H下）

足・9…　？IJ：　t」｝し?でト・う・　　　　・H下）
ぼくは，いちろ）さんと，　　　　　　　　　　　　　　　　　（E下2）
　　　　　　i

　　　　いちろ）さんと，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F中）
　　　　　　　）

と，かいばおけを　たたきました。　　　（E上2）（H中2）（E下，H下4）
　　　　1

かいばおけを　たたきました。　　　　　　（E上）（H中）（C下，E下，　H下）
　　　　1

かいばおけを　たたきました。　　　　　　（C中2）（E中，H中）（E下2）
　　　i

「よく　見て　ごらん。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H下）
　　　　i
と，かいばおけを　たたきました。　　　　　　　　　　　　　　　　（F中）
　　　　　　　　　　　　　1

ころげそうに　なります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F下）
　　　　　　　i

ちぢを，おいしそ）に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H下）
　　　　　s
ころげそうに　なりま劣，　　　　　　　　　　　　　　　　（C中2）（E下）
　　1
ころげそうに　なります、、　　　　　　　　　　　　　（C中）（H下2，E下）
　1
ころげそうに　なります、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（E下）
　　　　1
よしこさんが，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（E下，H下）
　　　E

「いた。いた。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（E下3）
　　　　1
昌を　小さく　して、口を　うごかして　　　　　　　　　　　　（E中）
　　　　1
こうしは　ぎょとんと　して，　　　　　　　　　　　　　　（C中）（H下）
　　　　　　i

こうしは　きょとんと　して，　　　　　　　　　　　　　　　　　（E下）
　　　　　　　1



口を　うごかして　いますQ
　　　　　　1
と，きぎました。
　　　1
．らちを，おいしそうに

　　　　　　1
「おじさん，こうしは。」

　　1

・響…釧慨
たまこうがしのようだね。
　　1

たまころがしのよ）だねQ
　　　　　T

いろいろに　つけかえると，
　　　　　　　1

いろいろに　つけかえ．ると，

　1

・し秩E・耐列・・て・まし…

と，ひるしさんも　いいました。
　　　　　l

轍・…か・ね 齧ﾚ・
「これな　かぶせたら　いいよ。」
　　　　　　H
「こオエを　 かぶせたら　いいよ。」
　　　　　　　1

たまが　ふたつ　できました。
　　　　　　　　l

と，いって　むぎわらほbしを　持って，
　　　T

ねえ一さん．が　　まゆげ一や

　　　　　　　1

ゆきだるまは　おこ一．．、たよ，に　な・．）たり

　　　　　　　1，

・曜とこ V轡’U・」

みちおくんが　汝：だちと
　　　　　　　　　1

お「…うがiかわ唖・・

加卿・
黶Eす・

　　　　　　　　　　　211

　　　　　　　（E［．い）（H一．「ぐ）

　　　　　　　　　（E下2）

　　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　以．．．ヒ　2年

　　　　　　　　　　（D下）

（C上）（C中）（C．ド2，D下）

　　　（C寧，Di十．】）（D下2）

　　　　　　　（D上）（C中）

　　　　　　　　　　（D．．．L）

　　　　　　　（C中）（D．ド）

　　　　　　　　　　（D下）

　　　　（C中，D中）（Dド）

　　　　　　　　　　（D下）

　　　　　　　　　　（C．下）

　　　　　　　　　　（D下）

　　　　　　　　　　（D上）

　　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　　（K：下2）

　　　　　　　（1〈上）（1下）

　　　　　　　　　（1下）

　　　　　　　　　（K下2）



夢

212

まも　　なく　ふえが　なつで，

　　1

た・さん D巨・

・・さ…ま
cす・

翫・・鼈ﾑ・
じょうずに　できないのも　あります。
　　　　1

じょうずに　できないのも　あります。
　　　　　　　1

ゆきこさんの
　　1

まさおくんたちは，
　　1

まさおくんたちは，
　　　i

学芸会が　始まりますQ
　　　　　　l

　　　　　女台まりますQ
　　　　　　　　l

では　これから　始めます。
　　　　　　　　　1

「わたくしたちは，これから
　　　　　1

一ばん　始めに
　　　　　　　　　1

「みんなで　おどる
　　　　　　　　　　　1

あちらからも
　　　　　　　　i
あちらからも
　　，

その　ほか　おもしろい

・ち・か・も・は・ ｡が
た：かしくんは，ラ鳶気な　声’で

　　　　　　　；

おいでに　な9ましたQ
　　　　　　l

と，お客さんが　ぼめました。
　　　　　　　　　1

「わたしは　春の　使いです。」

　　　　　　　　　i

　ゆきこさんが

　　　・・ろ・qかわい・・ね・」

こちらからも，

こちらからも，

　　　　　ものが，

　　　　　1

　　　　　　　おこりました。

　　　　　　　いいましたQ

　　　　　　　（1ぐド，1下）

（1上）（王中，K中）（K下2）

　　　　　　（1下，K下2）

　　　　　　（王下，K下2）

　　　　　　　　　　（1下）

　　　　　　　　　（K下2）

　　　　　　　　　　（門下）

　　　　　　　　　　（1下）

　　　　　　　　　　（1中）

　　　　　　　　　　（工下）

　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　　（1下）

　　　　　　（K上）　（K：中）

　　　　　　　　　（K下2）

　　　　　　　　　　（1下）

　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　（1下，K：下）

　　　　　　　　　　（K：中）

　　　　　　　　　　（K：下）

　　　　　　　　　　（1下）

　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　（K下2）

　　　　　　　（工下，K：下）



たかしくんが　立って，

　1
たかしくんは，元気な　声で　いいましたσ
　　　1

甑・・
黶E・げき・

学；芸会を　しますQ
　i

おもしろい　ものが　たくさん

おいでに　なりました。

　　　　　　　　　1

おとうさんが，おいでに　なりました。
　　　　　　　　　1

・瞬・・
黶Eす・

あちらからも　こちらからも，
　　　　1

じ．kうずに　できないのも　あります。

会揚は　いっぱいに　なりました。
　　　　　　　　1

みんな　いっしょうけんめい　練習を
　　　　　　　　i
みちおくんが　友だちと，
　　1

たかしくんが　立って，
　　1

一ばん　始めに．　ゆきこさんが，
　　　　　　　　　　　1

あた ｿ・てねて魁i・・なるよ・・

糠か・・てねてい V・・・…1
おかあさんのあたたかいことばに，
　　　　　　　　　1

おかあさんのあたたかいことばに，
　　　　　　　　1

ふとんをしいてくださいました。
　　　　　　　　　　i

ずっと　ねているのです。
　　　　　　　ヨ

いつものような元気がありません。
　　　　　　　　　　　　1

・こ・・こし剣…1・てきました・

　　　　　　　　　　　，

・・ま
奄撃ｷ・

　　　　213

　　　（K：下）

　　　（K：下）

以上　3年

　　　（B下）

　　　（C中）

　　　（C中）

　　　（B下）

　　　（B下）

　　（C下2）

（B上）（Crl・つ

　　　（B下）

　　　（B下）

　　　（B下）

（C中）（B下）

　　　（B下）

　　　（B下）

（C中）（G下）

　　　（G中）

　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（G中）

　　　（G上）

　　　（G下）

　　　（G下）



2i4

やかんのお湯が，
　　　　　1

ひたいに：手をあててみられました。
　　　　　　　　　　　　T

のどをみたりしていられましたが
　　　　　　　　　　1

のどを菟たりしていられましたが，
　　　　　　　　　　　　1

まくらもとの火ばちにかけた，
　　　1

まくらもとの火ば．ちにかけた，

　　　　　　　　　　　　T

すくいあげるようにすると，
　　　1

れんらくのみごとなこと。
　　　　　　　　1

ぼくにわたしてくれたQ
　　　　　　I

男子のセンターにわたし

　　　　　　　　1

すぐに道男君にわたすと，
　　　　　　　　E

ぼくを臼がけてボーノレが飛んで来た。
　　　　　1

七対‘三でぼくらの勝であった。
　　　　　　1

強くなったぼくら｝こ
　　　　　　　1

後半戦にはいった。
　　　　　i

ひとりふたりとたおされていく，、
　　　　　　　　　t

外野からせめられる時は，
　　　　　　1

いよいよ決勝戦に㌃進むことになつゾこ。
　　　　　　i

大空を飛び：八二｝匿（二し、㌔））・㌦二〇

　　　　　i

大｛空を飛び去っていった。
　　　　　　　i

数わの鳥が，あわただしく大聖を
　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　1　vc　vi　〈．

就嫡さかんにはく・。耀。｝・くれ・。

それがわ・ D・・・・…とも・t

（J」二，　F一｝二）（Fr÷・，

　　　　　　　（F下，

　　　　　（G下）

　　　　　（G下）

　　　　　（G下）

　　　　　（G下）

　　　　（G下2）

　　　　　（E下）

　　以上　4年

　（C上）（C下2）

　（C中2）（C下）

　　　　　（C下）

　　　　　（C下）

　　　　　（C中）

　　　　　（C中）

　　　　　（C中）

　　　　　（C　；！i）

　　　　　（C下）

　　　　　（C下）

　　　　　（C中）

　　　　　（C下）

　　　　　（C下）

　Jr｝コ2，　｝〈喋コ）

　　J下，K：下）

　　　　　（F中）

　　　　（J下2）

（」上2）（J中2）



おたくしのおきない心に
　　1

蹴・心和み「・せ・・

美しい声でなんべんもうたって，
　　　　　　　　　　　　T

ごっこくと自烈ミは
　　　1

自然が詩のように．美しい
　　　　　　　　　1

わた幟ささ cた・

わた…ささ・
黷ｽ・

うすやみの中にういて，
　　　1

庭にいすを出してすわり，
　　　　　　｛

ささやかな　すまいであったv
　　　　i

ささやかな　すまいであった。
　　］

にじませるくせがあったQ
　　　　i

｛こじませるくせがあっゾこ。

　　　　　1
空気：．ますみ，あたりは籠かで，

　　　　　　　1

・・瞬が一臨て
歌をうたう時ですら，
　　　　　　　1

斜なうたう時ですら，
　　　1
歌なうたう時ですら，
　　　　　　1

母にだかれたまま，
　　　　1
青由の夕暮れはすばらしかった。
　　　　　　　　　　1

・・鰍鼬
・夕氈Ei・・や

陶副・・1や
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　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　（J上2）

　　　　　　　　（F上）

　　　　　　　　（」上）

　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　（F上）

　　　　　　　　（K中）

　　　　　　　　（K下）

　　　　　（K巾）（J下）

　　　　　　　　（K中）

　　　（」上）（K．「ド，F下）

　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　（」上）

　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　（F一．ヒ）

　（Fj二）（」中2）（1く一ド2）

　　　　　　　　（J中）

　　　　　　　　（K：勅

（J上，F上）（F下，1く下）

　　　　　　　　（」下）

　．（　F上4）（F中2）（」下）



2’　16

やがて赫聞社から帰ってくる
　　　　　i

母はかるい気持で歌をうたう
　　　1

帰ってくる父を待つのだったQ
　　　　　　　　　　　i

あんなにかけたがっていた入が，
　　　　　　1

あんなにかけたがっていた人が
　　　　　　　　i

「お気をつけてね。
　　　　　　f

…はか伽
P・伽・i・てい・し・・

　　　一か伽・ぐ・・あ出…ました・

さっきおしのけるようにして取った：庸を，
　　　　　　i

わたくしが電車からおりる時には，
　　　　　　　　　　　　　1

「あなた　どうぞおかけください。
　　　a

たいした荷物ではございませんQ
　　i

・ん川崎・てかけ・れま
mIW．・

「いいえ，たいした荷物ではございません。
　　　i

ていねいに預かりました。
　　　　1

かけられて助かった。
　　　　1

では，お荷物を持ちましょう。
　　　　　　　　［

たすか・たi・ひ・・1・・を言・て・・す・

席を取られてしまいました。
　　　　1

席を取りあった女の人が
　　　　1

なかよく話して行かれたことと怒います。
　　　　　　1

・しま… ﾗ・レ…
　　　　　　捌合一・…

　　　　　　（∫上）

　　　　　　（」下）

　　　　　　（F上）

　　　以上　5年

（C中，G中）（C下）

　　　　　　（G下）

　　　　　　（G中）

　　　　　　（G下）

　　　　　　（G下）

　　　　　　（G下）

　　　　　　（C下）

　　　　　　（C下）

　　　　　　（C下）

　　　　　　（C下）

　　　　　　（G下）

　　　　　　（G下）

　　　　　　（C中）

　　　　　　（G下）

　　　　　　（G下）

　　　　　　（C下）

　　　　　　（C下）

　　　　　　（C下）

　　（C中3）（C下）

　　　（C上）（C下）



（b）　丈節のなかで

・，ゆ・・ ｿ…しト・
囎併…1・げました．・

　めだかが　いっぴき
　　　i

足が・・か・し鵬で
v・・う・

　かいばおけを　たたきました。
　　　　　1
　かいばおけを　たたきました。
　　　　　　　　　　1

　おじさんが，　「トソ，トソ　トソoj
　　　　I
　厩を　小さく　して，
　　　　　　1

　これを　かぶせたら　いいよ。」
　　　　　　　　　　　　1

　大きいのと，小さいのと
　　　1
　大きいのと，小さいのと
　　　　　　　　　1

　みんなは　外へ　出ました。
　　　1
まさ・・・・…1・・を・うが・iました・

　たまころがしのようだねQ
　　　　　　I
　たまころがしのようだね。
　　　　　　　　　1

まさ…
堰Eゆ・・i・・を

まさ・・ん・ゆ 宦E・を・うが・・した・

・轍で D・・州か撫・ね・・

　元気な　声で　いいました。
　　　　　i
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　　　　　　　　　以上　6年

　　　　　　　　　　　　（A下）

　　　　　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　　　　（A下3）

　　　　　　　　　以上　1年

　（C上，E上3，　H上3）（C中，
H中2）（C下2，F下4，　H下7）

　　　　　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　　（E下，H下）

　　　　　　　　　　　（F下2）

　　　　　　　　　　　（H下3）

　　　　　　　　　以上　2年

　　　　　　　（D下）

　　　　　　（D下2）

　　　　　　（D下2）

　　　　　　　（D下）

　　　　　　　（D下）

　　　　　　　（C下）

　　　　　（C中）（C下）

　　　　　　　（C中）

　　　　　　　（C下）

（K上3）（K中2，工中2）
　　　　　　（1〈下4）

　　　　　　　（K：下）
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「わたくしは　潔の　使いです。」
　　　　…

おとうさんが　おいでに　なりました。
　　　　　　　　　！

「風の　子，雪の　子」
　　　　　　　1

「風の　子，雪の　子」
　　　1

と　いう，歌を　読みました。
　　　　　　｝

その　ほか　おもしろい　ものが，
　　　　　　　　　　E
　　　　　　おもしろい　ものが，
　　　　　　　　　　　　　1

・か・・D…　｝聾
　　　　ニ
あちらからも
　　…

あちらからも
　　　　　｝

こちらからも
　　　i

じょうずに　できな：いのも　あります。
　　　　　　　　　｝

まさおくんたちは，
　　　　　1

…さ1・1・蹴…

みちおくんの　おとうさんが
　　　　　！

おいでに　なりました。
　　　I

臆・黷ｪ・・胤た・

・…rがお「胤た・

rみんなで　おどる　ところが
　　　　　　　　　　　　i

学芸会が　始まります。
　　　i

学芸会が　始まりました。
　　　1

いっしょうけんめい　練習を　しましたが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　1
と　いう，げき『を　しましたg　
l

　　　　　　　　　　　　　　　　　（1上）

　　　　　　　　　　　　　　　　（K：下2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（1上）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（1上）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（K：下）

　　　　　　　　　　（1上）（1中2）（1下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（1下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（K上）

　　　　　　　（1上，K上）（K中2）（1下）

　　　　　　　　　　　（1上）（工下，K下）

　　　　　　　　　　　　　　（K上）（1下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（K：下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（K：下）

　　　　　　　　　　　　　（1下，K下2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（1下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（K：下）

　　　　　　　’
1　　　　　　　　　　　　　　　　　（K中）かわいいねoj

　　　　　　　　　　　（1中，K中）（K下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（1中）

　　　　　　　　　　　　　（IK，K：下2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（王下）

　　　　　　　　　　　　　　　以上　3隼



轍iで・・…ろが1か撫ね・・

わたくしたちは，これから
　　　　　　1

練習を　しましたが，まだ
　　　　　　　　1

じょうずに　できないのも　あります。
　　　　　　　　　　i

のどをみたりしていられましたが，
　　　　　　　　　　　　　　1

三日ほど前のことです。
　　　　　1

やかんの　お湯が，
　　　1

おかあさんがにこにこしながら
　　　　　1

「まあ，よくねむったこと。　気分はどう。」
　　　　　　　　　　1

おかあさんがにこにこしながら，
　　　　　　　　　　i

おかあさんのあたたかいことばに
　　　　　　　　　　　　　1

回㌣厭藤あ・ま齢
ずっとねているのです。
　　　　　　　　±

ずっとねているのですn
　　　　l

あたたか・・てね 窒｢・・i・・・…

のきばで鳴いているすずめの声が，
　　　　　　　i

学校から帰ってき『たまさおくんは，
　　　　　　　1

まさおくんはねむりからさめました。
　　　　　　　　　i

のどを見たりしていられましたが，
　　　　　　1

まさおくんの顔を見るなり，
　　　　　1

まさおくんは　にっこりしてうなづきました。
　　　　　1

・め・・ uあるし・う小・

道男君は取る
1
｝がはやいか
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　　　（B下）

　　　（C中）

　　　（B下）

　　　（C下）

　　　（G下）

　　　（G中）

　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（G中）

　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（G下）

（G中）（G下）

　　　（G中）

　　　（G中）

．（G中）（G下）

　　（G下2）

　　　（G中）

　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（G下）

　以上　4年

　　（C中2）
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前半終りのふえは鳴った。
　　　　l

前半終りのふえは鳴ったn
　　　　　　　：

とりわけ女子がぐんぐんせめてくる。
　　　　　　1

すばらしい1勢いをもって飛んでくろ。
　　　　　　　1

すぐ道男君にわたすと，
　　　　　1

山本君の　ボールは，
　　　1

しかし，ぼくたちは，いっしょうけんめいに
　　　　　　　　1

「ワアッ」という声が瑚こえた。
　　　　　　　　　1

たおしたり，たおされたりして
　　　　　　　　　　　1

見分けもつかないうちに，
　　　1

ボールを受けて，ぼくにわたしてくれた。
　　　　　　　　　　E

その時，終りのふえが鳴った。
　　s

西組は，こんどこそはと，
　　　　　　　　　i

母は，自然が詩のようにi美しいことを
　　　　　1

ごっこくと　自然は色をかえ，
　　　　　　　　1

愚の顔を見つめて，
　　　i

自然が詩のように美しいことを，
　　　　　　　　　　1

…畔・B・ませた・

美しい歌声を聞いていた。
　　　　　1

　　　　鳥であるということも，
　　　　　f

やがて新聞社から
　　　　　　1

青出の夕暮れはすばらしかった0
　　　　　　1

’母は学校のころに：留った歌だといって，
　　　　1

わた・・齊?た・

わ副

　　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　　（C申）

　　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　　（C上）

　　　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　　　（C中）

（J上）（J’中2，F中）（」下）

　　　　　　　　　　（F中）

　　　　　　　（K下，F下）

　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　（」上）（」嬬コ2）

　　　　　　　　　　（F上）

　　　　　　　　　　（F上）

　　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　　　（K：下）

　　　　　　　　　　（」中）

　　　　　　　　　　（J上）



一母は単校のころに二習った：歌だといって，
　　　　　　　］

わたくしを　ひざの上にのせた。
　　　　1

母と子は，
　　　1

帰ってくる父を待つのだった。
　　　l

帰ってくる父を待つのだった。
　　　　　　　　　1

庭にいすを出してすわり，
　1

かるい気持で歌をうたう蒔ですら，
　　　　　　　　　　　　1

青山の家は，ささやかな
　　i

・母は，かるい気持で歌をうたう時ですら，
　　　　　　　　　　t

さっきおしのけるようにして「取った席を，
　　　　　　　　　　i

さっきおしのけるようにして取った席を，
　　　　　　　　　　　1

自分のひざの上にむりやりに取って，
　　　　　　　　　　　　f

霞分のひざの上にむりやりに取って，
　　　　　　　1

わたくしの席には，荷物を持ったおばさんが，
　　　　1

ひとりごとを言っています。
　　　　　　　　　1

そう言ってから荷物を持った人に向かって，
　　　　　1

たいした荷物ではございませんも
　　　　　　1

たいへんでしょうから。
　　　　　　　　1

子供だか・・かけ・…し B・・1

さきにこしかけて喜んでいた人が，
　　　　　　　　　　　1

なかよく話して行かれたことと思います。
　　　　　　　　　　　　　1

おしまいに騨・卵・・r・・た・7…

荷物を携…っていたために
　　　　　　1
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（J上）（F中，」中）

　　　（」下，K：下）

　　　　　　（F上）

　　　　　　（F下）

　　　　　　（F下）

　　　　　　（F上）

　　　（」下，K：下）

　　　（K：中，」下）

　　　　　　（K：中）

以上　5年

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（C下）

　　（C下）

（C中）（C下）

　　　（C中）

　　　（C下）

　　　（C下）

　　　（C中）

　　　（C中）

　　　　　へ　　　（C下）

（C中）（G下）
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「お気をつけてね，さようならQ」
　　　1

・酬聯・持・ていたため・

（c）　その他

足がし・か・し・・ o・ト・う・

まさきんも

　　「みんなで　おどる
　　　　　　　　　　　1

　　明かるい冬の日がさして，
　　　　　　　　　　E

　　のきば鳴でいているすずめの声が，
　　　　　　　　　　　　　　　i

　　すくいあげるようにすると，
　　　　　　　　1

　　すくいあげるようにすると，
　　　　　　　　　　　i

　　そういわれてみると
　　　　　　　　i

　　父を待つのだった。
　　　　　　　s

綱鳥・あ・1・・…も・

　　ひとりは荷物を持っていたため｝こ
　　　　　　　　　　　　　　1

なか・胤合・ u咽・た・

（2）抵抗のある単語の前でためらう

　（a）漢字ではじまる灘語の前で

　　うしを　見に二　いきましたQ
　　　　　ll

　　こちらを　見ましたQ
　　　　　　il

ゆ・・v・・を・ろがしまし・・

　　　　・・うがiか枷刺

　　（C下）

　　（C下）

以上　6年

　　　　（H下）

　以上　2年

　（D下，C下）

　以上　3年

（C中3）（C下）

　　　　（G中）

　　　　（G中）

　以上　4年

　　　　（C上）

　　　　（C上）

　　　　（C下）

　　　　（K下）

　（」上）（K下）

　以上　5年

　　　（C　tp　2）

　　　　（C下）

　以上　6年

（E下，H下）

（H上）（E下）



蹴るま・
撃梶@X・；’　f」；できました・

ね・・んがゆ・ ｼ貯めて・うがしました・

一ばん　始めに　ゆき’こさんが，
　　　11

お容さんが集まって，　会揚は　いっぱいに
　　　　　　　　　　　　II

たかしくんが　立って，はじめの　あいさつを
　　　　　　　ll

いっしょうけんめい　練習を　しましたが，
　　　　　　　　　　u
「わたしは　春の　使いです。J
　　　　　　　　　ll

たかしくんは，元気な　声で　いいましたQ
　　　　　　　　　　li

しかし　力いっぱい　しますQ
　　　ll

お客さんが集って，　会揚は　いっぱいに
　　　　　　　　　　　］1

「わたしは　春の　使いです。j
　　　　　　　　　H
ひたいに手をあててみられました。
　　　　II

「シュン，シュン。」と音をたててい窪す。

　　　　　　　　　　11

すずめの声が，　気持よく聞こえます0
　　　　　　　11

お医者さんがおいでになって，脈をみたり，
　　　　　　　　　　　　　］1

脈翫 ﾄ・訓…

絹手は五年目組である。
　　　　　il

そのため，味：方は

　　　　1［

この時，味：方は三三人｝こなっていた。

　　　11

こんども　六対五で勝ち，
　　　　1［

轡剛返・鰍・

　　　　　　　　　223

　　　　　以上　2年

　　　　　（D中）（D下）

　　　　　　　　（D下）

　　　　　　　　（K中）

　　　　　　　　（1下）

　　　　　　　　（1下）

　　　　　　　　（1中）

（K：上3）（1下2，K：下）

　　　　　　　　（1下）

　　　　　以上　3年

　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　（G下）

　　　　　　　　（G下）

　　　　　（G中）（G下）

　　　　　　　　（G一ヒ）

　　　　　　　　（G上）

　　　　　以上　4年

　　　　　　　（C申2）

　　　　　　　　（C申）

　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　（C申）

　　　　　　　　（C中）



224

その時受持の先生が，　　　　　　　　・　　　　（c申）
　　　ll

じょうずな道男鴛まで，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（C上）
　　　　1［

こしから下をねらうので，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（C上）
　　　II

脚1見分け・つか・・…，1戸総蝋は　　（・上）

ぼくを目がけて，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（C上）
　　il
とちゅうで取っては逆にせめて来る。　　　　　　　　　　　　　（C中）
　　　　　　　　II

・暮れのﾀ・・すを陣・すわ・，旺…上）（…，・下・・下・）

馴れ嘱耐をGしてす・…　（J上）（・・）臨・下・）

「庭の　千草」　　　　　　　（」上2）（」中2，K：中2）（K下2，　J下2）
　　　ll

・庭・千草・や・泄宦E・
歌だといって，　「庭のチ草」や

　　　　　　　　ll
「夕空　晴れてl

　　　ll

　数わの鳥が，あわただしく
I
I

母は学校のころに習った歌だといって，

　　　　　　　li
母は学校のころに習った歌だといって，
　　u

母は学校のころに習った歌だといって，

　　　　　　　　　　Il
母は，自然が詩のように美しいことを，
　　　Ii

母は，自然が詩のように美しいことを，

　　　　　ii
母は，自然が詩のように二美しいことを，

　　　　　　　　　　li

　　　　　　　　li
新聞社から帰ってくる父を待つのだった。
　　　　　　　　　ti
i新爾赴から帰ってくる父を
　　　　　11

帰ってくる，父を待つのだったQ

　　　　　　　11
　空気はすみ，あたりは静・かで，
“

r僚たるの光」を，美しい声でなんべんもうたって，

　　　　　　　　　　　（F上）

　　　　　　　　　　　（K中）

（」上3）（」中2，F中）（」下）

　　　　　　（K中2）（K下2）

　　（」上2）（」下2，F下2）

　　　　　　　　　　　（F下）

　　　　　（F上）（F中，　J巾）

　　　　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　　　　（」上）

　　　　　　　　　　　（J申）

　　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　（」中，K中）

　　　　　　　　　　　（F上）

　　　　　　　　（K中，F中）

　　　　　　　　　　　（K上）



なみだを大きな

　　　　　　　11

青山の夕暮れは
　　　II

i・鷹櫛価嘱た・

・・て圖と1i子・・

・… 怐u糠・卜…
　青山の家は，
］
］

青出の家は，

　　　ll

母・ ﾅ観て・
「ほたるの光」

　　　　ii
歌をうたう　時ですら
　　　　　11

用事をすませると，夕暮れの庭に
　　　　　　　　u
美しい歌声を瑚いていた。
　　　II

農1然は色をかえ，形をかえていった。

　　　　　　　ll
あわただしく　大空を飛び去っていった。
　　　　　　ll
ごっこくと嶽烈ミは色をヵ・え，

　　　　　ll

ごっこくと自然は色をかえ，
　　　　　　　　［［

・母は，家の中の用事をすませると，

　　　　　　　u
・母は，家の申の用事をすませると，
　　　ll

小さい庭のすみに，
　　　u

　　　　　　　　　22S

　　（F上）（F下，1〈下）

　　　　　　　（F上）

　　　　（F上）（∫下）

　　　　　（J中，F中）

　　　　　　　　（」下）

（∫1：｛12，　F壕12）（」下）

　　　　　　　　（F下）

　　　　　　　　（F中）

　　　　　　　　（」．．ヒ）

　　　　　　　　（J中）

（K」二2，　J一ヒ2）（F中，K：1．｝1，　J中2）（K：．ド3，　J下）

さきにこしかけて喜んでいた人が
　　　　　　　ll
わたくしのとなりの席を見つけて，走って来ました。
　　　　　　　　　　　　　　　il

わたしが電車からおりる時には，
　　　　　　　　　　］1
前から知っていた人のように，
　　ll
話して行かれたことと，
　　　1［

　　　　　　　（」中）

　　　　　　　（Kド）

（F上2，K上）（F下）

　（」中）（F下，」下）

　　（J上2）（」中2）

　　　　　　　（J下）

　　　　　　　（」上）

　　　　以上　5年

　　　　　　　（G下）

　　　　　　　（C中）

　　　　　　　（C上）

　　　　　　　（G下）

　　　　　　　（G下）
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そ猛。てから轍を持。た入に向力・試

　　　　　　　　　　il
　荷物を手寺つた人に向かって，

　　　　　　　　li
　初めあんなに席を取りあった
　　　　　　ii
　前から知っていた人のように，
　　　　　　　　ll
　そう言ってから荷物を持った人に向って，

　　　　　　　　　　　　　il
　こしかけた入を見ています。
　　　　　ll
　電車からおりる時｝こは，

　　　　　　　il

わ…｝・轡た・

　母の白い手がうすやみの中にういて，

　　11
　母の白い手がうすやみの中にういて，

　　　　u
　電車が停留所に着くと，
　　　11
　電車が停留所に着くと，

　　　　　　　11
　声をそろえて　送ってくださいまし’t‘　ts

　　　　　　　艮

（b）　固有名詞の前で

い・ ?杭・ち…が
　と，すみこさんが
　　II

　ぼくは，いちろうさんと，
　　　　li

轄会が・…ま 奄ﾝ・・…

a唱をしま・ Vま翻んだち・・

（c）その他

み・・… P、ド…した・

　　　　ぞ　ロロ　　　ネ
　　　　（C中）

　　　　（C中）

　　　　（C一｝二）

　　　　（C下）

　　　　（C中）

　　　　（C下）

　　　　（G下）

（」下，F下2）

　　　　（J中）

　（」上）（」下）

　（C．ヒ）（C中）

　（C下，G下）

　（C中，G中）

　以．ヒ　6年

　　（A上）

　　（A上）

以上　1年

　　（H下）

以上　2年

　　（C下）

　　（C申）

以上　4年

　（C中2）



・・州購ました祀はい・た灘・た・」

い・ V励まし・・

・だか・す・・と
撃奄戟Eげました・

めだか x…卜・げました・

・さ・・ん・諱E・刈・・

と，ゆきこさんが　いいました。
　　　　　　　　II
「はいった，はいった。」

　　　　　il

こうしは　きょとんとして
　　　　“

いちろうさんと，　うしを　見に
　　　　　　　　ll
「おじさん，　こうしは。」

　　　　　　li

足が　しっかり　しないのでしょう。
　　　　　　　l I

おやうしが，じっと　立って　います。
　　　　　ll

・…た・を 嘯Pました・

まもなく　ふえが　なって，

　　　　ll

…ろ・・・…一・：・ q・・まi・・

・・さ・あ州㌔楡い・し・うけんめ・

しかし力いっぱい　します。

　　　　　　　u
合唱を　しました。
　　　11

靴子・1・含唱を胤た・

春の　使いです。」と　いう，

　　　　　　　　II

　　　　　　　飽ブ

（A上）（A中）（A下）

　　　　（C中2）

　　　　　（C中）

　　　　　（C下）

　　　　　（C下）

　　　（A上）（C中）

　　　　　（F中）

　　　以一1二　1年

　　　（E下，H下）

　　　　　（E中）

　　　（E上）（H下）

　　　（E中）（H下）

　　　　　（H下）

　　　以上　2年

　　　　　（C上）

　　（K上）（1中2）

　　（1中）（1下2）

　　　　　（1中）

　　　　（1下2）

　　　　　（1中）

　　　　（1下2）

　　　　　（1下）

　　　以上　3年
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おとうさんが，おいでに勧ました。　　　　　　　（cめ
　　　　　　　　　　　il

お客さんが　ほめました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（C上）
　　　　　ll

だんだん　お客さんが集まって　　　　　　　　　　　　　　（C下）
　　　　ll

・た・か・・てね・・た 窒?ｉ　1・・な…　　　　（・上）

・め・・て D・う・1・　　　　　（・・）
・かあ・・が・こC・こし姻らilは・・てきました・（G上2）（…）（・下・）

まさお・んは・…して
Aう｝・ずぎました・　　（G・・一t）（・下）

おかあさんのあたたかいことばに，　　　　　　　　　　　　　　　（G下）
　　　　　li
のどを見たりしていられましたが，　　　　　　　　　　　　　　　（G下）
　　　　　　　li
のき・ぽで鳴いているすずめの声が，　　　　　　　　　　　　　　　（G中）
　　　　　　　　II

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　4年

後半戦にはいった　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（C上）
　　　II

ボー Dよ睡・て紘　　　　　（・i－i・2）

一曲・鼠取て1芝泓　　　（・上・）・F’・）

蝋の D・州・してすわ・・　　　　（・下・・
「庭の千草」や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F中）（J下）

　　　　　ll
霞　tuc　L；ませるくせがあ．）た。　（F上2，　J上，1（上）（」中）（」下2，　F下，　K下）

　　　　　　li
目ににじませるく nあ・た・　．．　　．　（F下）

・轡・司鳥・あ・…ことも・　　　（・上・）

・れがわ副肺・・・…も・　　　（・上）

・れ轍唯で・ると11・…も・　　　　（・下）

青山の家は，ささやかなすまいであったe　　　　　　　　　　　　　（J下）
　　　　　ll
青山の家は，ささやかなすまいであった。　（J上2，F上）（J中，F中）（」下3）

　　　　　　　　　　li



美しい声でなんべんもうたっで，

　　　　　il

空気は　すみ
　　　ll

空気はすみ，あたりは静かで，
　　　　　11

ごっこくと自然は色をかえ，
　　　　　　　　　　u

あたりは静かで，ごっこくと自然は色をかえ，
　　　　　　　　Il

自然’は色をかえ，形をかえていった。

　　　　　　　　　ll
母は，かるい気持で歌をうたう時ですら，
　　　ll

／」、さい庭のすみに

　　　　　ll

わたくしをひざの上にのせた。
　　　　　ll

わたくしをひざの上にのせた。
　　　　　　　　　li

わ…を
Cさ網・・

一…fo　〈し・融・心・ �E・ませた・

撤睡1、・廉・・鵬・た・

母の白い：手がうすやみの中にういて，

　　　　　ll

つすやみの中に，いて，
　　　　　　II

わノこくしのとなりにも，ひとりはかけ£）れるぐらい

　　　　　　　　　　il
わたくしのとなりにも，ひとりはかけられるぐら’い
　　　　ll
乗るがはやいか，わたくしのとなりの席を見つけて，
　　　　　　　11
席を取りあった女の人が，おしまいには
　　　　　　　　　　　ll
おかけください。お荷物があって
　　　　　　　Ii

・・へんで・・うから・
P、　i・・

批・・
窒堰Eしをかけ…した・

どうぞ，おかまいなく。」

　　　u

　　　　　　　　　　　ゑ29

　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　　（J下）

　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　　（」下3）

　　　　　　　（」中）（J下）

　　　　　　　　　　σ中）

　　　　　　　　　　（F上）

　　　　（J＿ヒ）（JP繧コ，　Fpl－i）

　　　　　　　　　　（J　il，，，）

　　　（F上）（J中，F中2）

　　（J中，F中2）　（F下）

（F．1）（F申，」中）（F下3）

　　　　　　　　　（」中3）

　　　　　　　　　　（F上）

　　　　　　　以上　5年

　　　　　　　　　　（C上）

　　　　　　　　　（G下）

　　　　　　（C上）（G中2）

　　　　　　　　　（C上）

　　　　　　　　　（G中）

　　　　　　　　（G下2）

　　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　　（C上）
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　　「やれやれ，かけられて助かった。」

　　　　　　　li

　　あんなにかけたがっていた人が，
　　　　　Ii
　　その電車はわりにすいていて，
　　　　　　ll

聯・
P、あ・てi・・へんで・・うか…

　　電車の中でのことです。
　　　　　　　il

〔3）句読点を無視して

　（a）　「とめ」を無視して

　　…びき1は・胤た・lrはい・た・は・・た・」

　　　　　　　　　　　　　V

　　「はいった，はいった。」　と，　ゆきこさんが

　　　　　　　　　　　　　V

　　…まし1・・1榔・・が

　　　　　　　　　V

　　す…し・・i・だか・

　　　　　　　　　V
　　・げました・トげ…’Cげ・・」

　　　　　　　v

　　・ろげ…　な・ます・i…んが

　　　　　　　　　　　　　　V

　　疎・…」1・うは
　　　　　　　　　v

　　・んで・・剥勝・・か・

　　　　　　　　　v
　　・・か・しな・・で1・・うずや・…

　　・・きき・した・ド・・見てこら副

　　　　　　　　　V
　　「・・見てこ…」i陳・・た・」

　　　　　　　　　　　　　V

　　　（C中）

　　　（G下）

（C上）（G下）

　　　（G下）

　　　（G下）

以上　6年

　　　　　　（A下）

　　　　　　（C下）

　　　　　　（F下）

（F上）（A中）（A下）

　　　　　　（F中）

以上　1年

　　（F中）

　　（E上）

（C上）（F下）

　　（E下）

　　（E上）

　　（C下）

以上　2年



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23i

す・…　てぎ・した・陣・鳳　　　　（・下）
　　　　　　　　　　　　V
　　　　　　　1
かぶせれた・1「おもしろい・おもしろい・」　　　　　（c下）

　　　　　　V
・うがし・した・i大き・・…鳳・…　　　　（・下・）

　　　　　　　v
・うがしました・｛「…うがし・・う・ね・」　　　（・下）

　　　　　　　V
・たつでき・した・kわ・し・1・・，　・…し・い・」　　　（・下）

　　　　　　　　　V

・瞬・・i・す轡・厩始・・す・（・キ轡k糊

・れか・始・・す・」1・かし紹・元勲声・　（・上）（圷・）

　　　　　　　　　　v

…壷・・胤たギ・・・…　（・上・）（・中）（・下・・

じょうずに　でき’ないのも　あります。しかし力いっぱい　　　（1中，王く中）

　　　　　　　　　　　　　　　　　V　　　　　　　　　　　（K下）

春・使い・す・」i・・う・歌蝋・ました・　　（1上・）（肝）

　　　　　　　　V

・じめ・…つを・・した・lrわた・・たち・・　（・上）（・下）

　　　　　　　　　　　　　　　V
げきを　しました。　「みんなで　　　　　　　　　（K：上）（1申）（1下，K下）

　　　　　　　　V

・…あ・ま1早・な・・し・う1・んめ・　　（K下・）

学芸会を　します。お話，歌，　　　　　　　　　　　　　　　　（K下2）
　　　　　　　　V

・・・…胤・ a・さ1・・　　　（・上）（K・）

・い・…　まし・・1だんだん　　　　　（1上）
　　　　　　　　　　V

・・ばい・… ｯ・も・・　　　　（・上）
合唱を・・しt・・　1まさ…た・・・・…　　　　（・下）

　　　　　　　　　V

始・・まし司・かし・・が立・て・　　　　（・下）
　　　　　　V
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歌齢霧…ト甑轟く…
　　　　　　　　V

元気姉で…した・睡・か・も・ち・か・も・

　　　　　　　　　　　　V

・・で・な胤た D・さ［・・

げきをしまし・・1「み・・で…

　　　　　　　　V

加批・i戦で・・れか・・…す・

は…1が・・胤た・ト・ん始・・
　　　　　　　　　　　　　V
毒の　使いです。」　と　いう，歌を　読みました。
　　　　　　　　v
学芸会を　します。お言舌，琶炊，

　　　　　　　　v

・・鵬… r・か・加・ば・・1・す・

鞍会・蝋…列描く・・
　　　　　　　　　　v
　　　　　　　i
始まりました・睦かしくんが立・て

　　　　　　v

い・はい・・圃・摩・・く

静かな朝です。寂くらもとの火ばちにかけた，
　　　　　　XII

気分はどう・」1おかあさんのあ燥・賦・はに

　　　　　　V

味方は三入になっていた。すぐ道男君にわたすと，
　　　　　　　　　　　V
酉組の人のせなかに投げつけた。ボールはころがって，
　　　　　　　　　　　　　　V
作戦をねった。．その時受持の：先生が

　　　　　　V
声をからしてさけんでいる。その時，かず子さんが
　　　　　　　　　　　　V

・・弓返・て来㌣ず子・…麟

　　　（Lヒ）

　　　（1上）

以上　3年

（B上）（B下）

（B中）（C下2，B下）

（B中）（B下）

（C中）（B下）

　　　（C上）

　　　（B下）

　　　（B下）

　　　（B下）

　　　（B一．ド）

　　　（C下）

　　　（C下）

　　　（G下）

以上　4年

　　　（C　rl・i）

　　（C中2）

　　（C中2）

　　（C中2）

　　　（C申）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　233

逆にせめて来る。たおしたり，たおされたりして，　　　　　　（C上）（C中）
　　　　　　　V

校峰・1嚇て・・轡・ぽ・たち・，　　（…

相手はあわてだした。が，もうおそく，　　　　　　　　　　　　　（C中2）
　　　　　　　　V
・灘調べ・・…焔・ト点・ち・h；　it，h　’C’　　　　（・・）

　　　　　　　　　　　v
試合が始まった。翻乎はこの前，　　　　　　　　　　　　　　　　　　（C下）
　　　　　　　V

戦・う・恥臨・嚇も，｝麹臆くた蝋　　　（・・）

試禽が始まった。・織手は五年西組である。　　　　　　　　　　　　　（C中）
　　　　　　　V
糊：手は五年西組であるaみんながきかんに　　　　　　　　　　　　（C中）
　　　　　　　　　　V
たおされてしまった。そのうちに，　　　　　　　　　　　　　　　　　（C中）
　　　　　　　　　x／，

野・…鴫・副…》・んら慣・…と・　（・下）

・・謝・1・・れる・1酬のセソ矧1本君・・…・　（c’F）

　　　　　　　　　　　　V

ぼく財野・まわった・庵・・㍑・ど・そ1・・と，　　　（σ・）

　　　　　　　　　　V
後半戦｝こはいった：。ぼくはクト野にまわった。　　　　　　　　　　　（C巾2）

　　　　　　　　V

動らして・けんでい・・ D機iか禦…　　（・・）
れんらくのみごとなこと。そのため，味方は，　　　　　　　（C中2）（C下）
　　　　　　　　　　　V

ボールははね返って来た。その時，終りの　　　　　　　　　　　　（C中）
　　　　　　　　　　　v

蹴1…じませ・・鵬…ヂ・・…・（K…惜1

わた・・を・ざ・上1・！の ﾋ・駕1・子・・（F上）（K・・）（・〈下・）

わた・・1離た轡か・・気持で　　（・中）（・下・）

・・k　U・木が一灘・1・・轡・灘・・羅　 （・・“・，　」下）

大窒を飛び去っていった。それがわたり　烏であるということも　（K下，」
　　　　　　　　　　　〉　　　　　　　　　　　　　下2）
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美…肺欄…い・．i都1の蝶浦すばら・かった．

　　　　　　　　　　　　V

母か・蹴・た・1母麟が詩・・う磁…とを

　　　　　　　　　v

わた・・をささ・1司母騨校・・ろ・・習・た歌・…て

　　　　　　　　　　　v

わた…1・しをかけ…し・㍉わた・…な唄一

走・但し ｹ・・｝蹴を持・て喉め・一

かけ…しませ＝c1・き…しかけ・一

（b）　「くぎり」を無視して

　　　　　　　　　　　と，
　　　　　　　　　　　　V
耐…げ回す・・さ…1…し・・

・・滑・暁
]いば・けをたたきました・

…見てこ…恥・・ず・・」

・やう・がう・・司・ろげ・う1・zな・ます・

　　　　　　　　　　v

よし・さ鱒｛「・…，・・…」

　　　　　　　v
おじさん，こうしは。」

　　　　V
・し・さ・が・「おじさん，こうしは。」i㍉きき・した・

囁激・・Dや臆…か
かわ・・副・搾・んが・…た・

ゆぎ・・んがII「わた・・は春・使・・で州

　　　　　　　Y

（F中，」中）
　　　（F下）

　　（F下2）

（F上）（F下）

以上　5年

　　　（C下）

　　　（G下）

（G上）（G下）

以上　6年

　　　（F下）

以上　1年

（F下，C下）

　　（F下2）

　　　（C下）

（E上）（C申2）

　　　　（C下）

（H中）（E下4，

　C下，H下）
　以上　2年

　　　　（K下）

　　　　（K下）

（K上）（1申）（K下〉



塒・ん・喋・・て t翻は…ぱ…な・まトた・

たかしくんが立って，はじめの　あいさつを　しました。
　　　　　　　　　　V

継・・したが r網・・うず・

ふえが　なって，単芸会が　始まりました。
　　　　　　　V

まくらもとの火ばちにかけた，やかんのお湯が，
　　　　　　　　　　　　　V

・・…蠣副・嬉lr・…う・…
　　　　　　　　　　　　　　V
まさおくんは，穴きく息をしました。

　　　　　　V

母・・だかれた・ _母・剣撃つめて・

用裏をすませると，夕暮れの庭に
　　　　　　　　V

小・曝・す・ j概・木が一躍・F…

空気はすみ，あたりは静かで，

　　　　　V
母の顔を見つめて，美しい：歌声を囲いていた。

・す・塵てす轡・…を・ざ・上・の臨

・し醐た・・副rやれやれ…けられ鋤かった・」

　　　　　　　　V

勲・持・た入繭・引上…うそ・かけ・だ・…」

　　　　　　　　　　　　V

　　　　235

　　（1．ヒ）

　　（1　k）

　　（1下）

　　（B下）

以上　3年

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

以上　4年

　　（F下）

　　（F下）

　　（」下）

　　（K中）

（K上）（K申）

（F中）（」下）

以上　5年

　　　（G下）

　　（G下2）

以上　6年
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　9。読みなおしをする窮例

｝　11　初め読みちがえて，のちに正しく読む
｝
］ D
幻
渤
の
粉
の
の

（
　

（
　
（
　
〔
　
（
　

（
　

（

正常でない発音作用のあとで

とばし読みのあとで

おきかえ読みのあとで

つけくわえ読みのあとで

くりかえし読みのあとで

ひろい読みのあとで

不自然な休止のあとで

　　　　　　　　　　　　　　　　　38i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

　　　　　　　　　　　　　　　　　38

　　　　　　　　　　　　　　　　　248

　　　　　　　　　　　　　　　　　44

　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

　　　　　　　　　　　　　　　　　11

　　　　　　　　　　　　　　　　　27

第21図　初め読みちがえて後に撫しく読む
　　　　〔学年別，1人当t）の事例の：9一均数）

／
0正

4

3一

　初め読みちがえ，のちに　　　2

正しく読む事例について，

　　　　　　　　　　　　　　　　　1学年別に1人当りの事例の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o．1

平均数を出してみると第21

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憂
図のようになるQ

（1）正常でない発畜作用のあとで

　　　「はいった，はいった。」
　　　　　⊂っ】

　　　めだか醗二押・・胤・・

1

憂 ．算

四 五
無 年

印欄の都合で誌みなおしをする記号○は
〔］とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（F下）

あたたかくしてねていたらよくなるよ。
　　　　　　　　　［？］

まくらもとの火ぼちにかけた，やかんのお湯が，
〔弓

田綴・…し姻・鵠…し・・

　　（A下）

以上　1年

　　（G下）

　　（G中）

（G下）



　　外野からせめられる時は，
　　　　　　　　［　？一）

　　甕気はすみ，あたりは静かで
　　　　　［，］

（2）とばし読みのあとで

　　　　　　　　　　　　　　　1’：o
　　ゆぎこさんが，いいぎし
　　　　　　　　　　［1　．．　i］

　　剛さん，温・司・…まし・・

足が・・か・ ﾚで1・・う・

　　か恥ばおけを　たたきました。
　　［一［　］

　　かいばおけを　たたきました。
　　　　晒〕

　　と　いう，歌を　1痒みました。
　　　　　　　　　　［［　）

　　あちらヵ・らも　こちらからも
　　　　［o］

　　みちおくんの　おとうさんが，
　　〔oコ

　　ひたいに手をあててみられました。
　　　　〔U〕

　　ふとんをしいてくださいましたQ
　　　　　　山ユ

　　まさおくんはねむりからさめましたQ
　　　　　　　　　　　　　　〔L＿鳶

・め ]己｛あるし・う曜

　　こんどこそはと，いっしょうけんめいである。
　　　　　　〔凸コ

…至割ぽ・を・がけ・

醐小戦雪・

　　　　237

以上　4年

（C申）（C下）

（」上）（J中）

以上　5年

　　　（C下）

以上　1年

　　　（H下）

　　　（H下）

　　　（C下）

（H中）（E下）

以上　2年

（K上）（K下）

以上　3年

　　　（C中）

　　　（C下）

　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（G下）

以上　4年

　　　（C下）

　　　（C中）

（C中）（C下）
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・・ド・せめ爵

　　こんども六対五で勝ち，
　　　　　　　cde）

　　山本君のボールは，
　　　　　　（es］

　一癖・審そ・時，

　　一点のちがいで勝つことができた。
　　　　　　　　　　k＝＝．＝i，」

　　わたくしをひざの上にのせた。
　　　　　　　　【口】

　　美しい歌声を關いていた。
　　　　　r」’”1　1）

愚咽・智慮美・・歌灘・一…

巌・一�E臨
　　わたくしをささえた。
　　　　　　　【．コ】

釧・・踏・

わ措・お・輪にし｝み・ませ・・

　　わた．〈しは母にだかれたまま，
　　　【：二】

　　母からおそわった。
　Lはコ

　　億は学校のころに留った歌だといって，
　しはコ

　　わたくしのとなりにも，ひとりはかけられるぐらい
　　　　　　　　　rコ】
　　「おねえちゃん，子供だから，
　　　　　　　　　　　【こ】

　　席を取りあった女の入が，
　　　　　　　　（，・＝i）

　　といって，かけようともしませんQ
　　　　　　【…二．…】

（3）おきかえ読みのあとで

　　めだかすくい
　　　【が〕

まさ鰍坦 Q与把

　（C下）

　（C上）

　（C下）

　（C下）

　（C中）

　（F下）

　（K：下）

（」下2）

　（F申）

　（J下）

　（K下）

　（K下）

　（K下）

　（F中）

　（K下）

以上　5年

　　（C中）

　　（G下）

　　（G上）

　　（G下）

以上　6年

　　（F下）

（C下，F下）



　「はいつtg，はいった。」
　　　　【て〕

や篇・が・・副・・

み・お・刷，謝…

、欝か・す…　kzげました・

欝かが・・ぴ・1は・・隷

めだ嘯ｷ・州・胤た・

・醗劣∵・・ぴ・1・・胤た・

・だ嘯ｷ…痙胤・・

・だか j享三押・げました・

bib　ts　f」s1“k　一1　5　一．　E　i　lc　｛・　ll’　｝S．　］L　f：o

たまが　ふたつ　できました。
　　　　　　　〔て］

　あちらから．も　　こちらからも
【あちらこちらから〕

…か…ち・か・・ C鶏・iが・・胤・・

　と　いう，歌を　読みました。
　　　　　　　〔うたいコ

学華会
　〔がい〕

たかしくんが　立って，はじめの　あいさつを　しました。
　　　　　　　　　　　　［ま〕

おかあさんも　おいでに　なりました。
　　　　　　　　　　　〔なられ〕

いっしょうけ’んめい　練習を　しましたが，
　　　　　　　　　　　　　〔した］

　まさおくんたちは，
［まも］

　まき潔くA乾ちけ，　「峯が　きた。J
　　r・．　．，・）
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みちおくんが，友だちと，
　〔ごき〕

だんだん　お客さんが　集まって，
　　　　　　［さま〕

みちおくんの　おとうさんが，
　　〔さん］

と　いう，歌を　読みました。
　　　　匠飼

，癒ミ貯蹴・ん・・いで・な胤た・

では　これから　忌めます。
　　　　　【を】

わたくしたちは，これから　学芸会を　しますQ
　　　　　　　　　　〔が］

　「風の　子，雪の　子」
　L雪コ

お客さんが　ほめました。
　　懸まコ

だんだん　お客さんが　集まって，
　　　　　　　〔さまa

　「風の　子，雪の　子」
　　〔とコ

まさおんたちは，　「春が　きた。」
　　〔つた］

しかしカいっぱい　します。
【．L’．G「双ヴコ

濫灘ぢ霧鐙は…1・・
これから始一め．ます。

　　　　　〔まり〕

・槻で 噤E・姻灘・ね・1

・・卿・｝糠fはこ測器・・す・

学芸会を　し　．ま　．す。

　　　　　［はじめます〕

じ．kうずに　でき’ないのも　あります。
　　　　　　　　　　　［で〕

　まだ　じょうずに　できないのも　あります。
　　　　　　　E旬

　これから　学芸会を　します。
　　　　　　　　【はコ

　「風の子，雪の子」り合唱をしました，
　　　　　　　　　　　〔と．）

　　（1下）

　　（K下）

　　（K下）

　　（1下）

以上　3年

　　（C下）

　　（B上）

　　（B下）

　　（C上）

　　（C中）

　　（C中）

（B上2）

　（C下）

　（C下）

（B中）

（B申）

（B上）

（B上）

（B上）

（C申）

（C中）

（C中）

（B中）



総たしは春の使いです。」
　〔わ光くし〕

のどを見たりしていられましたが，
［どめコ

いつものような元気がありません。
　　　　　　　Eき】

まもなく，お医者さんがおいでになって，
〔も〕

まさ・・ん噂・ ｱ讐
三日ほど前のことです。
　　　　〔の〕

その暁，ふすまがすうっとあいて，
　　　　　　　　〔う］

　まさおくんは，ひとつ大きく息をしました。
　　　　　〔を）

　「あ，熱もありますよ。」
　　　〔あっ〕

三日ほど前のことです。
［二〕

す吟声が訓持・〈…l」…す・

あわてて，ふとんをしいてくださいましたQ
　　　　　〔かコ

そのlvai　’ふすまがすうっとあいて，
　　　　　　　　　　　　【あっ〕

・小・・欝気があ・ま甑

　「まあ，よくねむつ　た　こと。気分はどう。」
　　　　　　　　　している〕

鞭・增cねて…夙
おかあさんがにこにこしながらはいってきました。
　　　　　　　　　　　　　　臼つら〕

・たたか・・てねて…ト確諭・

　「まあ，どうしたの，顔色が悪いわQ」
　〔また］

顔醜・副・・欝要」ひた・・

管か・・てねて・司鵬・…

　ひたいに手をあててみられました。
　　　　　　［あたため］
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まノら｛⊃とう／・］：門流ごi”　’［’］’．、ヤ、やかんのか湯∴，

～ご∴．∴・・’・一Diよくなるよ・」

入墨を調べると，九対八。
　〔ゐ〕

ぼくを一Kがけてボールが飛んで来たQ
　［ts］

勝組の人のせなかに投げつけた。
　　　　　　　［の］

「ワアッ」という声が　聞こえた。
　　　　　　　　〔1と〕

味方は三人になっていた。
　Eめコ

西組は，こんどこそはと，
　〔の〕

外野へわたすボーノレを，

　　〔はコ

昧がつぎ y・ト・・…

今渡1こそ｝誘と，全力をつくした。

　　　［と〕

・鮒女Hf・ド・せめて…

道男君まで，たおされてしまったQ
　　　　　【おコ

・・…決繍確む 栫Eな…

相手は．五年西組である。

　　　　晒〕

しかし，酉租もなかなかじょうずである。
　　　しにく〕

は・手・送・ j鱈・陣・・ソ・一

かず子さんが投げるQ春　男君が投げる。
　　　　　　　　　Eま置ぎお〕

かず子さんが，ボールを受けて，ぼくにわたしてくれた。
　〔勧
国所をこうたいして，　後＿半戦に：はいった。
　　　　　　　　　【ぜん］

「フV一，フV・一jと声をからしてさけんでいる。
　　　　　　　　　　　　　〔碗

・1か・・瀞・下・ねら・・で・
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中の休みに，作戦をねった。
　　　　　【音ん〕

六年を三入たおしただけで，
　　　〔ねんコ

試合が始まった。翻　手はこの前，
　　　　　　　〔しあい〕

またクト．　野からせめられる時は，
　［そと】

じょずにうけて，男子のセンターにわたし　ていく。
　　　　　　　〔おとこ〕

みるみるうちに，内野はたおされていって，
　　　　　　　〔外コ

「クト野からせめられる時，一方にかたまってはいけない。」

　　　　　　　　　　　　rz＞）

っぎつぎと六年をたおしていったQ
　［o］

道男君まで，たおされてしまったQ
　　　　　〔お〕

こんどこそ絃と，杢力をつくした。
　　　　［と〕

九対八。　一点のちがいで
　　　　　【点】

ffの白い年・がうすやみの中にういて，
　　　　　　　　　［1ビ〕

美しい歌声を　聞いていた。
　　　　〔に〕

わたくしは　糧iこだかれたまま，
　　　［O］

自然が詩のように美しいことを，
　しでコ

窒気はすみ，

　［の］

学核1のころに習った歌だといって，
　　　　　　　　　［を〕

そして，母　と子は，やがて栽囲祉から
　　　　　　【は〕

「庭の千草」や「夕空晴れ　て」や
　　　　　〔と］

「庭の千草」や．「夕空晴れて」や．
　　　　　〔の］

わたくしを　誉．ミえ　k：e
　　　　　〔おさえ　た〕

数わの鳥が，あわただしく大空を飛び去っていった。
　　　　　　　Eだ泥〕
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　　　　　　　　　　　ヒ

概蜘�Eて1晦
唖i・・てすわ・諮・・を・ざ・上・のせ・・

わたくしをひざの上にのせた。
　　　Lはコ

わたくしをひざの上にのせたQ
　　　　　　［iC］

わたくしをひざの上にのせたQ
　　　［の〕

母は，自然が詩のように美しいことを，
　　　　ゆ］

ごっこくと自然は色をかえ，
　　　　　　L向

ごっこくと自然嫡色をかえ，
　　　　　　［か】

骨の白い手が　うすやみの申にういて，
　　　　〔を〕

わ・・1鳥であ…う・論母か・・そわ・た・

わた・・1，旨】撫

わた・・lr翁熱

わた・し1，X】灘

　　　　　　　　　コ傭瞥にい刺・してすわ・・

母は学校のころに習った｛歌だといって，
　　　〔どコ

もみじの木が一本はえていた。
　　Eヵ｛〕

やがて新聞　社　からリ舜：ってくる父を待つのだった。
　　　　紅ぎし．石］

わた・ ﾅ鵜さ・・とも・

青山の家は，ささやかなすまいであった。
　　〔ら】

わた・ R論・・
ごっこくと自然は色をかえ，
　　　　　　　しおとユ

　　　（」中）

　　　（K下）

　　　（」中）

　　　（」中）

　　　（J下）

（J下，F下）

　　　（」下）

　　　（」下）

　　　（F中）

　　　（J中）

　　　（F上）

　　　（J下）

　　　（K上）

　　　（K：上）

　　　（F中）

　　　（」中）

　　　（K：下）

　　　（F中）

　　　（J中）

　　　（F上）

　　　（J中）



わたくしは「母・｝こ澄かれたまま，

　　　　　　　【だし・】

白い手が　うすやみの中にういてわたくしをささえ
　　　　　　　　　　　〔うこいでユ

ひざの上にのせたQそして，「曝　と子は，
　　　　　　　　【その1

わたくしのおさない心にし　みこませた。
　　　　　　　正ご］

　　　　　1
母麗細観つN）　’（・

おさない心に二し　　みこませたQ
　　　　　　　　【た）

目にに二じませるくせがあった。
　　　　〔せてくる〕

揖ににじませるくせがあった。
　　　　　〔て〕

かるい気持で歌をうたう時ですら，
　　　　　　　　　Eらて｝

歌をうたう時ですら，なみだを
　　　　　　rなら】

　　うたう瞬ですら，
　　　　　【も】

　一母　は，家の中の用亭をすませると，
（ちぢ〕

　あたi）．は静かで，

〔あたたかコ

タ暮れの嬉にいすを　韻してすわり。
　　　し家ユ

タ暮れの庭にいすを　　出してすわり，
　　　　　　　　　【と．り．］

空気はすみ，あたりは静かで，
　　〔みす】

　母、は，かるい気持…で歌をうたう時ですら，
〔おたし】

新聞社から帰ってくる父を待つのだった。
　　　　　〔ると〕

家の中の胴事をすませると，
　　　　　　〔する】

！億たるの光」

　［か｝

美しい声でなんべんもうたって，
［た6しい敷：】

母：は学校のころ1．こ蕾つた歌だといって，
⊂わたユ

た。

　　　　245

　　　（J中）

　　　（K上）

　　　（J下）

　　　（F下）

　　　（K了）

　　　（F下）

　　　（」中）

　　　（K上）

（J上）（」中）

　　　（」下）

　　　（」下）

　　　（J申）

　　　（F下）

　　　（F下）

　　　（J上）

　　　（K下）

　　　（J中）

　　　（」下）

　　　（K下）

　　　（F上）

　　　（F下）

（F中）（F下）

　　　’
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　空気はす病
〔そら］

・夕 ﾝ、1・・

・翻小・
・轡れ1・・

1激烈・・

1馬騎【・」

新聞社から帰ってくる父を待つのだったQ
　　　　　　　　　　　〔もコ

帰ってくる父を待つのだった。
　　　　［母〕

大空を飛び睾っていったe
　　　　〔た〕

大窒を飛び去っていった。
　　〔とぶ〕

かるい気持で歌をうたう時ですら，
　　［ゆ〕

母は，力歌い気持で歌をうたう時ですら，
　　〔かえ］

ごっこくと自然は色をかえ，
〔こっこく】

こ？こくと自然は色をかえ，
（ごっこづコ

数．わの鳥が，

【かず〕

数わの鳥が，
【が］

小さい庭のすみに，
　　しいえ〕

小さい庭のすみに，
　　Eにえ〕

・・な・心・しi驚旛

母の白い手がうすやみの中にういて，
〔はコ

母　　　は，家の中の用事をすませると，
［わたくし］

母は，家の中の用事をすませると，
嫁コ

　　（ン’中）（t〈下2）

　　　　　　（J上）

（K：中，J中）（J下）

　　　　　　（」中）

　　　　　　（K上）

　　　　　　（K上）

　　　　　　（K中）

　　　　　　（」上）

　　　　　　（」下）

　　　　　　（」下）

　　　　　　（K：下）

　　　　　　（K下）

　　　　　　（K：中）

　　　　　　（J下）

　　　　　　（」中）

　　　　　　（K中）

　　　　　　（」下）

　　　　　　（F中）

　　　　　　（F下）

　　　（F上）（F下）

　　　　　　（K巾）

　　　　　　（F下）



；．tt．し．・1㌧．て∫「∵こい二ことも，　一母　力・らおそ2つった。

　　　l　　　　　　　　〔わたし〕

　まま　1ま，　自然が詩のようiこ参きしいことを，
（わ．ｽし〕

　母　は，家の中の揚幕をすませると，
ぐおかあユ

わたくしは　母　にだかれたまま，
　　　　〔おかあ〕

　　　　　　　
〔。留馴を見つ瓠

・・べん…
ﾑわた・・Fz・　＃一iti　s：・．た・

・ざ・上・の _・・て・畔子・，

数わの鳥が，あわただしく
　　　　　〔わユ

わたくし　に教えた。母はかるい気持で
　　　　　　　　　〔お｝

蜘・庭f・睡す滅
あわただしく穴究を飛び宏っていった。
　　　　〔いコ

歌をうたう時ですら，
　　　【いコ

　わたくし　をささえた。
［わたくしたち〕

　わたくし　をひざの上にのせた。
にわたくしたちコ

、識議。、陣…

母は学校のころに遡った歌だといって，
　　　　　　　　　　にがコ

…繊・…ま翫
�R亨・

・か・・話・合・て・・i【与】・・

なかよく話して行かれたことと思います。
　　〔．し〕

荷物を持った人に向って，
　　　　〔こご〕

こしかけた人を見ています。
　　　〔て〕

　　　　247

　　　（∫下）

　　　（F中）

　　　（F下）

　　　（F下）

　　　（F下）

　　　（F中）

　　　（F下）

　　　（F下）

　　　（F　f十i）

　　　（」下）

　　　（」下）

　　　（J中）

（J上）（K中）

　　　σ上）

　　　（」上）

　　　（」下）

以上　5年

　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（C中）
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　　　さきにこしかけて喜んでいた人が，
　　　　　　　　　〔た〕

　　　「やれやれ，かけられて助かった。」

　　　　　　　　　　　　〔たコ

　　　いかにも残念そうな顔をして，
　　　　　〔な〕

　　　その電車はわりにすいていて，
　　　　　　〔に］

　　　なかよく話して行かれたことと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　〔で】

　　　わたくしが電車から　おりる時lq・lit，

　　　　　　　　　〔の〕

　　　わた…」：，ヒ】勧…した・

　　　すると，さ．きICIこしたけて喜んでいた人が，
　　　　　　［さっき］

　　　「おばさん，どうぞ。」
　　　〔嚢ばあざ．んコ

　　　女の人が乗りこんで来ました。
　　　　　　〔お｝

　　　声をそろえて送って　くださいました。
　　　　　　　　［き〕

　　　といいながら，自分のひざの上に
　　　　　　　　　｛わた〕

　　　ひとりごとを書っています。
　　　　　　　　［いい〕

　　　きのう，電車の中でのことです。
　　　〔きょう〕

　　　すると，ミききにこしたけて喜んでいた人が，
　　　　　　［さっ］

　　　ひとりは荷物を持っていたために
　　　　　　　　　　　　　｛ま．］

　　　庸をゆずろうとしました。

　　　　（ゆずb］

　　　「やれやれ，かけられて助かった。」

　　　　　　　　　［らだ】
　　　rやれやれ，かけられて助かった。」

　　　　　　　　　［’S］

　　　席をゆずろ．5としました。

　　　　　　［ってコ

　　　・ず・飢㌶…た…

　　　むりやりに取って，ていねいに預かりました。
　　　　　　　　　　　［z・　］

　　　わたくしのとなりにも，ひとりはかけられる
　　　　　　　　⊂もが｝

　　　（c下）

　　　（G中）

　　　（G上）

　　　（G中）

　　　（C中）

（C中）（C下）

　　　（G下）

　　　（G下）

（G下，C下）

　　　（G中）

　　　（G中）

　　　（G下）

　　　（C下）

　　　（G下）

　　　（C中）

　　　（C下）

　　　（C下）

　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（G下）

　　　（C下）



　　「おねえちゃん，子供だから，かけていらっしゃい
　　　　　　　　　　　〔だちコ

　　少しおそかったので，席．を取られてしまいました。
　　　　　　　　　　　［らく〕

　　荷物を持った人iこ確をゆずろうとしました。
　　　　　　　　　〔こじ〕

ふた刺【蒲がはやいか，

　　どうぞおかけください。お荷物があって
　　　　　　　　　　　　〔に　もコ

　　荷物を持った人は，いかにも残念そうな顔をして，
　　紅せき・〕

　　そう脊ってから荷物を持った入に向かって，
　　　　　　　　　　　［と］

　　「お気をつけてね。さようなら。」
　　　にげんコ

　　さき｝ここしかけて喜んでいた人が，
　　　　　　　　　〔ようユ

　　さきにこしかけて害んでいた人が，
　　　　　　　　　〔よリコ

　　おもしろいことって，どんことかね。
　　　　　　　　　　　［ts］

　　話して　行かれたこと　と思います。
　　　　　　　　　　　〔だと〕

　　自分のひざの上にむりやりに取って
　　　　　　　　　〔やの

（4）つけくわえ読みのあとで

　　・だかはすう・・1…選した・

　　　　　　　　　　　　【て】

　　　　　　…
　　すう・とドd㌘した・

　　　　　　　【てい】

　　じょうずに　できないのも　あります。
　　　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　【も】

しかし

これから

しいば　つい力

／

志す藷まめ始

　　ます。
　ム　【て】

　たかしくんは，
ム
【そ】

1“oJ
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　　（C下）

　　（G下）

　　（C中）

　　（G下）

　　（C　’F）

　　（C下）

　　（C中）

　　（G下）

　　（G上）

　　（G上）

　　（G下）

　　（G中）

　　（C下）

以上　6年

（F中，Arl・！）

　　　（A中）

以上　1年

（K上）（1下）

以上　3年

　　　（C中）

　　　（C下）
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・き～劃…　か・・ん・
　　【と】

「風の　苧，雪の　子」
　　　　【均

網・，げ酵・・か・も・ろ・…が
　　　　　　　【の】

お客さんが　ほめましたQ
　　　　　　　ム　　　　　　　【て】

会援は　いっぱいに　なりました。
　【に〕

ひとつ大きく息をしました。
　　【お】

・…鳳潜…噸覗1…，
　　　　　　【さ】

のきばで鳴いているすずめの声が，
　　　　【Aく】

まさ…肺・叫・うi・ずきまし・・

　　　　　　　　【わら】

すず・・声がλ気睡欄…す・

　　　　【きこえ】
気｝
　　持よく聞こえ．ます。

　　　　　　　ム　　　　　　　【て】

ひとつ大きく息をしました。
　　　　　　　　【会】

・・わ腰勢帽・んせめて・・。

　　　　【ぐん】

ボーノレを受けて，ぼくにわたしてくれた。
　　　　　　　ム　　　　　　【とって】

・姻・矧鳥で曝・う・・も
　　　　　　　　　【こと】

わ…i・教塗・
　　　　　　　【て】

・す司肌てすわ・・淋・・を・ざ咄・のせた・

　　　　　　　　　　【れ】

母は，かるい気持で歌をうたう瞳ですら，
　　ム　【あ」

ω
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　　燃濫臨轡・涯・い・た・
　　　　　　　　【た】

　　わたくしをささえた。
　　　　　　　　ム　　　　　　　【てい】

　　歌をうたう時ですら，
　　　　　　　　【余】

　　「控．・劉・」

　　　　【や】

　　歌をうたう時ですら，なみだを大きな
　　　　　　　　　　　ム
　　　　　　　　　　【時】

　　青山の夕暮れはすばらしかった。
　　【余】

　　・す幽し側・り・

　　　　　　　　【お】

　　電車の中でのことです○
　　　　　　【念】

　　かけられまi・た・丼・・

　　　　　　　　　　【ね】

　　少しおそかったので，席を取られてしまいましたQ
　　　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　【す〕

　　あんなにかけたがっていた人が，
　　　　　　　　r倉】

　　預胤・・以それか…鵬
　　　　　　　　　【二人】

　　たいへんおもしろいと思いました。
　　　　　ム　　　　　【に玉

⑤　くりかえ．し読みのあとで

　　たかしくんは，元気な　声で　いいました。
　　r罵こ】

　　作戦をねった。その時受持の先生が
　　　　　　　　【ニニ】

わ…・…【鋤野・…と・

　　かるい気持で歌をうたう時です墜，なみだを
　　　　　　　　　　　　【……還ミ．一】

　　　　　　　　　251

　　　　　　　（K：下2）

　　　　　　　　（J中）

（F上2）（」申2）（J下）

　　　　　　　　（J下）

　　　　　　　　（正く：一ヒ）

　　　　　　　　（K下）

　　　　　　　　（K中）

　　　　　以上　5年

　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　（Crの

　　　　　　　　（C下）

　　　　　　　　（　C　rl，i　）

　　　　　　　　（G下）

　　　　　以上　6年

　　　　　　　　（B下）

　　　　　以上　4年

　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　（C中）

　　　　　　　　（」中）
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　　　わた・・・…欝・iみ・ませた・

　　　ひとりは荷物を持…っていたために：
　　　【：コじこ】

　⑥　ひろい読みのあとで

　　　差轡・がす…1…

　　　めだかすくい
　　　　［一］

　　　　蓼）だかすくい
　　　［一一］

　　　春が・…1省瞳・・し・・

　　　はく・。1がお・胤・。
　　　　　　　：　［一　一］

　　　・ち・か・・ss・・iがお・胤た・

　　　たかしくんが立って，
　　　〔二】

　　　美しい声でなんべんもうたって，
　　　　　　　［一一一一］

　　　空気はすみ，あたりは静かで，
　　　　　［一］

　　　・れが榔畦些雪・・も，

　　　こp．盗《と自然は色をかえ，
　　　［’一　’ww’JL’　：’：1”　一）

　（7）不自然な休止のあとで

　　　・こ・こし州管い・て・・した・

　　　学校を休んで，ずっとねているのです。
　　　　　　　　　　　　　【目
　　　おかあさんのあたたかいことばに，まさをくんは
　　　　　　　　　　　　　　　u）

　　（F上）

以上　5年

　　（G下）

以上　6年

　　（F下）

　　（A中）

　　（F下）

以上　1年

　　（B下）

　　（B下）

　　（B下）

　　（B下）

以上　4年

　　（F下）

　　（F下）

　　（F下）

　　（F申）

以上　5年

（G上2）（G中）

　　（G下）

　　（G中）

以上　4年



とち1）うで取っては逆にせめて来る。
　　　　　　　u）
とちゅうで取っては逆にせめて来る。
　　　　　　　　　　　　【口

七対三でぼくらの勝であった。
　　　　　rn
七対三でぼくらの勝であった。
　　　　　　　　［1）

投げつけると，じょうずに受けて，
　rl］

轍・ドの前ゆ・勝吊・・で，

・・灘だ宦E・て・

道男君蛛B擁嚇醜・人臓か・
どの学年も，東組はぼくたちに
　　　　［li）

青山の夕暮れはすばらしかった。
　　　　　　　　　［1］

学校のころに挙った歌だといって，
　　　v］

・機穴・・睡・じ・せ・儲・・た・

「～i智・副・」

わた・… 剥пEし1・・ませ・・

わたくしのとなりにも，ひとりはかけられるぐらい
　　　　　　　　（1）

女・脚・・ ﾝ・ゆず・節・・・・・…が・

どうしても　かけようとしません。
　　　（1）

電車の巾でのことです。
　　　rn
なかよく話して行かれたことと思います。
　　　　　口】

荷物を持っていたために少しおそかったので
　　　　　　　口】

　　　　253

　　　（C申）

　　　（C下）

　　　（C下）

　　　（C中）

　　　（C中）

（C中）（C下）

　　（C下2）

　　　（C下）

　　　（C中）

　　　（F下）

　　　（F下）

　　　（F中）

　　　（∫下）

　　　（F下）

以上　5年

　　（C中）

　　（G下）

　　（G下）

　　（G下）

　　（C中）

　　（G下）

以上　6年
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　1e．

　le

　なんどもまちがえたあ

とで正しく読む事例につ

いて，学年別に1人当り

の事例の平均数をljllして

みると，第21図のように

なる。

なんどもまちがえた後’ご正しく読む事例

なんどもまちがえたあとで疋しく読む

’41M’ P

第22図

19

1

　　e．os
　コ

藩憂

なんどもまちがえた後で正しく読む
　（学年別，1入当りの事例の平均数）

α

｝
箕

　　　　o，2．ptt　3　4
D．9正

＝　　四　　五　　夫
奪　　　年　　　ff　　　ff

〔マ1レでかこんだ数字は回数〕

めだか・す…膣，騙

「トこ／1　トソ　 トソ。」と，かいばおけを　たたきました〇
　　　　　　　　　　　　二目＝て二＝、一一一一一＝⑤

こうしは　き’よとんと　して，
　　　　＝＝閃．二二罵＝誉⑤

ちぢ h黙謝・んで・・す・

「たまころがしのようだね。」
　　　　　　＿．＿～＝π駁二＝④

あちらからも　こちらからも
、～；π…一一一一・…・・＝’こ・・ニーこごマ1③

つぎに　みちおくんが　友だちと
　　　　」＝＝；こてこ諏③

じょうずに　できないのも　あります。
　　　　　二「〔由二二②

たくさん　あります。
　　　　　庶こ▽③
まさ・・んは無慮・・［・ず・ました・

「繍枷・観1・即下・んを…

　　（F中）

以上　1年

　　（C中）

　　（C中）

　　（C下）

以上　2年

　　（C申）

以上　3年

　　（G中）

　　（C中）

　　（C下）

　　（C中）

　　（G中）

　　（G下）



前半終りのふえは鳴った。
二二る：：丁ここ：③

後半戦iこはいった。
にご＝k＝④

撫，ト点・ちが・で

わたくしをひざの一．ヒにのせた○
　　　　　こて：二＝＝二1＝二＝；こζL⑤

わ・嘱・あ・・…とも愚鴇そわ…

わ・…蹴 ﾈと睡…畠せ・・

　　　　　…脚部鷺せ・・

大空を飛び去っていった。
　　　こ一③

わた・・購・Q鰹♂咽・
わ副騰・、≒黙讐♂か・・そわ・た・

母の白い手がうすやみの中1こういて，
　　　　　　　渕λ二；マ（3一’）

青山の夕暮れはすばらしかったQ
　　　　　　　こ双…③

歌をうたう時ですら，なみだを大きな
　　　　　こ＝貰＝④

母は学校のころに習った歌だといって，
　　　　　vTx．w’＠

ごっこくと自象㍊愈色をかえ．，
：：：：1：（D

ごっこくと自然は色をかえ，

一一鼈黶青肉の家は，ささやかなすまいであった。
　　　　　　罵　　　③

学校のころに由った歌だといって，
　　　　　　　　　訟④

徽わの鳥が，

黒＝④
母からおそわった。
　　　　　＝“一＠

自分のひざの上にむりやりに叛って，
　　　　　　　　＝λ濃蔵③

睡

　　　　255

以上　4年

　　（C下）

　　（C下）

　　（C下）

　　（K下）

　　（K下）

　　（K下）

　　（」下）

　　（F下）

　　（F下）

　　（K下）

　　（K：中）

　　（」下）

　　　（F下，K下）

　　　　　　（K下）

　　　（K上）（K下）

（K中）（J下，K下）

　　　　　　（F下）

　　　　　　（F下）

　　　　　　（F下）

　　　　　　（F下）

　　　以上　5年

　　　　　　（C下）
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さっきおしのけるようにして販つた席を，
簿一一　　　　　 一く蓼

庸を取られて曳まいまレ牟Q
　　　　　　一一．ミ烹．　』．　〈の

…い・於ｫ縞・…た…
席をゆずろうとしました。

　　二、罵③
ひとりはかけられるぐらいあいていました。
　　　　一一・一一こ＝④

　　（C中）

　　（C下）

　　（G下）

　　（C下）

　　（C中）

以．ヒ　6年
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　　　　VI読みあやまりの原因を推定する

　　　　　　　　　　ための実験的調査

　読みあやまりについての予想される原因の分析は，これまでの同種の研究

を参照しながら，．教室内の観察や面接によっておこなったσその結果につい

ては，年報4（昭和28年1憂）に．報告した。

　読みあや隔りの原因に．ついての推定は装｛二二題としてはきわめて困灘iであ

る。読むということそのものが読み手の金人絡的な行動であるので，ある読

みあやまりについては必ずある原因が因果論的に威立する，ということには

ならないからである。したがって，読みあやまりについての原因を推定する

というとき，ある特定の読みあやまりが起る直接の原因として，いくつかの

原因が想像されるという二度のことを指す。本質的な三二を亨1皇定するには，

読みあやまりの類型をさらに三選するとともに，tt’S，，Z三三究的な方法である個

人について各方面から調べあげなければならない。したがって，この実験的

調査では，読みあやまりの事例のうち，二三の原因が推定できそうなものに

ついて取りあげた。

　予想、される原因を推定するために，いくつかの実験的二二をおこなった：。

回数の多い読みあやまりをいくつかえらびだし，読みの材料を変えることに

よって，読みあやまりのi数がどのように変るかを見ようとするのである。そ

の結果にもとづいて，予想される原因として考えたものの確かめをおこなう

ことにした。

　とりあえずおこなったのは，読みの材料の側の原因と考えられるものにつ

いての実験的な調査である。そのために，小学校2：年生および5年生をえら

び，国語の学力の点でだいたい同じになるようなグループを∴つつくり，甲組

に，はもとのままの形の材料で読ませ，乙組には材料の表記形；式を変更したも

ので読ませた。調査の方法はこれまでの調査方法と同じである。それぞれの



zt　58

組の人数は，2年生では甲組40人，乙組41人，3年生では甲組35人，一己40

人となっていた。

1．実験的調査の1

　①　実験的調査の意図

　前の調査では，一つの丈節を別行にわたって表記すると，改行したほうに

読みあやまりがかなりあった。これを別行にせず，一つの文節としてつづけ

ておけば，読みあやまりがふせげるのではないか。このような意図で，読み

あやまりの回数が多かった箇所の一つをえら携甲組と乙組について調べて

みる。

　それぞれの組の完全に読めたものの数と比率は，次のとおりである。

　　　甲　組完全に読めナ贈乙　組完全に読めデ贈

走・て這童　　　　走・て匠董ヨ

量｛　磐一剣　　　釜惣
　　　　　　　　　　　　　　　　　tt／1

　（2）読みあやまりの事例

　この材料について，読みあやまりの具体例をそれぞれの組にわけて整理す

ると，次のようになる。

　　甲組　不尭全率一　一Z9’　，，・。96　　1　継台　不完全率臨空｝44・ee／a

発音作用が正常でない　　①　　溌墨作用が正常でない　　①
　　走。て。き、す　　　｝走。て。きます
　　　　　　　　？　　　1　　（申ユ）i　　　　　　　？　　　エ　　（下1）

とばし読み⑤1とばし読み⑨
　走って　いきます　　　　　　　　i　走って　いきます
　　　　　　□　　　5（上1，中2，下4）i　　　　　　［⊃　　　　9（上2，中7）

おきかえ読み　　　　　　　＠　　　　船きかえ誌み　　　　　　　⑥



259

　ラヒって　いきます

　　　　　　　c五

　走って　いきます
　　　　　　態τ充

　走って　 いきま＝ず

　　　　　　　く

くりかえし読み

　走って　いきます

　走って　いきます

　　　　　　1　走って
8（上2，中2，下4）i

　　　　　　i　走って
　　3　（”fi　3）1

　　1　（下1）；

　　＠　　　　1

　　エ　（上1）1

　　1　（下1）i

　　　　　　iひろい読み

　　　　　　i走。て

　　　　　　　　　　［

いきます
　　慌　　2（上1，不明1）

いきます

　ました　　 4　（上2，中2）

いきます

：議三みの休止が不自然

　　走っていきます

（［1）

エ　　（下1）

o

1　　（上1）

　③　結果についての考察

　．「二つの組の読みあやまりの比率から考えると，どちらもほとんどちがわな

い。しかし，甲組の読みあやまりの票：例をよく調べてみると，一一・一」つの：交節が

2行にまたがっているために，読みの流れが中断される結課と推定されるよ

うな読みあやまりが多いことがわかる。

2．常闇的調査の2

　（1）　実験的調査の意図

　　　　　亀
　「たまころがしのようだね」は，11字のひらがなの連続で，前の調査では，

どの学校でも像とんど全員がつまずいた。これを：．；一つに分割し，さらに「う

んどうかいのときの」と注釈を加えれば，たいてい読めるのではないかとの

意図で調べてみる。

　それぞれの組の完全に読めたものの数の比率は，次のとおりである。
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甲 　　　　　　　　’組完全に読めブ譜 乙 組完全に読脈者

厘うがし・・う’・蜀　　1…うか…き・1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝…ろがしの・う函

　　　　　　　　　　　　影・％　　　。狂一・・％

　（2）読みあやまりの事例

　このばあいの読みあやまりの具体例をそれぞれの組にわけて整理すると，

次のようになる。

　　甲組不完全率一器一…％　　　　　不完全率一一器・92・…6

とばし読み

　　　1＝1

　　たまころがしの
　　　　　D

　　たまころがしの

　　たまころがしの
　　　　　　　口

　　　　　　ir．．．

おきかえ読み

　　たまころがしの
　　まさおさん

　　たまころがしの
　　たまころがした

　　たまζう．カヨζの

　　　　ができ

たまころがしのようだね

たまころがしのようだね
　　　　　　　）

3
1
2
6
≧
－
1

1

i

＠

（上2．申1）｝

（申1・下1）i

（上1・中1）i

＠

　　i　乙組

　　廃音作用が正常でない

　　1・　一’5
　　i　たまころがしの
　　1　　　　　　　　の

　　iとばし読み

　　1　たまころがしの
　　　　　　i＝’i

　　i　たまころがしの
（中1）i　　　　口

　　1　たまころがしの
　　　　　　　　［二：」

（下1）i

　　iおきかえ読み

　　i　たま，tうがしの
（下1）i　　　　　　カK’tt『ろ　一『

　　i　たまころがしの
（中1）i　’ま泥

　　i　たまころがしの

（中1）i”：t－3

たまころがしのようだね
　　　　　　　　　　　1

1

1

＠

＠

（中1）

（上1）

（下ユ）

3（上2，中1）

2

炉

＠

1

2

（中2）

（中1）

（下2）

（上ユ，申1，不朋1）



　　たまころがしの
　　　　言

づけ臨力flえ蓑売み

　　たまころがしの
　　　A
　　　が

2　（中1，下1）i

　　＠　　　1

たまころがしのようだね

くりかえし読み

1

鼠
く
え
一

たまころがしのようだね
　　　　　　　　　　　1

たまころがしのようだね

＠

5（上2，中1，下2）i

　　たまころがしのようだね
　　　　　　　　　　　　　1

　　たまごζ1潜しのようだね
　　　　　　　　　　　　　1

　　たまころがしのようだね
　　＝」：．r．NLM”：：r＝．＝．一．JI．；r．．　1

読みの休止が不自然⑪

　　たまころがしのようだね
　　　　1

　　たまころがしのようだね

　　　　I　i　3

　　たまころがしのようだね
　　　　　　　1

4（上2，中1，rrF　1）i

（上1，中2）i

　　　　　　　　　　　4（上1，中2，下1）i

〔二つ以上の欠陥を示したもの35名〕

一tcまころがしの

だるま

（上1）i

（上1）i

　　iくりかえし読み

　　i　たまころがしの
（上工）i　罠1螢

　　i　たまころがしの

　　i　たまころがしの
（上1）i

　　i　うんどうかいの
（下1）i

（上1）i

　　i読みの休止が不自然

　　　　　　I

　　iたまころがしの
　　l　　l　　l

　　i　たまころがしの

　　1　［　l

　　iたま。うがしの

　　i　　l　　［

　　i　たまころがしの
　　1　’T　V’　’i

　　i　たまころがしの

　　1　’1

1
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（申1）

　　　　（gi）

　　7　（上2，中5）

　　　1　　（中1）

ようだね
罵　1　　（下1）

とき’の

閃＝＝ @1　　（中1）

たまころがしのようだ；ね

＠

4　（上2，下2）

1 （上1）

2（lii二i　1，一Fl）

1

2

　　　　　　　　　　　　　1

腰二つ以上の欠陥を示したもの28名〕

（下1）

（中2）

（中1）
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　③結果についての考察

　予期に反して成績はあまりよくない。どちらの組の読みあやまりを調べて

も，「たまころがし」という用語が児童の未知なことばであることが推定さ

れ，多くは「たまが…」とか「たまころヵミ…」という予想で読もうとする。

したがって，語いの抵抗によることが最大の原因で，ひらがなの数が多いと

いうことは副次的な原因と考えることができる。これはまた，ひらがなの一一一・

つ一”・つの読みは知っていても，ことばとして読めないことがあるというよい

例を示すものである。

5．案験的調査の3

　（1）実験的調査の意図

　荊の調査では訓読読みの複合動詞につまずくものがかなり多かった。もし

次につづく動詞が緬助動詞なら，それほどつまずかないのではないかとの意

隈で調べてみるQ

　それぞれの組の完全に読めたものの比率は，次のとおりである。

一　甲　、鯉鉾！三趣登．L＿．．引…t一．一．t…旧．．19．．無噸騨

・を・・…巨浮・囑どi　髄・嚇・・遼蘇墾ヨ

　　　　　　　　　　　蕃一・…頭　　　　釜一63・4％

　（2）読みあやまりの；事例

　このばあいの読みあやまりの具体例をそれぞれの組にわけて整理すると，

次のようにな：る。

　　甲山不完全率調一・2・・％　1乙組不號率一晋一…6％

発音作用が正常でない　　　　①　　　　i

つけ№驍ﾆ　・（・・）i



とぼし読み

　　つけかえると
　　　［1］

　　つけかえると
　　　i＝ニコ

おきかえ読み

　　つけかえると
　　　く

　　つけかえると
　　　ぶ

　　つけかえ．ると

　　　　　け

　　つけかえると
　　　　ま．

　　つけ’かえると

　　　事こ

　　つけ冷えると

　　　　ました

くりかえし1諾み

　　つけかえると

　　つけかえると

読みの休止が不自然

　　つけかえると
　　　］

　　つけかえると
　　　l　l

　　つけかえると
　　　　　　1

　　（S）　1

　1　　（中1）i

4（上2，中1，下1）i

　　⑨　　　　iおき’かえ誌み

　　　　　　　i　　つけてみると
　1　　（申1）i　　　’t5’

　　　　　　　i　　つけてみると
　1　　（9．霞）｝　　　　’．．ぞ一

　　　　　　　iつけてみると、
　1　　（上1）i　　　一ま’t．‘た．

　2　（r－P2）1

　1　　（中1）i

　3（中1，下2）｝

　　⑥　　　　 iくりかえ一し震売み

　　　　　　　i　つけてみると
　3（中1，下2メ　　～へ

　3（上2，下1）i

　　　　　　　iひろい読み

　　　　　　　i　　つけてみると

　　⑧　　　　i読みの休止」が不自然

　　　　　　　iつけてみると
6（上3，．，．P　2，下・）i　l

　　　　　　　iつけてみると

　・　（下・）i　　i

　1　　（上1）i

王
1
1

（D

2，63’

（下1）

（下1）

（上1）

　＠

　4（中3，下．エ）

　＠

　3（中2，下1）

　（［11）

　2（申i，下1）

3（上2，不明1）
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　③　結果に．ついての考察

　比率の点では予期したとおり，つまずきがずっとすくなくなった。ここで

考えなければならないことは，補助動詞「みると」である。一・般に現在の小

学校では，こうした補助動詞の使いかたについての指導が比較的なおざりに

されている。したがって，こうした「みると」などにしても，小学校2年生

あたりでは抵抗のあることばと考えられる。そのため，2組の成’績がそれほ

どあがらなかったのではないかと推定される。

4．　爽験的調査の4

　①　実験的調査の意図

　これは実験的調査の1と同じ性質のものであるが，対i象が5年生である。

前回の実験では，一t一・tAつの丈節を別行にわたって三一すると，改行したほうに

読みあやまりがかなりあった。これを別1『1にせずva　一一つの文節をつづけてお

けば，読みあやまりがふせげるのではないかとの意図で調べてみる。

　それぞれの組の完全に読めたものの数と比率は，次のとおりである。

　　　　甲　　　組完全1。融嬬1　　乙　　　組完全蹴め鰭

わたく・磐越

　
O
た

23
　＝65．　7％
35’

1わた・・を匪塾藝

31
　＝77．　5％’40”

　（2＞読みあやまりの事例

　ep組　不完謡』蓄一・…％

っ1す力唱え訂苫み　　　　　　　　　　　　　　　②

　わたくしを　ささえた
　　　　　　　　　A　　　　　　　　　てい

くりかえし読み　　　　　　　　④

　　ささえた

　’一’－k’　2

2（上1，下1）i

　　　　乙　組

　　iっけ加え読み

　　iわたくしを

　　iくりかえし読み

　　iささえた
（下2）i　マ

　　v　　　着22，5％　　’40’

　　　　　（pt

ささえた

　　A　てい
　　　3（上1，中1，下1）

　　　　　＠

　　　　ユ　　（下1）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　265

　　鰍・た　　，α2）1轡た　　、（。、）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誉『客た
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2（＿ヒ1，；li1）

　窯　然⑥喫響　　②
　　　　i　　・（F“2・下・）i　｝　　・（上・，・・）

　（3）　結果についての考察

　比率の点ではほんのすこししかちがわないが，それでも乙組のほうがいく

ぶんよくなっている。　「ささえた：」ということばそのものに抵抗があったと

いう原因も無視できない。酋の調査でも，この「ささえた」に．ついての読み

あやまりが多かったのである。

5．　爽験的調登の5

　（1）’ty”tt一品的調査の意図

　実験的調査の4と意図は同じである。

　それぞれの組の賦金に読めたものの比率は，次のとおりである。

　｝l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や「ほたるの光」を，
　て1」やrほたるの光」f・r，　　　1
　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　　　　　　　　　　　　ll－57・・％｝　　　寿62・・％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　〈2）読みあやまりの事例

　このばあいの読みあやまりの三三例をそれぞれの組にわけて整理すると，

次のようになる。

　　・組・…薫一・2・9・　｛乙組・…一器一・・…

女字鰭みがわからない　①　　i文勃読みがわか肱い　⑤
　　荒生暗れて　　　　　　　　　　　i　夕窒晴れて
　　　　薯　　　　　　　工　　（下1）i　　　．×　　　　　4（上1・中1・下2）
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とばし読み

　　夕空晴れて
　　　ll－Ll”’1

おきかえ読み

　暗れて
　濠
　　はれて

　　　た

くりかえしi涜み

　　晴れて

　　晴れて

　　時起て

読みの休止が不自然

　　晴れて
　　　1

　　　　　i　晴匙て
　　　　　i’　×

o　　　　i

1　　　（中1）1

⑥　　　iおきかえ誌み

　　　　　i融て
5（＿ヒ4・v．｛コ1）1　ヲ蚕力s

・（上・）1陰れて

　　　　　iつけ加え読み

　　　　　i　晴れて
　　　　　I　　　　A
　　　　　｝　　れ
＠

3

（tD

　　1くりかえし読み

（上1）i　墜塾て

（下2ヌ　　堕劃工

（一1：．1）l

　　l読みの休止が不自然

ユ

1
1
1

1

＠

a！

＠

（下1）

（中1）

（上1）

（中ユ）

（中1）

5（中2，下3）

1

o

（下1）

　（3）結果についての考察

　比率としては僚とんどちがわないが，このばあいにも漢字の抵抗による原

因が強力であったと推定される。

6．　実験的調査の6

　①　実験的調査の意図

　前の調査では，「かるい気持」を「あかるい気持」と読みあやまるものがか

なりあった。それゆえ，いっそのこと，漢字で表記したらかえって読みあや

重りがふせげるのではないかとの意図で調べてみる。

　それぞ燕の緯の完全に読めたものの璋率は，次のとおりである9
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甲

匝婦・1

組　完郵こ読めプttt．1一

32
　＝：　91．　4％
”3s’

乙

匝璽雪

組完郵こ議めノ、砦

醤37・・％

　（2）読みあやまりの事例

　このばあいの読みあやまりの具体例をそれぞれの組にわけてi整理すると，

次のようになる。

甲組　不完轡一．齢…％

とばし読み

　　かるい気持で
　　　　　［一］

おき・かえ読み

　気持で
　げんき

くりかえし読み

　　かるい

1

エ

1

o
．

o

（1））

i乙組不完樺．鴛．一・2・5・・

汝．字の読みがわからない⑳
　　i軽い気持
　　i　＞ぞ

i歎鰍

（Fl）i

　　iおきか瀧ゑ

　　i　整い気持
（kl）

　　1　気持で
（．．h1）i　：て

22（上2，rli10，下10）

　　1　　（中1）

　　　0

　　1①（中1）

　　1　　（上1）

⑧　結果についての考察

　漢字そのものが読めぬため，逆に成績が悪くなった。したがって，このば

あいに「かるい」というひらがなの単語の読みあやまりが前の調査で多かっ

たというのは，このことばが児童がふつうに知っている「かるい」　（昌方

の）とはちがつた意味に用いられていて，やはり謡いに：抵抗をおこしている

ためであると考えられる。「かるい気持」ということばに抵抗があったので

ある9
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7．実験的調査の7

　（の　実験的調査の意図

　前の調査では，どの学校の児童も例外なしにこの「すら」で全員がつまず

いたQ語いの抵抗を：取りのぞくために，もしこれを児童がよく知っている

「さえ」にかえたら，どのくらいつまずきがふせげるかとの意図で調べてみ

る。

　それぞれの組の完全に読めたものの数と比率は，次のとおりである。

　　　　甲　　　　　組完全に読め儲　　　　乙　　　　　　完全に議め緒

歌蛎葺凝τ．1　　隠・5・塒で・・，…
　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　　　　　　　　　　七口　　　器期

　（2）読みあやまりの事例

　このばあいの読みあやまりの具体例をそれぞれの組にわけて整理すると，

次のようになる。

　　甲組　不完全率一壽一…％

発音作期が正常でない①
　　歌をうたう時ですら
　　　　　　　　一me5”L　1

おきかえ読み①
　　うたう時ですら
　　　　　　き　　　　1

つけ加え読み

　　うたう時ですら
　　　　　　　ム
　　　　　　　か

＠

　　…乙組　税全率一給・7・5％

　　旧作勝疏でな・、　①
　　i歌をうた鋳で賊
（上1）；　　　　　　了『　1　　（上1）

　　iおきカ■えi耕三み　　　　　　　　　　　　　　⑫

　　i　うたう時
（中1）i　　　　　芒え　　　　　　1　　（中1）

　　；　　うたう時

　　i　vl’　　　2　（上2）
　　i　うたう時
　　i　　　光　　　　　　　　2仲1，下1）

　　i・雛　，（上3，中3，下2）

19（上7・中5・下7）｝
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　うたう時ですら　　　　　　　　　　i
　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
　　　　　　な　　　　　1　　（上1）1

〔「すら」のほか，他の部分にも欠陥のあi

るもの9人〕　　　　　i
くりかえしi涜み

　　うたう謄霊すら

　　うたう時ですら

　　う・う壁野晒

　　うたう時ですち

読みの休止が不自然

　　うたう時ですら

　　　　l　l

　　うたう時ですら
　　　　l　i

　　うたう時ですら
　　　　　1

　　うたう蒋ですら
　　　　　　　1

⑨　　iくりかえ備み
　　　　　｝　うたう時でさえ
2　　（上2）i　…ママ

　　　　　：　りたり時でさえ
2（上1，中1）i　T臓π

1　　（下1）i

⑤　　　　；読みの休Jしが不白然

　　　　　i　うたう時でさえ
2（上1，中1）i　I

　　　　　i　うたう時でさえ
1　（下1）i　　i

　　　　　i　　うたう晦でさえ
1　（上1）i　　目

3　　（上3）｝

③　結果についての考察

予期したとおり，

＠

2　　（下2）

2（中1，下1）

1

o
，

（上1）

3（上2，r－1＝31）

5（1．p2，下3）

　　　　　　　　　tすら．1ということばの抵抗が原因となっていたから，

その部分をかえることによって，つまずきがずっとすくなくなった。読みあ

やまりの具体例でもわかるように，　「すら」を「ですから」　「ですなら．1

「です…」と，ふだん知っていることばに読んでしまう。このばあいは：丈字

抵抗はほとんどないのであるから，ここでも：習字が読めることはことばが読

めることに必ずしもならないということを示している。
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8．　実験的調蛮iの8

　①　実験的調査の意図

　前の調査では，「すみ」を自信なさそうに読むものが多かった。　「きよく」

という単語を挿入して意味の理解を助ければ，自信のある読みができるので

はないかとの意図で調べてみる。

　それぞれの組の完全に読めたものの数と比率は，次のとおりである。

　　　　甲　　級糖。。堀。1　乙　　組完。。読腿の

痴す塾ll謳傾酬織払．ll・　・・4・…％

　（2）読みあやまりの事例

　このばあいの読みあやまりの具体例をそれぞれの組にわけて整理すると，

次のようになる。

甲組不完全・・鴫一・・6％ i　乙　組

　　　　口
　　　　　きょくすみ
　　　　　　　□

iおきかえ読み

；　　　　き・よくすみ

i　　　　　　　　　　んで

iつけ力口え蓑売み

i　　きょくすみ
　　　　　　　　　　　ム

i　　　　もち

1　　　　きょくすみ
　　　　　　　　　ム1　　　　に

不完全率一銘．m55、0％

　　　　40

0

1　　（下1）

（D

2（上1，下1）

1　　（申1）

＠

1　　（中1）

　（D

1

1

（上1）

（上1）
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くりかえし；涜み

　空気はすみ

　甕気はすみ

　　　　　i　　　　　きょくすみ

　　　　　1　　　　6

（t3）　　　　｝くりかえし読み

　　　　　i　　きよく切
1　　（上1）i　　　　・一・・

・（．L・，下・）i　鱈くすみ

　　　　　1　　きょくすみ

　　　　　i　　きよく禁

　　　　　門馬

1　　（下1）

＠

1　　（上1）

2（中1，下エ）

8　（＿ヒ1，中7）

1　　（下1）

＠

2（上1，中1）

　（3）結果に．ついての考察

　「きよく」につまずいて逆に成績がおちた。「きよく」ということばの抵

抗も力1わったのである。元来「すみ」ということばに抵抗があるので，ほか

のことばを加えて理解を助けようとするのは，加えることばがよほど説明力

をもっていないと，効果があらわれないとも考えられる。

9．爽験的調査の9

　（1）実験的調査の意図

　「ごっこくと」ということぽは，　「刻・々と」　を漢字だけひらがなになお

したものである。このようなことばをたんにひらがなで表記したからといっ

て，すぐ理解できる単語ではない。単語そのものを言いかえる必要があると

思われるとの意図で調べてみる。

　それぞれの組の完全に読めたものの数と比率は，次のとおりである。

　　　　　し
　　　甲　　紐。。。読。。娼　乙　　維。。。読瞬
脆　　　．　　　　　　肋　目　　　　　　　　　　　……
1豆三竺鱗絶を筋　　1唖廼遜至｛購・
　　　　　　　　　　　轟一1例蕨晦、一一i－g一　：：：…％
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　（2）読みあやまりの事例

　このばあいの読みあやまりの具体例をそれぞれの組にわけて整理すると，

次のようになる。

　　甲組不完全率一鴛一82・・％　　　　　不一・一器一42・・％

とばし読み

　　こっこくと

　　口
　　ごっこくと
　　1，／1．一．．．1・

　　ごっこくと

　　　口

おきかえ読み

　　こっこくと

　　　　5
　　ごっこくと

　　　つ　　つ

　　ごっこ丈と
　　　　く．り

くりかえし読み

　　こっこくと

　三？こくと

＠

4（上1，下3）

1
1
1

＠

　3（上2沖ユ）i

7（上3，中2，下2）i

　　＠

　1

8（上6，申1，下1）i

　　　　乙　組

　　汝字の瀞がわからない

i野た…つれ・

　　iとばし読み

　　治ぎ笙

（中1）；

（Fi） @ll　fi，．　．s　rbi　ft．　r，it’　ig

　　i　瞳がたつにつれて
（中1）i　ぎ

　　i嚇・たつにつれて

　　　　T
　　i，赫たつにつれて
　　　　　　　　烹
　　iたつにつれて

　　i　．あぢた

　　｝っ越・
　　i　ずぎ
　　1つ｛ナカπえ影言み

i繰轡て
　　iたつにつれて
　　I　　　　　　　A
　　i　　　ゆくに

　　iくりかえし読み
　　i　　　時、カミたつvこ＿つazて

（上1）i　ごく

　　i　　時がたつ｝こつれて

＠

2（中1，下1）

0

1　　（下1）

’

1
1

＠

＠

＠

（申1）

（上1）

（下1）

（下1）

（中1）

（下1）

（中1）

（中1）

（下1）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　273

こご：　1偲濃鑑∴：…b
　　一τ一マ7－「　　　　 2　　（｝二2）i　　 ＝コご　　　　　 2（呼11、一ド1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　i2・蘇　　、（上、）

　　　　　　　　　　　　　　　　　iつぎ飾　　・㈹

　（3）結果についての老察

　予期したとおり成績がよくなった。　「時」という漢字の抵抗がなくなると，

もっと成績があがったと推定される。単語そのものがむずかしいばあいは，

漢字をかな書きにすれば，やさしくなるとはかぎらないことを明かに示すよ

い例である。

10．　爽験的調査の10

　（エ）実験的調査の意図

　前の調査では，　「数わ」はカズワと読むものが多かった。　「五六わ」とす

れば読み誤りはなくな：るのではないかとの意図で調べてみる。

　それぞれの組の完全に読めたものの数と比率は，次のとおりである。

＿一．墨．＿酬＿墾鍵鞭璽i一＿4．．．．．．一鯉矯・鵜

願が
　　　　　　　　　　　　　　　　　j

　（2）読みあやまりの事例

　　甲組不完全率一1レ・L・％　i乙組磁率一一1ざ一・7・5％

女字嚇＿鄭、④　i
　　数わの鳥　　　　　　　　　｝

薮わ。鳥　1（申1）i
ズ又 @　3（上2，下1）i

とば薯ｹ　②　iとば二禦わ。鳥　③
　　　〔＝｝　　　　　　　　2（中1，下1）i　　　口　　　　　　　　2（中1，下1）
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おきかえ読み

　　数わの鳥
　　がず

　　数わの鳥
　　7え

　　；数わの烏

　6ん
　　数わの鳥

　テ
　　数わの鳥
　　おし

　　数わの鳥

　　五

つけ加え読み

　　数わの鳥

　　A　　の

くりかえし読み

　　数わの烏

読みの休」とが不自然

　　数わの鳥
　　　　1

　（3）

　　　　　：　荒六わの轟
　　　　　’i　D

⑬iおきかえ読み
　　　　　i　五六わの鳥
8（上5沖3）iぴ5ろ吾つつ
　　　　　i　五六2つ

1
1
ー
ユ
喋
■
1

＠

＠

4（＿£：2，呼コ2）i

1

結果についての考察

a．）

（下1）i　夫モ

　　i　五～質わの鳥
（上1）i　ろ

　　i五六わの鳥
（下1）i一どじ応うろく

　　i　五六わの鳥
（下1）；こいろの

（下1）i

　　iっけ力肛え｝読｝み

　　i　五六わの鳥
　　　　　　　ム
（下1）i　の

　　iくりかえし｝i夢み

　　i五六わの鳥

　　；五六わの鳥

　　i勲・鳥

　　i燕。鳥

　　iごろくわの鳥

　　i読みの休止が不自然

　　i五六わの鳥
（上1）｝　　i

1

cD

＠

cド1）

（下2）

（上1）

（　rfii　1）

（上2）

（Fl）

4（上1，中3）

＠

　3（上2，中1）

7（上2，中3，下2）

　1　　（上1）

　1　　Cヒエ）

　4（上3，下1）

　　（D

　1　　（中1）

予期に反して逆にすこし読みあやまりがふえた。いわゆる助数詞はこれま

で多くは漢字で表記されてきた。これを機械的にひらがなで書くのは問題で

ある。「数」の漢宇の抵抗とともに，「わ」（羽）の問題が大きな原因であ

ることがわかる。
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ヤ：ll　　総　合　白勺　な　考　察

　読みあやまりの原因についての分析は，VIに述べたような性質の実験的調

査と掴入個人の事例研究とをさらにくわしく実施しなければ確笑な作業がす

すめられないQ

　したがって，その萄の報告は別の機会にゆずり，本轡では，事例のi整埋の

途申で推定されたことがらを主にして，いわば試論的に述べてみることにす

る。

L　読みあやまりの原因についての推定

　読みあやまりの原因についての分類は，これもアメリカの：文献に多くのこ

とが述べられているが，だいたいにおいて大きな相違がない。ただ，読みあ

やまりについての硬究の初期には，言語障害の研究の初期と同じように，原

因をより多く病理的なものに求める傾向があった。

瑚在では，だいたい教育心理学的な涛〔因論に変ってきたのが酎立った特色で

ある。たとえば，初期のころの代表的なゲーツの署書（識2）では，読みあやま

りの原因を次のように要約している。

1，語音症（word　blindness）あるいは逆視症（strephosymbolia）の」⇒な有機

的な困難

2．　　左手き～き・オづよこ｝〔左旨きき・

3．　視力や聴力の識別のような心理学的な欠陥

4．精神的な未円熟または低い精神年齢

5．誌みの学習準備が欠けていること

6．　動機づけがまずかったこと

7。　本質酌な技術の獲得に失敗したこと

8．　効果のあがらない教えかた

（註2）　Gates，　Arthur　L　The　IinprOvetnent　of　Reading．

　　The　Macmillan　Compariy，　1955’．

1〈evised　Plciition．　New　Yorl〈　：



z“76

　平井はすでに，・ぐッッ（隷3），ドルチ（謎4），デュレル（註5），ハリス（註の，モンa

一（註7）などの原因分類を検討のうえ，私見を加えて，次のような原因分類を

発表しているので，読みあやまりの原因の推定をはじめるとき’には，いちお

うそれにしたがった。

1．身体および感覚器管に閲係のある原因

　（1）見る機能の障害（近視，遠視，弱視，斜視，その他の異常視）

　（2〕　1闇闇運動の川州

　（3）　偉く機能の障筈と困難（発音識別の昏竜害，発音記｛意の困難，難聴，制限された

　　単語の知識）

　（4）話す機能の困難（発音園難，不正調音，どもウ，その他）

　（5）神経障害

　（6）全身的異常（栄養不良，虚弱，全身疾病，左きき，その他）

2．知能に関係のある原閃

　（1）　知能の発達がおくれている（精神薄弱児）

　（2〕学習に必要な最低量の経験の欠如

　〔3）簡単な事柄の記憶再生の困難

3．　心理的な異常に関係のある原因

　（1）家庭環境が悪い

　　　（a）食事の不適幾と不じゅうぶん

　　　（b）ねむりの不じゅうぶん

　　　（C）家事三手伝の過重

　　　（d）両親や兄弟姉妹の不和

　　　（e）過炭のあまやかせ

　　　（f）家庭が乱れている

　　　（9）過度の貧困

　（2｝　情意発達の異常

　（＝｝3）　Betts，　Emmet’t　Aibe．rt．　Foundations　of　Reading　Instruction．　New　Yorl〈　：

　　　American　Bool〈　Company，　1946．

　（註4）　Dolch，　Edward　Wllliam．　A　Manual　for　Remedial　Reading．　Champaign，　Ill｛nois：

　　　The　GarTard　Press，　1939．

　（sts）　Durrell，　Donald　O．　lmprovetment　of　Basic　Reading　Abilities．　Yonkers－on－lludsoR，

　　　New　York　：　World　Book　Company，　1940．

　（註6）　Harris，　Albert　G．　How　to　Increase　Reading　Ability．　New　York；Longmans，

　　　Green．　and　Company，　1940．

　（：　7）　Monroe，　M．　Children　VL’ho　Cannot　1〈ead．　Chicago：The　Univer“sity　of　Chicage

　　　正♪ress，　　1935。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
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　　　（a）学習への過度の恐怖心や反感

　　　（b）学翼への自信の欠如

　　　（C）洋意．力の欠如

　　　（d）学習活動の不日干

　　　（e）作業および学翌への翼慣の欠如

　　　（f）目的旧識の欠如

　　　（9）三日環境への不適当

　　　（h）　怠、ける習†貫

　　　（i）享立き老∫し〆

　　　（j）家庭．教育の不適三指

　　　（k）不良號（悪友による刺激，その他）

　　　（1）、曰うヨii：を趣漬；こきらう

4．学習指導法に関係のある原図

　（1）山導法の不じゅうぶん

　　　（a）入学がおくれた

　　　（b）初学年での長期欠席

　　　（c）欠席がち

　　　（d）教師がたびたび変った

　　　（e）教師への反感が強い

　　　（f）進級のさせ方が不適当であった

　　　（9）国言吾になじまなかった

　（2）指油法の不適当

　　　（a）音諺の過度の重視

　　　（b）帝日の過疲の軽視

　　　（C）誌む遠さの過度の箆視

　　　（d）昌昌習得および語い拡大への過度の指導（正確な認知と必要なくりかえし

　　　　がともなわづ㌔字形および意壕を適確に斑解させない）

　　　（e）機械｝杓な一一斉詣鰭‘

　　　（f）二目準蕪1期をおかずに，ただちに教科害撫導をはじめた

　　　（S「）講議式指導に終亥台した

　　　（h）丁目的な説明べつ，ことばだけの説明を主とした

　　　（i）教材が難しい

　　　（」）ゴ教材がおもしろくない

　　　（k）たのしみ誌み，自主的な読み，治療的読みを長：馴1ξ1にわたって課したため

　　　　に，均衡のとれた読む能力を発達させない
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　読みあやまりの原因について分析をすすめていくにつれて，

　ω一つ一つの具体的な事例1’cついてのこまかい検討，

　f2）そうした軍側を示した蝿藪についての事例研究，

をおこなった。その結果，種々雑多な具体的な事例を整理する必要からも，

予想される原因の分類を再検討することになり，年報（5）に述べたように，

　（1）　児童生徒自身の側の原因，

　（2〕：交字書語の側の原因

　〔3〕学習指導の測の原因，

の三つに大きくわけ，それぞれ次のように細分類を試みた。

　　　　　　　　　　　　音読の陵害の予想さおる原因

1・直上生徒の翻の原因

　（1）視力が弱い

　（2〕　視9tf・がせまい

　（3）　音声・器徳；1こクこ1漁カミ～右）る

　ω　呼吸のしかたが不：正である

　（5）字形を見分ける力がとぼしい

　（6）眼球運動がなめらかでない

　（7）眼球運動と発音作用との調節ができない

　（8）知能が低い

　（9＞知能が高すぎる

　（10）ことばと愚想とを結びつけるカがとほしい

　（11）求知心に欠けている

　劒　詑憾力が弱い

　㈱　語いが不足している

　（翰　単語の発音を不正確に詑憶している

　㈲　集中力がない

　⑯　神経過敏のためあがってしまう

　（17］落ちつきに欠けている

　U8｝自信がない

　ag）ii淀むことの経験が少ない

　⑳　よく知っている使いなれたことぽで蕩む

　⑳　一字一字読む習慣がある

　㈱　幼兜音，誰音が残っている
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切3｝　静邑9論力、と1ま』しい

伽）読む力が登般におくi，している

t25｝前日の睡眠不足

2．文字言語の側の原因

　㈱　未習得の文．字である

　（27）発音しにくい丈字である

　㈱　むずかしい宇体の丈字である

　働　似かよった字形をもつ丈字である

　鋤　似かよった発音をもつ文字である

　Gl）似かよった意味をもつ丈字である

　（42｝ニニつ以上の漢字が重なってできた熟語である

　㈹　生活語とかけはなれた単語（特殊な修飾譜，敬語，女語）である

　㈱　新しく提出する字数が多すぎる

　絢　新しく提上する語数が多すぎる

　B6）衷現が不自然または不足な単語，．剛節，．女である

　鋤　支字および単語の自然なくりかえしがすくない

　（．38｝固有名詞（特に人名，地名）である

　〔39｝ひらがなばかりが長く続く単語，丈節または句である

　⑳　次の行にまでわたっている単語である

　（41｝つまる音，よう音，よう長音，長音など特殊な表記である

　（42｝菟なれない擬音語，擬声語，擬態語をいきなり提出する

　（43｝接頭語，接尾語（また：はそれらのついた単語）をいぎな1）提出する

　卿　助詞のまぎらわしい使いかたである

　（45S　行間がせますぎる

　（，漁　行問がひろ’すぎる

　（・17i一一行がながすぎる

　（姻　句読点の使いかたが多すぎ，またはすくなすぎる

　鯛1交型が複雑すぎる

　醐　．交．が長すぎる

　励　：文の内容がむずかしすぎる

　励　文の内容がつまらない

3．　学習掲導の側の原因

　⑬　’文字，単語を熟知させる指導が不じゅうぶんである

　飼｝VK’字は発音をあらわすものだと考えて，意味をあらわす記号として教えない

　｛㊨　語いをひろげ，豊富にする指導がなされていない



2sO

⑳
の
別
珊
①
§
密
薯
疹
撮
9
紛
の
鋤
窃
③
D
勃
3
国
君
⑤
宕

愚
傷
惜
6
お
輪
伯
お
甫
田
潟
輻
嶋
お
曾
σ
σ
『
σ
『
【
冒
σ

女脈に適した単語の誌みの指導がなさhtていない

漢字の音訓爾読みの指導がなされていない

漢字の指導練習がなされていない

動詞，形容詞などの変化形についての猪導が不じIo，うぶんである

丈節や句で読む貨導が不じto，うぶんである

読書指導が断じ1），うぶんである

幼児音を早くのぞく指導がでぎていない

アクセントの指導がなされていない

方需膏の矯罷揃導がよくでぎていない

購読技術の指導ができていない

節日語尾をはっきlpさせる摘導ができていない

句誌点の指導がなされていない

正しい「いき」のつぎかたの推導がなされていない

意味を理解しながら音読する貨導がなされていない

不正確な黙読の速読みをさせすぎた

目と声とのひろがりをひろげる指導がなされていない

学習準備の指導ができていない

動機づけがよくできていない

読みの姻入差に応じた個別指導がとられていない

教具の利用が不じゅうぶんである

テストによってつねにあやまりの原鵬を知ることがなされていない

南昔むことに興昧をおこさせない

2．今後の課題

　以上のような，推定された読みあやまりの原因を，音読にあらわれた読み

の具体的な例とただちに結びつけることはきわめて困難である。ふつうの児

童では，そうした原因の効果性がきわめてまちまちであるからである。外国

の研究者などでも，こうした条件では，読みあやまりの一一tり一つの事例から

ただちに原因を推定することをせず，いくつかの予想される原因を列挙して

示し，引揚の国語教師の指導上の参考にしているのがふつうである。われわ

れが推定される原因としてあえて報告するのも，実践上の参老に資したいた

めである。

　原因をはっきり確定する研究は，読みの力がとくに遅れてしまった児：童，
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いわゆる読みの遅滞児や読みの無能力「燈（大ざっぱに言うと，精神薄弱児で

はない普通児が1学年以上．も読みの学力がおくれてしまっていて，ふつうの

教室では学習が困難な児童）についておこなわれるのが多い。用いられる研

究方法は主として事例研究である。こうした研究で特に有名なのはロビンソ

ン（誌S）等のものである。　こうした研究は，読みの学力がとくにおくれた児童

について少数の調査対象をえらび，音読よりも黙読を手がかりとして，組織

的に原因を追究し9．うとするものである。

　われわれのこの調蒼研究の目的は，音読にあらわれた読みあやまりの類型

をあますところなく明らかにしょうとすることにあったので，原因への推定

もこの程度にとどめなければならなかった。したがって，次の課題として，

黙読を手がかりとする読みあやまりや困難とその原因への調査研究が予定さ

れなければならないことになる。

　音読にあらわれた読みあやまりの事例を・．り・．一つめんみつに調べていって

も，いくつかのはっきりした事実や実践上に注意すべき問題がある。これら

を整理して，読みの学習指導の改善に資することはきわめてたいせつな仕事

であるので，現在も分析をつづけている。したがって，今回の報告書では，

ページ数のことをも考えて，いちおうはぶいてある。いずれ別の機会に発表

する予定であるが，とくに注目すべきことは，音読の場合でも，読むという

ことは文宇を順に追っていくことではなく，意味の統一として概念の再構成

をおこなっていくことであると言える事例がたくさんあらわれていることで

ある。　i『たまころがしのように」というかな表記のことばを，ほとんどすべ

ての児童が音読として失敗していることは，そのいちじるしい例と言えよう。

意味の統一…として概念の再構成をおこなうのに抵抗が強いために，丈比とし

ては音声化ができるはずであるのに，読みちがえてしまうのである。

　なお，丈字（かな，および漢字）の抵抗による言売みあやまりは，類型として特に

　（i－1’E8）　llobinson，　1一一；elen　M．　Why　1’upils　Fail　in　Reading．　Chicago　：　Univez’sity　of　Chica，g，q

　　　PressT　1946r
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項目にあげた以外に．も，多くの読みあやまりの原因となっていると推定でき

る。ためらったり，ほかの：交字や単語に．読みちがえたり，とばしたりなどの

読みあやまりのうち，丈字抵抗が原因だと考えられる事例がきわめて1多いこ

とも注意すべき点であろう。
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